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巻頭カラー図版1 寒川I1 'IIj立跡航空写真



巻頭カラー図版2 3.第1号拾場(南→)
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1.第2号土焼基(西→)

巻頭カラー図版3 2.第2号ゴ:峻必京壁土器出土状況(西→)
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1.第2号土峨主主山土七様、刀子

巻頭カラー図版4 2第3号土峨基(西→)
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l第3号土崎長束壁土器出土状況(南西→)

巻頭カラー図版5 2.第3..!;j・土岐基出土土器
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1.第4号よJJKtiJ，(西→ )

2. t(';4号土挑必:J¥土土器

巻頭カラー図版6 3. ~14 りナ.峨 ~'~H\土鉄斧



巻頭カラー図版7 3. 第5号士a品~1g出土ゴ:昔話
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2 . ~ 1号製鉄炉(南→)

巻頭カラー図版8 3.レーダー探査画面



能代LU本地方は占くから遺跡の発掘調査が行われた地域として

知られ、柏子所貝塚、萱刈沢只塚は県の指定史跡に、また杉沢台

遺跡は出の指定史跡になっております。 昭和51年に刊行しました

f秋田県遺跡地図jには、能代市及び、山本郡内に所在する 278箇

所の遺跡が登録されており、その数の多さでも県内屈指の地域に

数え上げられます。

このたび、この能代山本地方の地域活性化の役割を担う道路と

して一般国道 7J;子八竜諮代道路の建設が計画され、その路線の一

部が寒)111 .寒川口遺跡を通過することになりました。このため、

秋田県教育委員会は昨年度この 2筒所の遺跡の発掘調査を実施い

たしました。

その結果、寒)111 遺跡では県内で最も古い縄文時代半期から前

期の竪穴住居跡群を、寒川口遺跡では続縄文文化期の土墳墓群と

平安時代の竪穴住居跡群を検出することができました。いずれの

遺跡;も学術上貴重な遺跡であるとの評価を得るに至っております。

本書はこの 2遺跡の発掘調査記録をまとめたものであります。

を上梓するにあたり、調査に際して種々御使誼いただいた

建設省東北建設)可能代工事事務所をはじめとする関係機関、各位

に深く感謝の意を表します。

昭和白年11月30日

秋田県教育委員
一てら--I-l-

京 捺
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1、本報告書二は一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る寒川11遺跡、カミJ1 1 日遺跡、の発f}: Ii ~JrØf

報告書である。

2、本報-;今書ごの執筆分担は以下のとおりである口

手iJ奇1; 11~…第 3 章第 255、第 4 平第 1 i!i'i、第 2節の石器を除く J豆、 f:u3 i:ii'iの 1、 3

竺嶋隆儀…第 5章第 1fj11、第 2 の縄文iJ寺代と平安時代の遺構、第 3i:mの 2、 4 

小林 克…第 l辛~第 3章第 1節、第 4章第 2主!Jの 2、造物のJfi、第 3節、第 5fj'tの縄文

時代と平安時代の遺物、続縄文文化mJの遺構と造物、第 3iii'iの l、 3 

能登谷宣康…第 4辛第 2DiJの石器の項、第 3節の 2

3、本報知書の編集は利部、三IIJXh、小林が行い、横1I1fql司の協力を1'.1'た。

4、本報告書:の作成にあたり、以卜の点々から助六を得た。記して謝ー意を去するの

阿部義半、大jlf忠春、及川1iJI一郎、岡山茂弘、同!日成111、菊池j散犬、興野義二

M野本道、桜井清彦、佐藤信行、高橋信雄、 i古橋龍三郎、

5 、~Ij編「白然科学的分析j のうち、

第 1 章一第 3 章はパリノ・サーヴェイ株式会社、第 4 市は学~Jt{院大学年代iHlJ定主に依託した

結果である。第 5:$':r寒)11II 遺跡出土鉄器の金属学的解析結果についてjは円手県立博物館、

赤沼英男氏による。また之さ出カラー凶H反8の地下遺構のレーダ-J15光画面写真は、(有)桜小路

電機、工藤i専¥'1J氏の提供による。

藤i{{邦彦、藤b;〔妃敏、

6、土色表記法は、農林省農林水産技術会議ヰ{務局監修、 lH[司法人日本色彩研究所色主監修f新

版標準土色IIJI~jに従った。

7、挿図中に使用したスクリーントーンと土師

器斐実現JG!の凡例は下回に示すとおりである u

指頭オサエ ヨコナデ

館地山 EU  

己炭化一

※その他は挿図r7]:に指示
タタキ討

11 



8、本文中の遺構名には、調責H寺に付ーした遺構ff録番号と整理作業段階で付け替えた遺構番号

とが記しである。両者の対応関係は次の第 1表、第 2表に示すとおりである。

第 1表寒川11遺跡遺構番号対応表

m構番号 登録番号 遺 構 番 号 登録番号 遺構番号 査結番号 遺構番号 登録番号

第1号住民跡 S 104 第8す土坑 S K32 第2す土緩墓 S K52 第4号長焼遺構 S NZ5 

第 2 号{tf.tf~~; S 110 第9号1-.坑 S K38 第3号土i産墓 S K60 第 5 号法後遺tl~ S N27 

第3号住民旬、 S 112 第10;';'土坑 S K47 第18土器浬設遺構 S R 63 第6号炭焼遺構 S N28 

第4号住市跡、 S 137 第II号土坑 S K57 第 2 号土{，~Jljl設遺構 S R65 第7号炭焼遺構 S N46 

第5号it居跡、 S ! 56 第12号土坑 S K57 第l号壌土j立措 S N78 第l号法窯 S N 22 

第G号住居勤; S 172 第 13号士J.~ S K 76 第2.~-焼土遺構 S N79 

第7号住民跡 S K48 第l同士坑 S K86 第 3~焼H'ì惜 S N80 

第8引i指跡、 S 114 第15)j土坑 S K87 第 4 す~lt遺構 S N81 

第9号住民跡、 S 118 第16庁土坑 S K42 第5号焼土遺構 S N82 

第10号住民跡 S 121 第17号土lA: S K26 第6号焼土ift構 S N83 

第11号il府湖、 S 1115 第18号士~t S K33 第7号焼土遺構 S N84 

第12~;住民跡 S 175 第19り土坑 S K 31 第8ぢ燦土遺lIIi S N88 

第13-f}fi居跡 S 120 第20号土坑 S K36 第!号i閥、 S D61 

第iサ土坑 S K 15 第21サ土坑 S K41 第2号i持跡 日003 

第2号土坑 S K主) 第22号土坑 K66 第 3 号Iì持H~; S D09 

第38J:l/L S K40 第23号|ゾ/L S K 70 第，1号j持跡 S 019 

第4号土坑 S K 53 第24号土坑 S K68 第5号講湖、 S 002 

第55-土坑 S K06 第i号括局 S X R 54 第i号炭焼遺構 S N05 

第6号土坑 S K07 第2号拾r_& SXRi7 第2号炭焼遺構 S N16 

第75土坑 S K13 第15上l広草 S K51 第3甘炭焼遺構 S N24 

第 2表寄)11II遺跡遺構番号対応表

遺構番号 査録番号 出品番号 登録需号 遺構 番号 登fk番号 遺構 番号 登録番号 l 

第l号住居跡 S 127 第3号土坑 S K 18 第23号土坑 S K22 第i号土器製設遺構 S R 16 

第2号住民刻; S 157 第4号土坑 S K50 第24号土坑 S K23 第1号炭窯 S N 47 

第3号住居跡、 S 106 第5号土坑 S K 51 第25号土坑 S KZ4 第2号炭窯 S N 48 

第4号iil足跡、 S 115 第6号土坑 S K52 第26号土坑 S K34 第3号炭窯 S N49 

! 1ii 5号fJ:l奇跡 S 131 第7i子十h¥- S K SR 終合7-~ト十J:ii S K37 !第l号製鉄炉 日記 1&

第6号住居跡、 S 126 第8号土坑 S K 59 第28号土坑 S K38 

第7号住居跡、 S 143 第9号土坑 SKω 第29号土坑 S K39 

第8号住M跡、 S 144 第10号土坑 S K61 第30号土坑 S五45

第9号制奇跡 S 188 第11号土坑 S K62 第31号土坑 S K46 

第10号住居跡、 S 189 第12号土坑 S K63 第32号土坑 S K56 

第lHfHJI;湖、 S 187 第13す土坑 S KG4 第33す土坑 S K75 

第12号!ll耳助、 S 167 第14日止坑 S K 6~ 第34号-:ltJt S K76 

第13号住居跡 S 182 第15サ土坑 S K57 第35サ土坑 S K 78 

第148Itl"，'M~; S 177 第 16~j)/L S K01 第36"~.土坑 S K92 

第15号住居跡 S 166 第17号土坑 S K03 第 i 号土峨~~ S K68 

第16サiH端、 S 191 第18サ士JIL S K07 事2it土壌墓 S 1¥ 69 

第17号1m;跡、 S 190 第19号土fJL S K08 第3号一土i債墓 S K70 

第 18iHtl~i湖、 S 174 第2リ号土坑 S K09 第4iJ土相i墓 S K79 

第l号1:坑 SKl! 第21号|比 SKIO 第5号土蟻墓 S K副)

~}ヮ2 ~; I万fよL S 112 ~322~~J..1 坑 S K 17 第6サ|部i事 S K81 

111 
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巻頭カラー[;6]版 1

巻頭カラー凶版 2

(寒)11J ) 

カラー[;6[版 3

(寒)11 II ) 

カラー凶)j長4

(空)11 11 ) 

巻頭カラ -[;ZI版 5

(寒)1111) 

巻頭カラー!ヌl!l反6

(寒)11 II ) 

巻頭カラー図版 7

( ;奈川 11) 

巻頭カラー凶版 8

(寒)11 II ) 

寒)111 図版 l

i立l版 2

図版日次

寒)111. n遺跡航空写真

l、第 4サ竪穴住民湖;(束→)

2、第 4号ー竪穴住民跡土坑内造物出土状況(伴j→)

3 、第 1 5・拾j話 ( IYJ→) 

1、第 2J;}土駿慕(西→)

2、有i¥2号二上墳墓東壁土揺出土状況(Tfl.i→) 

l、第 2号ー土犠墓出土土器、万子

2、第 3号土駿墓(1'lj→) 

l、第 3 (南西→)

2 、第 3 号土地~幕出十二トjt;

1、第 4J，J.土域墓(丙→)

2 、 ~1\ 4 号土墳幕出土土~~

3 、第 4 号~t:墳墓出土鉄斧

i、第 55-土墳墓(北西→)

2、第 5号て1-.頓慕束壁 L:.器出土状況はヒ丙→)

3、第 5-jj-土墳某{.H土土器

1、第 6号十j脳卒(北j江i→)

2、第 1.~}製鉄炉(市→)

3、レーダー探査画面

上遺跡全景(

2、寒)Ij1 . II 遺跡の位置(東→)

1、第 1号竪穴住尉跡(東→)

2、第 l号竪穴住民跡(束→)

3、第 lサ照穴住民同;(南→)

仁第 3号竪穴住民跡(rM→)

5、第 4サlijりにtUrI;.跡(

6、第 5号-E2穴住民跡(下旬開→)

7、第f)県穴住民跡(南東一....)

8、第 74J刊号穴住民同;(可→)
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図版 5 

1、第 1号土坑(西→)

2、第 2号土坑(西→)

3、第 3ザ土坑(南西→)

4、第 4号土坑(北東→)

5、第 5号土坑(北→)

6、第6サ二i二坑(

7、第10号土坑(南東→)

8、第 9 土坑と周辺の遺物(南東→)

1、第11号土坑(北東→)

2、第 12~~~~_j二坑 (北→)

3、第14サ土坑(南丙→)

4、MF49グリッ Fj1l:物u日二状況(

5、第 l号拾場(南→)

6、第16号土坑(間→)

7、第17号土坑(二|ヒ束→)

8、MB48グリッド遺物11'，土状況 (l'H→)

l、第 8号竪穴住居跡(南東→)

2、第 9号竪穴住居跡(南東→)

3 、第 9~ま竪穴住民跡炉(束→)

4、第10号竪穴住居跡(束→)

5、第10号竪穴住居跡炉(南→)

6、第10号竪穴住居跡炉(西→)

7、第11号竪穴性民跡(二!と東→)

8、第11号竪穴住居跡炉(西→)

l、第18号土坑(南→)

2、第 1号土績墓(南→)

3、第 2号土域慕(西→)

4、第 3号土墳墓(南西→)

5、第 1号土器埋設遺構(南京→)

6、第 2号土器開設遺構(

7、第四号土坑(問→)

8、第20号土坑

図版 3 

図版 4 

図版 6 
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位11坂 7 1、第21J，]-土坑(東→)

2、第22号土坑(T如何→)

3、第23J，)-!て坑 ( 

4、第24iJ-土坑(市→)

5、第 25J将?場(京→)

6、第134J-竪穴住民跡(南一-+) 

7、第13号竪穴住民跡造物出土状況(←!ヒ→)

8、第 3り第 57J'i持(北西→)

9、第 1号炭焼窯(束→)

t~1版 8 炭焼j立構

図版 9 第 1サ堅i'(住民同;{flt土遺物(1 )衣面

i立11:反 10 第 1-7J-b~j~穴住民跡rH土遺物( 2 )表1M

図H反 1] 第 2 サ・第 3 サEJF穴1Ufq-~，fFIH .!~造物去TfíI

!立|版 12 第4 穴住居跡IH土遺物(1 )表mi

i立!版 13 第4サ守主穴fH刊

図H反 14 fr~ 4 与え穴住民跡出土遺物(2 )去1(1{ 

図版 15 第4.~J円玉穴住民同;，'1'，土遺物( 3 )表面j

|ヌi版 16 第4サ空是正穴住民助、出j--造物(4 ) 

l立111長 17 第5~J- .第6-7J-竪穴住}，~;'~~;IH土遺物去lhi

[主i版 18 第4-'0-二仁坑IH土遺物 衣Wi

図版 19 第5号・第 8号~第11号土坑HJ，土遺物表面

l_.gll版 20 第7号竪穴住居跡、第12サ・第14号土坑出土造物 表而

!~I版 21 第 5J0-. 第 6 サ・第 10Ji7L • 第 11号・第 14号士坑出土遺物 表面

i立j版 22 第8す・第 9サ竪穴住)叶跡、第16号土坑出土遺物

i立|版 23 1、第 2号竪穴住居跡出土;遺物

2、第17サ土坑tl::¥土遺物

3 、第 l 号ト~ ~~;;fJ町支遺構主主石

4、第10りJ、14穴住)足跡;nL:l二j副知(1 ) 

5、~~~ 9 穴ith廿F制U.:-Iて遺物(2 ) 

6、第 9 竪穴住居跡1'1'，土造物(3 ) 

!支!版 24 第10サ竪穴住民助;出土遺物

iヌI!~[V: 25 第11Jrj-竪穴住!日;跡、第20号土J:jc、第 2号土i京芸出土遺物

Vl1 



図版 26 1、第11号竪穴住Jrl}跡出土遺物

2、第12号竪穴住民跡出土遺物

3、第四号土坑出土遺物(1 ) 

4、第 1 二器開設遺構・こ1-.器

5、第 2号土器埋設遺構・土器

図版 27 l、第 l号土壊墓出土遺物

2、第 2号土墳墓出土遺物

3、第 3号土墳墓出土遺物(1 ) 

4、第 3Jj:J-j二駿慕出上遺物(2 ) 

5、第18号土坑出土i立物(2 ) 

6、MB/18グリッド出土土器

凶Ji反 28 第13号男穴住居跡出土遺物

図版 29 遺構外!引二i二の縄丈←L界(1 ) JT1-ttH -前期去HH

出版 30 遺構外出土の縄文土器(2 ) 早期~前期j表的i

図版 31 遺構外出土の縄文土器(3 ) 明~前期J

凶版 32 遺構外出土の縄文土器(3 ) rJ1.J!月一前WJ 主HII

図版 33 遺構外出土の縄文土器(4 ) 半期~前期J 去[(!I

国版 34 遺構外出土の縄丈十_R~~ (4 ) i子ー間一r?Jij}1月 主治i

図版 35 遺構外出土の縄文土器(5 ) 早期j-riij期j表面i

図版 36 遺構外出土の縄文土器(5 ) 早期~前期去而

図版 37 遺構外出土の縄文土器(6 ) 早期~前期j表面i

図版 38 遺構外出土の縄文土器(6 ) 早期~前期j哀悼i

r~1 即日 39 遺構外tp!土の縄文土器(7 ) III-Hi;一前JUl

鴎版 40 遺構外出土の縄文土器(8 ) 早期~前期表而I

図版 41 遺構外出土の縄文土器(9 ) 早期-fJiIJUJ 表珂

凶版 42 遺構外出土の縄文土器(9 ) 早期I~寸

図版 113 遺構外上の縄文土器 (10) 早期~前期支IfrI

図版 44 遺構外出土の縄丈土(.~ (11) rn!月-rIIiH1J 去出

図版 45 遺構外出土の縄文 (12) 早期-，jijJ!JJ 
岡市sl. 46 遺構外H日三の縄文十日:';， (13) 早期 ~üín!fJ 去lill

凶版 47 遺構外出土の縄文土器(13) ITJ，問~前期裏i主j

国J:長崎 遺構外Ilf:ll二!二の縄文土Rif(14) f1l.Jt月一前!日j 去1irI

Vl1l 



!主i版 49 遺構外出土の縄文土器(15) lr'.J与j-詰iiJtJJ 表面j

ドI版 50 縄文1時代平均j末葉-lIIiWJ初出土器摘11T~:I) 

I~ !üi 51 遺構外!lJ，土の縄文土器 (16) 前期・中期

凶版 52 遺構外出土の縄文上器(17) ヰ1ft}J

区lH長 53 遺構外出.1-.の縄文一I-.*ii(18) 中JtJJ.後!tJJ

i叱]1坂:14 遺構外l中1十命の縄文士;fi;:(19) f創部

iズ]1恒 5;:) l、遺構外r!J1.十字の純文:上出(20) f走HJJ

2、第2ijサ土坑t-P1土土器

3 、遺構外nLl~の弥生 L'.#1;: ( 1 ) 

iヌi版 S6 j立構外r'l'I_J二の弥'1三I.:.'!'ff( 2 ) 

iヌlH反 57 遺構外/J \j-. の ~í];Ij :.j-. :1!:O ( 3 ) 

ドII~j 58 j立構外出土の弥rlゴ 1:~ {，1i ( 4 ) 

[~:.(j Il長 59 j立構外/lU二のrJ{J;'1:. J二器(5 ) 

!司IJ友 60 i主権外IHJ二の?主主土{，ii( 6 ) 

L~J J:反 61 j立構タl-ilLトーの石日ii( 1 ) トランシェ採石13

l~]Wi 62 j立構外IH土の(2 ) 石箆

民})l1ぇ 63 i立構外出土の石器 {3)

[g]日長 6c1 逮捕外出土の石器(4 ) 1i箆上友luj '1";哀ltij

[;~1版 65 遺構外出土の石器(5 ) 行j拡・:tI桁・ i
1jlj{1ii

凶版 66 遺構外IH.十ーの石器(6 ) 石説í~

i立III反 67 JIi構外出土の石器(7 ) 石匙他

|立|版 68 遺構外出土の石出(8 ) よ益出

r;q 遺構外出土の石;器(9 ) 

凶版 70 遺構外出土の石出(10) 麿製石斧

i立IH1i 71 遺構外出二|二の王I{，ii(11) 

['XIJ:反 72 泣構外出土の石(，ii(12) 

i立IJl長 73 遺構外出jての石(，;%(13 i :行if1jf

フエ)1] IJ !立IJ:1i 74 ]、道路北1H1JJW ;ff [)Z é~ 討し|ヒ→)

2、付与え辺路部分(VLj→) 

|ヌI1医 75 i、第 1 万三尚;( 

2、第 2 ( :1ヒ→)

3 、 ~f~ 2 、町汀(北→)

lX 



図版 76 

図版 77 

図版 78 

図版 79 

図版 80 

図版 81 

国版 82 

図版 83 

4、第 2号竪穴住居跡床面下の士坑(両→)

5、第 I号土坑(西→)

6、第 2号土坑(北→)

7、第 3号土坑(問→)

8、第 4~ナ :-1て坑 (東→)

1、第 5号土坑(京→)

2、第 6号土坑(南東→)

3、第 6J/~'土坑土層(南→)

4、第 7号土坑(束→)

5、第11号土坑(束→)

6、第 5号・第 7号・第11号土坑(北→)

7、第 1サ土器埋設遺構(問→)

8、o B4必6グリツドlド川iリj片h筒百 F打J~持号 d山l式土t器;F」出土地}:l.山点.¥、.( (北T束才哀〈→)

1 ，、 続1縄屯文文化二土i土-)績居炭庇i七i墓草のi配号犯己F畏受 (什I砕ニ卒如宇

2ム、第 1号土壊墓(T南〉訂旬→)

1 、第 2 サ土墳墓~~M認状況(凶→)

2 、第 2 号土墳墓理士:tf~干支状況(南→)

3 、第 2 号土壌慕座士~p十i室物 /+1，土状況(市→)

l、第 2ザ土墳墓埋土内遺物出土状況(南→)

2、第 2号土墳墓東壁土器出土状況(fs:i→) 

3、第 2号土墳墓完掘状況(南→)

1、第 3号土墳墓確認状況(南西→)

2、第 3号土壌慕完掘状況(

3、第 3号土墳墓東壁土器出土状況(南→)

l、第 4号-土駿墓完掘状況(南西→)

2、第 4号土墳墓東壁土器、鉄斧出土状況(問→)

l、第 5号土壌墓確認状況(南西→)

2、第 5~ナ土騒墓思土堆積状況(南東→)

3、第 5号土駿墓遺物出土状況(西→)

l、第 6号土l民芸確認状況(TJLj→) 

2、第 G号土壌墓}黒土l引責状況(南京一....)

3、第 6号二完:tltP.状況はとI時→)

X 



|まIJ坂 84

凶Jl反 85

iヌIJui 86 

毘IJui 87 

1、第 3号竪穴住民跡(北→)

2、第 4号竪穴住民湖;(北→)

3、第 5号竪穴住居跡(尚一....)

4、第 5号-竪穴住民跡カマド(問一+)

5、第 6号竪穴住民同;(凶→)

6 、第 6 す I;.~~'A.1t h判占;カマド(西→)

7、第 74j-竪穴住居跡 ([Jぜ→)

8、第 7号竪穴住居跡カマド(商→)

1、第 7サ鰐穴住肘跡カマド覆土i訪れTIi(同一+)

2 、第 73j-竪穴住民~JFj二 flili '(.ii[[[lll¥土状況(市西→)

3、第 8号!経穴住民跡(西→)

4、第10号竪穴住民助;(北京→)

5 、第 12~J'竪穴住居跡(北F耳→)

6、第13号堅穴1JJ日;-跡(同一+)

7 、第 1!(-~}竪穴住民同; (同→)

8 、第15号 I;\~íげ十:lrl+跡(凶→)

1、第15サ竪穴住民跡カマド(西→)

2、第15号-R15穴住居跡土師器i不出土状況(北京→)

3、第 l号製鉄弥i確認状況(南→)

4、第 1サ製鉄炉前庭部土坑覆土i抑止i(束→)

5、第 1サ製鉄炉完掘状況(南→)

6、第 1号製鉄炉(炉)

7、第 l号製鉄炉(炉)壁(西→)

8、粘土採掘坑(南→)

1、第 l号一第 3号炭焼窯(北→)

2、第 2号炭焼窯(南→)

3、第 1号亮烹(束→)

4、第 3号炭焼窯(南→)

5、第17号土坑(二!ヒ丙→)

6、第18サ土坑(北-rfti→)

7、第四号土坑(市→)

8、第 _1'，坑(凶→)

X
 



図版 88 

図版 89 

図版 90 

図版 91 

図版 92 

[:;gjl日文 93 

凶版 94 

図版 95 

図版 96 

図版 97 

図版 98 

図版 99 

凶版 100

図版 101

間版 102

図版 103

区11坂 104

図版 105

図版 106

l、第22号土坑(北→)

2、第27-'1ナ土坑(南→)

3、第33号土坑覆土断面(二|ヒ→)

4、第34号土坑(レーダー探査地反)確認状況(凶ー+)

に 斜出側調査区南東部(南西→)

遺構内出土縄文土器

l、遺構内出土石器

ム遺構外IL¥土縄文-=1::-.~if .石25

第 2.~.二仁j墳墓出土土器( 1 ) 

第 2サ土壇上土器(2 ) 

第 2サ士墳墓出土刀子

第 35J-土棋;墨江I.B土土器

第 4i子土i民事，LIj二l::-.-=I-.{出

第4号土墳墓出土鉄斧

第 5す土棋墓1L¥土土器(1 ) 

第 5サ土墳墓出土土器(2 ) 

第 5号士駿菜!中i土土器(3 ) 

第 5号土蹟墓出土土佐(4 )，第 6り._!二駿慕iJ¥J..土器，

続縄文丈fヒf!月士騒慕周辺 I t\十ー石 ~:f

平安i時代遺構内出土遺物(1 ) 

平安11寺代遺構内出土遺物(2 ) 

平安時代遺構内出土遺物(3 ) 

平安時代遺構内出土遺物(4 ) 

平安時代遺構内出土遺物(5 ) 

平安時代遺構内出土遺物(6 )， 

遺構外出土平安時代以降の遺物

Xll 



第 1i'ii'j iiJ~Efì:に至るまで

第 l章はじめに

第 1節調査に烹るまで

秋田 ~tp，の日本海沿岸部に沿って縦走し、県の北部を米代川沿いに横断しながら青森県側へ抜

ける・般国道 7サ;土、新潟、山形、秋出、吉森を結ぶ日本海fftlJの重要な!存続道路であるの秋田

県内にあっては、秋山市を中継して本荘.rll利の県南部と能代 .111本・南秋田の県北部を、ま

た県北の能í~ . 111本のdH宇治;と大館・北秋田の内陸部とをそれぞれ連絡し、地域産業の根幹と

しでも民生の動脈としても重要な役割を果している。こ 7 の能代市一八竜町開の

ノ〈イパスである八竜能代道路l土、現千五の一舵凶道 7号が果す機能を拡大，強化し、高速大量輸

送時代の到来にさらに適合するよう、幾つかの問題点を解消する 1=1的で日j-ftllfされた。

八竜能代道路の建設は次第に過?子dヒをj脅す県北部治山地域の交通を緩和イfJi骨化し、従来の

同道沿道の安全、生活環境の保全、冬期交通の安全等々を達成するものとされている。さらに

将来的構想として現在建設中の京北横断自動車道に接続することも考えられており、高速交通

体系の一端をも担い得ることを想定してしミる u 八竜能代道路が完成した場合、能代山本地方か

らの農産物の市場拡大、 [場)i~地の促進など第←・次産業、第二次産業の活性化が凶られること

も予想され、この地方への経済的波及効果が大きいと期待される口

建設工事の計画概要は、八竜町大rtllから能代市浅内まで区間延長7，000m、 22m、設計
Ci!， l ) 

速度80kmであり、第 1種第 3級の構造規格をもっ自動車専用道路で、ある。

この八竜能代道路の建設事業は11(1手1158年度からその一部が着手されたが、当初から計画路線

上に寒川i遺跡、萱刈沢遺跡などの周知遺跡の範囲の一部が係ることが知られていた。そのため、

建設省東北建設局能代工事事務所は文化財保護法に基づいて、路線上の埋蔵文化財包蔵地を確

認するための遺跡分布調査と、

秋田県教育委員会に依頼した。

ヲよって失われる範囲の記録保存を目的とした発掘調査を

昭和60年度に行われた路線上の遺跡分布調査では、八古田j恒IJから館ノ上、萱刈IJ¥1、宣刈沢

u、出回、石丁、 十二林、寒)111、寒川自の 8i:m所の遺跡の存在が判明した。これをうけて秋

田県教育委員会と建設省東北建設同能代工事事務所は、協議の結果、開手1J59 、 60年度に用地n~

11;{の完了した寒川 I、京)11日の両遺跡を問手1161年度調査実施遺跡として選定した。また、これ

とは別に昭和62年度以降に調売の予定される他の 6筒所の遺跡のうち、十二林遺跡、石丁遺跡、

福田遺跡については、日[{手1161年度中に;¥1号交付象範tJl:Iを決定するための遺跡範囲確認調査を実施す



U~ 11ft はじめに

ることにした。

今次の発掘調査の直接的な契機と調査に至るまで、の経過は概略以上の通りであるが、寒川遺

跡の台I1仮笠録のための踏査は昭和41年度に、遺跡の範IHl雑誌調査は昭和57年度に行われているの

昭和52年度刊行の『秋田県遺跡地図jには、登録番号67r寒川遺跡jとして平安時代の須忠

器、土師器を出土する集落遺跡、と記載されている。これは昭和41年度の時査を基にした記載

であるが、表面採集その他によって符られた資料は法内校に保管、とも記されている口昭

和57年度の遺跡範i明確認調査は、能代市市部浅内地区 JH7に討画された国営開拓建設事業に対

応するため、同地区の横長根、福田、頭f陸上、成合などの与遺跡とともに実施された。寒)11遺

跡では、平安時代の須恵器、土師~if)tlーの散布する箇所が、昭和30年代終り!漬からの自己開田に

よって部分的な削平を受けていたため、包含層保存の状態を伴認し、その範1:1討をみきわめること

に主liRが置かれた口調売の結果、 A、B、じの 3f也氏において、縄文時代から平安時代にかけ

ての造物包含層が開墾時の影響を被ることなく保存されていることが{確かめられたりさらに、

このA、B、Cの 3地区のうち、最も!よし百出千責を有する A では、平安時代の竪穴住Ja跡の

存在が確められた{也、地点内の沢を隔てた北半部と市半部ではUJ_I-_遺物に左があり、北半古liは

平安時代を中心とするi時代、南半古Ijは縄文時代前期を中心とする時代に営まれた遺跡であるこ

とも明らかになっている口

寒)11遺跡内を通過する八竜能代道路はちょうどこのA地氏の中央部を縦断するように設計さ

れている。したがって発:J:Jlil調査を必裂とする範問は、聞に入る沢によって 2つに分けられてい

る。すなわち、南側の舌状台地中央部、北側の台地平坦部とそれに続く斜面である口今八竜能代

道路の路線上にある遺跡は、発制調査に係る区域が路線内で分かれてある場合には、異なる遺

跡として扱うことが遺跡分存調査時からの慣行であったため、今回の発:J:Jni調企に|捺しでも、前

者を寒)111 遺跡、後者を寒川III遺跡としている。

なお、寒川11.寒)11 II遺跡とし寸遺跡名称は、昭和57年度の f能代山本地方史研究第2号j

に掲載された能代山本地方の遺跡分布図、並びに遺跡地名表中で、既に府いられている。この中

では寒川11遺跡として現在の一般国道 7号脇の地点が、寒川III遺跡として昭和52年度の f秋田

県遺跡地凶Jで寒川遺跡として採り上げた地点があげられている。したがって、昭和57年度の

遺跡範回確認調査と f能代山本地)f史研究 第 2 号j 掲載の分布調査の成-)j-~から、旧米「寒川

遺跡」として呼称された地点は少なくとも 4地点に分かれて存在することが知られる。

(註 1)建設省能代工事事務所「←ー般[:li[迫 7J1]-八竜ri引に泊路jパンフレサト 11日午f160(198S)年

(註 2)村本悦也他門1(田県遺跡地iヌ[J秋田県教育委託会 11日手1151(1976) 年

この記述の中にIfIi{

つ
山



前2~~ 調子子の紺織と構成

区一 CJ也IKの31也13:を包括した区域のIf'I枯と忠われる。

(正1:3 )橋本p:i] 史「ヲ~~JII 遺跡J l' j立制;，jNIlI分布調査報百社n秋田県教育委員会 Ils手1158(1983)年

(正1:4 )武田ギ:義[現場からの報;片;遺跡破壊の:lJ[;1丈JHì~1tlll本地方史初f究 第 27~j 

能代111本地方史研究会 昭和58(1983)年

第 2節調査の組織と情成

遺跡所在地

i調子fl羽[1¥1

調査而積

調宜主体者

調査担当者

寒Jlli遺跡;秋田課能代市浅内字ト二林 6番地

*)11 II 遺跡;秋田県能代市i刻午奈川家の上48番地

昭和161年 8月18日一12月5口

ヲgUllT j立跡;3，OOOm2 

寒)11II 遺跡;3， 900m~ 

秋田県教育委員会

小林 克(秋田県埋蔵文化財センター 文化財主事)

干IJ部修( 同 学芸主

三 11!!~r年儀(秋田県立博物館 派遣職員)

調査事務担当者 加藤進(秋出県思蔵文化財センター主 査)

j時五協力機関

高橋忠太郎( 同 主

建設省東北建設同能代工事事務所

能代市教有委員会

能代市淀内地区自治会

能代山本地方史研究会

- 3 
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第 1Hii j立跡の位ii"i:と地形

第 2章立地 と 環 境

第 1節遺跡の位置と地形

秋田県の北部を東(Jljに流れる米代JlIは、その河口に広大な低平地を形成している。秋田県の

北西一隅を占めるこの能代平野は、奥村脊梁山)j)長北部の十和田湖あたりから分岐して青森県津

軽平野との問に横たわる白干!IIUI地をその北松にもち、脊梁山脈中、駒ヶ岳付近から西へ塊;j:}ょに

突出した太平 [11地の凶徒がその京側を!担っている口また市では、 !!m~u早境付近から北へのびる

出羽丘陵の北側、雄物川河口に広がる秋田平野と連続しさらに西側は、米代JIi北部の峰浜村

から男鹿下島北部のお尖11汀まで、延長35kmの長大な砂丘を介して日本海へ聞いているの

寒JII1 • [l 遺跡は、この能代平野の中央からやや雨寄りの北緋401支9分、東京't1401支2分の地

点にある。 遺跡のある地点は、 ]R五能線能代!択から 6km、米代川の河口からは 8km南に離れた

松沢にあたる。寒JIIT .自遺跡にTるために、現在の一般間道 7サを能代市街地から秋田市方

面へ上ると、 .A屯IHTに達するまでの間に浅内、寒川、石丁、福田、成f?と5つの集落を通る。

これらの集落は、米代川の!日iilJ道でもある砂任後背部の低湿地に臨む標高15-30m程の台地の

縁に、間にいくつかの沼沢地をはさみながら点在するが、寒J[1 [ . II 遺跡はこのうち、能代砂

丘の伏流J.kが低i!u¥地上につくった浅I)'lii{の北東出に臨む、寒川集落の東側にあるの 遺跡のある

地点から現在の日本海lHJAまでは3.3kmの距離を縞てている。

寒川集落の東側の台地は、北側は小沼をその西端にもつ沢で、南側を寒川堤に繋がる沢によ

って区切られた、上1HiのiHi積約80haの台地で、ある。現在、その面積のほとんどが昭和30年代終

り頃から断続的に進められた周辺農家による白己jj吉田と、昭和60年度に実施された大規模間営

開拓事業とによって平坦な耕作地と化している。寒JII1 . II 遺跡のある地点は、十二林遺跡に

Uuした台地の南側縁部分である口寒川|集落の位置する台地とその南側石丁集落のある台地との

間の沢は、十二林遺跡のJ!~l也する舌状台地の先端部を分岐点として、 2 つの支谷に分かれてい

る口北側の沢は分111主したところで、寒)111 . 11遺跡;のある台地雨縁を間折する小支谷をつくっ

ている D 今悶の調査で、寒J[I1 遺跡、とした笛所は、このIJ、支:丹市側の小古;1)¥台地部析で、あり、寒

J 1I Il遺跡とした向所はその北 fWJ の台i也、 I~JJl部と寒)11T 遺跡担IJに出した経斜面である。

えり111遺跡はその一上H[lでの標高約18mを測り、寒)1I lJ遺跡との間にある沢との北高は約 6m

である。間iHlJへ突き出した舌;1犬台地の上面の北側半分が尾根;1犬の高まりを呈し、南側半分は経

く傾斜しながら、十二林遺跡との!問の沢へ降りている。舌;1犬台地の東の付け根にあたる部分は

「、J
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立~ 2 i!ii 能1VI午Fの気fl史

既に!日間iされて'):!IIJiliとなっているが、 i調査の汁象となった台地中央部およびその先端部はその

政地であり、コナラ、ミズナラ、クリなどの低木と、その}JIfJIJHをwめるクマザサとによって複わ

れている。

京)11U)立助;は、台地上[(rIで、の標I"Jがが)24m を 1ll1J り、主f~)11 1 ，泣跡との!日]にある沢との比高は12

mである。 カミ)11I JH肋;とのr1iJにある?}{，土、 その沢似のあたりで台地を大きく i1iiJって をな

すが、 の設定されたjJLiil習では、 16J支のよヒIH訂I'J緩い料的iをつくるむ また、

台地 LlfIiは耕作地造成のための天地返しをうけて現在は平到な1:1B地となっているが、本米の自

然j由形はややうねりをもっていたらしく、調の北1!!1Jでは区内よりも 1mjl]:くも低い口

地形図上の等高松も白地r-h~祉に沿って同へ突き i-H した 1111kJjtをtNil.tミている。

コ集落から台地のi討結を点に1じる道路が、寒)1111泣UJFのaJttl3t院を介地上jirI側と会+HiIiHlJとに

分けているが、現在台地 1'，1(1[は保有λ杉のrWlmlなどのWI:作地で、;斜面倒jはクロマツとその問に生

える低木による雑木林となっている口

2自信 能代子聖子の気候

気依Iz(分一上、 日本列 jJJ北部に佐世する秋!日早はヰI~寒に~~;しているが、 日本海沿岸部と i有限

t:iじでは千三1iiJ風の影響により、その気候条件にだがある

能代平奇I~1 Ll本IHrでの11日干1157年度の剥売によれば、年fllJの降水量は1，176側、 冬季の最深

航可7誌は30cm、年平均気iluUO.2
0

C、最高気illft30.5
0

C、trlill気温-5.8
0

Cという観測値が得られ

てし 1る。

これは、ほほ|斗じ枠!交の内にも工法するJ.\~巣詑地での在日il!lJ値と比較すると、降水量で、は60

%程度、段j菜 干で65%程度のしかなく、 11之lii]気iUIし最{民主tj14は5oC 'riiI後低く、 また高く

なっている。また、年間を通しての日!!i~IIYIMj は1，834.5時間で、太平洋1H1Jの久慈市の日!!日時間

が1，872.5W)'1I¥Jであるのと比べると、いくぶんし五時!日jである。 これは、 11月一下旬 -4月上旬

までの降雪日数が67日nu(lIi河1157年度)を，Jjめるという日本海1l!1J特有の気象条件による。風向

は冬手にulIljJLiJ孔が強く、千里子{fljからやや111114J部に入ればi人j陸nな気候に属することになり、

が 3111 (一 る年もあるσ

([11: 1 ) r~n'，::J!Ljf!l;他「保 lí;- . ;J;J i主計出J ，I-.J色分担 ~ji!~ ノj': ， iJMNj 秋山I}，~ 11(1干1159(1984)年

(ii!: 2 ) I対:，'，::I2lln日他 ir時県JL~!て JtJtj上海[JI~本，iJMj+tJl 秋田りlL Il({手1160(1()85)年

(日



第 2主 :立地と環境

第 3節 遺跡周辺の土壌と植生

遺跡を含むtm1t ~I': [!} Hi rmのご!二棋は、砂!日出、 ir!Jtl1UlQ、台地 i二で、それぞれ呉なっている。

海:浜の砂丘地では風積による砂!王未熟土壊(内iUift統)がJLjめ、砂丘後??古[jの?Jl1tl1t地では集積に

よる黒泥土壌 (Jf: )11 統、応11I日子統)と水積によるキIII;f:，トキIl粒グライ~l::.撲 (1漏出:統、琴j兵統)と

に分かれる。またiI!J干lltlmの凶側にある浅!付台i也、成合台地上には、胤桔の!J;l，;-I~' ク j二度(野々村

統、大)11 口統)、および淡色黒ボク土(根岸統)、 ~Jl粒;;1.\ ボク士(切明統)などが:J:H~給して

いる口

これらの土壌は、台地上の淡色思ボク土壌で-ある侠;;l統が林野性 1'，壊で、ある他は、全て農地

位の土壌である。したがって、遺跡周辺では自然のままの抗生が観察されることはほとんどな

い。林野性土濯である根伴統上ではクロマツ、杉などの人工林が斗:育し、その I;J~(il¥Jをコナラ、

ミズナラ、クリ、ヤマザクうなどが1[11めている。台地上は現在その大部分が民地として利用さ

れているために、こうした植生も次第に減少する fff[[ílJ にあり、 fーをかに 1J~ にlTI i した前向?であると

か、台地上で小正;[Xに突出した部分で兄られるに過ぎなし~また林地が耕作j出と認 す る好で

は徐々 に草本類の繁茂へと+!((!!:，も移行しているようである。林野↑'1:の1'f(f'I''!::を;Fす部分をJTiり['111

むように分布するよfl，ボグ!二は、主に果樹問、 'J:1l!地なとJの耕作土として利用されているが、部分

的には近年の大規艇な!井i拓によって水由化されているも ある

台地下の黒泥土壌、グライ土壌の分イliする沖鞍低湿地は、水田として利用されている u 近世

末期に開田されたといわれ、以来、水はけの起い出地;;日;に盛砂したり、またi!lt石粒を合む?Je土

を除いたりすることにより水I:El化が進められてきた。現在では、龍代市、八I首相J、L11本IUf、琴

丘町、八郎潟町などの米代川左岸から南へのびる広長な地域一帝が、ほほ全域;j(I丑によって11!{

めfまされている。 11日手1158年 5月26日に発生した日本海中部地震の際には、遺跡のある地点の[i[j

jヒ1l1l]の低湿地や低湿地と砂丘地が接する部分で、盛土された砂J.，"')を破って本が噴き出す液状化

現象が多発し、水稲にも大きな被害がでた口これも合水平の高い土壌性質と、砂I王砂によって

115土しながら造成した水旧下部の軟弱な地盤構造に原国するとされている。

砂丘地はクロマツの人工林が|功風林としての役割を果している他、 i白地を造つての慌j岐によ

り、農地として利用されているf部分もあるコ日射射-量の多いN十卒，三叫Z

に夏:季字野菜の栽Iιiiにj適直している口また白[Jでは水[]Jとして利用されている口

(註 1) I~J 再開m片山「森 IÎf . :]:1 (対!日間Jr l-_l也う}-tnJ，l~ 4，:，;)，';) fi:J f:1< fH tr，~ 11(1 fWiY (1984)年

8 



U'} ，1節 ii引に平野市i郊のj也Jf;と地質

第 4節 能代平野南部の地形と地質

上地分類恭本調子iうf森 17e• 羽故lJ~ EEI jによれば、能代平野市部の地形はL11地、丘陵地、台地、

低地と大きく 4つに民分されている。このうち、遺跡;の1地と!羽わる台地および低地について、

この土地分類基本調査の説明を中心に記述する。

能ít'IZtl~fは口本海担1) の子Wfの qJ では例外的に克新!吐の ihj:成段 i王の発達の良し 3地域で、子聖子市

部に広がる台地群は下末 /fHij~J1ßlI判こ伴う海成!再からなる、といわれている。米代)11 の左岸から

八郎潟東岸まで続くこの台地群は、}オ往1[1のiおから琴丘町、 1[1本IITJの111:llli・丘陵地を通って八

n日前東部承ノ'kJft北端に注ぐ-種川により、南北 2つの区域に分かれる。三種川の北ではその支

流である鵜)I[)I[の低地とその支谷の}i切りに!よく分布しているが、三掠)11より T'hでは山本町森岳

付近でやや広しサト布が認められるものの、琴 f王町日[11.111 付近に主つては八郎潟東W~ まで迫る任陵

地との問に{主カミに狭{(する程度である。

三種川以北の台地tnのVLj ~~tは能代 dîi支 I)~から八竜町大山にji るまで;[11 (線的にのびている。そ

の方向はおよそ N 15 Eで、約 3krn [i可にある現在の海岸線とも、また約 8km京にある丘陵

地との境界総とも平行しているつこの三稀)11以北の台地{I下は、それぞれの襟式となる地域名で

志戸橋野、 l~:WiJ 、会光寺野、成介、大 rlll と 5 つの台地に 11子ぴ、分けられ、関東"Ii針の下半占一武

最長野一立JIII(crIに対比されている。

この台地群のうちTJLjiWJにあって、京VLj約25km、市北約7.7krnて'*lfl長くのびる成合台地は武威

WflflÎ相当のj:H~積出とされ、寒)1 1 1 . II 遺跡もこの台地面に立地するの市北に;長い成合台地の*

VLj両if!lJ縁はそれぞれ佼食行によってrm析されているのであるが、きわめて汁照的な地形を呈し

ている。浅内低地側にrfIiした同級は山総的で、これと直角に卜1.5krn程の間隔をおいて 5つの芥

が東西に開析している。それぞれの長さは1.5km程で、また各々平行しているために、成合台地は

これら問縁からのびる谷によって 6つのブロックに分割された景観をみせる口これに対して鵜

川川低地に而する東松は、長さ 1km未満の芥が術的状にその全縁にわたって問析しているため、

細かく入り組んだものとなっている。このような地形の主は成台台地束凶両縁の開析過程の速

いに起!大iすると推測される。すなわち、問綜の 1~f:J析谷は武蔵野面相当の成合台地が形成された後

に，1'=(按海へlJ:ぐ佼食存としてできあがったが、東松はその頭部で、下末古1fIi相当の志戸橋野台地

と、その下位の成{:i台地の境にiFiってlj日析した鵜JII川形成後に校食を始めたものと思われる円

成合台j血の支出 j由貿は某~ffJ認として I~TI'I 粘土佐和物で、ある X.. 1!tf.~守層があり、その上を半i市|結JíH古

物であるが覆い、さらにその1二に未1I片付詰物で‘ある砂がち:tf討ii物がjlまるとされるの天徳

は iJê 1:;' 、シルト告を主とする鮮新 [11:の物で、構成され、成合台地の京総では古[~に露 11 11

する信j所も認められる。?;~.}1ILi併は隊、{i'};および粘土、 iJ己を主i*とする更新!日:のよiHf刊句で、構成さ
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第 fjriii 能代、i守!Yrhfiliの地形と地質

れ、最上位:は風化土壌、 下位は穿孔J!の穿孔を持った泥ll[{' i、また場所によっては分級の思い

ifEffJ{喋棋の{擦が分布ーするとされる。そうした特徴から向凶同のIH~fft環境は、海岸から|控域へと

変化する時期jの、 j弱JI~\j ;~g:のような極く i注j或に jE いところと推定されている。 i?;}阿 I'Fl m，積後に起

った下末六i]Ij;j生は、そのIfIiを似食しては;し吋!Tj:成段j王を形成したとされる。段上回として台地全

IIriに載る砂がちJtt積物は、日本海沿岸の砂!王砂と 111'1じ中粒砂からなり、あるいは一万年前まで

に堆誌を終えた古砂1[:に!法当するかとも思われる

成合台地の同紙には戊I)~fL1: Jili luiとの比j'，':j10mの大rlJI台地面が、IIJ話100m未満の，;ifとなってめぐ

っている。大 I l1i 台地出は-立 JllmiHI 当のも~:ftj而であるとされ、:正常はやはりおïITî層によって構成

される。成f?台地の北京fHlJには下末:lif而相当I師、武蔵野]ili相当1T:riのよJ1橋野台地Hriが広がって

いる。!此地とはその北部山本町j釦11付近で繋っているが、 この辺)111じ立は、 米ft}11ヘ下

る水系、校})11) 11を介して八郎潟へ注ぐ水系、成合台地を東西にrm析する水系の 3-hlIiJの/Jく系頭

部が集って、文字通りの分;Ki原点となっている口;よi戸格的:台地のi討には武践里子i主j相当の金i時Ij寺

町二台j也、 f-~く 1[{IM 、武蔵野1fli+11 ~日の住 IjiúJ台地がある。

fs:地のうち、成合台地の[lI:i1H1Jに広がる法内海岸111:地は、その丙i!!lJの口本海岸部;丘(能代砂丘)

との問にIIJ日1，100-1， 500m で [N~jヒに長く就く海岸低地である。 1--);長統は [;I~?尼 -1--壌、グライ

であるが、それらは海水tf1iが上封ーするのと、!主台介}自の中央をH4北に走る断層の阿部リが下降す

ることによる集積作用で形成されたと説明されている口浅内海Hl低地は、能代市街地の載る砂

I[:i血を北の紘としてi告は八郎潟まで続いている。そのため低地面を流れる J.k系も砂丘地を迂回

し米代川へ下るものと八郎潟へ注ぎ込むものとがあり、その分水界秤は浅内jf{の北iW1にあると

される。浅i付低地内をj忘れる本系は、その西側にある砂!日出からの伏流水、東側成合台地から

の沢水などが集まってできるが、浅内出をはじめとする低地上に点在する出は、この砂丘地か

らの地下水lfriがしたものと説明されている。

日本海岸砂 Ir~ は、 ~Iとから八森山 EI {i'bJ日ili，涜介砂JI:i虫、能代砂!日出と続くが、米代川河口の

Iむからのびる能代砂丘は、最大IIJIiI1.7km、延長は若美11fT玉の袖付近まで25km程ある。またその高

さは浅内出のlhのよ.1;¥阿付近で、 mにも達する口日本海岸砂丘は弥生時代頃を境として区分

される!日砂.IÎ:，新砂!王が積み量って J1í~積した累 lTc砂 i王であり、砂Ji-.の構成層は!二日:から新期砂

丘{Iタ1、新J!JJ腐植土!日;、新WJ砂丘砂 11、，IE:IWJI出:M-!て柄、!日立J]{j!tI王とキfll分されているつ砂丘砂と

腐十[li十J討のJti:fN状態は、米代JII河口付近をとして呉なる砂丘形態に応じて追いが認められて

いる。米代JII?fJJn_1 ヒ 1l!1J の砂丘形態は、本iJ~ )IJ 、竹/十_JII なとごの小iiJJ)11がii砂丘を分!析して日本海へ

直接流れ込んでいること、末代)lliJlJ口付;!l:ではu本海にHliした外ダIJ砂丘の他に現在能代市街地

がす:地する内石IJ砂丘が存京すること、許可日の南側では切れ日のない砂圧が続くが、その南部で

は外列砂丘の後背部、十日1)'Jm:地や八日目立jに]iliした仰に外列砂丘と[lL(交する縦ダIJ砂丘、 If部

11 



第 2主主 立地と環境

能
代
砂
丘

西

。
第412l 能代若手、丘関部地形断簡図

(工藤克美;1987tこ加筆)

歯形砂丘jが形成されていることと、それぞれの特依があげられている。このう ι砂丘砂中に

新期腐植土と!日期窮描土が確認できるのは河口の北側と出iITlJであり、河口付近では新知j腐植土

層のみカ可在認されるという。

日本海岸砂丘上では縄文時代後期前葉から平安時代までの計 9箇所の遺跡が、北部のIIJ手浜村

と南部の男鹿市五車合に集中して確認されている。これらの遺跡のうちl峰浜村蝦夷合遺跡でi土

縄文時代後期前葉と平安時代の土器が!日期腐植土中から出土したとされる。また八森urr土井遺

跡や能代市上ノ LUII 遺跡の平安時代末葉の竪穴住居跡の覆土中に検出された~小牧火山灰が、

能代砂丘中、黒肉付近の露頭にあらわれた主任期砂丘砂Eの中にも検出されており、考古学的に

はこの 2つの事実が鍵となって、砂丘構成層の編年が組み立てられている。すなわち砂丘をつ

くった飛砂の休止期、砂丘の安定期を示す|日期腐植土層、新期腐植土!留は各々縄文時代後期~

平安時代、鎌倉時代~室町時代頃と推定されている。

(註 1) 藤本幸雄「能代沖積平野の地史Jr能代111本地方史研究j第4号 IIH手1162(1987)年

(註 2) 工藤英美「能代砂1王についてJr能代111本地方'l!.jiJf究j第 4-:) 昭和62(1987) 年

(註 3) 7Ki頼福男「古環境の復元Jr能代 111 本j也)i史研究~ ~'1 iH子 11日干1162(1987) 年

(註 4) (註 2)にIjiJじ

- 12-



第 5節 周辺の遺跡

ノト← 戸 々々

:.1J ::> tHJ !r'iJj立のj立跡、

寒)111 . I1遺跡の立地する成会台地とその束iHlJ に位泣する :t:戸橋聖子台地、会!日Íijlトh~野台地には

多くの遺跡が存在し、[況に調査の行われた泣跡もいくつかある口

!日石器時代の遺跡としては昭和58年に発掘調査された此掛沢立遺跡が、本遺跡の北北東1.25 

kmO}l1!!点 この遺跡では、 fllI北部協和田J未ヶ森遺跡を標式とする米ヶ森11!!台形石器や

ナイフ形石器、局部!脊製石斧などからなる石器集中館内;が検出されている。米ヶ森fL1台形石器

は!I({手[]50年の未ヶ森遺跡;の発掘調去で確認され、その特位ある形態、製作技法から佐期!日石器

文化の一月!式として認められたり東北地方の段!羽田石器文化のなかでの編年(1せな位置について

はその茂の{討究によって次第に問時にされている。此掛沢立遺跡から出土した資料は、その~!~~

年，il司去された秋田市下-堤GXili:跡、河辺町七1111台遺跡群からの資料とともに、秋出県内のナイフ

形石 ~if文化の背景を主[]る大きな子~1卜りとなるものである。

また昭和56年此掛n~ 11 ;玄肋;の I詞と相T)íî[乏して、 fiE代市TljMjの戊 Ij~地院で、行われた gl営能代

開拓建設事業に伴う遺跡分布調査、;i{~Utl確認 1;品で、本遺跡の京1. 8kmにある逆)11遺跡 (iJ主j立

法跡)から!日石.~~f時代のものと *111折された石メj、石核等が11:)土している口 Tool として加工、1'1~

用されたものを含んでいないが、地If1 rf!1との漸移層であるH九一褐色土中から出土したとされ、此

掛沢H遺跡;同様、 hlG合台地上に~<rj也する IR石詩時代遺跡に数え上げられる口

その他米代川の右岸になるが、成合台地と IIiJじ海岸段l王である

下[遺跡からのは、杉久保tr;~!ナイフ 1/:(が出土している。

開拓台地上に立地する館

能代山本地方の純文II:-~:代前期から中期の遺跡では、東雲開拓台地上の杉?F\台遺跡、館下 I 遺

跡、 成合台地上の笠メiJ沢H塚などが、 ri，品JJlEの行われた遺跡として著名である。 また米代)11左

前期初頭に編年される只殻条痕丈を施文

した土器やFl筒下層式直前におかれる土器などが、 !4fJFR工事に際して採集されている。

能代Hf音色 lf~にある上ノ山jE跡からは、岸の段丘上、

このうち、 山本郡八竜町に所在する笠刈沢貝塚は、寒川 1.立遺跡と同じ成合台地上、帝へ

約 4.2kmlijjtれた地点に位置する口縄文時代前期末の円筒下層 d式から中期中葉の円筒上層 d式

までの時期に営まれた遺跡であり、 11(1和33年から 48年まで、発tJ~il諦j交が行われたD 調査の結果、

竪穴住居跡16軒、 フラスコ状土坑14基が検出されている。 21i:メiJ?F¥貝塚は日本海沿岸北部の汽水

そのデータも比較的III-いH担問に紹介されている。また杉沢台遺跡の調査で全国'f't只坂として、

的に 日されて以束、北口本の純文時代 f~íjWJ から中山中葉の住filcf形態として した認識にな

りつつある口ング・ハウスも、その中形のものは慌にこの穴式iJ沢貝塚の調査によって知られて

いた。 .;ft年で、は東北地方北部の[LJ筒一上器丈化の形態を生IIるための資料としてもi&われてい
(，;七 1) 

る c この他、成介台地 I~，には縄文 11.]: 代仁ドJ!Hのフラスコ ;l)~土坑の存在で'JJI られる ;jtl 染森遺跡があ

13 



第2j章立地と;環境

第5国周辺遺跡分布酪

H 

I遺跡
II遺跡
只塚(~JTI丈 FìíjltJJ)

(縄文晩期)
ドメキ館(中llt)

(古代~中世)
トドメキi室i尚; (古代)

トドメキ!笠穴群(古代)
上町'1追跡(縄文後期)
上野口遺跡(古代)
真壁地遺跡(縄文後JtJJ)
中台i宣跡(古代)
大館j宣跡(古代)
、;i-TT正当i!ll!:.ιl'忘二上cl-!ムー γh-H+-¥ 

十日染森遺跡(縄文中期)
柏子所貝塚(縄文晩期)

此掛沢II遺跡(旧石器時代・古代)
百足i宣跡(古代)

J二の山 IIj立跡(古代)

(古代)
(縄文1=[1:tt:J1) 

( I白石器時代)
(縄文時代前期，中期J)
(縄文・弥生時代)
( 1I 

I代・中}止)

3000m 



l，'i];I立のJ立闘;

純文11寺代筏・ i似りjのj立肋;としては、能代市ユズリ葉遺跡、 1'1'1子iYdl塚、琴丘II!T;白石野j立跡;など

前5i!ii 

る。

がある。

イi'I子jYd!l五はJoi:{t台地の北紙、寒川 r.ILi立跡の北京3.2kmの地点に位訳する。昭和30年から

31年にわたって 3回の先制調売が行われ、 11(1手1130年にはり日の史跡、指定もうけている。縄文時代

!I免期大 iIJiJB~CI 式!切に形成された只坂で、によって幼児'1 ~ J-を??む 8体分の出葬人廿がはっ

かっている。{)([上1Uj~r)~ でi立時県四jJj主株j立跡、秋 f:H市上新城中学校遺跡、地方遺跡、京rll利 IIfTì詰

，IH 野遺跡、 'f;_rI~llfr梨ノ木塚j立跡、 -'1三鹿追跡など、近年、縄文!lS:代晩期の草JII~ill!J:'íを例カ{:t';~lJII して

しlる。打i子所只J瓦の調査はこうしたの調査例の魁であり、かつより!よく東日本← .[I}に広が

るf立ヶ同文化のまド;111]をi;iTる上で‘も欠くことのできない資料である口

'''J 石 ~!j-)主同;は三種Jilをはさんだ成合台地の吋、森一17f.寒域台地、横長桜台地打こ¥/".地する

縄文fI引に!挽WJの遺跡で、 11(1和57年に発:tJ:l!rum売された。下ーに大iliiJB ~ B C 式を '1'心としたIL~:具11 の

ことに 3}，I.(の土f!?は!よく一般にも利介され話題を集めた。j立尚;でな [~j~~，'dl7J' 111， J-_し、

能代1I1木地方、でーの弥生時代の遺跡については不明な部分が多し~体生時代の遺跡とされる場

う{ミ代川右伴の杉沢好遺跡、も、 7与該H手WJの造物がj立備に.wわず、iP，)1!で'rn土する例である。

金山自iIjii跡、在日:の立1:1~地遺跡などがそうした遺跡例としてあげられるむ

現在ーまでのところ、能代111木地方全域をみても、弥生時代以降奈良時代までの間におくこと

のできる締実な遺跡はなく、遺跡の数がt甘えるのは平安時代になってからである n 寒)111 • H 

遺跡の二jヒ京 1km には~， 1主主:Il~):代の集治跡である 1-_の 1I1 II 遺跡がある口昭和58年と60年の 2前年に

わたる HJM査の結巣、 1:，\，わ'dJJ， I;-~Jf20軒、 j二坑23基カf検出されている。 1この 111 n 遺跡の調査で‘は竪

穴住J;日制;の夜土中から、朝鮮半 jijの白頭山起源の ~"i小牧火 111灰が検出されている口苫小牧火山

灰の命名手Jiーである11ITm洋氏は、その降下年代を11[IJ~紀から 1311上紀の IHJ とした。この年代11I話は地

71学的にも考古学l'!'~ にもかなり!よし ì!日j 阪であるが、 l'藤英美氏はこれに片し独自の調査結果を

加えた上で、1211上紀後半という降下年代を与えている。この他rtl!-F代官Jt疑定地である大自己主跡は
本遺跡の北京 8kmにあり、 11(1手1146年から5J{1三まで、の発抑制売で、里見j'({tJ?f跡32軒、土坑21基など

を検出している。この中には金以'1:.ifî'~.ì立構 1 )i!~が合まれ、本遺跡の北8.5kmにあって 11(1 手[1 52年に

剖去されたr:jJï守遺跡の製鉄弥 i とともに、 Urt-I)~ で、は I11市くから金脂ì'f[l掛け11:の確認された例として特

にあるサシトリ台泣跡は11日干[150年に発掘調査され、される。また米代111t1 

十 iて得力いえ j主と.Jíおじさ ~L る I-)/c 1 )II~ カf検出されている。

中 [II~の遺跡、としては、栴 111安司ü\:の Ir'H成槍 111 JJ主がぶi立跡の東北京 9krnにある他、米代JlI'1，岸

では[I(i手1154年に調査され、.j:Jill¥('，柱建物i引 11日手1159・

尺
U

噌
'
E
B

60年 に さ れ た 会111 l1i'¥泣



第2章立地と環境

(註 1)柴田陽一郎「此掛沢[[遺跡・1-:.の11111遺跡発掘調査報告ー書j秋田県教育委rt会

II({和59(1984)年

2 )藤原妃敏「本ヶ森遺跡発射i調査幸I~台書:J 協手fl lI可教育委員会 [1日平fl52(1977 j :q=. 

(註 3)菅原俊行「秋田臨空港新都市開発関係l[IJ.蔵文化財発射調査報古書」秋田市教育委民会

Ufl手1159(1984)年

(註 4)大野憲司「七山台遺跡群J秋田県教育委討会 昭和60(1985)年

(註 5)柴田陽一郎「遺跡詳細分布調査報告ー書j秋田県教ff委民会 [lLiffl57 (1982)年

(託 6)計見誠夫「節子-1遺跡発掘調査報台芸::J秋出県教育委討会 [1(1干1154(1979)午

は17)永瀬福男「杉沢台・竹生遺跡発掘調究報許書」秋田県教育委員会 Usfll56 (1981)年

(註 8)鍋倉勝 iょ「資メIJd~遺跡発掘調査報告ー書J 八竜町教育委只会 iI{H1I54 (1979)年

(註 9)告松鉄四郎氏採集、資料の一部は!!?、ー立博物館に展示されている。

(註10)金r出品「只掠Jr日本の考んでf:n j ~可出子千万J 昭和40(1975)年

(註11)永瀬福男「秋田県のFJj筒土器文化Jr考内風土記j第9サ 昭和59(1984) if. 

(註12)庄内昭男「相染森遺跡のフラスコ状ピットについてJH大田考古学j第32号

IIs手1150(1975)年

(註13)永瀬福男「ユズリ業遺跡発掘調布平itiffEヰJ秋田県教育委口会 IJ日干[153(1978) :q~ 

(註14)大手11 久民平日n~こ所貝塚発掘調査報合前:j 能代市教育委員会 昭和117(1972)年

(註15)拡出 睦「高石野遺跡発掘調1I~W，ÆtfU 琴丘町教育委員会 II(H1I58 (1983)年

(註16) 永瀬福リ~ I杉沢聖子遺跡採集の弥生式土器についてJr能代111本地方!と研究j第1サ

昭和56(1981)年

(註17)奈良修介「秋田県史考古拾iJ秋出県 IJ{{手1135(1960)年

永瀬福男「金山館遺跡発掘調査報告書j能代市教育委員会 ULifll61 (1986)年

(註18)熊谷太郎「真壁地遺跡発掘調査報告'i!i:J秋田県教育委員会 昭和58(1983)年

(註19)(註 1)文献

児玉準仁!二のLl!11遺跡第 2次発射調査報合言:J秋田弘教育委員会 昭和61(1986)年

(註20)工藤英美「能代砂丘についてJr能代111本地方史研究j第4号-能代山本地方史研究会

11[{手1162(1987)年

(註21))11村 正「大館遺跡発掘調査報合書」能代市教育委fi会 H日手!l53(1978)年

(討註:ヨ22幻)7.水kえ瀬;福〈百品ヲ出JI川iけ小iドi台遺跡発J制hll，品謝茄制iE査f在tけけ'('一1七i

(は三註主23幻)岩見誠夫 「吋古能巨計f代l. 1山lr本!ド三地伊RJ広iよJ域E或iUujt民:叉ミj辺白建設に{伴主1宇iド4う完J制:J:d訪剥t査t在t宇報IH行IL今i二手書書FJ秋出り県I己Lリ5救文f行f'委委口会

"日干11;:)1 (1976) 'il'. 

(註24)県指定史跡 IJ日干IJ48年3月公示。

(託25)永瀬福リJI仁1"田市豆;兵jltf台1. [[，恨i先場遺跡発品L:剥:古:W1¥-r-
trJ秋田県教打委口会

11日干1155(1980) {ド
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:来，;1節 調子己の経過

第 3章発掘調査の概要

第 1節調査の経過

えだ日11 . U:Ì立 Wh;の発tl: il ，~HiJ ~tl~ は IInl1161i~三 8 丹 18 1]に開始し、 12 月 5 日に終了しているりこの却J

IHj， fjJM在に費した日数は延62，5日である。以下に調在日誌から抜粋して概略の経過

8 )cj 18目、寒J11 1 . [l:I皇制始。午前10n寺、 i長i畑山i正自治会館で、発掘調査作業員への説明

会を行う口当fJJの討を文は[Ilijj立跡fyわせ33名で，Ij日始。 '1'0後、寒)111j立跡、寒)11 rr遺跡;の斜Wi

側調子計三の刈払い作業を行い、による去土除去の範囲を確定させる。

8月19日、寒)111 遺跡でfTl機による表土除去開始。使用機械はO.7ばパケット付のパックホ…

40Dのブルドーザ一件 1台。寒)111遺跡では、重機による表土除去を行う前にトレンチを設定

して、基本!爵!子、 j立物散布範[:11'1を確認する。調査用プレハブ，ハウス建設。発射;11用資材到着。

8月20日、寒川!日 遺跡の斜面側調査区については、重機による除土を終える。重機で除去した

lHiで、製鉄炉(S N 14)のプランを検出。寒川11遺跡;のトレンチ調査を終える。

8月22日、寒川口遺跡の付杯え道路予定区の利1tl[11作業を開始。土器埋設遺構(S R 16)を検出。

寒)111遺跡では重機の除土作業が終り、方IJ艮杭打設作業に入る。

8 n 25日、寒)111遺跡で石錘が多く出土し始める。寒)11II 遺跡では付詐え道路部分遺構精主主開

始する。縄丈W):代フラスコ;1犬上坑、平安時代土坑、滑などが重複している。

8月27臼、寒)11T 遺跡で石鋭と尖底土{，~::底部が近接して出土。

9 )=J 2日、寒)11 1遺跡]'¥'1D 51 グリソドで、長 'I~h の長さ 5 m 杭の村~[1] lf;の黒色土プラン(S 1 04) 

を検出する円寒JlllI遺跡斜1fIIiWJa同交iベの中央部で平安時代の堅穴住h廿占;( S 1 31 )を検IHo

9月3口、京)11llJ立幼;の製鉄旬iの*ili去を 1m!;，れする。

9月5日、完'f)111 遺跡 S104の桜仁の，]:1:11りドげを始める。覆土r:'すから繊維を合み厚手のっくり

の土保n-が出土する。来)11IJ 遺跡の製鉄かの東側に平安H寺代の幣穴住罰肋;(S 1 26)を検出する 0

9月9日、寒)111 JÏl: ~lFM C 54グリッドで、純文11寺代中期j後葉の堅穴住民助;(SI18)を検出する口

之IUIIIJ:Ì宣跡の土 '~!HH!.設 j立構を断ち割る口内部から kirPIと 1T製石器 2 }，I，( H-¥士。

9月12口、常ミJlIJ _Ì主同;の平安i時代y，~~穴住 Ilr;-~ljr (S 1 20)のWi去を開始する心 LH 55グリッドか

らは近代の氏突にIYJ係するレンガ、 1 "-rrなどカ"l!U-

9 Jj 16口、寒川 iij立制;斜r(Ij-1ご斉liが11f段;1犬に作られていることを確認。 寒川1J 遺跡 S1 18で炉に

f史用された出を確，a"S 120からこLnHi Pt!iJ不1、な1][': 不3のj立物がl!'，_L。



t:r~ 3 "i:~J: 発Jitihliftのlilt型

9月25日、寒川1]遺跡近代の炭焼窯(S N22)の開始。えりIllLi立制;の会llilI京iWJで、検HI，した平

安時代の竪穴住町跡(S 143・44)の夜土を.}Jnlり始める。 iLi本町小中学校村会科研究会←寸r末跡。

9月26口、 2奈川11]遺跡で 3主の炭焼j立構(S N r17 0 48 . /19) を昨iito

10月1日、寒J11 Il 泣1M;の道路北側、白地千JIJ(ilíのを l~fJ I~fìする。

10月3日、寒)11J 法制;l~IMj+f区の時jl[!1JMB48-M E48グリッ iぐのが日文11日ーにJ1LltJJ-liíjlUJ の泣物 6(~~

!語を調査する。寒川日遺跡~n'Î企 Îi問調主区の出火iiJ日;叫;(S 1 ，13)のカマドを}lj，}JYfする υ 1:

大学i臼j瓦秀治氏、西村完治氏米跡。製鉄炉についての救ノドを乞う。

10月9日、寒J11 Il遺跡;の土器焼成j立構(S K 37) を検出。を)11t.i由主;の?IW'の'Wf交を終える。

10月23日、 *)111遺跡調交医の別会llilIをお。縄文11な:代晩期末葉から弥生時代前!日jの土一昨

nーが多量に出土、その時期jの土 (，;FJi'i1坊と認められた。寒川社遺跡では道路北部IJのし J53グリソ

ドで平安時代の竪穴{ìJ，';-~~; (S 1 66) を検出。

10月24日、盛岡市桜小路電機、工藤、柳沢両氏米跡。寒川Il遺跡で地下遺構の探究を行う。

10月初日、寒川III遺跡道路北1!!1JWltl]f区で、後北C::式土誌を出土する土戦プラン(S K69)を検出。

10月27日、 :LUllili立跡の SK59とその同1[1IJに検出された SK68をよ.1:11り込む口 SK59の京ミか

ら11正文鉢形土器が11:'，土。寒)11 ]遺跡の縄文 1Jé.):代早期末~前期j初頭の ~，\!~í\:1U';'~~; S 1 04、純文11手

代中JtJj後葉の竪穴tth';'跡 S1 18、S1 21については枯売を終了する口

11月6呂、寒)11 1遺跡の縄文時代半期限穴住!計跡(S I 37)をキ中央部の土1/1じからl'f'{;-のチ

ソプが多く/lU二しているo ，)}~)II U .i立凶;の SK 68， S K 69は杭帝国丈文化HIJの 1-.1，民主と TlJltJ九さら

にその市lHIJでSK 70， S K 79の 2~l，l~ を松出し載する。六主功氏主尚;口製鉄骨 iについて敦;J ~ 

を乞う。Jl):j7日、京)IIII.i主防;の SK 70， S K 79のIdU土J民主からそれぞれ 1il?ilづっの(&-1ヒ仁川

式土器が11".1-，コまた、:inrfri iWJ nlN] 1:J~ 1 x:の平安IL):代県穴住}，';同;只 131、S126のカマド部分のWt在

を行う D

lln8 日、 ~UII 立 jit助;でさらに 2 本の続出l!t 丈一文化問j の :1))主主( S K 80， S K 81 )を検出、

II )::j 11日、寒)11T .I立湖、のf'?JjlllJ;i;lr(IIを1'1']1ιl縄文時代111.~IJ ~二一 r'JíjHIJ初加のj立物包がii在，i立され、

尖成 1-器応部、 トラシシェ様石器などが"1'， _I~_ してし h る。このII:)'WJ の~j_~ .~-t:"f~μiJ と llJIi'Jrする口

11月14日、寒)11 ] 遺跡;で純文fI.)':代後期の土垢江.~ 2 )H S K 51ヲ S K 52)を雌iit。復元可能な l:_~if 

111母体分づつを!'Hlてしている円

11)j15呂、寒川11 遺跡の市 fWJ斜r(IÎ.Lm討会場ーのお'Í~tf をほぼ終了する口キリ 11 U.I立肋;道路北側，UMNr互

の平安跡(日 177， S 1 S 1 89句 S 1(6)をh'iffす之}

12JJ 3日、主ピJ11 1 .自 1，11j泣同;のがし

12月5口、プレハブを解付;イ故LL、，UM1fを令て終了する

18 



第2~íí 調子tの方法

第 2節 調 査 の 方 法

調査は市!，J~rtf対象区域を出するように /1 mの碁盤;1犬の格子をおlむグリ yド方式によったりす

なわち、調子計三内の悲ホ/¥から磁北方[(IJに設定された主準線と、それと交する東西方[6]のおji

を二次元のの芥々としたり r1m に設定されるそれぞれの線には、東から商へMA.MB.

MCのように 2桁のアルファベソトを付し、 Hiから北にかけては51・52・53・. .のように拝

用数字を振り当てた。グリッドの呼称はこのアルファベットと算用数字の抱l台せによって表わ

される各交点のうち、点部の+/Lのi呼称でft去させている円また、東問にfJされるアルファベ

ット 2桁のうち、 1桁IdはAから Jまでの10安IJみ (40m)で繰り返し、 2桁呂は40m勾;に変わ

る大[;/，:jIIIIを去わしていると2 去上除去時の採集造物はこのグ 1) ソド鮮にとりまとめた。

剖在i弐r::!コ央の )íl~i戸1 ，1，(は、調五区に隊長する地域が;将来調査されることを予測して、 M A50と

してある口一般国道 7サ八屯能代道路に関係する利五では、路線中央に20m間隔の中心杭カヰT

設されており、基準点はこのうち調子t区の中央に抗出するものを選んでいる凸寒}II1 遺跡では

No.304十初、 *)llfI泣跡、ではNo.310の:1'/cをそれぞれの基_ifiz点とした。

j立構1"1は、千II!Iブりうンの検出された11111番に01、位、 03. . .と算用数字による番号をfJけて

いった口その!在、遺構の杏号の前には、その種別をあらわすアルファベットの遺構略号を冠し

ている口すなわち、遺構略けと番号の組合せが、各々の遺構の名称となる。これらの中には調

子長が進むにつれて、自然地形のくぼみであるとか、植物の根による“しみ円であるとかといっ

たことが後に判明し、抹yi1iされて欠番となるものもある。本書においてはこれらの遺構番号を

整理し、遺構の様d)Ji10:に通し番号を付けて、第 1号竪穴住居跡のような表現方法をとっている。

寒川 I遺跡、寒)11日遺跡の遺構名称の対1，[:;，は第 l去、第 2表に示した通りである口

調査記録の方法としては、主として凶luI作成・写真撮影・筆記録を段階ごとにとり入れてい

った。図面作成では平副i位1.I析lfri匝lが主で、必要に応じてエレベーション図、地形図などを作

成している口遺構についての実渋IJ図は1/20の縮尺を原則とした。写真掠影は lつの被写体につ

いてモノクロとリバーサルフィルムの 2種類のライカ版フィルムでJ最影することを原別とし、

適正[ブロニー!版フィルムによるji'ri11f;を加えている。筆記録では、日誌や遺構カードを活用した。

各遺j悼の記述や規掠の言hHlJは第 6凶に従って行っている。

寒1111遺跡、寒11I日泣制;とも耕作地部分を|添いては雑木林であったため、調査前に地去に残

る切株を除去する必要があったりキミJII1 遺跡では調査区の士域で、寒)lIII遺跡ではTHfHlJ斜而の

調で、人力による表土除去を行う前に、政担を兼ねた主;慌による除土を行っている。

- 19 



前3京発ihll;VIiJユffの概要

1M]線方向

長軸 Acm 
?立軸 BCll1 

壁高 Ccm 

m
m
m
 

plu

円し

PL

A

B

C

 

軸
軸
さ

長

短

深

縄文時代竪穴住麗跡 続縄文文化期土壊墓

車出線方向

1ft音fi

関口部長軸 ACll1 

持i車由 Bcm 
底副長制l Ccm 

短車lU DCll1 

t、寸"じζ ムぐ4・ Ecm 

フラスコ状土坑

m
m
m
m
 

ρし

p
u
p
u

ハL

A

B

C

D

 

壁
壁
培
昨
h

a

h
り

C
1
d

長
立
下
司

円
相
一 壁高 Ecm

壁溝11届 Fcm 
壁溝深 Gcrn 

平安時代竪穴イ主居跡

第S呂遺構規模計測部位模式図
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第 Hii j古跡、の!件付:

第 4章 寒)111遺跡-調査の記録

第 1節遺跡の!日位

本遺跡の基本は~'I[JLl地と J~r[Ú ÎJ也とに分けてとらえられたが、ここでは層の安定している

平j-fl地での基本!語!干の同ごとに説明を行うり(第 7[支1)

[ !'i'~; … 10YR2/U日色を \~.9 る。村t~均釈が多く、干}I:作 I ~に'l'jる!凶である。!同!亨は 10cmFiij後であ

る

立!丙…10YR 色を t13ーする口炭化物や際、およ (10 Y R )をfniかにit?布してい

るり 'Wî'lt は lJ '，:J く軟かい。!討!日J: は 10~20cmで‘ある U 縄文時代 11 1 . f支持jの遺物包含Jr~;~ とと

らえられた口

部!持…10Y R 3/;111前日色を!せする u 炭{ヒ物を少量;:'?:{Jーするり 'WitlはHHいが、比較的しまってい

る口!再!手は30cI11前誌である口縄文 II~引に早期末葉~古íjJ t月初出;の土器を多量に検出した0

NJ'~1 …lO YR 出色を ;11ーする。炭化物・小石を {J11 かに含イI‘している。 î:11í 'l" l: は強く、 i司くしま

っている。同!手は20~30cl11で、ある日

V!亘…10Y R 5/8jYl出色を2する。砂利を合みliilくしまっている口 は20~30cm である。

VI !íi~，;… 2.5 Y 5/6黄出色を日する。も二と砂22二上がiI~ じり台う。!吾停は20~40cmで、ある。

VllJ尚一10Y 1¥ 5/8前出色を止する。砂賃上で、非常に [81 くしまっている。層厚は10~20cl11で、ある o

m層…2.5Y 5/6黄褐色を!せする。{擦を多量に含む‘砂質土である。 J爵厚は10~20cmで、ある。

IX層…2.5Y5/6京出色を!せする。燥を台み、赤褐色の砂質土を!民;1犬に合む。

l~ 剖!再は j立物の包合する)訴で、 IV回以下は、いわゆる地1I1土で、ある。

2
 

5
 

Gil--' 

隙

トi=16.2昔

第7函 よび基本土麗函



f1?; 4 -{ti: 京)111j立湖、

第 2節 検出された遺構と造物

1 、縄文H寺代半期]~前期のと造物

今回の調査で検出された遺構のうち、純文II~):代 ljq!)j ~~葉から1iíIWJ初出にN~í;lLつJけられると判

断した遺構は、!竪穴住民同;7 11午、一仁坑16去らである。これらの泣簡は利五区内の丹;げよ台地中央か

ら出西側にかけて輸出されたりまた、この他にか地rN1WJ主+llIiから、今lLilの品目H:{I人jにあって11土

も集積!支のiおい F1tH月末葉-!iJIO!Jj初頭の土器包吉岡が検出され、 i広持人為的にllJlHIIに構築された

遺構ではないにしても、台地上!fIÎからの生活出命がてられた「土~ifif}:域iJ であると '[:U ltJr し

た。本項ではこれも合めて扱うこととする口

男三六{主!日I助;とした遺構は、 :t:_に a 形態、 !の存在、の 2つの条け:から認定したりす

なわち、あるうζ境肢のi面積を有し、かっその形態から 1- カサよ{定し作ること、また泣構

内での火の使用の痕lfih;が認められること、この 2つの条{午の少なくともどちらかを備えたもの

を、出2/，(1tJ円~ilIJF とした。

li，¥た穴住民湖、として認められたものには 3つの7日告がある円 1 つは!よい J~(I(li積をもっ H'I Pl 7f~70 

ランの遺構で、床面中央にート):/cl犬のピットをもつもの(第 lUi禁穴住民跡、お 45-堅六itJ11;-助;)、

2つ目はこれより規模の小さい桁11J JI三プランの遺構(第 2ザr:'¥;!:'Ali:JJ
1;-跡、第 5~J-[者穴住民跡、

第 6号竪穴住山跡、第 7 三六iUI;-跡)で、!ぷi(4I中央に焼土が形成される例(第 5 註穴住!バー

跡、第 7 サE54穴 ftJTtt跡)が含まれる 3 つ日は小形の [TJ形プランを呈し、やはり J~(rfri1-1りとに焼

士が形成されるもの(第 3サ県穴住肘跡)である

竪穴住}rlf跡の認定条刊:を 2っとも欠いた遺構を土坑としたが、 16基検出された土坑は 2つの

形態に分けられる。 1 つは l~ióJ 口部が任 1 m 前後の11J形フoランをもち、閉口部と IliJ1~IU支かそれ以

上の深さのあるもので、底1M中央に任20cm前後、深さ20-30cm前後のピットをもっ(第 1J，}_ 

第 4Jj子二1__坑)。 他はI-IJ形~打HI}形のプランをもち、 ilい鍋底:IKか11'1(~本 7!三のH'!í-Hri形をもつもの

(第 5号・~第16サ土坑)である。

これら遺構群のうち竪穴住肘跡は、中央部から市[iLj1!!1Jへ緩く降りる ~nHIÎ_I二で、検出された。!よ

い床IUI積をもっ 2i~Fカ司法f り介って位/i"J: し、そのJilfJ辺にやや小規模の i:Í'JI IH杉プランのH.h刊れ小

形の円 Jf~プランのfHI;尚;が両日tする n また、 1):;'1じはこれらの堅穴住人l;同;のfl¥]にii文京するが、成

lilIにピ・ソトをもっj二坑 /14去は、{也の遺構in久の分布するiベj或からはずれた、台地北松とH刊誌に 2

f;l~ずつ分かれて点在する

純丈 11寺代早期jA~葉~前期]初出の 11.)=却j に位置づけられた泣構昨の概111与は jゴ、 1--である大に

構 に つ い て 、 観 察されたを記J主する口

n 



ヨ'; i1ii 検11'，されf二j立fIItとjE物

~\ 1 サ~~わにfUI;-跡(な~81ヌi 、 i立1 1:反 2 -1・2・3) 

級会liirIのほぼ中央、 MD50-52、ME 50-52 グリッドにある。第rIT"凶で;~I，!;褐色土の 1:~Jf]]71ラフ。ラン

として{írí~認した。北町は、 l (j -~J-+_:t/Cに 切 ら れ、では15サ土坑を切っている。壁高は南側では5

cmlìíî段、北1!!1J で、は10cmnÍî訟であるり ~I勺ílÎ形態は桁 1 IJ7杉で、規模は長il4h675cmX恒輔!推定450cm、f(u

て-ある。 長iMIはN-20-25
0 

- E を指す。 I~ミ HrÎ 中央部はずIlj性の強い黒褐色土を斑状に含み、

明確な床はとらえられなかった円床 IÍIÎ は告にゆくにしたがい、絞い上 I [iJ きの傾斜を~/ J ~すのね:

〆1口3~/ 
u 

6J 
P6 

ノ
ノ

第14号土坑

~D51 

第14号。第15号土坑
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抗，1i手 当日)111遺跡

穴はPI; 30X 25cm、Pe 任25cm、

P:J ，径20cm、Pl; 28Xお側、 P"， 

25X22cm、P6 径25cm、P7; 42 

X32cmあり、深さはすべて10cm aO 

内外である。住民跡の中央やや

南側には略方形の土坑があり、

北I喧壁際にも+1'4IJ J 1f;の土坑が存

をする。*J者は長~~1J 120cmX 1~DI~1J 

100cm、深さが25cmで、鉢;I)~ を!こiJ

し、 も長事1195cI11 X I¥Ii141170じm
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盤
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箆
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遣

部

円

床

石
第9国 第2号竪穴イ主居跡、第7号@第13号土坑

尖頭器、石錐、石;品、石援などが、土器には縄文一縄文、縄文一条浪、縄文一無文などの種矧

がある(第17[立1- 第19[~'(1 )。

第 2 サ竪穴1H~H1J; (第 9[Z1) 

緩斜面iの上位、 MA -M  B52グリッドにある。第]]]

層で、黒褐色土の楕円形フ。ランとして Mlirr2，した。北h:r'~

は第 7+~- .第14-';子i--_ぢi:によって切られ、 I半J1JLij~:I) の時

は検出されなかった。三|勺(:lÎ形態は柿IJJ7杉と tf[~7ζ され、

長1MIは磁北から20-30度前後間に傾くものと忠われ

る。壁高は高い部分で、約20cmで、あり、 1Mf立は6.8m'

である。床j(IIはほぼ三ド111.で]ヒ較1'1<バV¥かし '):JIや柱穴

は確認できなかった口!杓M中央jJq寄りからは、石Il!l、

扇土lifr製石器、二l二 ~t}fJ-II がj主主主:して Ij'IJ-. している。 土

器)\ーは粘~L~こ繊維を混入した去去1M とも，i!\月丈の L器

である(第20問、第211ヌI
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十全1'"されたj立備と j立物第 2UI'i 

第 3-~}~r ，;ミ ft/r l ;-跡(第10 [;61 、凶 H反 2 -4 ) 

緩斜lIlIの i二位、 LT 51・52、MA51 ・ 52 グリッドにある。第回 N~~~ で、県褐色土の IIHf;7
0

ランとし

て確認したの '1勺古j形態は上tiijで IIJ 形、下端で 111計方形を主し、任は約250cm 、 ~il~山

は4.8m'で、ある口 f~( は約20cmのりさのIhJj り床で、 f~( 1üi は干上LI_で比較的しっかりしている。柱穴は

ないo 'tPの:;rWi形態は士毛布!昨!，J85cmX 知f!qh約60cmの柏 fJj 形を示すが、 Jt支出は r~jから北へ緩い傾斜

'):jj の焼土は~'tJj'lil:が強く、ほとんとアム
ど

に、 f~(Wi近くの桜土にはより赤褐色に j止し '7JIjの焼土!討が広がっている。 J立物は覆土中から縄文

者
.

f 
/ 戸P6

/ ィーi 'i 
?'" 

一一-b
a-笠=16. 60 m 

跡活性{入竪口一
h
d

・4
・

第
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第 4号竪穴住居跡(第11凶、住i版 2-5) 

緩斜.[自jのほほ中央MF50・51，M G 50・51グリッ

ドにあり、調査区の西端に位置するの東慌の張り 11¥

している部分は (~I-ぃ時代の撹乱と考えられる。第国

!百で十告円形の黒褐色J-_ブリランを{確認した。子而形態

は桔 11]形で、規模は長 jl~lJ約 600 c:mX短軸推定390cm 、壁

高は南側では 5cm内外、北京で、は25cmで、ある口 [(II積は

20. 11rrlで、ある。長事I1はN-45
V

-Eを指す。床i雨中央

部は粘性の強いjた褐色土を斑tKに含み、明確な出とし

てとらえられなかった。床面は壁際にゆくにしたがい、

緩しミ上向きの傾斜を示す。柱穴は 51同位認でき、 PI， 第12国 第ヰ号竪穴性患跡土坑遺物出土状態

第4:tp~ 寒)111 遺跡;

一縄文、縄文一無文、縄文一条痕の土器片を検出し

ている他に、床而下より縄文一縄文の小!?を確認し

ている(第20図ん

土器

o b 

十-1= 15. 20間

a一一一 重量
A ~ 

魯軍手 噌

一一-b
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30X30cm . ?架さ17cm、Pe 20 X 22cI11 . ?菜さ12cI11、 P¥ ; 30X25cm・j架さ 8CITl、 P.1; 32X 30l・111 • {菜

さ15cm、ト;2X 15cITl . ?菜さlOcm で、ある。{自に P" は j菜さカQOcmで、ある治人司己主]f~ を -Vーしており、

柱穴とはいえなし」床面中央部に設けられたP7は←ト;;iiで、長車111HOcm X短車1I1130cl11の方形を;半し、

底而では 1 辺80~85cmの }f形を記している。 深さは40~45cmで、ある円 p" は 1毛布1i80cmX t¥f.弱1i70cm

の楕円形で、深さは10~15cmである。 Pï、れともに拙鉢;1犬の n的自i形を!せする。 Pï の土坑は底]Í:l Î

から壁に沿って30~40cmの範IJl:I でがけ二の塊りが確認され、また 5 mm前後の炭化物を多量にfTん

でいたことから、')1rの機能を有していたと考えられる口 P7内部の土はすrrj性が強く、非常にしま

りのある堅い土である口 ミ)..，:--ぺ了三てて7了了.-=--c::----...、

遺物は夜土全般から出土しているが、 P7の土坑か

らは特にまとまって1食出された。石器にはトランシ

ェ様石器、石箆、石錘などがあり、土器には尖底~ a 

丸庭の深鉢形土器の破片がある。特にPの 1- いn立

土から出土した土器nーには大形の破八‘があるが、そ

れらは覆土上杭に集中する傾向にあった口また土坑

ピ}
-Pl 

¥、、、、、，三戸ニニフミ¥

ップが輸出されたJ 第12問、司、~

凶)
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者 2ili'i 険11'，された遺構と造物

第5ザJJ主火ti:lrI;-~JJ; (第13[立i、[zll:長 2-6) 

H]r~~t区のほほ中央卸1 C19・50グリ yドにあり、京i!!lJは平安時代の竪穴住肘跡、第13サ住居跡、

に切られている。北両i!!lJ は tf~ 由帰で呂色土のプランとして併i~認し、市東illlJ は第13-JJ堅穴1lh1j-

1M;の覆土を除去した段階で、制色土のプランとして検出した。子luI形態は杭rIJ 7f~で、規模は上毛布Ii

350ctll >< 1;W!ilh 220crn， は15-20crn、liII誌は6.57 m~で、ある。長 í!illl は N -28
u

- Wを指すり!示I(IIはHt'i.

かにしまる程!主で、ややjlll山している。柱穴は 2ili'íl で、 PI 任約 1.1c01 、仏;径約20何1の P~JJf~ を呈し、

穴とも深さは10c01l人j外で、あるの q([III中央部分の複土には、長'I!rli約100c01X 告‘I'l!rli55cmの íìl~IJt-1 で、

焼 Lが認められたの焼 Lは位も /1μ寸;分で、約20ctllで、あるが、!ぷ1uiと祐三守しているのでその引;

が炉として機能していた可能性がある。1.J'U~は 2 ，討に分かれるが、 J二N~ は H古赤褐色土、下!討は

褐色土である口 j立物は少なく、 10cmの夜 LのlHf掛から石箆が、またjヒ f!llJ から土 ~;fJ "ーが出

土している(第25LiI)ヮ

第6サi経穴住h刊占;(第 7[ヌi、|ヌlJ:k2 -7) 

調査区の中央jJLj端、 MF 52グリッドにある。 観察を行った結来、地IIIIIIIが北側で約

35c01落ち、そのまま!j(千な [iIIを市へ約 4rn1栄つことがわかった。ま 観察のために入れた

トレンチの京1WJにも出色J二の落ち込みが係認され、 トレンチにあらわれた地[11而の1ち上

りと連続することが判明した。以 iての事実と !IJ，土造物から堅穴住"1+凶;と'1:01析した。床rMIは現状

で約 1m碍認でき、北倶IJの明日は約80cmで、ある。 1十JiWJには断面jにあらわれたII1[i¥が.15cm、深さが

20cmの土坑がある。 qミHIIには大きな 1
11
1，"，が部分的に認められる。)宣物は覆土の中位から、組文

一縄文の施されたJ二日日片、 IJfi土に繊維を合む縄文，1)!f，丈の土器片が!:H土している(第25凶)。

第7号!i民穴1t1片岡;(第16[立!、 |立JJ:反2-8) 

調査区北!JlI部、 MC-M口5臼3グリ、ソドにある己 第担!尉千討4で、'!!陪!片V昨J立'f件掲j色二土土の;大k_よ形フロランを6研碍確r母産Ii認Lた己

i市封附はJ撹覧百乱Lを受けている口 1長t，長~"乏t毛守社t己討討'1中軸iドi

C日mXくi信住出凶t計拘11235c仰m、深さは20-25cmで、ある。i自j積は7.2m:!で、 J~(IÍ:1 Î ~ま :;1 l.J:Ll で、ある。 住1，';-跡の中央の

床fiIIから10c01_l:-，N:の詑土中には、約10cI11の111さをもっ焼土が任75c01の範I:!Hで、広がっている。遺

物は ιNI~夜上 1-.1弱から、縄文一縄文のがまとまって出 1-，している(箭 261ヌ1 )。

第 l~}I);'C( 第 141ヌ!、|ヌIJUi 3 -1 ) 

調査R北側!の中央部 LJ 53グリッドにあり、最も，場所に位置する。第日lJ百で、白色士の

プランを雑誌したコ子[I:II形態は tHIIで、花約170-190Cll1の不整l'rJ存、下HLiでは長車IllIOOcm><短調l!80

CI11の長方形で、あり，/;告さは 110cI11で、ある仁な h\HIÎの ql リとやや v) の j'\il~ 分に、任20('111 、深さ 50
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ト1二 16.80rn 
a一一一一

第9号土土IC

a __!:!_=16.40m 
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一一-b
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第5号土坑
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a-笠=16.50111 

第8号士坑

15図第3号。
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第2節続出された遺構とill物
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a_l:!_=16.80m 
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第4章寒JI!r遺跡

cmのピットがある口遺物は覆土中位から、縄文 縄文の土器片'を出土している。

つ山信
引 、i可!日 3-2 ) 

調査区中央阿寄り、 MF49 グリッドにある口主Î5面崩でUi計局色土のプランを伴iiZ した。 ~I-: rtlI形

態は楕円形で、上回は長軸135cmx短j!q!J105cm、下出はj乏i!4l1105cmX 1ょU!4l190cm、深さは110cmで、ある。

長軸は N-13
0

-Wを指す口底面1の中央やや北寄りに、任20cm、深さ20cI11のピットがある口

第3号土坑(第15凶、凶版 3-3 ) 

詩j売区中央東端、 LH ~ L 148グリッドにある。第彊!再で、暗褐色土のプランを硝:認したロ '1'-:

i古i形態は上mlにおいて長車[l!120cmX説'14+lllOCI11の杓flJ形を iiiし、成而では80>< 80('111のhmで、深さ

は60~70cmで、ある。長1MI は N -33
0

-Wを指す。底面の中央やや北寄りに長'1!fI124CI11X持l7.'11rll15cI11、

j架さカ{'35cl11のピットカfある。

第4号土坑(第14凶、図版 3-4 ) 

調査区北側の西端、 ME53・54グ1)"J ドにある。第盟!討で黒褐色土のプランを確認した。本

遺構を一部覆って、 100cI11x80cI11の焼土の!よがりがある。干jui形態は祐円形で上出はL守11111170('111

x~立軸 150cl11、 底面では長袖1l0cI11X短'141190CI11で、深さは110CIl1で、ある。 長中111はN-50
U

-Eを指

庭面の中央部には、任15cI11、深さ20cI11のピットがある(第25凶.i~\91 [g] ) 

第5号土坑(第15[ヌi、iヌIHbi3-5)

調査区中央rJEj寄り、 ME47グリッドにある 3 北iHlJJtl1iL部分を除去した結果、 Ili'HM色了トーの許ち

込みを確認した。子而形態は楕円形と推定され、恒r11111は110(:日lで、ある。)長rfriは浅い鍋!長;1犬を-I14

している(0(126 [司、第27国)仁Z

第 6-7;・J~坑(第15凶、 1~I H1i 3 -6 ) 

調資区中央丙寄り、 MD49・50、ME49・50グリッドにある口北iHlJはJ党再しを受けている。第

謹層で1I斉褐色土のプランを確認したり:、ド'ri:ii形態は、長iI1111280('mX短期11230('111の打ffIJ形で'i':1~ さは 20

cmで、ある。底面は ~'IZJB.でしっかりしているり長Q411 は N -8Sn-Wを指す 'j )立物はjJLiJrliid;での!示i(IIか

ら石箆が、二iヒii;モF127の!主的iから土誌の小!;のすH土している(第三7[ヌI

第 7サ土坑(第 9図)

調査区中央やや北側、 MA52 ・ 53 グリッドにあるυ~ú 凹 Jli~~，;で品位一[-_のプランを{恥

30 



出2i!日 十如1'1されたi立怖とj註物

本遺構は第 24J-県穴ftJA~Jf 、節目←~J-J-_坑と切り介い関係にあるが、この 2 手??を切って最も新し

い時期j に構築されたものである。 ~IZ Hl m~!i~ は杓 1']]杉で i二 IÍIÎ (;:J: J:H411250cm X短IMI推定110cm、下Tfli

は長111111170cm X卸111111100cm、j架さは70cmで、ある。 K11411はN-32'--Wを拐す。!氏出は持?鉢:1犬を止

する。 j立物は覆土卜で、こ十"."~，~f/J 、 n- を数点砧:jit している。

第8J，J-土坑 (1rn5凶)

i澗1{区中央ややIH側、 Mß ，17 グリッドにあるの第 IIIJ併で、lJ i'~:出色土のプランをf確認した o ~'I 勺(Ii

形態は持 I[J形で、長 11~11125cm 絞IMlllOcm 、 j奈さは30じmである。長車1[1 はほぼ北を指す。造物は覆

十ー上院から縄文一純丈の土日i;:)11-を少量の傑が11けてしてし=る(第261ヌ1)。

第9-~;-j)J'C (第15凶、凶版 3-8 ) 

調査区間端、 M ド 53 グリ、ソドにある。第 mJ~，，;で土1.\ 色土のプランを fifii認したりフド遺構は第 6-ue

l:，¥わに跡と i丘陵するが、これを切って構築されている o :>1勺ui形態は村jIlJ形で、 l-_Hliは長Ij!IIl170

cm X tl.D1411120cm、 1'-1市は長車11I130cI11X恒1141185cI11、深さは約60cmである。底面はしっかりとしてお

り、断WiJl三は緩いm鉢;1犬を止する。 長11話!は N… 55- Eを指すり 造物は覆土中{立から縄文一縄

文の土器n主主，1.\が検出されている(第261~xl )。

第坑(第16問、!立1)日3-7 ) 

調査区のほほ中央、 MA-M B51グリッドにあるひ前IHJii"'iで'J.I.¥rM色土のプランを峰認した。

平Wi形態は上而で、長III!IJl55 cm X 1:¥u[1111 130 CI11の布I[J形、底 IÍIÎでは長い方の士;JiíJ~誌が75cmの不整方形

を51し、深さは20-30cmで、ある。Il-HfIiは:m鉢;1犬を-2する口長j
[1[llはN-17

0

- Eを指す口遺物は覆土

から純文一縄文のごI~出n- と石箆・石錐などの石おを検出している(第211立1. 第26凶・第27凶)。

第1Hj-二仁坑 (第16陸上 i立IJ:反 4- 1 ) 

調子t包中央やや[:I[j寄り、 MD'ME47 グリッドにある。第!日};~~で、黒褐色土のプランを確認し

た口 :1ヒlILj部は第 5-~J-?Wf: に切られている。 :;1勺(lj )lラfE は不主主持 1 [J)lラで、上1M(土長IMI205cmX短1111][155

CI11、!立 I~IÎ は長 111111205('m X ~fÏJjl1UJl 50cm、深さ 20crn で、ある口 JÌ(IÎIÎ はややj1 'lrll j があり、 j支い鍋li1状の Iflr

ltrj 71三をどするの!氏lilIには 3WiIのピットカfある治人 P1 ; 35 X 30('m、p~ ; 52 X 32cl11、 p: :1 X 20cm 

で、深さはそれぞれ約10cmであるコ長11411はN-38
ハ

wを指す)立物は覆土 i二!討を中心に、縄

文一縄文の:1"-."~fifハーと石箆などの7打出を多く牧tH してし、る(第26凶、第27Lxl) 口
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第 4章寒JlI1遺跡

第12号土坑(第16図、図版 4-2 ) 

調査区中央やや四、 MD49グリッドの杭付近にある。東端は第 3号溝に切られている。長軸

N-80~850- E を指す。 ~I正面形態は楕円形で、長rJilll180cmx惣軸140cm、深さ20cmである。底

面は少々凸凹している。立ち上りは摺鉢形を呈する口造物は覆土上層から縄文一縄文の土器片

がまとまって出土している。(第26岡)。

第13号土坑(第 9図)

調査区の中央北側、 MB53グリッドの杭付近にある。本トー坑は第 7号j二坑、第 2号竪穴住居

跡、と重寵するが、第 7号土坑より古く第 2号竪穴住居跡よりも新しい。平面形態は楕円形と考

えられる。 j菜さは約80cmで、ある。

第14号土坑(第 8園、図版 4-3 ) 

調査区中央やや西寄り MC51、MD50~51 グリッドにある。第 1 号竪穴住居跡の北壁を検出

していった結呆、北東部分で本土坑を検出した。第 1号竪穴住居跡は本土坑よりも新しく、黒

色土がレンズ状に堆積していた。規模は第 1号竪穴住居跡に切られ不明。 深さは北東側にかけ

て20-30cmで、ある口少し凹凸のある床面は北側で観察する探り、壁に向って緩やかに上る。遺

物は底面から 5cm上位で

第15号土坑(第 8図)

調査区の北西MD-ME51グリッドにあり、第 1号黙穴住居跡を切っている口平rm形態は任

約100cmの不整円形と推定される。)ま出は摺鉢形を呈している。

第16号土坑(第16図、図版 11 6) 

調査区の南東 LH46 グリッドにある口第盟層で、J;!~同色土のプランを確認したり子 rfri )j三は任120

cmの円形で、深さはlOcmで、ある。 i折ち割った結果、底面にはかなり prl凸が激しく、深さ 5cm程

の窪みが多く確められた。覆土中から繊維を含む薄手の土誌片を H~Iニヒしている(第891~~1 )。
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第。'11'江主JijI.I出品

遺構内出土の造物

第 1 サ~.\?:í'({:i:I，';' ~Jr I H土遺物(第17凶~第191'61、I'xll以9、|ヌ!日長10)

土器nーには口松:i!fli一氏古1)の作資料があるが、いずれも小ハーである n U紋部資料ではI1~;き，t ， I-， 1i!tj

にすIli土MをlhljV)十1-け日民主1)も台めて RL )¥;(体を，1'¥1'[[¥:けこ向転拘えーしたもの(第17凶 1)や、，-，

料品;に箆:17ょの工!~，により主IJ tjを施したもの(U~ 171，:<1 7)があるむ IJIホkli資料では LR J¥立体をm
いるもの(第17[1(1 -4 • 8 . 12 )、[<L H;(体のもの(第17凶-2・3・5・6・9)の他、。段多条のIJ;(H:を

山いた例(第17凶 11) や、そのloJ'Ii_.!，;方l{lJを何度ずらしたもの( 7凶 10) がある。主~II1Iの

施文に用いられる!11体は支出とjJiJじものが多いが、第171父1-2の資料ではアナダラ凶tt で横

位の条痕丈が施丈されているヮまた 7[文1-9は主i(IIが衆文となるものである。山部資料は 2

J\ あるがいづü も平成を主する(第 1 7L~J -13・14)。

石誌ではトランシェ様石13( 第17IJI-16~18・20)、石箆(第1711 19e21)、掻15(tfi18M

-1 ~ 4)、尖日五時(第18凶-5)、石地(第181'61 6・7)、五針!:(第181立1-8)、在校(節目

図 9)、石錘(tí~191立1- 3. 4. 6)、I*}rlilIが三角形となる捺石(第1911(1- 5 ・8)、争u片

(第17凶-15、第四国 1 )、それと力11Tの施されていないIIJ際(抗日以1-7)がある。

トランシェ様石器は縦長争un- を利用して関紙のみに W!i]~告のための剥fJjlf~ を加えたもの(第1711( 1

16) と、同じく縦長制片を用いるが~U寸剥片の去1Mの形状を整えるための利 li~jtが施されるも

の (17[~J-18) 、 主材のドlrjIÍLÎ とも形状を幣えた上で刀部のみず{し 1咋争剥リ山村州(1.肉闘剖1J羽相ijj謝lí~ '1凶M守~H柏H凶而Íl剖'1百lÎ を残すもの(白江第ínη71μ凶文叫1-17)

カがτある〉 石箆は主主:1村;サ引4

は宗素-材材守の下-要剥i離場靴tH泊出II師'IIの{側H則IH紋i河涼3求iにもi訓jJ品制Ji削l司'uj整快剥高離i佐tを力加加11えている c Jifi'~f:): も縦長の剥 n' を主付としているが、

明らかに n'l自 i のみの加.Lのもの (t~~18凶 1 ・ 11 )と、 fjtrjIIJIが)JI1:1:されるがメ)i'iljは素材の-}jの

iHlJ紙に設けられる例(U~181 'X 1 2・3)がある口前18凶-5の尖Vu0iiの主材は、干[核から年uき:'11'>(

るi尽にその途中で通?;?とは逆の側、すなわち石校にJ長した}ili'J(ニメjが抜けたヒンジフラクチャ

ーをなしている。そして宍Vf[(，iiとして1LLげ、るためのきIjl)jlí~ は、このヒンジブラクチャ一部分か

ら先端部に施され、打IIIIおよび主斐年IJ11jH: IIIIはそのまま時されている口行逃はIIJi，IJよの初ハーのJflIII

i!!IJにつまみを作り1'1'，しただけのもの(治181文1 6) と、横長の争IjJI1 ーの JflÍri を lq: き下 í!!lJh~ と介わせ

て刀部を設け、つまみは寸年Ij}'1ーの下iHlJ~手の ~Ý誌に，i生けて V) るもの(第 181叶 7 )がある仁前

回収1 8の石錐は素材剥ハーの白liに1<ゴミIIIIから粗い争IJlij1i:を)111えて太いJ:jt部を作り 11'，し、本体は

争IJハーを1Jrli:)rして11:l'一げたものである円前]81ヌ1-9はl-.IIIIに{球)支を残すれ!安で、ある門1j_Jリザmて、の

l'j:}rIIII は凶fiJ形を iilpする仁1 以上の石材は頁岩イij:*は IJ 、l~の ~1;r1えな十1'JI IJ 碍?を IIJ l 'たもの 2点(第

191ズ1 3・11) と I~JI三 0)1品、 1'，な IIWfi を IIJ しミたもの l 点(~r~l 91父1 6)カ;'1'1'， 1-，してし hるυ 小Jjラの

ものはその長rlilli端をHち欠くが、 4では -Jiのみ打ちうくし、ており他方には子が加えられていな

いり大形の 6 はその);'，;:11!1 1i 11'i'I を1'r ち欠いでしミるつ tí~191ズ1- 5 ・ 8 の、 It}í'líIÎJr~がぺ fíJ 71三を ii(すると
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前 i~~í'j t~t j' ! '!されたi立構と遺物

思われる擦石は、いづれも破片ーであるが、 8の先端部破ハーは、 3rILIとその!日]の稜に擦られた痕

~1j; を残す。以上 を用いる。

以上の土日;十八、行出の地に、第191'xl-2に示す土;::;片手IJfjiの1I同誌がILH_十令している。 。段多条

の!以 f4~ を「けいた土保)十の h'i] !J H をけつなに!宍き、全体としては小干IJn~に {I: トーげ、たものと推定される。

第2 ぢサ-~嬰;詰三わ〉六1ミ〈寸t住一1主i七:_h戸バ~付;

!-.~器:=;打)ハ;-で、 lは土去三主~[(而(1剖li とも?祇!!附!正t丈の尖!氏氏~メ丸Lυ!氏主の!氏主斉前部iじ;i近E くの(破I岐皮!片;-竹カ f斗IH七廿;ゴ土i士二している (第2山O凶一 1~ 3 )九口

石t古出:5;には石1111. (~第布 21日i文寸J- 2)人、 i扇雨3子iド乙打製干行71出日(箭2訂11ズ1 3) がある。 石Illlは長方形の扇平な砂

!/jの両fiIiにが伐されるものであるが、持fiIiは七、ソトで使用された擦石の大きさおよびその

摩保範li1'1 にあj- }J~~ L て、向 10cm科のj(ri が-~~なり f? ってできトa ついる，_)打製石器は楕円形の扇

子際のJr¥JI :J H を JTち欠いて作られ、 fl[IJ~まにはJTち欠いた後に擦った痕跡が残されている。さらに

片iui中央に任 2cmt，u支の[IIJみが3筒所あり、[1I1石としても使用されたことがわかる口石材は安

山岩質の陳を用いる。

第 3サ尚;l町二!二泣物 (tí~201君、 121J日'i 11)

第2012 4-10 、 11--15はそれぞれiI4 ・ Wi] 体の破片ーである。第20[~] 4 --10の土器は僅かに肥

る日係奇15をもっ。表的iには LRm[体を施丈し長i(riは上部/.Jq.tiQifによる調整で無文とされる

が、下部には条痕が残る。第201~J 11 ~ 15は、縄文の条の間隔が幾分あいており、条に対して

iWiが11:_tりとなることから、 l段のitM:lrR { )の[;H1Jfl条原体の回転丈施丈と判断される。 11、

I r 
15の依八ではし ;τ のto/.;iÝ:T!宇!~jl とした州ft京あるいは11M11に、右在きにをいた保体が器出上で

左上一七下のんI-'(IJで、回転施丈されている。主miはtllし=指911による調整が行われ、かなり l叫んし

たものとなっているロ 16の{政nーでは級官なJ法りの RL似体が償伎に[fI]転施丈されている。 Hfi土

には砂粒が多く fTまれる。第20凶-17は肉りな頁岩剥n-を利用した石錐であるり片方の側縁の

主要年IJ 高Ií~ 1îIîから去mîの fWド\調整剥離が施される。 îfí:gl~ は去îilÎ1WJ からの剥離も加えている口

第 4 サ竪穴住h' ;-制物(第20[xJ 、前22['xl~ 第2/1 図、 I~版12- 図版16 ) 

(正'~20[ヌ1-18は折り返し 11松の j栄吉本月三上部 1I 松古l51i皮円である。衣裳I師、日 1百トーに 0 段多条の R

L JJ;(体がILJJ転施丈されるが、表1Mで、は横位、主1Mで、はのブ:i，ilJ ~こ回転している口裏面iでの縄

文施丈は指頭によるナデさを行ったf走行われているハ JJfi土に繊維を合み軽し¥J 19~21 は口縁

1'.1JiMが1"1'1:かに膨らむ深鉢71ラ =J~. ~ifの{政円高であるり 19 ・ 21 は L I~ の社主主11ーを用いて去面では横伎に、

主-IÍIÎでは縦位に向転して縄文を施文している。 20は去 r(rÎ で、は r~ L、裏H!iで、は LR の撚~dj: を、そ

~ Lぞれ十tfti¥/:、縦1¥/:にluJ紅して純文を施しているまた19. 20の裏li!Iでは縄文施丈前に条痕丈を

施すことで，6;ir(riのを行っているコ第221'xl-]はが手i:しいが、 0段多条の RL I立体を施

丈した破片、主1Mにもごく部分(I~ ながら [líJ---出体が施丈されているのが矧祭される。 2も0段

多条の RL }l;[体を去r(o十tfii立、主rili*i;Ei¥!:に[nllji_，;施丈した i二時で、ある口 3・5' 6は[iiJ -'f同体の破
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立12 fiii 怜11'，されたj立fIIJ:と造物

!?。表1mには RL JJ;l体を tt!t {\i~回転施丈し、主計'Iî は縦位に回転施丈している。裏面にはthリ犬炭化

物の付着が若しし iO 4・7-12もRL JJj~体を去1M横位、去i雨縦位に回転施文している。第23図

( R 
中、 1・12・17はLR)日〔休、 7はR)l ~の nlClìír段介撚の!日〔休、 8 は R Rの反撚りの原休を、それ

ぞれ用いる。他は全て 1<L涼体を施丈したものである。また、 9の土器の表面には RL原体を

横{立に回転施えーした段、浅い沈線丈が+Niかれている。石器では石箆 1点、石佑 1点、 トランシ

J二

、
1
8よ 4 .'.'.(、 3点

両面i に力[U~ を施すが、!支!の表1úî1!!1J に原離の瞭j支の部分が残される o 20は素材剥J'，-の稜を表面に

残し、主に主要争1]IJ4!i:i荷iWJに力ILTを施した石信基部である n 21は素材争Ij片の先端の緑、辺をそのま

ま刃部として践したトランシェ様石器である。し寸どれも石立は頁:tEjである。第23悶-22-24の

小形の石鋭は、それぞれ36，g、37g、65g を、第2il 凶 1 の比較的k71~の石鍾は227 gを側る。

第5号竪穴ftJ市助;出←1-，遺物(第251χ1-1 -8、iヨ1)医17)

I 1 _~_ ， ，:凡 ι..;- r.-:1;r.̂. y 

第25L~1 1 -6は去主1fIiに1<'¥ iの 1Jうとの撚司¥11:乞回転 δせて無節の縄文を施丈している。縄

文の施丈は浅く、 1の主雨、 5の去1mは!学ミ減し、縄文はごく部分的に観察できる税度であるむ

いずれの裏目'Liも炭化物を吸許して虫色に変北している。第25凶-7は厚手の成長の剥g'を利用

した石箆である口 [::<_Iの裏面iITlJは両側綜からの調整剥離が施され、本部から刃部にかけての中央

は素材会IJJ¥'の主要剥離1Mが残されるヮガ部は一一部欠J!lする。 8もfJ1u語j加工の石箆である。基部

1WJ を折ti~! している。いずれも頁宕を石材とする口

第6号竪穴住居跡tP，土造物(第25['Z1-9 -16、!支!版17)

第251週一 9は口縁上端にIIJ面1cm~J"J で中[11土i;iJ; が!!，'i り付けられた折り返し口松の土器で、ある。表

[ILIには結節i誌をもったし Rの撚紺が横位に回転施文され、綾絡丈と斜縄文が表わされている。10

-13はいづれも繊維を含んだ破片である。 10・11の表面にはそれぞれRL、LRの撚紐が横位

に回転され、裏lHiはナデ調整が行われている口 12・13の表面には結束第 1種の原体によって羽

;!犬縄文が施され、 はナ ，J-- 7全ぺでいみハ 14・1Gt士事裏面.J-.~\ T. Rの原依仁上 .6

純文が施された破片 15は表1MにRL原体の回転方向を変えてお状縄文を施し、裏面はナデ調

整を施した破片である口

第 7 号竪穴f住~ì主i主iづ引nj片jf円fi4刊一:;

第2お6図一22は丸i味床を守品帝:7;びび、た11断1哲折;万抗f訂}而厄形の口松奇剖部iじH被t波之幻!片片f十-でで、ある G表雨而i、裏H出百と もR LのJ撚熱主利紐j長t 

下の方[{IJで向転し、縦にたる縄文を施丈している。 23・24.27・28はいづれも 0段多条の RL 

の撚机を用いて表裏而に縄文を施文している。表的iは411
，_とも横位に、裏1Mは23・27ではホ 1-，

-k下、 24. 28では左上一右下のhinJで、回転施丈しているの 25. 26は表面iにRLのJ宮市fを左 i三

一右下の ~hftlJで、問中ェ;し、じする縄文を去わし、宍詰iはナテ ji詰!整の行われた破片Aである
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第20図 第2号竪穴住農跡出土遺物(1)、第3号襲穴住農跡出土遺物、第4号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第2i'ii'i 検出されたj立構とj立物

※スクリーントーン部分はi擦面

1 ;第10号土坑

2・3;第2号竪穴住居跡 ιコ 3 

第21国 第2号竪穴イ主農跡出土遺物(2)、第10号土坑出土遺物
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第4章寒)111 遺跡;

第 4号土坑出土遺物(第25図-17-28、図版18)

第25図-17は表面が摩滅して、1=1j然としないが には RLの撚品H:を左上一右下の方[flJで:'[l:ll

転し、ほほ縦走する縄文を施している。 18-28は表面に 0段多条の RLの撚志社を交錯させて施

文し、裏面はヘラ状工具によって丹念なナデ調整が行われた破八 aである。 20は外反する口松部

で、原体は横位に回転されている。 27争犯の破片では、原{本は同じ信j所で縦枚、横枚、料品:に

回転され、交錯した状態が明瞭にわかるついずれの破片ーも胎土に繊維を多く ffんでいる口

第 5号土坑出土遺物(毎P'526図 1・2、第27図-1 、図版19、じ~J版21)

第26凶-1・2は、表裏而とも RL の撚紐による縄文を施した破}十である。第271~- 1は頁岩

の縦長の幸Jj片を利用した接出である。凶の右側縁は素材剥ハーの表IHi側、主要争IJ離IMi!!lJllfu方向から

の剥離によって緩い弧状の刃縁に作りトげられている口反対'iWJの刊紙はほほ直線をなす。!立!の上

部、素材の打面、打癌のあった部分を折って除かれたものと思われる什 F半分は折担している u

o _ 
‘ザ

第24国

4 

LH 

(~ 

つιd 
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第 2節検出された遺構と遺物

第 6号土坑出土遺物(第27121 2、図版21)

中lMl線に対し、刀縁が斜めになるトランシェ様酒器で、ある。[耳の表面側刊誌に素材剥片をと

り出した際の縁辺が刃縁となって残る。素材利片の主要剥離而は全面調整される。石材は

第 8号土坑出土遺物(第26凶-3-6、図版19)

いずれも RL の撚紐による縄文を表裏而に施した土器片である。 3 は縄文と同時に結節音[~を

回転した綾絡文が表わされている口 6では口唇上にも縄文が施されている口

第 9号土坑出土造物(第26凶-7-11、図版19)

第26凶-7・8・10・11はO段多条の LRのJ黙秘による縄文を表裏面に施文している。また、

9は表而mlJが磨滅し不明であるが、裏面iには 0段多条の RLのiY:左手rtによる縄文が施されているつ

第10号土坑11¥土造物(第21凶 仁第26図 -12、第27~1- 3・4・10、凶版印、図版21) 

第訪問-12は表裏面に 0段多条の LRの撚ネ11で縄文を施した_1--器片で‘ある。第27図-3は横

長の剥J¥‘を素材ーとしたトランシェ線石器で、包!の下端に第 1次争Ij離の際の縁辺が刃縁として残

る。厚さを調整するため基部側が去裏面とも大きく剥ぎ取られている口 4'土基音[)向ーrfliに素材剥

ハーの並iを残した石箆である。側縁からメJg:!)にかけては丸i床を帝ぴて連続する口これらは頁岩を

石材ーとする。 10はw量33gの小形石鍋ーであり、安山岩質のlIをイゴ材とする。第21凶 1の懐石

は断mI三角形の安山岩質rrJ傑を手IJfIJしたものである

第11号土坑出土遺物(第26同一13-21、第27凶-5-8、図版19、図版21)

第26図 13-21 ，まし Eずれも O段多条の撚品1I:を用いて、表裏面に縄丈が施されている。ただし

16-20の裏而では縄文施文後ナデ調整がれこわれている 5 また17の表面は摩滅し不明。第27図-

5・7は横長の剥片を素材として短n奇形、援形に社トーげられたトランシェ様石器であるの n1ti:者'

とも素材剥片の主要剥離而が一部残される。第27図-6・8は基部の尖る石箆である。 6は素

材の主要剥離rIIIが残る。また 8は刃部を折損している。これらの石器は頁岩を石材としている口

第12号土坑出土造物(第26図-29-36、図版20)

第26図-29・33・34は表面に 0段多条の RLの撚紺:を用し Eた縄文を施し、裏而はナデ調整。 31・

32・36は表面無文で、裏面がO段多条の RLの撚紐による縄文が施されたもの。 32・35はそれぞ

れ O段多条の LR、RLのi?NJJ:によって縄文が施された破片で、ある。 36の胎土には繊維を含む。

第14号土坑lLドl土遺物(第26同-37、第271耳-9、I'XIH長20、!ヌ!版21) 

第26凶-37は去裏面に 0段多条の LRの撚まH:による純文が施丈された破)¥.である。表面の縄

文は条痕文施文段に施されている口第ヌ! 9は扇平な桔ILj{i擦の短Iji自1H1Jを打ち欠いた大形の石

錘である。霊長517gを測る。石材は安UJTt質の石を用いている。

第16号土坑，LI:lj.l二遺物(第891立I 1. 2、!泣!坂22)

1は表面uこRLの撚紐による縄文を施文した破片である。裏面はナデ調整が行われる口 2は

任のきわめて小さな平底底部である口胎土に繊維を含むの
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有'}2 t!ii 般mされたi立怖と造物

二|二{，iHí~:t劫と jïi:Wí:外I-!J， j二の泣物

第 1-~J+i'ftJ)j (第281刻、 IzJJ日1;:4 -5 ) 

i親子t区中央市主II剖にあり、 j立物の分布する!よがりはMB44-46とMC44-46の 6グリッドに

わたる。 J77て場は、谷如部分のHif本:1犬の地形を利用している。標ifJjは11-16mである。南北

13.5m、東西 8mの範IJF!中、 MC45・46区がi安物の肢も集中する笛所である日

造物の大三j'-.は斜1iII中央に集中し、地LlIII:IIに近いJH出色_I-_に包??される口この土!討は砂利や小

石を ~f(~寄に含むすliiFf土の純度にしまったこ1::. だが、二中I-i白(の地 1I1 では TIl(上の軟かし寸-_I再からも遺

物がru土した。造物は大部分が土器J1'で、石 ^~ifはごく僅かしか出土していない。 拾場の石器は

経出におけるHJ'-lづ去とは比車交にならなし斗まと"iN!:小である η こjしはJ会場の形!主に際し、 i立択(1守

に土器が捨てられた結~~と考えられる。

早期末葉から FiijH日初出の f:~J?t~j分とその

寒)111 遺跡;でi土縄文Il:)-:代 111.J1JJから、ド安時代まで、のが検出されている口 n'l土した土器は芥

Il寺代41J~ に昨としてJ~え得るまとまりをもっている己この中でも、早期末葉から前期初頭の土器は

本遺跡を特位づけるIl~):具)J の←上出で-あり、かっ最もきわめて多 \.-'0 ここでは、詳細に検討するた

めに、{也の時代のよL~'~~ffil とは Jll~~ るザ立いで日己述することとする

さて、縄文時代 I(HJjA二葉から前期i初出に編年される仁器は、その去妥雨に施される文様の特

肢を把えて、縄文一縄文、縄文一条:度、条痕 条症などの宇iをもって呼ばれる。器而の表裏に

施されるこの種の文様は、他のH寺期でいえば、l1L製土日;÷ゃ精製土器に施される所沼地文である。

他の時間!の土器では地文である以上、その上にさらに加えられる文様の特搬や、 22形上の特徴、

そしてそれらを総合した上で、の形態分類が行われるのであり、 1 1[~[ の土器がもっ種々の属性の

うち、地文の果す役割は相対的に小さいものとなる。したがってそれらの文様を弁別する施文

法のj主l''¥や児休の遣し吋二よる差異、例えば縄文であれば反撚りの純の庄痕だとか、羽状縄文だ

とかといった特徴は、型式の設定を目指す分額にあっては副次的な要素として採り上げられる

場合が多しL ところが、早期末様から前期初出の土器の特僚を如実に表わし、いわば型式的な

本質ともいうべきものを体現するのは、とりもなおさずこのj也丈の特徴である口器而にある種

の素材を用いて文様が施されるかどうか、素材の種矧は何か、さらに素材の力nTによって作

られる原体は何かなどといったことが、段階的にキIIみ台わさって lつのまを形づくってい

る。

寒Jlll.i宣跡から出土したが立文時代早期末葉から前期J初頭の土器の分額作業は、以上のような

ぎj司、内を先ずもって念顕に荷いてわーった。ところで、 トj主したことでも明らかだが、一般的に土

器分類を行うためのいわば道具である法準は、対-象のもつ属性と不可分に結びついている口し
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第 2t!ii 検11'，されたj立構と造物

たがって蒸iFとしては対象を必裂かつト分に識別するものが選ばれるが、本遺跡、の場合には、

対象が破片ーであるため、その女主jMに施文される縄文あるいは条痕丈を識別し得るだけのもの

でほぼ十分満足できる。しかし、逆に汗えば対象のrIT1:ni'j{]脳性はその破片の程度に大きく ililJl摂

される。すなわち、本泣跡のような小破片の多いJ祐介には、それらを ~Ji)~:!化しでも、それは実

際の一1-- のもつ特徴的な1!!1J]IIIがし、くつかJ??象されたものであることも考えておく必要があるc

実際の分郊につし hて述べる前にきわめて概念的ではあるが、土器の表裏I(rIと地文施丈の関係

について見ておきたいn まず対象となる一七~~‘ j(Ijは去三.~ 2 rfli、これに文係が施丈されるか百かで

4通りのおlみfTせができる。すなわち、

(1¥)有文有丈 (日)千J丈:11¥f;丈 (C)燕丈一有丈 (D 丈無文

の芥種である円さらに施文にnjv¥られる L具を止と 11殻とするなら、この 2通りを組み合せ

た結果は、

(A，)縄文一縄文 (B， )縄文-;lJ!r，丈

( 1¥ :;)条痕丈一条:民文 ( B ë) 条痕文-J!!r;~立;

の7つである。

(C 1)無丈一縄文

(C :;):1)正文

この中で寒JIII遺跡の資料の分担に有効と判断されたのは

(Al)縄文一縄文 (B， )縄文一無文 (C， )無文縄文

(D)紫文-Ji¥fz文

の 3つである。また条痕丈が施されるものは存在するが数が少なく、その施されることをもっ

て l群として叫訂することが妥当であると判断した円また、これらの一丈様J-_の特慢とはJ]1jに、

IJ台土に繊維を合むまとまりがあり、この特徴も 1il手を設定するのに有志と判断した。日IJち寒)11

I 遺跡の早期末葉から前日月初似の土 '~if は、以下の 5 つの群に大分類される口

1群 土器の去1uIと裏面iに純文を施している昨

lIi洋 士誌の表i在jには文様が施されているが、裏j(Ljが無文となる{J:Y'

詔群 土器の 24ifi{が無丈で、裏r(~fに縄文を施している訴

lV群 土器に条痕文;を施している昨

V Tf下 土器に繊維を台んでいる群

そしてこれらの土器は、去去j(Ijにおける文様の種類とバラエティーによってさらに類型化す

ることができるつまた、 1~ V n:y，の-!ておには[]絃部の破片が害IJf~に多く、それに表わされる特

債を形態!.. ，の特fM'~ として抽出することも可能なため、 く樟〉として口縁部だけの分類を付加し

た。 以上のように分担の政大をく昨〉として扱い I~V 群とし、 表裏rJll]LILIにおける文様によ

ってアルファベットの類型化を行った。そして口松部に関する分類は、 [J縁部地付文の有無に

よって 1・2とし、 lのjjJfTは口のl1r1i'fJけが，i!lfzく、 a ，外反すること、 b: &L線 I!l~) で、ある

こと、 c 波:1たであることとし、 2のはl!r'iり付けの有る土器で、 d;折返し口縁であるこ
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t('; 4 :J]~ J!! 1 遺跡

と、 e 1本のi在荷をもつこと、 f ; 2本の降i;;;;をもつことの 6棋に分けてある。また， d~ 

fの中にはア;折り返し口縁上に縄文の施されるもの，イ;陸帯上に指頭圧痕の施されるもの，

ウ:隆帯上に縄文の施されるものがある。このく積〉の分類では、 rJ松j~[iのっくりや特徴がく群〉

や、 〈類~Ijの万戸手に)え i映されるように試みたり

以上のうjサで、寒}I!1 .;立尚子 1'1+1-- 出の mHi~Jfヒを行う日

j群における類型(去主両[IIIに斜純文を施すり)

i 群における想Jfj~! は A-J の lOHd誌を数えることができるむ L i;下AJ:f! (以 i、- L 11下A矧la

などの去記は T-A 1a とする己)は、去三ミ[l!TjlÍLÎ に iHi:f~丈だけがある o T -Bはさらに去rIIIだ

けに綾給丈を施すι i (は、さらに主1Mだけに綾給文を施す f-Dは、さらに砕frflIに綾絡

丈を施す。 [-Eは、さらに去[uIだけに似体rWJriiIU::fJ1丈を施す(! [-Fは、さらに去出に綾結

文と保体1H1JTu行寸:痕丈を施す口 I-Gは、さらに去1uIに浅い沈線丈を施す。 1 Hは去哀両II!Iに

無節の斜縄文を施す。 1-1は表裏両面に撚合、反撚りの縄文を施す。そしてこれらの口紋部

の変異型には、 1-A 1a、 1-A 1b、 1 -A -2c¥、 1-A 缶、 1-A -2f、 (-D-la、

1 F -2e、の種犯があるり

E 群における類~~:! (衣]I!Iには文様を有し哀[I'[fは，i!!f;丈である。)

E群における類型は、 A-Fの6種類を数えることができる口 ll-Aは去LI!Iに斜計日文を胞す口

ll-B は表面に無節の純文を施す。日-(は去]ÚÎ に科卒!日丈と綾桁丈を施す。 [[-D は去Hli に jr~~

糸丈を施す。 nEは去rilIに:J:J;j-kM日丈を施す。 ll-Fは撚合、反撚の斜縄文を施す。そしてiごi

縁部の変異型には、 11 A 1a、立(-la、の磁類がある。

田町iにおける類型(去]Iliが無丈で主IIIIはが日丈を施すの)

!日詳における主は、/¥. Bの 2 を←故えることができる[11 Aは、去LI!Iカザ!(月丈で主Wi

に斜縄文を施す。田 -Bは去三:而がf!¥f;丈となる。口縁部の変異型には、自 己 1bがある。

lV {洋におけるJ:Jl型(条痕丈を右ーする)

Nrilにおける類型!は、 A-(;jJ!の3杭却を教えることができる円 IY-AU'iは去去両rilIに条痕

丈を施す口lV Bは、去rMには斜中fli丈を去rilIには条痕丈を施す口そして rl松却の変異型には、

IY -B -la、1V-B-1b、の種類がある σ

V群における類型(繊維を含んでいる。)

V tr下におけるは、 A-Gの7税額を数えることができる。 V-Aは、去1Mが会え織で主

[IIIはJ!I.f，丈である。 V Bは去三frili][ujに料品ii文をぬす円 v ((土、去r(IIは :J:J:[jゴ';tli 丈で主 [(Ij は，í!\I~ 丈

であるり V D は去[([jに;1)提出の斜地文を施す'J V -E は、 :t~[í[Î はi"1 1'づ i 丈を施し主 [ÍIÎ はとであ

る。 V-Fは去去[IIJj1Mが，1!!f;丈である。そして、 IJ には、 V-A -1a、V-A -11入

V -A 1c、V E-]a 、V-F -lbのがあるヮ以上の分担を行ったυ
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第 4京建UIII遺跡;

i市 I~I番号 !写版番号 11¥土地区 M 
29-] 29-] M C45 111 

2 2 I M E48 111 

31M C 46 出

4 I M C 46 掲

5 表 土

G 6 I M E48 UJ 

7 I M F 52 11-111 

B 表 土

9 I MC4fi 出

10 101 MC45 

11 11 表士

n I M(.15 間

141 MC4S lfl 
1.1 M 1150 不

15 17 表 土 掲

16 ]8 I M仁4 不

16 治場 1丹

18 12 1 i;q J品

19 19 I M C48 掲

20 20 M C46 kもLil 

M C46 
つり 22 1不明 不

23 表[

24 I MCi15 

30-1 25 I M C 46 i前 i品
ワ 2G I M C46 日言 問

J 勺 271M E52 

28 I Mじ46 l治絞]

29 I M C 46 出
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31 輪 場

32 I MC46 11吉!日
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10 33 I M C 46 制

11 I 30-3 M 1149 111 

12 4 1 M H48 1Il 

d ワ1-1 1 I M H:16 
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2 1 MIH9 1II 
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8 1 M F 49 [J 
円 9 1 M C 49 

8 111M C!18 
。 101史上

10 121M 11，14 1Il 

11 131M H 49 1Il 

14 ! M 1149 !日

13 15 ! M H 19 

14 161M 1149 

171M H 50 1I 

1G 18 ! M H49 111 
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31・ I [[ 
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前) ÚJ~ 肝it..tft成

11~1 部 有11砂.li 

IJ$~部 相11砂・良
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I 細剥制砂砂砂 f良~t 
11持制; ~1I (iÞ .良

IJ阿部; 判11砂・良

1阿部; 者11砂良

劇部;総IIiT.Jミ

!前部 者!liib. Jl 

!出部 ~1I砂 .n

11服部 ~II砂‘;U;
腕部 ~II砂・良

1II，;j部 話11砂・良

IIJ対話 話IIIiT'n 
111，1部 員111ゆ良

1同部; 者IIliT.n 
111，1話;話1砂.n
服部 告lI~þ ， n 
111，1部 者11砂.n

腕111，)前;|;; 細相IH砂0・・ 1持2 

制話; 小砂干IJ. ill出V'iW' 

!胸部 員11砂・j'~

鵬首;|小桝IJ'f11妙普

腕部 品11砂.n
111，1 m; 
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L [1 (鱗).絞*iT丈

L R (憐)
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R L RL (( 横績) 
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L R (fiW! . ~~*~丈

L Ri被)

L R (横j
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! R L(jJl!i 

I L [i (績)
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L R (掠).詩文

L R (横)

可ム註I石5絵主亨(横金妄上) 托品交

L Idhiil 

結L束 ミ前it}lJ 

L R (償)絞*;~主

L R!多110・す殺4詩rfr文K 

L R (犠)

L R (償)・絞~:~丈

L R (憤)・絞k%丈

R L (横)

不明

Dれ lいj11tRP} f 

R L (横)

不明

L R i憤)

I¥LI横)

司、Ilfj

RU依)

ナデ

|イデ

|不IlfJ

不明

R L ({i上一左卜i

!不IlfJ

不IVI

ィ、WI

はIvJ
司ザ ;í~ 人!r 

?っ， ~ 

内lilI文ti(調整) 分立! 一号

L R (;{il-!i~1ご)・絞結文 I-D 協1m、表裏IV1;;~

ナデ II-C -Ia 11幹部に縄文

L R (縦j j-A 主i吸化物

L 11 i縦)・絞総丈 !一仁

L R (縦j I ;¥ 炭化物

iil，iLU(i左[)上右下)
I-D 

1 

1(4l段R(多縦条~ L R (左上 ;{i下)
j-A 

]-s ii.tft物

L R!縦) 1-s 哲郎:、]-[)の可能性大

L R (縦) [主

L R i 縦、 ιI~.-{，下i I 
L R (縦j [-A 裏J!Ht~年

I1 L I左 -:iil、).又 ィ:iifJ

1. R i相¥)

ィ;1羽 十!円

L則被)

L R (縦). Ml*-ft丈 ]-( 主iit化物

LR(;{i!:.-左下) !日 裏i吸長

L R (被) [ B 

L R (左上 (i下) T-B 

L R (緑、左上一右Fi [-A 

L oiRt1多縦条:L R (縦)
I-A I~自~nl殺i炭炭
I-s 

f~詩文 ィ、IVj 表炭化物、妻i段炭

L 111縦) 1-1¥ 裏定化物

L R!{i L 左下i ]-A 節uし哀kft物

L R (縦)

しR(riU:l一{il) [-B 
奈軒良先化化物物

L L RRU(縦:上)右干j
日

I-B 鰐長i

L R (縦) ]-1¥ 主炭化物

L R i縦) 1 s 主炭化物

L R (左上-~iT、縦) 1 -B 裏炭化物

11 L (1し上-ti下) [-i¥ -Ia 日拝部縄文(f~ L)、補修孔あり

Ii L (在l:.-iiド) 司、Ilfl

ハ。 L(11:し斗1，守一一1i4i 1l ご; 1 凡;-13 小波状lliii iF1部縄文(R L) 

R L (仇LI:上一1iTl [-A 主炭化物

ナデ、 RL (縦) ヰ;1列 主炭化物

L R (横) [-A 

I~ L(td:-{iTl [-1¥ が1ft物

L R (被) 不111] 主炭化物

L R (横) 自 A
|盟主炭i化盟物不Ilfl 不1111

L R i1it、被j !日-A WIUt物

R L (縦) lIl-A 

R L (縦) 不IlfJ 主主炭化物、ltIljlt孔あり

R L (縦)・持続士 不flfJ 階
LldliU，:上-{i1") 1-，1¥ 

L I! Ijvi) 干;n!]

R L i縦) HJ 

I! L!左上 トド絞殺丈 ，j 、 I~I

L R i描) FIlfI 

L R i縦)・設給丈 1 [j-l乱



第2節検出された遺構と遺物

第4表 選構外出土早期~前期土器観察表 (2)

HíI ~1番号 I~I版香 U !IU:地立 ~tl 部位 胎 !♂・焼 !主 外IIlih古文丈様 11'1 Ifli 調 整 分百i 鍛 考

2 131・32明 4 Mじ46 Ilf~ 品; 剥砂.!~ L R (償) L担111φ上-{ili I-A-Ia 
円去主炭炭削化{化t物物、l日l市l隔信附叩部部縄文、制i修fL

凸n 

百

10 

II 

H 

!l{? i 

19 

1 
，) 

1、

円

日
q 

10 

11 

14 

16 

3tj-1 

欠

欠

欠

8 

i 

E 

10 

13 

H 

1 

5 I M C46 II*~話; 経11砂良 。段多条L1I (俄) L 1I (縦)

7 ザit品 II*~品 品1/砂・ i~ L担(繊j ナデ

8 I M E48 11*~gi; t.m日、，jf: Of1多条LR (持u 。jE多条LR!左上 1Ili

9 I M E 45 LI絞部 調IIllt'fl R L liU!i 条夜。)

10 I M C41i 
ィ、 1ii1 絞*~部!日; 者者ii |l b砂 J野L 

!flf'z与条L日(償) L R ilr 上-{iTi

1.1 I J< 1 司、 i !lLI横) 1I L ({i l' 左 I~ ) 

lZ I M C.16 腕部 調1/1，ゆ‘ l¥ イ、H月 R L(LI'.-:(iTI 

13 I M E5:1 

l [| H l t絞~ì~剤部¥1刊1; l却IJ、ゆ石-組里砂・良 H L RL (( 織倣、)縦) 1R 1R14((償li挽j、i)条儲1?) 
191M C4 ィ、

15 I M C'15 不 Ll10出、1砂計 ・11 L I1 (横)

R LH 1[い11{1lI 証龍緩縦嵩 デ

Iii I M FS2 1; I LI絞部 品11倣良 L 1¥ (fi~) 

18 I MG50 ヂ IIH部品Illtv.lf 
R iJ L1 11績1品、)ん

!:J I f古i号 小 11'1%間味11砂汗

(j 1 M C4ii 

不千 ii円綜t手捕d話話Z 組働 普

II L (鱗j

2 I Mじ45 桝IJ ・ tll砂・ f~ iマ 隣{仁人附!日1111(.<

:1 I M仁Hi + 昔11砂汗 11 L (撒i R L (縦)

1I I M F51 不 小石・ HliiT.}'i L R (横) RL¥縦j

33・34叩 i M F 52 I n -ITI 11糊;16HIJ・Hl砂.n I L抗!被) L R i縦)

131M C4 UNi¥;I; 

z I J;¥; J長 I1綾部

31M C'15 11*~gli 

11M E4B 11 
1l同If，昔市話;; 

5 I M H 49 不

6 I M C'16 I1結i¥ii

I f，'i場

相!リ川打制縁開部部古
8 I M G 49 11 

日 MF 52 11-111 

101M F51 

11 I MC.15 I面l出l品;; 
14 I MC45 不

12 I M C 46 ヰ; IIfJ ('i¥ 

lG 1 M C'16 1II，j古1;

16 去 J IIII~ m; 
17 I M C45 11白 ifl11同部;

18 I M C45 IJI~ 品;

19 1 1.';;以 ヰ: IJ持品;

20 M CI15 腕部

:35・36-1 M F51 11縁部

2 1MB 52 不 11絞部

3 I M H 47 II~~部

4 I S 137 

捕z品部目5 I tti J~j ィ、

G I ~I C15 111 

8_LM Ei9 m 
!1i11H43;i; ; 

9 I M G 50 国

10 I M G 52 111"1 m; 
IJ日 j~;

12 I M C;51 1 ;f 腕部

13 I M C41i !IPi 1M 胸部

I M正45 11紋部

15 I M F SI Ilì~;\I; 

H 1 M F50 II~~部

161 MC46 IV 1I腕部

割IIfrl;， fl 

総I11ゆ良

klll1i'l;. N 
話Illiþ ・ 1~

組i砂.u
制11紗 n

報aEfb帥1搾e有A 明良拙且砂鈴 良虫

担詩11 砂{it.・iJl i 

組/iJ;・良

制lliit・良

調11砂.n
総IliT・H
者11砂・良

品11砂・良

制11砂・良

fll砂・ H

組砂・良

説II1iT. J'~ 

調111&・良

I砂IiH利11・・ 組fIl紗16-・ f良i 

i砂 組程i i砂iJ;.・ 1良1 

liHIJ'llllゆ・ H

!制ゆf1i1j・， 組'm砂1ゆ'1'良L 

{itfIJ.↓lll'ゆ・ n
桝IJ・*11隊良

設11砂 H

判者1l1 l1ゆん

1)段苓条LR(j前) o段菩条LR({il-!Iド!

R L (1黄) f¥L!縦j

R L (績i ナデ

liL (愉) J(L I誕j

L R (Ii上一左下i!iL1左上一ijT)

!o段与条LR I依) 。段与条LR !.{i上一Ir:Ti

R L 村lkLR L l(l1騎挽左航i上右下}

L 11 i縦!

R L (縦)・ナデ

R l，RL((緩ritいIlナJデ:.-{iTI 

o。ljミ交多与j条bL i， iR t (i 相横il 。o泣段多多条条ii，， iRU(i4il上l'主左下F)

u段多条IR((摘横 i認段段多多証是量) ! 日出 l-Ii:Tl
R L (議)

。↓2多条LR(li¥'ill ()j:1~;H R(:(il一左|、)

。段多条LII (liWi 

()r):多条Lf¥(横)

R L (憤)

。F1多条LR (将!)

L li (償)

。段多条L[n情)

り段苓条LR (被)

L L RR!ih被11)) 

L R (横j

(it)段L(多.jf.，条l)i，ii11黄i

。ft多条LR i績)

り段多長LR (横)

L R (!lii) 

L1i横・lij役1(11不

，..， .. 
i ，) 

。段多条L1¥ (も 1:-lI:l
。段、多条LR (;{il-!l:l 

I¥L(縦)

。段多条LR (~iJ-!I:T) 

L II (縦)

(m多条LR Ik_l-;{iT) 

。i主苓条LR !ld:-;{1 下)

L 1(1託

ナデ

L [n縦)
of1多条L1< (左 I:-{il、)

I¥L I縦)

。段多条LRiLl-ti下)

。f1多条LkULlイITi

[1 L OiU 

IイR、!i1j1緩l

I-A-Ia 

不明 II~Hi;縄文

I-A-Ia 主I{[j!弘氏rJ百部縄文

[V B -lb 去l投法、 11~兵部縄文、袋炭化物

1 -Ia 
ll ll将伝部部純縄文文

1 A -lh 

不可j ~i炭化物

1-J -Ia 11 11 41行3部1¥1:，に1.，縄IMI文二#、紛れt物
町一日一Ib

1 -Ia 主政ft物

1 ;¥ -Ib 

いい川lHt唱幅ド耳i居出制目法間潤縄組悦士をt 実口 幹品部t縄物士

[-A-Ia 

1 ;¥-1日

1 -A -Ia 

1 E -Ia 

1-A -la Z定化物、 n辱部潟土
J -A -Ia 裏it化物

1 -A -lb I{支!堕皇制山t物、 陛?1 -A -Ib 

J -A-Ia rl~宇部;縄文も補修fL

n -A -la 1I将司;縄文

1 

1-;¥ -lb 11将司;縄文

1 -A -Ib 2とr+-j同{本

I-A-[a IIH部縄文、折Hnll縁

I-A 11容部縄文

1 A 

I 主 京法化物

I-J¥ 33-2とliiJ似J*

1 33-2 ど [pJ'j限 f~;

1-1¥ 33-2とか! 個体

[-，'¥ 7;在日~ft物

1-，'¥ 33-2と10卜似体

1-/¥ 33-2と同一似体

I-}¥ 33-2とliiH肉体

I-}¥ 1{1県民、主炭化物

I-}¥ 33-2と[riJイ同体

1-i¥ -Ia LI伝部に却J~

1-，'¥ -lb7 11長却に期目、主l吸品:

I-A-2d7 rJ容部縄文、折1)返し11絃

1-A -lbγ 11辱部縄文、主炭化物

l-A-2d7 ~ I!AtF{4本41L |1;同ll二l品F主州If.i:(/)市H;'.l1'Ii!llllil" 山H 

1トIb7' 

1 A 妥IYl良化物

?lflrnikit物
1-:¥ 主lI1i炭化111
I-}¥ 3，1-(jと F~-'似体

1 A 

I-}¥ 34-6とniHIM体

1-i¥-2c1T Jl-6 と liiJ-j~jii，

1 -A -2d I i 11 H;¥I;縄文、主炭化物

小切 れJ-L隔Ij~1制t 拘限
1 F 



第 4章寒)111遺跡

第 5表 選構外出土早期~前期土器観察表 (3)

帰国番号 図版番号 tll土地E 尉 話ij立 !日i:L.:tJ't I正 外rliihを丈文緑 1"1 IIlI ;~l 4!， 分官1 Mu 号

35-3 35・36叩 17 M C45 1111倒 1I ~.~m; 粗砂・良 !?i;，i{l本《i{H愉Illh)ill校!H純文 RL(縦) 1-l' -2l'ウ lI HほIf本れこJ:;r'.:i;'IIIif.). ~と IUJ

181M C45 11古関 日*~部 調11砂・良 十1)品lh)ili主抗主主缶丈 RLi縦) [ -1¥ -2l'ウ 2とIlilイ同{本

191 MB46 If~ tf.i 胸部 調11砂・ l~ IIL(村1)・絞ffi文 RL(縦) ! 日 35-2とliiJ似H:
201M C 46 4、 腕部 相砂・n R L (備) 綾給丈 R L (縦) !日 35-2とIli卜1肉体

211M C46 11白梅 !胸部;調11砂・良 RL(被) R L (縦) 35-2と ~H; 

8 22M F459 0 11 111，1部 調11砂・H. R 1. i償) I~ L i説) 主炭化物

9 23 1 MG 不 腕部 者11砂・n R 1. (fli!) R 1. i縦)
主LI炭り化削物il版文・長炭化物10 137・38-1 S 137 l主付近 11 t.~部 砂利・普 lL l H(俄).J:日iTU(i 1. R (ld~.-tí下) 1-1¥ -2fイ

11 21M 1'51 ヰ; []t.~部 持l/it・良 fL J H(|品). I;，'í-'ii~: II~Î L担(左上-;{iT) 1-1¥-2f1 35-10と同一例1本

12 31M E49 不 rl*~ f，jj |桝IJ. J~~ H (h'I，) ド行i;'I!I; 1. R (左上一右ドi I-A -2fイ 35-10とlfi卜似体

13 4 1 M H 49 11綾部 砂利・悪 "苧 'm; !I~î ナデ !っト2パ
14 5 1 M G 50 Llf持;者IIfiT・良 ト品 ! ドれi'rl1lli十デ iω九2d L1h部縄文
15 6 1 M G49 IJ I~塑1*ま部; 

| 細者!!{1A6J ・n 件:;~l!M;J 十デ !っト2('ウ 11'tl'制n丈
16 7 1 M G'19 iif l ld{1JAi l;長 .:1~-HI!i 

I~ L i ~縦ijl 
iλ2iウ Ivrii¥ji縄文・皇制t物

111 MG4 II m~部 話11砂'H f14 j 1{悩)段n'i!hli 1 -ii -2fウ :lfl-17とIliH肉体

18 8 1 M F 52 自 !哩rl(.~gl; 員11砂J'.t iiJ 《i{険 j. j;:i-，;j;'!!li R L I憤) [-A-2d II!g:i¥lilJli丈・主主|校長
19 9 1 M Fι17 自 MlI紗 ，f~ {日l L{lift i IJfliT i抗 111.(封t! [-j¥叩2d出性回世立山
20 101 MG49 II LI縁部 説IlIit・良 ltllL華 1，1') HI縦) J -A -2~ イ I1唇部縄文

121M C45 1対 :nt砂，良 L I~ (椀) Hi縦) 1-A ! '&lfIi炭化物
2μ ') 131 MC45 IIfr ltl 1I対 担i砂・良 L RikL-fiTi L R i!IYi) IIJi:iililこ;1'

:)6-1 H 1 M 1'52 11同 1，トTi.榔 ft
L L RR ({ 縦鱗i 

1.1¥11t:上一右卜.) I-A 底部に近い
u ワ 151 MC45 111"1 組砂・n RLiLI:上 ti下j 表面目;化物

16 捨j-~j 桝 首11紗良 li Lit.J -;(;下) R L (縦! 主lili炭化物
171Mじ45 II~j 組11i!ì ・ r~ RLI左上右下) R L (縦j I-A 主i百炭化物
181M C46 腕 紗干IJ. 組砂・:~; L R I綾j L R I縦j I-A 

191M C'1 IlTl 同i砂・お R L I績) R LI!i:J 右下) 1-[¥ 
1-;長1炭;;;:1化t物物201M F52 日~目 1I日 担砂・良 L 1< (儲! L Ri1d-.-:{il、]

211M E 52 !樹 知1(IJi. J~ L R I燐i L R I縦) 在民化物

9 231M F 51 !出 砂利・組砂・良
R 0段L(多償条，1<L I被) R ()段L多(縦条)R L(14) 

1 主佐It物
10 221M F 51 III~ 細lit・良

11 241M C45 1lI~ 砂利，組{ルー良 L R(j義隆縦j L R (縦) I-}¥ 14~法化物
251M C 46 腕 砂利・者IIIゆ・良 R L (横) 1¥ LUil-t仁 1') 1-;¥ 長炭化物

37-1 39-1 M (;52 Iil 111，1 組砂・良 L R (横j L R (左上-1:i下) I-}¥ 

21M F 46 不 11持 総砂・良 L R怖い L R (縦) J -}¥ 

31M F 50 111'1 柱IIゆ・良 不I~l f(L(右上一在ド) 不 I~J 主炭化物

4 1 M l' 50 11-1lI !例制;員11砂・良 11 LU:上-;(iT) R L (縦) 1 主主|加え

5 5 ! M 13，17 [!-自 11制剖; 調!!!!ゆ・良 R L (横) R L (~t) 具j、f リr.l汀、rt~，マq 

6 1 M B48 II~ ffI; 最11砂 n L R (横) L R (縦)

7 1 M G 49 l例制;首11砂・良 l¥L(縦) 11 L (縦) I-A 

8 1 M G'19 11同部 制11砂・良 1< LUd.:-，{，下) R L (縦) 1-1¥ 

9 1 M F 52 出 1I阿部; 最11砂.E~ 司、I阿 司、 I~l 耳、 I~J 長l段炭

10 101M E40 制部 組砂 L R (績) L III縦) 主炭化物

11 11 1 M E52 m 111';1部 砂・調111)ゆ・良 L R (機) L R (縦) [-A 

12 信滋 不 11制部; 首IHル・良 L R (hWJ I.f((縦) A 長i似:

131M 1346 11古iU111，j m; 組IRT.良 R L (横i R L (説) 裏i~ft物
14 141MH47 fl 自~ i¥l; 員Illit.n 01を多条LI~ I徴i (ll'~多;H R( 縦 i 1-;¥ ~U;tft!1 

15 151ME48 胸部 員11砂・ lL H L I険) H L I縦) 1 i¥ 長i吸炭
](i 16 1 tii場 制部 組砂・ fl L fl I績) L !l i左上一右!っ I-A 在民ft物

171M H48 不 納部 MII砂・ E~ f~ L(H!U 11 L (縦) 1-1¥ 

18 181M E 52 11脳部I細細細砂砂体 且良良 R L左上!-?j!i干!!:) 。Ri 佐LH(山多縦条上!L Rイ)寵P)) 

1 A 主炭化物

19 191Mじ45 脳部 I-}¥ 主!加え

20 201Mじ52 !出品; L 11 (続j [-}¥ 

211M H47 腕部 MII砂.l~l 。段多条LR (横) (l f~多毛 L R (左f:-;{iT) 1 l主炭化物
')'1 

腕 部砂ヰ R L (績) R L (縦) j-A 11[1投炭
一



第2M 険11'1された遺構と造物

第 6表選構外出土早期~前期土器観察表 (4)

i手111番号 [111抵番号 11¥土地区 部) (，1: 胎土 'f完成 外1111施丈丈係 ドj II!i ~~ 整 分賀1 翁 考

37-23 39-Z:J M F 56 11 l細部 調11砂.H R L (償) R L (左上-til! 1-1¥ 表炭化物

21 241M F 51 IIT1部 長11砂・ J~ 。段多条RL (li¥'i) 。段多条RL (縦) 1 1¥ 裏側じ物

25 251M C46 H !腕前;者11砂・良 L I~ (被) L R (縦) 1-1¥ 主1及炭

261 MC46 11~1 部 調11砂・n 記L(横) RLi縦i 1-1¥ 

271M D 52 n 1同;11;員11砂・良 。段多HR(依) 。段多条LR (左上-11下) 1-1¥ 主炭化物

38-1 281Mじ52 ィ; |腕部
調材ii ii i砂0・.1良1 

LR!!員) L R (縦) I-}¥ 主民it物

29 I fim 1日 I1い縦、検) IIL(左l:.-{i1:) 1 “ ? 腕部

:10 表 t ィ、 l細部 nliゆ・ if R L i偵) R L (縦) I-A 主炭化物

311M F 5り n III~ i¥j; 総I/it・良 !lLi右上左 FJ R L I縦) I-A 裏炭化物

5 32 I M C 4 lIi'i制 l胸部 砂.fl1砂.t_iJ 。段多条LR (償) 。段多条LR (縦) 1 A 

6 33 1 t'; J品 司、 111，，[部 宮t.t1WT . ~ü;-

R i I RLR 晴(債櫛

L Rik l-_-:{j下) I-A 

。

J1 1 M仁，15 115 出
1I州|純 白都; 器組11砂砂・.f良l 

I.ln縦l 1 :¥ 実炭化物

35 1 /im 17 
R i ， LH (( 縦縦) 

1-:¥ 裏山t物

36 MII47 IIF1 i¥j; 制Il&T・ L R iH!ti 1-/¥ 主炭化物
」 一 … …

10 3円i MC，lG 11同部; 調11砂.n 1< L(将[i 日L (縦) I-A 

11 381M C '¥6 1阿部;者IWT'fl L R (償) L R (縦) 1-;¥ |主炭化物

391M C 46 制部 同WT.H f(L(左上一{jli 1¥ L (縦) 1-1¥ 表炭化物

13 401 MC，16 l服部; 部/iJ;.n R L i接j !lLi左上右!っ 1 哀定化物

14 411-n占 JMj 胸部 む11ゆ・良 R L UI:上一lili R L UI:上 {iFi I-!丸 ~~炭化物
'121M C4~ III~ ;;1; 組砂.n L RiWil L R (縦) I-)¥ 

16 1 40-1 MD，j 腕部 組砂・良 L R i右上一左 FJ L R (縦) ィ、 I~I 妄炭化物

1 MG52 腕部 1[1砂・ ft L 11 (横j L R (縦) I-A |裏炭化物

18 31M E49 不 腕部 組砂=良 11 L iI員) RLI.縦j I-A 
I 主長iiR吸民炭

19 M E52 111 

!!|制岡 部市;
報I!ゆ・良 R L (愉) R L i縦j i一九

20 1 MG49 fI |者11砂・n R LUd-tiド)
LR 担L(1縦HiJ) 

1-1¥ 

6 1 M [，16 11 111，1 m; 話lI/iV'n L R (被j I-A 

'7? 7 1 M E49 111 1It~ i¥j; 組砂・良 1¥ L(績i RU縦j I-A 去l吸炭、底部に j~ぃ

B 1 M F 52 日~罰 納部 者11砂.Jl RLI償j Il L (左 1:-右下) 1-;¥ 裏山じ'j!;j

9 1 M F 48 

制刷脱 却印部 組割II/it.・111 1 R L RL (( 依備) j R i ， RL 1( 縦縦) j 
1-1¥ 

10 1 M F 5~ [1 1-1¥ 

39-1 111 MClS 自 器11砂良 IIL I検) li L ({，上一k卜) 1-1¥ 実i技法

121M日，18 日-Ill!服部 調II/it・良 I~ L ! h!lJ R L!縦) 1-1¥ 主l吸炭

131M 117 胸部 部11砂・良 L R!鱗) L R!縦) I-A 裏!旺提

14 1 MG50 1I-1lI III"J ilj; 持11砂・良 R L!横) liLi縦) I-A ~(I吸炭

5 15 I M F ，18 11 IJI'1部 調11砂.n R L (左上-:{i下) 1¥ L (縦) I-}¥ 

161 MC48 1111; t品111"1 m; 調11砂・良 R L (横) 不IYJ 不明 主炭化物

17 1 MC，15 刷i¥i;総l{it・良 L R (償) L R (縦) I-A 

181M F 48 111 11阿部 制11砂・良 L R (被) L R (;{i上-/1:下) I-A 

20 M F 47 11 III~ 部 制11砂.f~ 到し(償) R L (縦) I-A 主l吸炭

10 21 M E48 胸部 組砂.n 11 L (憤) 11 L (縦) I-A 

11 19 M 1'47 fI 納部 相11倣.1'1 R L (績) 1¥ L (縦) 1-1¥ 裏l吸民
ωつつμ M F 49 !制，¥1;組砂 ll 立L(傾) 11 L UI:J:.-:{iTl 1-，-¥ 主炭化物

MG49 [] 111，1部 相砂.n li L (憤) RL(右上-!aJ I-}¥ 主l吸炭

14 MC48 III"J 1:1; 首11砂・良 R L . 0 ナデ []-A 39一17と|可制休つ

2S !I! C 48 日-l!I 111，1 ;;1; 長11砂 H R L・つ ナデ fI-A 

16 M G50 ィ、 /11，，1部 調IlIit・n R L・づ |ナテ
戸裏地目<It物 39-17とliIJ間半?

17 M G50 不 111阿部 相11砂.H R L (険、縦) ナテ II-A 

18 28 Mじ18 lI-l!I 11阿部 話II<<~' n R L (鎖、縦) TT :19-]7とJiiJ. {I，¥I件、。

19 M C，18 日-UI III'~ /¥1; 調IIllt ・ l~ ィ、 !~J R L (績) 不UJj

30 M C'18 fI-1II /11"1 ;日;持lIit.n 担L(険、縦) ナデ II-A 主l吸炭、 39-17と|司一例体う

~! C'I日 []-l!I 11M 話; 日l/it良 R LUd::-{i下l十デ II-A 主吸氏、 39-17と|ロト悩i体つ
つつ M FS1 []-l!I 11/<<1部 持IIlit・n L R (慌に 絞ら?丈 L R (縦) ]-R 裏目~ít物
4ム3d4) 33 M 1'4 胸部 'fIl砂・良 IIL(償) IIL(縦) 1-1¥ 

34 去十 腕前; 1'1色料lIi'Y'N ぷ守i“t5;3!一 L' 陥 ). i¥:l. ¥it: R L ({i{) 1-(; 物
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第4章寒)111 遺跡

第 7表選構外出土早期~前期土器観察表 (5)

仲間番号 関車番号 |出土地II 部位 胎 J・焼成 外[(ri施丈丈w I/'J [Ili 調整 分百1 jijli 考
25 1 40-35 M F49 不 l仮調; 13色相i砂.;1¥ 択し(依).絞I't'文 不IY] ィ、IY] 主炭ft物
26 36 1 S 1 37 ィ; HtJ 証; 白色組砂・;li Il L(:{jl:.-左 f) R L (縦j I-G 主炭化物
27 37 I M F19 有; 腕部 調11砂・n 絞O!治文 L i{ (十3d (J段多条LR 1/1上-:{jf) !日 i聖教

40-1 38 討soC46 fli) f品 !な部 網砂良 R L (償)ー絞給丈 R L (詰 1 13 

裳車在位広民f止化t拘拍物391M F 50 [] H~ 部 白色打l砂持 IlLI被).*Ht丈 不[~] I-B 
3 1 40 I M F 50 !細部; 白色持lIit・IP

Il L (~品tず 絞ま告丈 R R iI d ， !i 縦縦
1 -(; 

4 141・42-1I表上 服部 組砂・良 1 1¥ 
5 2 I M F'19 11-111 l岡部;者11砂・ If- 不IYj II L i縦) I-B 長炭化物

31M F51 [j-I日!腕前;調11砂良 R L (横)・絞tif丈 R L (在 L-:{jT) !日 主炭化物
4 1 M E52 日-111 l細部 者11砂・良 終絡丈 II (縦 1 s 

主主眼i敗民炭
欠 5 

3L1i FF550 0 
ii足首; 白色組砂 .W 不111]

IIFJ司; ，'，色相砂・苦 主!<主 L {!-{I'" . し司i:，不明 1ーも 主炭化物
7 1 M E4 腕部 自色組出;・良 R L (償i・吉丈 RU左 1 s 主!投法

10 8 I M F，17 III 服部 者H紗 fi R L!品;校詩文 ナデ lJ c 主炭化物
11 9 1 Mド50 1 lJ !胸部 白色制改誇 |判明 ! [< L!紙j I，p列 主jl~ 炭炭化化物物!日 MC45 日日立 初rej 1阿部

世話;存
R L (償) 日L(縦) 1 A 

11 MF50 !l服i]]I~ 部針;
千:nn R L (品、説) 不明 10-11 と ijî]--jl~j宇

14 MF50 lJ. UJ 
起1R日5しいIi，，一IH・出f総f一li.j主し'ii: R L (縦) 1-(; 40-8と|司例i本

15 13 M F5U !l・ IIIl服部 続給文 [< L (縦j 1-(; 主炭化物
16 1，1 1 M F 52 [] 1細部 白色在日。 良 R L i犠)，設詩文 RLi誕) 1-1) 支出t物
17 16 I M F!18 自 腕部 者lIiit. ;~ T砧交R内f-JJι RL(被j 1-1l 皇制問
18 151 MF50 日盟 腕部 白色祖{it・良 i支いiU~ L R I被) 1-(; 

昔話19 M F50 !l I]~ i¥ 白色者i鈴・汗
|不バー

日L (I~L-{jl) ，fIV] 
41-1 18 I M F50 

I1不町目
l胸腕 部部; 

白色将[(ij;・ jミ R L I縦) [-G 
ワ】 19 I M F51 制妙ー良 R L (横) R L (縦j [-1¥ 

20 I M C16 制部 部砂昔 11 L (法) i(L (縦j 1-，¥ 

21 I M F51 1・!lI 例目;担紗・苦 RL(柄i R L Uit! 1λ 哀長it物
b ZZ 1 1，11'，18 11]'1 品 m砂・汗 RL¥議j i{LI縦j 1-;¥ 主!投iJt。 231M F 'lo 11 l阿部 詩Iwt.fl R L I 1者) R L (縦) 1-;¥ 

24 M B4i 11・!lI l]tJ í~) 
(ド小4州h岨{μi型祖鈴 n 11< 11 L I殺i I-J¥ 妥i攻法

25 M C46 
1;崎町倍

胸部 11 I R Li議i 笈 昨日 41-2"，と1;;]--]和H本
26 M B46 11阿部; 小石 持IIゆ・良 R LL(1後村 R L (説)・条ij{ 昨日 11-23と]ii].j，¥11本

10 27 M 1347 術品; 1]、{:j.#[iJゆ・ l~ I R RW長)・条痕 IY-B 4 -23とjri]似体

11 28 M 846 ヰi !制部; 判IIRT・良 不i別 条1長 lV-B 1f炭化物
12 30 M B47 11 出1品; flllゆ・良 liL(柿) 条痕 IY-B '11-23とjii]-j同体
13 31 M 1'47 [s 11101部 有i砂・良 !，id長 知良 IY-A 主政ft物
11 32 M E47 !! 1阿部 組砂・良 条痕 名前 !V-;¥ 
15 33 M C46 11白出 11討 m~ ~m砂・良 判明 llLl縦) 不[VJ 主炭化物
16 34 MC15 IY 1]阿部 |調11砂詩 {H~ 条痕 !V-A 主炭化物
17 M C45 111 胸部 社IIlit・N 不明 J長痕 耳、IV] ~fl役炭
18 36 M G4 UI 11荷主;|品lIiit./i; |血条jj{ 条条痕痕? 

不flfl
l日 37 MC15 111\ 尚 11I~ lli¥小{J. i'f 

IY-Bつ は|け主4T防&;;~互物いi誌
?の 43一! M 1148 UI 1I1阿部組砂 .f! I R L (績) 条痕

'11'，12-:18 M 114 
目 L1f.~品|一義府組訓砂一6直9一昔良面一 L R (横)

~k板 百一臼
つつ 13 ー“q MC15 日1[] II]!，~部 fllfJ

ち一{、 、総) すこ
不明

23 41・42“29 M 8'16 111\ 出 Ilf~m; ・ f~ I R I.I{員i N-s-I江

川lそ|t実単bF4品t調物:~1 旬主主民化物
43-3 M (15 [[， 111 l阿部 は11砂町 日L (険) ゑ1長 IV -B 

1 ，11 Mじ16 不 l胸部 組i砂・ J). L R i絞i 条iJ'iづ

位〈白 5 1 M E49 
1l胸胸 部部;

|者lliiT.n R L( li~ì 相j'~

6 1 M E49 !ll 組砂 .u !(L(後)

l 条是基条争痕板抗被主

7 1 M C48 11.1[] 腕部 持11砂ー良 Il L ik_L -~ï ト) IY-B 

阻開2
ヨ 8 1 M 1I'18 111 1iI~ I¥i; 説iliit.U Ilし(組) 作 B
日 9 I M H48 [[l 腕前; 話lI ~t'. D. 1. R (償}

ll ElY B B 勺 !() 1 MIH9 II 罰 Illì~ 部 i 者[{iþ 五 iL 渋)
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j.fif~f番号 [~I級品; 11'，土地[J ~;I: 部 1'[

8 13-1:1 MC15 11白性j胸部;

1，11 M仁15 III;t Kl 11括部

10 11 I M E必 [j .111 11阿部

11 

l1附2El fM 臨MEH 4場日5 腕部1 
1.3 小 !rrj，叫

14 17 1 ;vlじ15 11鋭部

15 181M E17 
iil i 

IIWiC 

16 19 I L H 50 
l岡正吊司17 3{i7kL !{J4i5 : 

!日

19 ~~ i L 1I52 Il LlI'昔話;

20 1 M 1¥51 部 Ili.~i\j;

21 1 ~1 じ 16 十 11*~部
ω } 25 I L F56 十 |iii昔話;

μつ、つJ 2fi 1 ¥1 E5:l + 1111'1 ;;1; 

1 1 111[:;1 ~I; 
7
】
R
υ 2il MFι19 ¥111，j m; 

EIli E m 

内~) M 852 |阿部
よ「、伊I :llJ ~1 B 5~ 

111?i 
~X L 1150 

:1 リふ

1f1、1211117 1 Il-llI i腕 ;m
30 1'1、11)]

I胸腕 部部34 
qtJo “ 35 去上 制品;

13-1 36 去倖M 仁，15 IUf詰[~
ω ヲ III~ ;¥1; 
η :lR ! (K~ 11 1[[0] ~I; 

39 1 ~1 D 18 111，j ;¥，1; 

5 44-1 M C'15 腕部

h 1 M B 13 II 自 腕部

31M E48 
i11 l i1i1i 1 岡一iIII~ 一部[!Ij 行。 4 1 M H 52 

5 1 L J 50 111 III，~ {fl; 

10 6 I M C45 1lI'~ m; 
I1 7 純日 制部

1ワ R 1 ~.{ 11 ，{ι 11 111 品I!~! ;μf ド

13 9 I M C 53 11 腕部

14 10 保 C 胴部

I1 1 L 1150 n 腕部

16 12 1 ~I [J 52 11 !制 i¥1;

17 131MD18 111 111，，1 m; 
18 H ~1 AS2 Il III~ 1，i; 

19 
115 6 

L J ，19 

II 

111，~部

支h104l8 - i!jjH阿部司;
17 

118 9 1L 1CE456 7 
11 |ゆ，1;¥1; 

ワ3 和1] m~ 

24 201M D48 II ゆl部

dけどJ 211M EH 11 制 m~

26 I 221M E 49 腕部

“白)ウt 2:1 1 ~I (;ぷ III 11腕討;

ワ8 24 1 ~I A 52 イ、 11闘部

1 ~I s 52 1 j、 111，，1m; 

第 21市 検出された遺構と造物

第 8表遺構外出土早期~前期土器観察表 (6)

肝1:.. ~t 1長 外li!iqI!i文文段 1)') 

説111品・良 ィ;I~l J知h
品11/，ゆ・ ;lf L I~ (償) j知1i
組砂ー良 1¥ L (村'() 知ii
話Iliit. Ji I<L i検! j知良

|者11般行 千;Ilfl |制
繊維，有WT.fl R L I挺) 十デ

I繊滋維Mi 説1I砂 A lJiL iH l {L1品i縦 ドI!'J);''t
iナデ

-科Illit・R すデ

繊維 柵剥謝M防F礼む A 且具 R L (情) 削l文
ナデ

lはは醐雌長装 組tι |十L!杭1

R L (横 !十デ

制品、 n f( L I横) イデ

.ffil紗，良 L 1((村 1不Jlfl

繊維・者Illit.n IJ段多条RL (隣)1ナデ

|制f.~II説、 .n L !l i被j |ナデ

i豊
れ佐R多言蹟他Z年)門L L R { 肺賄

ナデ

R L (相i! ナヂ

L R (縦l ナデ

L R i犠i

繊維・詰11砂百 L R I将1) jナデ

議維持lIi'T' 1 L R!摘j ナテ

!滋維持l砂 !i{ !I.I{I桧)

蹴.:nJ¥liT・1¥' 1 R L!前j

繊維 .tjllf品・色々

掛[i.者11M;'H 

繊維部11改良

談話・判UIY'rt 

議組・羽Illit・n
繊維・組|砂・ 12

話u[!.判1111ゆ・ H

繊紙.~II妙・良

生品~*l仏í:. 判刑IlIiドノi、. ハ1:1 

繊維・品11砂・良

繊維・判11砂・ J'~

繊維 ';11111ゆ・ H

|樹繊維[1・-首判ill|t砂

議~[j . flll!iゆ・良

I議輔様梯諸経誰 君細制組l川砂t俳を事 1良良昨: 

繊維.11l砂詳

繊討i.計111ゆ・ n

議維・ H制附11砂・ iiij"

繊維・羽IIlil;.n 
i繊維部Ilit'l'l 
繊維託illlゆ ¥ii(

L R i tii!) 

日の給制本[iiJ'~i.文

R L i検)

fiL(横)

IlLi繍)

R L (縦)ワ

L R I h!u 
o j主多条LI! (横)

!(LI被け

。段多HRi償)

R L (償i

1< L (険)

L fi (横)

L R (横)

1込土RLH((生鑓横1

L 11 (村!I

1. R (横)

L R (償)

R it LL (1 被検

持;

門門

11 

すデ

十テ

|十デ

ナデ

すデ

ナデ

アア

十デ

ナデ

十デ

') ト平p 

|ナデ

ナデ

ナデ

ナア

ナデ

ナデ

ナデ

ナテ

ナデ

ナデ

ナデ

十デ

i-)デ

iナデ

IIfI 1科 繋 分百! 備 号

司、 I~l 'It炭化物

lV-s 

IY-8 ')fl吸炭

百 B

ィ、Ilfl

V -A-Ia 

V A -Ia 

V E -Ia 長炭化物

V -E-la 

V一八一!と 長l吸民

V 
晴，1'，':1"1支F -Ib 

V A -lb 

V -t¥ _. lb 

11;一九一!h ! l(liJi_HW~(~ 制 f会
Y-A 

v kl11段炭

Y-1¥ 表現吸法

y-;¥ 

tVV A ぇA 

と10[--[肉体

|判F江理りの可能刊あ11

Y-A 42-2，1と|日卜倒体

¥ ，¥ 12-24とH 総体

l虫剤型回日1:主
V-A 主吸法

v-¥ 
¥ 

¥ 
主J、炭主i化似物ry'I!iiiミ孔V-A 

V-t¥ 

y-}¥ 

Y-1¥ 

V-A lJ'afl肌
Y-A 
1、7 白A、

Y-A 

Y 

Y-A 去l政)え

'y-i¥ 

V-A 

V-A 

I i、lifl

L 白1 11Uiilt物

V 

V-A 

v-;¥ 

liV V A A 

l出長lMl:j; 

巳



第 4章 寒)111 遺跡

第 9表遺構外出土早期~前期土器観察表 (7)

w毘番号 間版番号 11¥土地立 培 前~ I!i: !h'i 土・焼 1& 
。外t主!事h/iz施条i丈Lー丈Kイ孫il') 

i付 [III 調 繋 分草! 宅

30 44-26 L E56 [] )細部; 繊維・有11砂・/1- ナデ Y-}¥ 

31 271MH48 []-fl] !I~ 部 繊維担11砂・!? L R (績) ナデ Y-A 長I吸炭

32 281M A52 []-fl] 腕部 繊維・話11砂・ /t R L (横) ナデ v 
33 29 表土 ヰl !I阿部;繊維・託11砂‘ 1¥ 。段多長LR (相lJ 十デ v 
34 301 MC45 11階部;繊維・首11砂・持 R(f員) ナデ v 0 

35 311M 147 11 11阿部 繊維・割11砂・ ff L R (憐) ナデ V-A 

:16 32 1 L 1，18 胴部 繊維・測砂・詰 L I被j ナデ V-D jJ_1監Ot

331M C 18 不 腕部 繊維・詰11砂・話 R L (償) ナデ v-;¥ 
38 311M A53 腕部 繊維・告11砂・普 R L (償) ナデ V-A 

39 351M [47 11細部 繊維・割11砂・良 不明 ナデ 不 I~J 主l吸民

4 361M 048 n l制部;繊維.~II砂・ N L R i憤i -J-デ v 裏!被炭

H 371 MO'18 不 1阿部;議雑誌1砂昔 L 1¥ (績j ナデ V i¥ 長11&1;:

，12 381M C45 I !I~j 部
|型i員維・車首脚11砂.u

事l1:lHnl転丈

43 391M 1 ，17 Il 11M部 L R (横j ナデ v-;¥ 
44 40 1 M 1 47 Il 腕部 繊維・総{砂・良 。段多条RL (被) ナテ 1{1県民

41 1 M 147 日 11阿部;|繊維持帥Jl 。L間R!多績条)le Hl償)
ナデ v-;¥ 主i民民

46 ，12 表土 腕部 繊維.~II妙ー n ナデ 主主殴炭

47 43 1 M A50 !I同部 繊維詰11砂.J~ ィ、i明 |ナデ ィ、|阿

48 44 1 M 147 不 1阿部 繊維・調11砂，良 。段多条RL (績l十デ V A 裏l投iit

49 45 表土 + 制部 繊維，小石・良 L R (議) ナデ V-A 表主吸11:

50 46 L 148 腕部 繊維・詩11砂 n o段多条 L(愉1，、t証 J ナテ

51 47 MG46 [1-自 IIFJ gj; 繊維・報{砂ー普 R L (横) ナデ V-;¥ 

52 48 M 147 !l !胸部 繊維割11砂 11 。段年条LR (横) ナデ 1f機能

49 M B50 日~盟 IIH部 繊維・封11砂・良 L R (横j ナデ V-A 

，14-] 50 Ms4 11同部;繊維最11砂・良 L R (禎) ナデ v-;¥ 
5] L 1149 ィ、 11阿部 繊維 .lliT'長 L In被j 十デ v-;¥ 
52 M E5:l 不 IITi i¥ii 繊維.~1I砂・1'1 R L (横) ナデ v-}¥ 
f‘2つOJ M B48 鋼部 繊維制11紗 jミ L R (様、縦) ナデ V じ ;1:)1)~縄文

5 M D'18 腕部 繊維・ îll砂・ ~W R L (償、縦) ナデ :):j，iklJ[丈

55 Mじ45 l服部 議維・級I/iゆ・良 。Jt多条し 1¥(材I) ナデ V-A 

56 MC'15 不 l縦割;繊維・部隊・良 o j:tz多条LR (績) ナデ V-}¥ 表主l投J;'~

57 M 147 !胸部 繊維・組砂・良 判明 ナテ 主吸炭

58 M C52 イ、 11同調; 議紘・粗砂・斉 R L (横) ナデ V-A 

10 1 15-1 M C45 ヰi 11阿部 繊維・組|砂・悲 L R (憤) ナデ V-A 表裏i吸炭

11 21M 018 日~自 III~ 部 繊維・誕11砂・ If L R (償) ナデ Y-}¥ 

12 31M s 52 Il-Ill 制部 繊維・~1I砂・苦 1 R L (横) ナデ V-}¥ 

1:1 4 ! M B52 [!-ll! |服部 機%!f..割!I砂・普 日Ils官) 十デ v-}¥ 
14 5 1 M 150 国 胴部 繊維・品11砂・n R L (償、縦) ナデ Y-C 羽状~Jl!丈

15 6 1 M 0.18 日~富 l開部 繊維・組|砂・ J~ R L (績) ナデ V-A |去ilfl吸炭

16 7 1 M E47 111.1部 繊維・詰11砂・良 R L (摘、縦) ナデ V-i¥ 

17 8 1 M H48 []-盟 11討 m~ 繊維縦砂・良 L R (横) l十デ V-A 

18 9 1 M P 17 [1-罰 11岡部 繊維・ ~II砂・ n 附加条縄文 ナデ V-i¥ 

19 10 M 048 11-111 11阿部 議維・説lIiit・良 L R (績) ナデ Y-A 言[1段目:

20 11 M 147 1I 11[r~部 繊維曹級IliJ;.11 R L (繍j v-[¥ 主l敗政

M F49 l樹首; 紘浦和i砂.J~ R L (紋i 十デ v 
中) 13 M E48 l州諸 繊維・制I!1iJ;・持 R L (被) 十デ v-}¥ 出I峨

心-、‘・、l 11 L F56 [/ 胸部 繊維・利妙 :It L III横) ナテ Y t¥ 

24 15 M 147 [/ |服部 繊維・判IIfゆ・良 L Il (横) ーjデ v-;¥ 長崎;.j;:

25 161M F4R 自 腕部 繊維・担紗・ jミ L R (検) うデ Y-A |裏i見 J.f~

26 M J 1，1 [[/ 
!服服 部部|糊滋*I[. ~1報坦iゆ・ 7普7 

担L(横) ナデ V-;¥ 裏吸炭

18 M 147 11-[[/ L R (楠) ナデ ¥，-J¥ ~tl段jえ

28 19 M 14 11 i服部 |掛jf.・:lJ11(1;.N L記1憤) ナデ -1¥ !主!峨
ぅq 20 M D48 11-1lI 腕部 |繊維 'f1liゅー L Il (横) ナ子

30 21 I ~LU8 阿部 議~lI・ ~m砂・ ~li: RL(績) ¥'-;¥ 
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第 2iiii 松山された遺構と造物

第10表選構外出土早期~前期土器観察表 (8)

IJlp[X[香り [xll匝香り IIU地[1 ~;1 計; f_l!: 配il'，'焼!点 外II!i施丈丈様 いJ IIli 調整 分続 号

31 45-22 M日52 ィ、 制(出 繊維制11砂・出 R L l:{iJ.一kll ナデ V 

231M H6 11 刷部 制[~ ，割11砂・ 。iI多条L11 (憐) ナデ V-;¥ 

33 24 I lilf B 司、
胸胸 部部

繊維・詰Illit・良
LL H11 (( 楠撒

V-A 1fl敗政

25 I M [) 18 織謀総Ili!;・n ナデ y-;¥ 

35 26 I M (45 ィ、 桝 J市 話UIi'組I(I!;， J'! L R!愉) 十デ V-;¥ 去主I吸炭

:16 27 I L f 52 11 制部 話~*ffi 器11砂良 不Hfj ナデ ィ、II/j

21¥ I M [).1R 11 総 m;繊秘・詩11砂・ n L 111構j y-;¥ 

38 291M [)，18 11 側部; 樹!i'総Ilit・t¥ L R (償) ナデ y-}¥ 

39 301M 1I48 1II 

刷側制 部諸部 繊識接経器維 調細細砂砂砂 良良良 L R l 引R慣上t1l1下卜

ナデ V A 1tl吸民

40 311MH48 1II L R Ul:上一:{if) V 日 主l旺決

:11 321M (52 11 記LUd'，-!il) V-B 主H止法

:n I M 114X 1II 納品;

識桂 樹体 良良RE 4司持 川UrL H L RHLH肘検憤険被閉調}) J } 士縦弘

。段多条L1¥ !iUJ V-B 
i事111卜

l吸
112とい']，[肉体}1 1 M 11:18 自

BR8町111却描部却

繊維員11砂・ t附oH段F加そ多ち長縄条年丈l t H H If縦縦

V-B 

44 15 I M H 4X 自 繊維員111ル V-B 

監i刷文

36 去上 繊議維~ffi ・-品羽|ill砂iiT' ，11;， 11~，，\i ， L 1< -i，'， '1' J 
V B 

Hi 37 I M F ナテ

3o I M F日2 日一 ITI 腕部 議*It剥(rt' 十デ

:):W.純~~tl丈文48 39 I L 1 :17 11 納品; 議*It，組11(，ゆ・ ナデ V-c 

119 110 1 M (4 IlIi¥ Ilo¥ !似品; 話Hlli ・ ~lliiÞ' t¥ LR(j黄、縦) ナデ v-( ;):J状縄文・ 1ft吸炭

SO Il I Mじ5:) 111"1 iW; 制砂 n R Li!員、縦) ナデ :):HK縄文

42 I M P 52 II~II 部; i員制i緒11ゆ・良 R L i樹、縦) ナデ V じ ;);J~K縄文

52 ，13 1 ff:. I~ i服部 議報・詩11(i'!; fi革f(L|革.jLifdι，k 1 ナデ V 長i波長 E現状.i{t!丈

44 I S 1¥53 l'i1 t 腕部 繊維・詩11砂・ ;iij: 王寺{ I~ . ナデ

Vv vι c c 羽E羽吸lFh縄縄え士文叫閥文4S 1 M A 52 11 制 Mi繊維ー桝1・1¥ ナデ

ss ，j(j L J 50 1II 則前;議*It・砂flj，n {i1z 121 iイhI、1}Idl干，'，'¥(1 ナデ

f7 1 L J 51 胸部
品， 1防mH刊ゆ 首

応f(1¥‘"1キ，'，'k1 ナテ 羽状縄文

日I 118 1 M f，19 11 刷却

誠繊線検詰刷i維維証制副紺HIII砂砂砂彦 良良良汗元

1(!1h、1，干fE8g4EJ11 1 1 ナデ V-( :):)状縄文

58 ー;日 MT~9 11 

|刷刷刷剛 主諸部品

ナデ v-じ :):)jJ:kiJl文

59 50 1 M へ ~2 ナデ V じ 主!被iK':):):IK縄文

五() 日11M147 11 

旦一t I 訂一Ilづ盟(頁i績1，τM量Lつ】Illj口与

十デ V一仁 長l汲iK':)1:1);縄文

1:'-1 1 M IH 11 
: 十前1 

ナテ jfl史民・ ):):I}.、縄文

7 53 1 M (4 1lI 111，1部 繊維・説11砂・ iiií~ 。l{1L立4険.平[)前 R!十品 ) ナデ 主l投炭， :):J:II;縄文

3 54 1 L F 52 11 111，1 iH; 滋縦・利11ゆ fif L I~.M ~t~ 1 
すデ v-( 裏l投炭， :rHJ.~縄文

55 1 M J 411 1lI 111，1 i\l~ 議維・制11紗・ 12 t喧熊時(. h~ 品取 l ナデ y-( ホW~純一文

5 56 1 M (115 11白出 11同部 滋雄・砂利・ 11 (l }aIl=l ii 《f1l4h(‘W，J ナデ V-( 川k~n 丈

57 I M 147 11 111，1 l;l; 繊維・制11砂・ n 条1.払1.封[i、|品) ナデ y-( :):)~k縄文

58 的日 イJ 111，1 til; 繊維・制111ゆ・ il tLab H HLキllIA[1 ナテ V-( ホ:j，jk縄文

8 M f 48 ィ、 制部 話Uli・組111ゆ・ i1ij: 怖L I~ ， I~ L ，i:/i ~~ J 
ナデ y-( 羽。縄文

り 60 M C'15 !I?i ~\ 制部 繊維・制11砂・ t~>: 1I L (憤) Y-C :j:)状縄丈

10 ，16・，17-1 M 147 1I 腕部 繊維持|砂.~ìií: いJ{}4!)日れ!ぐ(十品 ナデ ¥ 

11 2 I M 1¥47 11・III 腕部 制Ii'結Ilit 出 R L (償) ナデ Y-1¥ 

12 3 I Mじ:15 III l脳部 繊維・議1(1ゆ・ if L rn横川 |ナデ? 司、!YJ

1:1 4 I L H51 [] 111"1 ifli 繊説i・普11妙・ fti: R I縦) ナデ Y [) 11fl似

1，1 I ~I A51 11[>1 Mi 繊維・詩Il(iY'汗 L (縦) 7デ V D 

6 I M C 45 
illi | !11制H司前;; 

|阿機携i雄t捕棚世砂J作汗非

ナデ f、!YJ

16 7 I L 147 ナデ V A 1:];):1出i丈

8 I ~! C 53 !l 刷 Mi L Il (日 十デ 万九

18 日~!G49 [] 制部 繊維・社11砂・~~ L R (依) ナデ v一九 実炭化物

19 11 M C4O []~1lI 昨iJ 出 繊維・判11砂・ t.ii: R i績) ナデ V-D 

ムυ lJ i‘'\'1 し，、 ~lJ 1i1刷作5kjl 腕部 拶HI:ミ批H 判好I!i lβi クl、，Hj R、サ'iifJ -)ーニ 1、 1ι、， 

lり 胸部 品t維・品11砂・~~: R (織) ナテ v [) 

つつ M (45 1I~1lI 腕部 繊維・ ~m{iþ ・ 11 llit~il ナデ ¥ [) 

23 14 1< t 腕部 謝!i'品I¥{ル・ i? R!持¥! ナデ ¥，-lJ 

15 I K 士 腕部 品Hii'羽11砂・ i1f. ギ!I!j ナァ HJ K、1I)iへ打、
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第 4章寒)111 遺跡

第11表選構外出土早期~前期土器観察表 (9)

挿間番号 国版番号 出土地在 F主 部 1立 胎土・焼成 外lfIi胞丈文様 |付 i伝説 虹』必〈 分吉! 術 考
25 146・47-16 M C45 III 1同調;繊維・細砂・辞 R (繊)? ナデ V-D 

26 171 MA53 綱部 繊維・者11砂・良 L (縦) ナデ V-D 表炭化物

27 181M C45 隊問 腕部 繊維・絢砂・長 担(績) ナデ V-D 

201 MB48 理 l同部 議維・繍砂，良 押し引き丈 ナデ V-E 裏i吸炭
29 19 I M E48 不 綱部 繊維・調11砂・良

主HLL 主RIR一(掛輔椅一) 』J押tを持しづ主l 
ナデ V-E ~kl吸法

30 211M C 46 HS掲 LI縁部 細砂・ if 上端LR (依)・ナデ 1-B -13 主炭化物， rl~苅;に縄文

31 221M C 46 
IIff不筒

日縁部 組i砂・普 -綾絡文 上端LR (績)・ナデ 1-H-}a 45-30と/<;/-{密{本
32 251 M846 口絞首;ぱ11砂・普 L R (被)・綾絡丈 ナデ 45-30と1，;卜倒体
33 26 I M C46 i荷掲 腕部 調11砂・普 L R (持u・綾**文 上端LR (償トナデ []-C 45-30と[i;[-総体

34 24 I M C 46 百 胸部 制砂・普 L R (績)・終絡丈 ナデ []-c 

同4同円-30[/rrJ一鵬倒例体体
231M C4 

11清lV衛
日i矧;者11砂・苦 L R I横)・殺絡丈 IJ端LR (鱗トイデ [] -C-]品

46-1 27 捨場 1同部;国型! L R (横)・綾詩文 十デ 1]-[ -la 
4ワJ 281M C46 |府間 Illy.部 剥砂，普 L R (li¥'i) |上端LR (被) ナデ II -A-}a 145-301::同一!樹it'IlliflfAL

29 I MC45 r.7i掲 腕部 縮砂・普 LfHh買い設詩文 7デ [l-( ! 45泊とI"J-{t~i} 
ト{ 30 捨場 |居間 腕部 網砂・苦 L R (綾)綾絡丈 ナデ 日一仁 14~1 刊止型-flól体

3] 1 M C 46 目立 地 腕部 組砂， i1r L R (愉)， *~絡丈 十 lJ-C 桁-3Dと[riJ-{肉体
48-1 MC46 不 [1縁部 ~II砂 f L llI横j ナデ II じ 45-:30!:r.;] -1樹H;

3 I M C45 11吉間 腕部 制砂，詰 L R (機ド綾絡丈 ナテ 11ーじ

1 I M E48 国 腕部 制砂・良 L R if黄). ~主総文 L R i績) |主炭化物
9 5 I M 8，16 1/対話; 調11砂良 L [i (後) ナデ lJ -，¥ 裏iKft物
10 6 I M C46 不 !腕部 総砂・良 L L RRゆ(滋能、if-r綾i絡-丈11 L R (償) lJ-:¥ 裏切t物
11 2 I M C46 日古 掲 劇部 者11砂・普 ナデ 日-C 哀炭化物

7 指場 不 納部 話ITliT・良 L R (横)・絞殺f文|ナデ 11-( 実炭化物

13 8 I M E48 日 ij~ 部; 組炭・良 L R (績)‘綾詩文 ナデ 11 ゐC

14 9 I MG50 不 |服部l樫部砂 良良
R L (j黄).絞*:t丈 RL(縦) !日 主炭化物

15 10 1 M C46 イ、 胴部 L R (liI!) .絞給丈 十デ

16 11 I M C'15 腕部 細砂・良 L RI横)・設終丈 L R (縦) 1 8 
17 12 I M C45 ヰ: Jl隠部

l調E事 良良良長
L l¥ (被)綾詩文 ナデ 日 長良化物

18 13 I M E 54 1] 腕部 制11砂・ R L (f買い f~t)i文 ナデ

[l-A 

去率良化物・議JjltfL
19 14 I M C 45 11斉褐 1時前; 長111& L R i核) ナデ

20 151 MC16 再 1岡部;調11砂 L R I横j ナデ [1-]¥ 裏炭化物

21 16 I M C46 不 制部 線砂・普 。段多条LR (績) ナデ [1-:¥ 1<長炭化物
μワμう 171M C46 ィ、 胸部; 者lIiT・Ht RU摘) ナデ [1-:¥ LI伝部縄文、長炭化物
23 18 I M C 45 l告掲 [1縁部 粗砂 'i't 反撚RR (横) ナデ 日 A 主炭化物

24 191 MC45 時間 日~部 調11砂・長 R L (績) ナデ !I-A 主炭化物
25 211M G58 自 L1~部 組砂・良 iIt J 14(級)-，なm;JlJIi ナデ E叩 A匂2fウ 裏I吸炭、|…1~兵部縄文
26 221M F 48 m 腕部 組砂・良 RL(績) 十デ II-A 

27 231M F 48 自 ij岡部 相lIili・良 R L (検) ナデ []-A 

24 I <<在 17 司L l近I~\i司\f.) 相lliT・良

百RL 官L(亨横北防冨ーyイ一lド一} 

ナデ !I-A 裏i投能

25 1 P在 17 胸部 組砂・良 ナデ []-A 主炭化物
30 26 表土 1"立tt1吉1¥1.) 組砂・良 ll-A 表裏l政炭

31 27 I M F 48 III l財 砂{IJ ・ 1~ RU左上右下) ナデ ll-A 

32 29 I M C 45 不 l制 制IIRT・良 R L (被) ナデ Il-A ~~I吸 U~
33 34 I M s 52 胴 調11砂・昔 司、IYJ ナデ 判明 長l吸炭

34 35 1MB 52 不 l間 者1砂，苦 足数!(R iI告) ナデ 11 日 裏，~~炭

35 30 I MG50 不 l綱 者I~Þ 良 L R I横) ナテ 日-A

36 31 I MB57 不 Jllol 組依・良
l記i(( 縦積、)犠) 

十デ Il 日 ;l(IVlJ.ii 
37 321M s 57 不 Jll~ 調11砂・良 すデ 日 日

38 28 1 MG50 司、 11M 組砂普 R L (償i 裏炭化物

39 33 I M~ 日 腕 設Illit・良 Ji掠RRil黄) ナデ []-B 出現炭

47-1 361M B 53 1制 者IIllt・話 L i1iV¥、縦) ナデ
l手11弘政

ワ 37 I M s 52 11同 調11俗語 L (横) ナデ lI-B 

3 38 1MB 52 11M 綱砂・良 L (縦) 十デ 1I日 1<1投
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第 2Eii 検出されたj立構と j宣物

第12表選構外出土早期~前期土器観察表(10)

jlpl1.1許可 [:%11担寄り IlltJ曲目 lni &1; j'L 胎 l. .(完成 外lúj施文丈t~ l人i llil 調 l平 分担 備 1} 

1K-39 11~1 制11砂.n L (横) ナデ lI-B 

5 40 f:l 不 III'~ 組!砂・良 反Jil;担R(持1) ナデ II-F 裏i政炭

111M E 53 !制 I ~II砂・良 L I績) ナデ lI-B |裏炭化物

19-1 M BS2 Il~j 者II{II.;・五 ;i日 II-F 

υ Q L M li53 Il~ 同1Iル・ r~ f1-F ，j7- とlnJ似体

9 ち1F17 111 IJ~I |制lI!ili・n L R I横、縦} iナデ ll-A 

10 ，1 1 MC55 腕 制11/，ゆ・良 撚{jR[RIlLLjIムTT II F 長!弘法・47-7，1:iiiJ-j限付;

11 5 1 M A 52 1持 員11砂.H ~!;{ìRlRRLLj Iナデ 147-7と1，ト1肉体

6 i M 1¥52 IlIrJ 社11紗・良 L li (左上下) 十デ II-A 

13 7 1 M A ~3 ィ; |制 燃f-iRlRRLL] 十デ II-F 47一?と同一例体

14 8 1 M B 52 111，1 f!~{j 封 [1111 L L 1 ナデ 日 F

9 1 M B 52 !問 l級i砂・良 撚{jR r li R L L 1 ナデ
ilii -F F 

47一?といl一個体

16 10 i M ll52 111111 l結1/。良 住;i'R[HRLLj ナデ '"一?と!日]-総体

17 111M s52 司、 II~j 調11砂.n 燃什R[11 R L L 1 ナテ 日-F 17-7と!可一似体

IR 121M A 53 ij~ 調111改.n 不明 ナデ イJ

19 131M E 53 1対 ~ß砂良 ナデ 1I F ，17-7とjiiJ-{同体

20 14 1 M B 52 1陣 調IHit.良 JiMiln R [( L ナデ lI-F 47-7 と ri~--何本

151M 1¥53 IIII~ 話1I@.n JiIiiR[[( H L L] 日 F 17-7とIri]倒!本

M‘~2 色} 161M .'¥51 1制 総紗・ n 反炉、Rli i横j ナデ ll-F 

慌時μ勺、守B 171M B51 制 綱砂 e良 撚介R[RRLL] ナデ

I EH-A トF 181M s5Z 柄 品IIIiT.良 Ji!>[j-[([Ii R L L]Iナテ

191M C 55 III~ 制11砂・良 I L R(!lV() (ナデ 妥!吸 U~

26 !自 調11砂盆 n 黙h'l日RR L L] |十デ 日 F 47-7と同情体

27 211M :¥5 !踊 部砂良 訴合引RR L L j ナデ IIード 47-7とln卜何本

28 221 ME49 1lI'1 ~II砂・ II L R (横) 十デ ll-A 裏吸法・47一?と同一!固体

231M B 52 不 I]I~ 調11砂・良 初、合R[Ii Ii L L J lI-F 47-7とI，i]-j闘体

30 241M 852 fJi，j 制妙・良 お!，fj'R[主IiL L j 十千 11 p 47 -7とIlil--j肉体

31 251 MA51 !制 ~II砂・良 !ぇ撚RR ') ナデ lI-F 裏吸法

:32 261Mド47 制
調jw!|砂.t良l 

L R (様) ナデ 1I-J¥ 

。)，1 27 1 111 B52 柄 R L (償) ナデ ll-A 

28 I M C55 制 判II&li'良 ~!!庁 lì [[i li L 1 性的<r 1< R L 1 1 1 裏I監民

29 雌 B 111"1 組|砂・良 撚介R[1< R L 1 撚台R[R R L 1 1 1 表炭化物・ 47-34と同一1肉体

36 301 ME53 不 II~ 組砂・良 給条体回転文 ナデ lI-D 裏炭化物

37 311M E 53 11荷 組砂・良 給料本llil'l!t:丈 ナデ ll-D 裏炭化物

38 321M H 49 rl~~部 調11砂・良 R L (横) R L (縦) I-A 11唇部縄文

39 33 表土 司、 U*'州;相i砂・l'l 終絡文 ナデ ll-c 

3-1 J M H49 イ、 手L間訂 級位、 n 日I(t，'Ii) RL(挺} 裏口tft物

41 351M F 47 m~部 指11砂・長 li L (績) ナデ 1I-A-2b7 

42 361M F 37 ITI m~部 組砂・苦 RL(繊) ナデ ll-A-1礼 裏炭化物

43 37 1 MC，16 11*まi刊 組i砂.~t~: R L (横) ナデ 1I -}¥-la [1唇部縄文

44 381M F 51 lu制;調11砂・良 ナデ ナデ 自-B -Ib 表裏i吸炭

45 39 I M F 52 不 II*~部 MII砂・良 L R (績) L R (績) 1 -A -Ibア LI唇部刻|二i、裏IIUI政jえ

46 41l 1 M C45 11$~iill 者l/Iゆ.:~~ 不rVl ナデ 小rYl ~ü~m 

47 111 1 MC'16 ih1止¥i:I;f.j 'tll砂.!W~ 長L(横) ナデ 日-1¥

4 42 1 M B 52 !長部i者11M;. l~~ RLi縦) ナデ 日-}¥

49 43 1 M F 49 11-[[1 底部;昔Il/it.n R L (償) ナデ Il-A 1減炭

50 小1I MCHi 11 iirtド 組妙 FIII] マ;IIJj 去裏i吸法
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石器

遺構外カか〉ら lJげIL守[L~ドJ日l

に調売区の}市有西{側H印閤~I司Ijカかミら l出…11\仁け二j仁二しており、縄文時代半期 ~lìíJ Jt)J の遺構の分:イli と mなる。 以下に各石

出についての観察結果を分類ー記述する。

トランシェ様石~~ (与i}481オー第50[立l、lまIlffi61) 

31点 U\土した口刀奇1) に第くた{f; 1j 高íU(i i な~，ミし 1'1 {~~~HIÎ をとどめ、主jせとなる剥)'，ーを 11\( V) ll¥す!と?の

剥 /;Jlí~ によって生じた鋭し古紙、辺をそのまま刃古li として使用しているものである。形態ー刀部ミi}の

3から以下のように分相したれなお有賀はすべて1'[';(iである ρ

I頚 刀吉Ij に対し、下:q~jJが 'Tf: Trな:で、あるもの

A Eiilラのもの

(]頁音1)) a ~+:JJtで刀吉1) と平行するもの (T 2、T4、T6、T7、T8 ) 

b. 丸!床をもつもの (T9 ) 

(刃縁) a 直線的なもの (T2、T4、T6 ) 

b. 丸i味をもつもの (T7、T9 ) 

c 1)とれるもの (T8 ) 

T 2は刃部を基部方向からの第一次剥離によって作り出した後、 1I[1J縁方向から打撃して、素

材となる争IJPr を取り t-P， している。つまり、横長の剥 J\ーを利用したものである。 í'r~lfIÎ 主要剥/;Jíf~

i雨とも rhjfW出iに二次長}liJ整争1]/jJfi:が施されているつ T /1はおそらく、第 l段階として柿長の剥1
1
，'を

取り出し、第 2 段階において、 ~llrmf からかIJ撃して折ることによって刀部を作り出したのであろ

う口刀古1) を除く全ての;lly i(IÎ を三次;;)1日空し、主企~{fdJ 高lí:IÍti で、は両側IJ松に二次調整を施している u

部は折-tHしている。 T6はメu#rjにドIÝ!.~ 1íI Î をとどめ、横長の初nゐを利用したものである。背凶i は

基古1;とメを除いて十て次調整され、主要剥11ilf:l(!iはI'!!]1H1J ~五ーがHlj分 (l~ に'.;j( jìJlÛ 撃されてし=る円 T 7 

は引っ大剥11m:の打/.(と素材を取り t-P，す際の剥離の打点が同じf!!lJT1iiにあるもので、 i1yT師、主要年IJ

l)i!i:l(Jiとも刀部をi除いて三次rjJtiJ摂されている日主要剥/fJji:I(IIの:J:f:JMは完一七にll¥(1')去られてい

なしミ。 T8 は:第~，.右l1一次剥 i蹴;i請謝誰~j謝坑m の打打-入fλ点1う，\と素材材今を l取[収\l_Vり) l出Hすi際:在:5主の争斜剥1]/離者誰IのJ打打Lr点r，‘

のでで、、剥離の際の影響か刀絃が扶れている。 1!?而iは基部と刀奇1)を除いた全てのrflIに、主要剥l1Jm

HLÎ はjTlrj側絃に二次~j)iiJ'lii宅が施されている。 T9は次争1]11jlí~ の JTょう;をメj松方 I{1 J ~こもち、横長の科

1\' を利用したものであるつ ~{ylÍ!Î .主 iJt剥 /)JWr(IÎ とも ~!Tj1[[1J IIII ，こ~ -二大，jjli]整が方面されている n メj紋には、

主笠:剥Ifjji:lilIから示111かし中j離が施されている(第1181:%1

B 長)j犯のもの

(メj松) a jrl(帝京IYJなもの (T11一丁目、 T 17) 
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第 4主将 );UIII)立跡

第13表 トランシェ様:0器観察表

;{it 11ft. I~: ~;. Nî!1. I:ît~ ~; 2j: ~\I~IJ坂 II¥JJl!l/f 11以長 刀 ì';!~的 ( cmJ 11幻(伽 g
ず ν ¥ 見付 / {F1- mI lz l l， J 制H寸j r;-

1、7/ンエ ，18-1 ii]-] M E48 ι1 11'[ {; I 1I B 

2 1 ，18-2 61- M E19 111 (3. 2) 12.41 0.5 (71 1 r! '{; 1 11 A 償UJJ!I
dつ 48υd  っ 61-:l l|Hト11:1;.:レ チ H 4.8 10 n i'; 11 B 縦長;(I))¥'

118-11 61-4 M 1I (4.0 i 1131 1.0 11日) U l;i IA 横山i)!I

b 5 ft1is3-6 5 
L J fl7 111 :1.9 ワ4 ~I f 1/;. 被E剥!i

lil-O 1.Ii η 

1 r¥ MIW ~Jllと ;þljl'l

，1ち 61-7 M (_'15・4句 J.i り日 iえ
|li飢wえ。。 ，18-8 61-8 MJ ，1;' 11.，) 1.] 21i 11¥ 

9 ，18..9 6]-9 1¥1 EI7 3. G l.G 39 i[ 'ii i 1 ¥ 防長剥!I一
]0 ，18-]0 6]-10 M fH9 111 日G 日。 ?q n /1 I n日

用l縮損問長長制制j円ii ; II 1 .18-]1 61-11 ィ、 flf) 4.6 (2. ，1 1 11. X 10 1¥'1 {i I 1 [l 
12 1 ，19一! 61-12 M F'I9 1lI ~. (I (). X 1，1 i i'! ii I 1 II 
13 1 ，19-2 日1-13 M D51 11 1‘9 [リ X! り日 j(J In ii I f B 

植量h隣慣員}長長長長〈剥剥羽4制1!jjil i i l i l 

14 ι19- lil-lij 九!日 ~il 11 4. Y 2. G 0.9 18 lu '(i 1 f日
15 1 ，j 61-15 MA.J7 ・0】1 ι】~. 1.0 151ft 計 1B 

16 19- 61-16 へlEI7

111 

h.O d.白 1.4 
ml町官f!日17 i 6 61-17 M F，I8 3.1) 1.1 :i2 1 n i; 1 1 B 

18 1 49-7 61-18 M G49 3.3 J..1 t!7 1 n 'i; 1 1 s 横長;I:I)!¥

17 I!'! ';; 1 1 C 

摘議h革員長F長長虫期鈍制剤11Iy ; 1 

19 1 ，19-R 日]-EJ ~j 11 ，18 日日 。り

23 1(( ';-¥ I IIll 20 19-9 G]-20 しG4リ 6.7 

4!)-j() 日1-21 MIIH 日 i){l}E1l b. ~! u 打 nlJ 

ヲワ 50-] fi]-22 M f ，18 6.9 1.3 'ii i II c 
50-2 6]-23 M 1147 つμ3 1.8 5り 子f'ii I II仁

間50-3 6]-2，1 M H，I8 
111 1 

5.，1 3.1) JううM ['i 1 III 
2~ I日(j-4 MC1S 1.[ H cj.j 区 111
26 1 SI)-5 61-26 L 1，17 11 5. () d つつd 29 III hftWfJJl¥ 

n日!円; 
1 5()-G 6]-27 M fH6 日.() 1.8 :i6 111 横Wld)1¥ 

26 I 50- 6]-28 へ!1149 :伊】 I自 白Q 26 111 説長!f;lj!¥

H-H m 
29 1 !i()一日 6]-29 M D4G (4.2) :1.6 l.8 (29) !'! 、8f21l IV 指UHI)I'I

30 1 50-9 61-30 M F 53 (3. 5) (3.8) 0.9 03) l'[ ii IV 
|11持黄剥1Hlr 50-]0 61-31 M E4li li.9 「。j門l H '(i 111¥ 

Tll は、メlJ~郊の第一次去Ij離はメJ綜方 rÎ材、ら行い、横長の争Ij J'j- を利用したものである口ド1'11M と

もメlJf誌を残して二次調整されている。 T12 は第一心大剥 lijjt は刀紘~~:I 方 [fすからで、横長の剥片を利

用している口 7lT江lî は基i守口と刀音1) を除いた [(IÎ に、主ì~:剥f}jltlfri は ~IJj1H1J松のみに二次調整が施されて

いる。 T13の刀~よ折って iizl);むされたものであろう。横長の争iJi¥-を利用したものである口 -，!y

YfIiにはJ走者1)と両1!!IJ紋に二次調整が施され、主要剥離l(rIにはドIfj11!IJ紋の他、刀奇1)に対しでも調11かい

調整が施されている。 T14の刀音1)も折って作り tHされたものであろう。素材を取り IU--tl奈の打

点が基部に伐っていることにより、縦長の剥 J\- を利用したと判断される。はメJ 1.'tfij を I;;J~し h た

全てのHIIに、主史:剥141i:1古iは両fWJ絃に二次;tJM繋が施されているハ T15は刃縁斜方向からの第一次

争IJ離のH.t，fHlJ続的rlJから打撃して、京材となるsf;lj}'，-を取り1+'1したものであるフ両r(fiとも nlTj1WJ絞

のみが:て次調整されており、背lujには自r!.日ilIがJLく残存してしゐる口 T16は第一次剥自wと主村を

取り IH す!年の打}，lJ))i十1I対するにあり、 rflijlúi とも刀古I~ を|宗く全ての rrlÎ に三次調整が施

されている o Wi~:I)f.J.;丘は j天才リープを I11 しているが\中央部からメj吉15 にかけては出灰色を 1ii し

ており、主と は色調のj主し叶f認められる υ これはに石立の述い、風
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主2i'iii 般11'1されたj立怖と j立物

イヒの速いなどと訂うものではなく、おそらく、柄 した|阜の痕跡と見るべきであろう。 T

17のメj部は主要剥/JJli:I(liに力して折って作り出されたものであろう口横長の剥n.を利用してお

り、 イHIJ~1)~には i: f :Jfii を 11)( り l(f?く *[1 しミ二次，lJ占が施され、他1WJ~'求には ;1'11 し\{{;Jj説bJ"部分的に施され

ている円背1ffîの二次i調整は二iミ j}_t{{;Jj再Itnlti に比べていねいに施されている。メJm~は主要剥離Wîから

のみJJII'I告された部11かい制高Itが施されているつ T18はメからの第→次争IJ維の岳、 ftllJ綜)ilr司

から主材をi収り 1
111，cj-ための剥PJji:を胞したものである() YrlüÍ の:次I制!!?そは FIIJ 1AIJ~誌に施され、

争IJII1!i:1Mで、は打痛を取り除くキIlし骨別手と、 1HIJ絞への部分的な調整が施されているわまた、 )J{fIjは

t-Ti111からか11墜して細かい司を行っている(第48[':;(1・第49[主1)口

c i泣大 11I討を 1!!1J~)tほほY-' 央にもち、とメJ j'~:ljの IIJfF\iJ '1ヒ 11安 n~J小さいもの( T 19) 

メJffl)にバーする第り;争IJi1ijf:の打点と志村ーとなる剥n・を11xり出す127の打点が、 jliJ1WJ縁方rf:iJにある

もので、両1Mとも刀部を除いた令1Mに一二次調整争IJ離が施されている。芸部から中央部にかけて

は二次調整が終った後、 i'YIIIiからのみ加黙してキ111身に仕上げられている口メJ紙は}LI床をもって

しミる (m49[Z1 )0 

立担 メJ去I~ に .x.J し、主 I!ilhが;左右にJ長れるもの

/¥ 1WJ*~~が直続的で台形のもの

(メj松) a IÙ1:線 !'I~ なもの (T S ) 

b. をもつもの (T31) 

T 5は刃にιjーする第一次剥mmがメj絃斜方向からのもので、 を取り U¥す際の打点は{則松

メJfilj付近にある。 i'rlúiはメj;誌を|添いた全てのWîに、主要剥i者í:HIî は ITlrj1W日;~~のみに二次謝整

が施されているの T31は横長の剥片を利用したもので、 ]J古[jは将って作り出されている。二次

調整は、背面では刀部をi除く全ての1fliに施され、主嬰剥11j1f:rflfで、は両側綜に施されている。

に見られる剥IIJIi:は使用中における刀こぼれと解したい(第48凶・第501立1)。

B 誌がれ、三であるもの

(メj紋) a 直線的なもの (T]、 T3、T20)

b. :J.L味をもつもの (T10、T21υ ) 

T 1 は刀i古剖部?百''i[jじ;に対対-する第…次剥 i雌li羽却維jl説点Ií住í: がメ刀j 似松:~~:

;三之次?た幻く心UJ誠司?整空iは土7?背1γ子'rf雨而i古雨(!百!Iでは刃i古部iij古[)をl陥除江止tくゴ全そてのI而h耐iにI施主されているカがT人、 i ~竺!要1変E;争担剥t向附iリJr高副離離1~司諸雑~j詰主H佐i主u五而î-でご lはま 1WJ~~1: に部分的に方面

されている円 3つのメは折って作り IIi
J
1されているが、主1長剥/lJli'IIIiにメj部にふjする細かい調整

が兄られる v 素材を取り H1す!訟の打点はにある。二次きは背lflfの とjTlljif!1J綜のみに』も

され、 i:.要年IJmlR1Tiiの1!!1日:求には泊されていなし T10 はメj 古I~ に対ーする第一次剥離がメj松 Hr ÍlJ から

行われ、の{i:Ij)lj‘を利用したものである'i![IJ紙がヒンジフラクチャーをなす。この'IWJ絃で

はー‘次調整はさほど施されていないが、 .hの1WJ絃には両面iに調整が;在留されている。 T20の刃
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第 4委主 祭)111遺跡;

部に対する第一次争Ij ~jjt は刃縁方向からのものである。素材を取り1'11す際の打点は刀部の一端に

あり、主要科離面は斜めに長し 1WJ縁は主要争Ij離Iu1からのみ加撃調整され、刀部は背部からの

み力目撃調整されている。この刃部に対ーする二次調整は、素材となる制片を取り出した際にメj松

が鋭くなく、メJとしての用をなさなかったために施されたものであろう。二次調整の加撃が側

結は主要剥離面からのみ、刃部は背面からのみとし寸特告をが見られるのは T20の位、 T3であ

る。 T21 は横長の剥Jt を利用し、背而は刃音[j を i往く全ての而を、主要剥 IJjjt: j~If は nl!j1WJ紋を二次調

整している(第48図、第，19悶)。

C J頁音Ijが尖り、 iWJ*誌の一方が弧;1犬をなし、他)J'が直娘的なもの (T22、T23)

(刃縁) いずれも直続的である。

T22は縦長の剥!十を利用し、刃部の第一次剥離は一刀縁方ICIJから行われたものである。両面と

も基部と両側縁に二次調整が施されている。刃縁中央部に細かい調整が施されているが、これ

は刃部を直線的にしようとしたためのものであろう。しかし、刃縁の一端に!日!部が残存してい

ることから、刃訟の直娘化という作業は完結しなかったと思われる。 T23は横長の剥片を利用

し、刃部の第一次剥離は刃縁奈!一方向から行われている。両面とも刃部を除いた全てのmlに二次

調整が方面されている口刃縁中央部に細かい剥離がみられるが、これは使用中における刀こぼれ

と解したい(第50[Z])。

菌 類 米 成 品

T24-T27は横長の剥片である。基音I~及び側縁に対・する:三次調整はほとんど施されていない

が、刃部には細かい調整が施されている。形態的にトランシェ様石器に似ているので、 トラン

シェ様石器の未成品として分類したが、このまま使用して、掻器的役割を果していたとも考え

られるし、さらに二次剥離が施されて石箆となったとも考えられる口 T28は縦長の利n.である。

一次調整は施されておらず、刃音fjに相当する面は白然面iをとどめている(第50図)。

fy類二!と欠点!i

いずれも基部を欠損している。横長の剥片を利用したもので、刃縁が直線的なもの(T 29) 

と丸i床のあるもの (T30) とがある。

石箆(第50['.g1- 第591~1 、|主l版62-図版64)

80点出土した。形態的にはトランシェ様石器に類似したものがあるが、刃吉l~に、:剥lJJ#~I(if を

とどめないものや、メに一次剥離而iは有するが、 トランシェ様石器と認めがたいものは石箆

とした。形態・刀部等の形状の違いから以下のように分類した。なお、石質はすべて頁

/.;) 

I類 長さに対して刃部IIJ福が大きいもの

A 台形のもの
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第 2nii 検出された遺構と造物

(刃去最) a 直線的であるもの (H1、H 5、H26、H27、百 30)

b. 丸i床をもつもの (H8、H 9、耳目、 H12、H25、H29) 

c ILfllndr"i散しいもの (H2--H4、H28、H32， H 33) 

H 1は横長の科}干の刃音[jとー側縁に調整を施したものである。他1I[1J*量はピンジフラクチャー

をなす口日 2はー担Ij訟に、素材ーとなる剥Jtを取り出したi阜の打L(iIをとどめる心地m昨季は素材と

なる剥Hーを折って形成されている口メJ部は当初、ヒンジフラクチャーをなしていたらしく、一

次調整によって作り出された刃縁の一端にヒンジフラクチャーが時存している。主要制高jt面に

は二次調整が施されていないが、 77而は全IrlIに施されている。 H3は本来トランシェ様石器で

あったものが、メ再生により石箆の形態をもつに王ったと思われる。刃部の第←りく争Ij離面は

佳かしか桟存していなし );0 刃部以外の二次調整i土、背雨iでは基部を除いた全ての市に、主要剥

離出では向i1ftlJ*設に施されている。横長の斜片‘を利用したものである。 H8は主要剥離illiを

一次調整しているが、?引(IIには円然WI及び第一次制高ltHiiがは;く残存している。 H9は基部に素

材ーとなる斜片を取り1'1'1す際の打rIiiをとどめている口三次調整は主要争IJ離面には施されておらず、

背而の両側縁と刃部にのみ施されている。 Hl1は横長の争IJJi-を利用したもので、ー.次調整が背

l(!jは基部を除いた全!Iuに、主要剥離出はメj在日を|添いた絃j互に施されている。 H12も横長の争IJ片

を利用している。背面iの二次調整は基部を除いた全ての縁辺に施され、主要剥離面には素材を

取り出した際の打:1留をl!i(り除くための科離のみが施されている。 ft!lJ縁は調整によって:j:fとれてい

る。 H25は横長の剥!;-を利用したもので、保かに主要剥離面をとどめる程度に二次調整されて

いる口 H26も横長の剥)十を利用したもので、背泊jは全両二次調整され、主要剥離i古iは両側縁の

み調整されている。 H29も横長の剥)十を利用したものである。背面は第一次剥離面を笹かに桟

して二次調整され、刀部にも施しである。主要剥離面は両側縁のみ調整されている。 H30も横

長の剥片を利用したもので二次が基部を|当日=た縁辺に施されている。 H32は横長の剥片を

利用したものでトランシーL様石器とも考えられる。背面は基部に自然記を、刀奇i:に第 A次科離

面をそれぞれ僅かに残して全面二次調整され、主要剥南j[Iti]には素材となる剥片を取り出した際

の打痛を取り除く科離と側絃に対する調整が施されている。 H4 ・H5 ・H27・H28・H33は

7ri師事主要斜/1JIUWの全面に二次調整を施したものである(第51図~第54図)。

B 二等辺三角形のもの

(TW部) a 尖るもの(H 14~ H 17、H24) 

b. 丸!床をもつもの (H13、H18、H20、H31)

(メJtflj) a 直線的なもの (HH、H16、H201

b. 丸!床をもつもの (H13、日目、 H17、H18、五2/1、H31)

H 13は横長の剥n- を利市したもので、三次調整は背 i在iではを I;~~いた縁辺に、主要剥出ltrfliで
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f:n 2 i'iI'j 怜11'，されたj1'lWlとj吉物

はi山j1!!1J松に施されている。 H14は横長の剥n。を利用したもので、背jrlIはほぼ全i併にわたって:二次

調整され、主要5{:1Jl;jlí~ 1ír Î で、はメ.)j刊に l' 川、 1(IÎ をとどめている口 H 15は縦長の争IJn-を利用したもので、

刀部には両1(!jにキIIIかい二次が施されている。刀部以外の二次調整は背Wjの全1Mに施されて

いるoH 16は横長の会IJハーを利用したもので、:三次は全体的に1llし'o--1WJ縁は、素材ーとなる争IJ片

を取り IH した慌に形成されたお~l 】 Ií'(絞的な桜:;i立で、あり、おそらく刀部として 2使用されたであろ

うかυ 日17も十員長の年IJn-を利用したものである。は主部付近に第一次剥I)il同iをとどめるが、

それを除いて全1M三次調整が施されているハ i:_攻:争IJlijjí~ r(li で、は十H'~rm と~lJjlt!1J綜に施されている口日

18はIIIljHliとも会lIIiに竺二大i調整が施されている。 l-I20は縦長の争IJ)'1ーを利用しており、両面とも縁

辺に二次調整が施されているヮ II2，1はおそらく縦長の剥ハーを利用したものであろう。雨前iとも

細かい:次調整が施されているが、11!?diiに >[，[・し lIIliが残存しているの H:i1は横長の剥gーを平IJ

用しているが、二次調整があまり進わ二しておらず、未成品と考えられる(図一第54[;g])0 

C 11時点誌の一方が弧;りとをなし、他方が直線的なもの

(メJ絃) a It(*JíHI~ なもの( H 19) 

b. メLI1;1えをもつもの (H21-H 23) 

C [11] ，n，が激しいもの(H 10) 

日 10は縦長の剥nーを利用したもので、主要剥 lilH~面i をわずかに残して全1Mが二次調整されてい

る。 主部には折出をとどめているοH19は横長のまIJ片を利用している。二次調整は背面jでは僅

かに第一次{klJ離Ttliを役してはほ全面にわたって施され、主要制高Ii:而では弧;1犬をなすiWJ縁と主主部

に施されているり H21はおそらく横長の剥片を利用したものであろう。両両とも全而にわたっ

て二次調整されている口なお、メj部には、立川、出が姥存している。 H22は横長の剥片を手iJ

用している。，'yltLiはすべての縁辺に二次調撃が施されているが、主要剥離雨iでは、直線的な1RIJ

縁のみに施されている。この直線的な1H付誌を刀吉1)として使用したのであろう口日 23は縦長の剥

n-を利用したものである口一 は背泊iで、は基音i;を除いた会ての511に、主要剥mm1TIjでは刃部

を除いたえでての而に施されている(第5112{1-第531;;{1)。

D サイの角状のもの(H34) 

横長の剥ハーを利用したものである口素材材勾となる剥!片;.をl取|収文り i可川1すi際緊のJ一T企.};1点1，1

にあるコ 外弓奇jした:ブ方1.むIむjの{側H刑{判1主絃Z求求tま:iは土I両rI村1可d寸}百而而rT而T百可'[百fiカか、ら加1辛!与竿;告弘雪む引ri司謝¥1制!同司m月繋主され;説;見tくなつているが、 反対{日IJのi人r与した1WJ縁

は平JII な自 r!~ Iflj をとどめ、:次調整の陪jのtTT(I j になっている。刃は背HUのみカf~~~j\く調整されて

し》る(第)。

E 長方Jl手のもの(H 47) 

手Illl{f:UJ誌を施したものであるが、長い-hのinlJ松には比較的主IIIかい調整が施しであり、おそら

く、このfWJ紋が刃部として使)IJされたのであろう(第日間)。

日叶
d

n叶
U



第4市 寒Jijj ，i主跡

H類 長さに対して刀部IIJ[~が小さいもの

A 台形のもの

(メj絞) a 直線的なもの(H 6、H35 、 H~4 、 H45)

b. 丸11，未をもつもの(H36、H41、1-I43、II46) 

c ['!l凸カ守政しいもの (H7) 

(1則縁) a 直線的なもの (H7、 H36、H42、H45)

b. わず、かに外25するもの (H6、日35、H43、H44)

C :j:jとれるもの(日灯、 H46) 

H 6は縦長の剥J;ーを利用しており、二次調整は背riiIで、は全luiに、主要剥離f(Jiではと両fWJ

;方面されている。 H7は縦長の剥)十を利用したもので、背rfriは全i討を、主要剥離出で、はPiI1s.1J

を二次調撃しているのメJ縁中央部は使用によるものなのか、 J共れている。また、背1Mにはア

スフアルトと思われるものが少量付杭:している。 日35・H36・H44は主主部に自然ri:riをとどめて

いるが一両出ーとも全而にわたって a されて¥;、る() H45 は主要主iJ l~lí:r[Üのメにで了し岨i をとど

めているが、 H43にはさ円、面は残っていない口 とも全面にわたって細かい二次制繋が施さ

れている o H 41は荘l¥;'剥離の後、-11i昨季と刀部に対して両而から調整剥離を施している。

の施されたfP，IJ縁は扶れている。I-I42は両国の両iUlJ縁に二次調整が施されているもので、両;誌は

折られている。日46は縦長の素材争IjJ¥‘に調整剥離を施している口背1M~こは自然i而が!よく姥存し

ている。側主主は素材となる剥J-;ーを取り出した段階において、ある f!，'度鋭かったようだが、刀部

付近においてはーりこ調整制離が施されている。刃部の調整は背而からのみ加撃して行ったもの

である(第51同・第54同~第561文1)。

B 長方形のもの(I-137、H40)

両市とも全両にわたって一二大調整されているつ日 37はメj松が丸!床をもつものである。 I日OLi . 

11iIJ;I:誌を刀部として使用したものと考えられる(第55!オ)口

C r可端が尖るもの(H38・H39) 

横長の素材剥n'をI収り IHした段、宅!Iし，ifdJ離を施したものである己主111かい極右を);1)古川せに

凡てとれる(第55[2] )。

日1知半欠ふII'半!恥i-J1

行箆の基古[i及び刀部と思われる半欠11-/!をここに分担したこまた、 H78のようなよ成lullと忠わ

れるものもここに:;;-めたり H78は横長の剥Jl，ーを利用したものであるが、主要剥11J!f:lfriに剥J¥ーを取

り出した際の打叫が桟存しており、.J:f:I出を lr~ り l注く争iJ l~mの終 {fJ{、納長剥n干IjJ+Jの有能の完成

と翌HWi:したしI-I80は打製1I斧とも与えられる( ~抗日9!zl
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第14表石箆観察表(1)

r.ii l'fi・番ザ WI~I 許可' ~n'l!~1I担 /1¥1:1自l.i. 肘 I!U，H (明) 月部市，¥(cml 1'/さ(cm) 司令さ {日) 石 1![分君! 備 事.

七箆 51-1 106-1 M 11118 1II 1.1 0.9 12 l'!計 11¥ 

51-2 106-2 M E47 11 4.5 3.3 1.5 20 耳目 1/¥ 
'Rj } ど51-:l 106-3 長jDSO 111 4. R Jq，r J 1.1 19 n {j IA トランシェtfi:iT.ii

日 4I 106-，1 M /¥49 4.8 3.5 1.0 19 真右 IA 

106-5 MG46 3.7 。ョ !日 'I:i 
ii l JA t 

両日 6 10時-6 ~j 1 47 n 5U3t 11 !日 1'[ 'ti 
7 I 51-7 106- M A，j9 11 J..1 H岩 lIA }，m:1二7 スファルト {.I

8 i 51-8 106-8 
L II臼 一お-りJ日1 山

5.2 ].tj 25 1'I 't; [ A 

9 I 51-9 ]{誠一9 M Eli l' dワ dリ 頁岩 11¥ 

10 1 SI-1O 106-lO M(;，jB 円ふ 「λ 1.4 ~l 'ti I 1 C 

I1 1 106-11 MDI18 II 3.8 1.1 26 1 A 

101i-12 M F 10 1II S. ~ì 10 i白11 30 f{ {i 1 A 

n :i2-3 106-13 M E49 111 5.1] tつJ.ーつ 1.G 百円 ! 日

14 52-1 106-1t¥ M F 48 II 6.り 3.4 I 34 11 fi 1 B 

15 5つμ5 106-15 M E47 
目11 

0.9 !日

16 1 52-6 106-16 MHI18 'J.i つ u |真右 1 fl 

17 I 7 106-17 LH 11 5.5 15 30 t! Li !日

18 1 8 106'-18 
表長LJ 5i丘記4 

11 3.4 頁 [-i 1 H 

210 952-9 106-19 5. (I 1.0 19 頁岩 IC 

52-10 106-20 5 11.5 n 't1 1 fl 

53-1 106-21 M E4 n 5.9 3.3 7') 長岩 IC 
ムつつム 53ー っム 106-22 九lじ49 6.1 J つ Jつ l'f {i I 1じ|

23 1 53-3 l出 23 M E48 38 rf 'ti IC 
24 1 53-4 106-24 MBI18 6.5 .1. 円i 1.5 36 fl /'1 1 B 

25 1 53-5 106-25 M E47 メ 130i122le 6.0 J 、円i 38 r! i; 1 A 

21i 1 II 106-26 ~l F 52 []-1lI 5.9 15 n計 IA 

27 1 53-7 106-27 MG，Hi 6.7 4.4 1.0 :18 HR IA 
28 I 53-8 106-28 L 1153 n 1.6 39 i頁岩 11¥ 

29 1 5，¥-1 106-29 M D51 6. () 1.5 41 百古 IA 

3り 54- lOfi-:JO Mf;51 5. X :3.8 1.1 i 261 氏自 11¥ 

31 5，j-3 106-31 L J 50 日。 ti {~ 1 B 

54-4 106-32 M E53 
-主E! 

b.1 4. G 1.3 1'i 6 IA トラシシム掠石器

331 54-5 106-33 M FI17 7.1 (11. 5) 1.6 (53) T-} IA 

341 54-6 106-34 Mド50 11 7.5 1.6 56 H 'fj 10 

35 1 54-7 106-35 M 1¥51 11 6.9 2.8 1.1 28 頁 i1 lIA 

36 1 55-1 106-36 M F 49 11-111 7.5 3.1 l.1 ( 36) l'f岩 []A 

37 I 55-2 107-1 M F 49 111 7.2 2.4 1.0 32 H l¥i 1I B 
門Ju戸 55-3 Iりi一心 L f56 n O. i Zヲ 1.;) tl! 頁討

39 I 55-11 107-3 L 1'49 11 7.1 3.4 1.6 33 了{岩 IIC 

40 1 55-5 107-4 表拝 7.3 2.3 1.6 38 1'i岩 日B 

41 55-6 107-5 M 1146 [] 7.8 3.5 1.6 38 1'[官 IIA 

42 1 7 107-6 M F 49 盟 8.3 3.4 2.1 自2 l~f {t 

43 1 55-8 107-7 M F50 11 8.7 1.3 49 自 t{ 日A

56一! 107-8 M E54 u 9.1 3.5 l.1 57 iT岩 llA 

必 56-2 107-9 I M047 
" 

し1.5) (55) 資料

。16 SfJ-~ 100-IO M [17 11 8.2 dqr U 1.6 50 l'i 'ti 111¥ 

S6-，1 107-11 ~I GSO 1I O. J G. (1 2.0 81 H' {~i 1 E 

48 1 51]-:' 107-12 M E51 11 12.6) り7 百 i;I 111 
119 I 56-6 107-13 Mll1l ! 2..1) 13. 0) 0.9 1 6) 兵 ?:i 111 

5り 1 107-14 M!)lj 11 i.3. 2) O. d ! 7) 百計 E 
5 ワt ワμ 107-15 MGIG 11 自 (2.5 i (3. S) 。.8 {日} !頁む

52 1 57-3 107-Hi f( fi; i:l.:l) !:l_O) 1.0 ! ]0) 頁岩 111 

5:; 1 4 107一17 M F51 11 ! 2. 9 1 l δ，) qμ) 1.0 1101 点岩 m 
5【 5】 107-1日 MIW'; し1.1) I 110) 0.9 19i l~ {I m 

55 (J 107 -19 M 1149 自~日: !2.8i 0.9 i 15i t( 'i::: 自
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第4章寒川11遺跡

第15表石箆観察表 (2)

i~~ 滋番号 jl]i[主l許-;:i 7~:1\1~11坂 11¥土地点 WI i立大i主(悌} JJi(帥M(t'rn) I fI/さ (('rn) ーさ(日 j イ11ft分立1 Wi J!; 

石箆 56 I 57 -7 63-20 ME必 11 (4.7) 13. 1) 1.4 (22) n 'ti 111 
57 I 8 6:3-21 M E49 14.9) (3. G) 1 0.9 (171 n苦; 111 
58 I 57 -9 63-22 日ムIijil 1.1 (22) j'f {，i [lJ 
59 I 57-10 63-23 1.2 ! ~4) I1 {} fs 
60 I 57-I I 63-24 M 11'18 11 14.4) 4.6 1.1 (23) ri Il; 111 

6臼日61 l 

57-12 63-25 M F 51 .52 11 13.5) 13.9) 1.4 (21 ) n (j 111 
58-I 63-26 M 1149 11 15.6) I.G n ij 出

rJ58n凸 ω
6:1-27 M D~，2 (5‘5 ) 1.G (44 ) fi 111 
63 -28 M E48 11 16.31 

り1.ー5日
日11111 i fi5 5R-4 11-111 :>.4 

66 i官汀 Jワレ 』白uフk (3. ，1) O. J 1.0 
67 [I-[lJ 13.0) 4.0 1.6 (2，1 i n {-j III 
68 MIIH n I:UI 

リ() 
1I日) l:r 'ti 111 

69 MG46 11-111 i、:".1・) ( 1~) n (_i 111 
70 9 64-4 M1H n 

11 3 8 
(23) n: i; 111 

772 i 
59-I 5 1 :m 

干2;i 
111 

59-2 1.4.7i ') (28) !日
73 59-3 64- Mじ45 3.0 1.1 (Z3j u {_i III 
74 59-4 !;4-8 M B52 lf; ~ iZ，み 4.0 1.0 (22) fl fi 111 
75 5 64-9 14. Bi 4.0 0.9 (19 ) tl ('; !日
76 59-6 64-10 

112 11 
fi. 'fj III 

77 I 59-7 日4-11 nむ 出
78 59-R 64-12 4】() 61 1'1岩 111 
79 59-9 64-13 M l!.18 1.5 161 ) n 'ii 日i
80 59-10 64-14 L J 50 11 (5. 1) Ui u 1;'1) ff 'i; 111 

石鎌(第60!説、凶版65)

4点出土し 角形を基調とし、基部がIIJI某であるの Z1 はfftII自jとも全ifLIにわたって詩j

整され、尖端と基音[)の一端を欠出する口 Z2は紋辺のみに調整が施されているものである部が

欠損しているためその形態は不明である口 Z3は石錐とも考えられる口 Z4は背II:LIを全rI'lI、主要剥

離阪は縁辺を調整している口基部の一端を欠J貰している。石賀はいずれも瓦右である。

石槍(第60図、第61図、図版65)

13点出土した。 はすべて頁封である。全体的な形態、基部の形態等の違いによって以下

のように分類した。

I類槍身が部Il身であるもの

(基部) a 平基または)L去らでみるもの(Y 1、Y8-Yll)

b. 尖基であるもの (y2、Y7) 

c 基部を損失しているもの (y6 ) 

いずれも両面が全面にわたって二次調整されている。 Y1の切先を除く iiHj1f!1J k:~t は直線(1<] で、ほ

ほ平行である。某部には自然出が残存する Y10は先端部を欠損しており全容を主11ることはでき

ないが、おそらく、 Y1と!百汁;長に両1mげfまはほぼ平行すると思われ、基部には円然而が姥存してい

る。これに対ーして、両端カっとっている石{台側示品は緩やかな弧;りょをなしている(~r~60[ヌ1. 第 611叶)口

E類 拾身の11I話がiよJ，'もの (y3-Y 5、Y12) 

Y3の背IUIは全IflIにわたって調整が施されているが、主要剥離tMには部分的にしか調整が施さ

れていない口これは形態的には石拾に類似しているが、話器の剖け訂に人れられる nf能竹もある。
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草寺E主宰鵜量 制)器主主的平串#襲撃 図的議

てご>
(9λ)OI 

(8入)L

(tλ)8 

(zλ)9 てフ

く〉

V 

曹i智j
帥哀!守 fllf l1:-:_;'l~ 三\u砕 r，!i.J Z '.長



年}4中l :;lj~JII r j立制;

1( Y7) ζ〉 2( Y8) 

1 

_.、輸- ~ 

く〉 3( Y9l 

くご〉 4( Y10l 

Cご〉 5( Yll) くコ 6( Y 12) 

く〉 7( Y 13) 9 5cm 

第61図 遺 構 外 出 土(J)話器同 石槍
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第 2自ii 検n'，された遺構と遺物

第16表右鉱・石槍観察表

イ1日'jf滋j'i，'話f サl j'ÍiÍ~í 番号守 写J¥['zil巨 11¥ 1: Ji!l!.'.i 
ill 

i詰大HIcm) 刀部編 IcmJ f?:さ !cm) 前さ(日) {I '11 分茸1 係i 考

日()ー l fì~- 1 M D48 ! 3. 0) (1. 9) 。5 1 3) n I'i 
リ 60-2 6~- 2 M B48 11 I:UI (2.1) 0.4 I 3) J'[ {'; 
リワ 60-:3 65-3 MG46 2.8 0.5 l'i 'ti w最

日。 4 65-，1 Mυ48 (U) u，5 ( 31 ロt;.
fi lii [Il)-5 5 M仁4日 IU 2.7 1.2 45 11 む

イ〉 IiO'-Ii 日5-o L J .¥9 11 9. :1 1.2 

nむ
11 

品 7 抗日一 7 M仁4X i1-lU X，4 4. (i :1;1 

日()日" 小 191 iS.:n 、j 1:¥01 

60-9 65-9! L 152 11 14.81 3.5 1.1 ! 171 沢民 fI 
6 60-10 65-10 Jと t.t: I (:i. 2 1 リ" と守 1.1 ( I~，) H 'ji C 

H 6d Hl1i1 z i 

¥¥9 [j 

i:i.8) 

ト一 l2;o企i4uz d j 1i1..O 3 1 
19) 

n ii 
n {，i a 

65-14 
li りl 

lil-.1 MD.17 3.。】 1.4 (201 

lil 
65…1i5 6 

九lIJ4H 1 fI 

3.2 4.1 

73 れ目 Ia 12 61-6 MF51 17 n ii I [j 

13 61-7 65-17 Mじ49 11 
リ') n fi I Iil 

Y ，1 . Y 5 . Y 12は両面とも全面にわたって二次調整されるが、ぷ古[jはいずれも欠損しており、

そ の を 知 る こ と は で き な い ( 第60ド1・第61凶)。

即刻 -I~'f LÍfi に第一争!日~If:による縦五 lúJの条の稜を践し、)，t~?i[) 付近の/TfJj fnl]縁には11とりが入って

し3るもの (y13) 

[1 Iij[fIiから)JIl撃して縁辺に調整を肱しているもので、先端は尖らせである。背Tfliの;lct品目付近は

調整によって第-次科書jt による{í:í;Ë方 lílJ の ~r~与し寸変を取り去ってあり、 11よ部付近の両側主主のJ夫りは

第一次争1]自If:LHiからのみ;]11撃して施されている u しかし、 Y13は尖端の作り出しにさほど重点を

おいていないという、積板的に石拾で、あるとは古いがたし寸(iiも併せ持っている。主主部に対する

調整が尖端部よりは丁寧に施されており、これをメj部の作り出しと!詳した地台、これは石箆と

も考えられる(第61['6])0

自Jj~if (tí~62 [';S[、[j(ll[反65)

g jJL出ことした u 縦長の剥!;‘に調整を施し、誌を弧;1犬、{出{日113まをド12号ないし直線的に作り

njしたものである。弧状をなす1l!1日:'J;tに対する側縁の形態によって以下のように分類される。

a 一方の 1!!1J紋がIj']~l~するもの( S 1、 S3、 S4、 S7、 S8 ) 

b. ヅjの1W]松カ{f直線i切なもの(S 2、 S5、 S 6 ) 

S 1は主主:剥高li:[立iからのみ加撃して、に細かい調整を施している口 SZはつまみ様のも

のが作り出されていることより、石匙とも考えられる。背HUには第一一つ大年Ij離による縦:h向の稜

が残存し、松辺は主要剥Ij~fí:1ii.jからの力によって細かい調整が施されている。 S3の内ウする

世Ij松は主に背1Iiiから力[1'早調整され、弧;1犬をな寸 tW]綜は主lこ主安剥高WWiから)JII単調摂されている Q

S ，1 は I)~ i与するiHl]訟にて次剥Pili:が;集中するものである日調整科離はおそらく背面iからのみ加慰

して行ったと f考えられ、背面に見られる剥離痕は住用によってできたものと解したし】円 S5は紋
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ζこ〉 l( S 1) 

乙ごユ
くこ二二込

2( S 2) 

ζ三ご〉 4( S 4) 
くこ〉 5( S 5) 

ζ三日)
ζこミ 7( S 7) 

くコ
第62密遺構外出土の石器問
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8( S 8) 

露日器

3( S 3) 



第2節 般mされた遺構と造物

辺のみに調整を施している。 S6の直線的な側縁は両面から力n撃調整され、弧状をなす側縁は

主要剥I;MElfriからのみ加撃調整されている。背miには自然、WIが広く残存している。 S7の内奇す

る側縁には両面からの加!単調整の後、主要急Ij離而からの加撃によるキmかい調整が施されている。

弧状をなす側縁には背面からのみの加撃によって、細かい調整が施されている。 S8は大形の

争1j)'1ーを干IJ吊したものである c 内号するi!1昨季には使用によると思われる刀投れが兄られる口なお

石質はいずれも五円である口

扱器(第631ヌト第651文i、1::<11¥反68)

22点H:'l二!二した。不定形の争Ij片に調整制離を施して、縁辺にメUg:liを作り出しているむ石質は C

3の県日程石をi注いですべて頁岩である円以 F、4類に分類してみ

I類 i調整科離によってが尖り気味のもの (C1、C?、 C15-C 17、C19-C21)

C 1とC20は去Hriに第一次会Ij離による縦方向の稜を践している。 C1は両1f!1Jff:誌に調整が施さ

れているが、 C20はー側縁のみに胞されている。 C15は雨1H1J縁の尖端付近に特に細かいが

施され、また基部は直線的に調整されているつ C 16は結辺にあまり調整が施されていないが、

尖出器状に仕上げ、ているの C17は[lru1TIIJ絃に細かい調整を施し、背直f.基部に自然面iをとどめて

おり、 C19はイ別縁を全て、他1HIJ縁を尖端から途中まで調整している。 C21は両{日Ij縁を調整し

ている円

H類 調整剥離によってー端が丸l床のもの (C3-C8、C10、C11、C13、C18、C22) 

C3は黒11程石の剥片に調整を施したものである口石橋の半欠JJ!とも考えられる。 C1は-iWJ縁

のみに両ji1iから加撃調整を施している。 C5はー1!i1J縁を両面から、他側総を主要剥離i白ーからそ

れぞれ加!単調整したものである。 C6はおそらく -1H1J縁が直線的になるものであろう。削器の

半欠品とも考えられる。 C7のー側縁は背而から、他側縁は主要科離面からそれぞれJ][1撃調整

したものである。つまり、一面には一方の側訟にしか科離が存在.しなし -'0 C 8のねIJ縁はおJn-

を打ーち出した段階で鋭くなっており、調整は他側縁のみに施されている。 C10のー側縁は背面か

ら加撃され直線的に作り出されている。 C11は半月状を呈するもので、弧状の側縁は全て調整

が施されているが、直線的な側縁は先端部から中央部までに限られている。 C13は主要剥離面

第17表削器観察表

自i得J i，J議・最サl 
Hi問をむ 三間Itti 11¥.1 地点 ~;'! I i!~ 1:1、 (("111) ，リ:，附ii(cm) りさ '1'さ{日 j 伝!立 分類 備 Jソ手

li2-j 10日一 1o L 114 11 ソワ U. li fl '/i 
lJ. i 】" 109-19 <11 1';，19 -サ J 1.1 13 

兵貞 -{j 
b 

62-:i l刊)-20 M F;，1 .52 
111 1 

:1. 8 ()fi 日

4 4 i 1 ()~) M J 45 G.4 サ3、c， 1.4 31 

H氏r自T岩白白自H t1 

5 

li2-li 

109-22 MII'lli 11 ワ」 υQ 1.4 28 h 
109-23 

jli i 
8.7 3.4 l日 16 

日

i 109-24 円

3.4 1.1 30 
8 109-~:; 11-1日 9.6 Mリ.7 a 
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(9J )9 
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亡フ

て二〉

〈二〉
芳和¥:

(l J)l 

(S J)日
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(1 J)I 
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くここフ

tて二〉

くコ

てこ〉

!相互:]11(3i年 連]7:~長



ζミ

くコ

て二二泊

/~~ 

1( C 11) 

3( C 13) 

5( C 15) 

7( C 
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〈 斗

ぐ〉

ぐ一一¥寸
'--一一___;

2(C12) 

4( C 14) 

6(C16) 

o 5cm 

第64国遺構外出土の若器(17) 撞器
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く二フ 1( C 18) 

てご二~ 2(C19) 

~ 
3( C20) 亡二コ 5( C 22) 

4( C 21) 

築部国遺構外出土の石器開 掻器、その地的石器
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第 2節給IUされた遺構と造物

からのみ加!単調整したものである。 C18の -1HiJ縁はヒンジブラクチャーをなし、他側縁は主要

剥離而からの加撃によって調整されている。 C22は大形の科片の縁辺に調整を施している。背

[rriには自然的iをとどめ、結j互には剥片をとりだす|年の打点が残存している。

田類 両立高に誹IJ~笠利 I~I[が施されておらず、平立lなもの (C 9、C12) 

C 9の -fHlJ絃は剥片をWzり11:¥した段階で鋭くなっており、他{別総のみに調整が施されているつ

調整は、主要争IJIf~j[ TIITからのみ加撃して施しである。一端は折ってできた[friで、ある。 C12の -M主

は自然1fliをとどめ、他端は剥JA-をとりだした際の打出iであるc 両側縁には主要剥i雄一面からのみ

加撃して調整を協している口

IV ~J'I rトJの字のもの (C14) 

全rfliに調整が施され、「ト jの字;1犬を土iiしている。 自然面が残存している国を背面とし、この

石器を「ト jの字に置いて特徴をみると、上.:'1'"部のドIIj'f!!IJ拐、は背面から、下半音1;の両1H昨季は主要争IJ

l~jf: l (cli から主に加!単調整が施され、両端には雨前iからの調整が施されている。この石器は側松の

調整五向が上半部とド三i三部とではRなっていることから、ドIrj封討を中心にした能!日方法が考えら

れる口それを裏付けるように、上半音Ijの先端付近は摩滅している。

石匙(与f'~66 1iS.1 、第67[泣、[:61版67)

22}~(出土した。すべて縦型の石匙であり、側誠一と先端の形状により分類した口なお、 P 2、

P 8、P13のつまみ部にはアスフアルトと思われる付若物がある。石質は頁岩が主体的だが、

現i誌のもの(P 16) もある。

第18表撞器観察表

待 値 骨 1} J中i司i存サ 1j:r~I;<I)仮 tH:上地li. 年j 11{ 大]:ζ(じrn) 刀白1;似 (crn) J'lさ (cm) ，f(さ(日) 正I ii 分類 相i 与

スクレーパー l 63-1 68-1 M E52 11 (4，5) (4.2) L3 ( 15) n ti 
" 

。J 白 。。一一 μ i't-1 U ;Ji. {"1. 6i {;/.O;' 1.1 (2つ8)、
63-3 68-3 M H45 1王将 (4，1) (4.5) 0，9 14 照的1石 11 

63-4 68-4 MG48 11 (5.7) (4.(i) 1.0 (26) l'i G 11 

5 63-5 68-5 M(;116 1I-1lI (5.2) (3，9) L3 ( 29) n '6 11 

63-6 抗8-6 hずhーE辺iレン (6.0) (16) 1.0 ( 22) ff f~i u 
7 63-7 68-7 去 f~ (6.1) H 1.2 ( 39) n t; 立

日 63-8 68-8 MJ 4 11 (6.0) 4.4 1.6 (40) f1 忠一 11 

9 63-9 68-9 M F51 7.0 ι1.4 。7 33 11 ti III 
1fl I li:1-10 6R-l0 M F49 n 7.5 1.8 にι2‘つ2 ¥'f ti Il 
11 titj-1 68-11 か!E52 n L8 61 1'[ '[i 11 

12 I 6.1- 。8-12 Iv!D4! 日 [J~ 、1 nむ III 
13 似" IiR-l:l ~! E 54 

i!l i 
7.9 3.6 1 'J 42 頁 u 

6H8品l1f5l hJ f C11454 1 
目。 .]，:; “つつ" Sfl rf fi IV 

11 7.9 n 
Hi I 64-(I li8-lli M 114x 11 d.1 Ld H 岩

17 I 64-7 68-17 L J 45 11 8.1 5. (] ul /，) n ti 
18 I li5-1 品目ーIH ィ、 11I1 日.1 I.li 

GGO 5 F宍l't自; 日

1~) I 6.1- 68-19 M (49 

20 I 6，1 li8-2り 長!1';46 11-111 
L9i..4 8 

I.!i 09 l'( '{; 

li4-4 iiX-21 E M54 11 5.2 LG 78 l~( 't;-

22 I 64- 68-22 九ILJ52 g， X 2， ti 105 n日
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第66思 部 石匙
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くこ二〉

前2節 検出されたj出11j.と j立物

乙ヱミごこ〉

むJ

2( P13) 

〈二ごと~ 6(P17) 

爪川川川一一一
ωV
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ハ川川竹一一
U

〈ご〉 10(P21) 

ι二二〉 4( P 15) 
くこ~ 5(P16) 

~ペ\

しー〉
11 ( P 22i 

o 5cm 

第67国遺構外出土の石器(20)
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第 4 本~ミ )11 I iu跡、

11JI -1H1J縁が|付jQjし、他1l!1J松が弧:1犬をなすもの

a 先端が尖るもの(P 11、 P12)

b. う七端治十九Iqょをもつもの(P 1、 P 8、 P 10) 

c 先端が平担なもの(P 7 ) 

E類、 "-1H1J ~誌がn\I*iRI!1せで、他m服装が弧状をなすもの

a 先端が尖るもの(P 2、 P4、 P14) 

b. 先端が丸i味をもつもの(P 9 ) 

c 先端が~IサlJ.なもの( P 15、 P18) 

盟類 両側縁が弧状をなし、膨らみが左右対科:となるもの

a 先端が尖るもの(P 17) 

b. 先端が丸味のあるもの(P 22) 

c 先端が扶れるもの(P 13) 

IV顎 両側縁が弧:1犬をなすが、膨らみの度fTし寸呉なるもの

a 先端が尖るもの(P 5.， P 6 ) 

V類 l11ij1H1J採がjI~:線的なもの( P 3、 P16) 

Vl類半欠品(P 19-P 21) 

第19表石匙観察表

6;; 陸信日 JiTi I'~1 許り Lj:J'UZII医 11¥1.1生}，'，( !司 lí;~ )、長(じm) 刀部;私(叩) "1さ(口11) ift:さ(日)

石匙 66-1 111-1 M D4H 11 5. :) ! 日 り日 6 
2 66-2 111-2 ~I 1)48 li.li 15 。7 16 
3 日6-3 111-:1 M DSO fI 6.5 2. (1 0.5 6 

4 日
66...4 111-4 L F SG n 6.1 2.1 o日 9 
日6-5 1]]- M E48 [IJ 5，9 2.5 U. ;， 日

6 1 66-6 111-6 前τ古 "1"' 7.5 :i. 2 11.7 
7 66-7 111-7 M EH [] 6.5 10 O. ;， 11 
H 66-~ 111-1) 九j1 45 11-111 1.1 J 】 J 。7
日 fi抗 9 111-9 九j[1;'，] 11 6. 2.9 ()(j !日

10 66-10 111…10 1. 148 11 li ~ LI 1.1 6】~9

11 66-11 111-11 子<: ti: R.li 3.G 0.8 18 
12 I 67-1 ]]1-]2 M ]]，]G 11 

t、i1i，.4折u 

0.7 14 

114 3 
(II-2 111-1:1 

hN i Ai1450 日
11 j_() 

りIli りり1; 

16 
67… 3 111-1.] 

1←只“

ι55i け4i i j 
1121 

-1 I11-IS 
M L1(lf i j12 9 

りM 門t 戸i 

11; り1-:，111-16 
17 日7→日 111 -17 九!ιi抗

18 I 07-7 lll-18 MD<17 []-[IJ 品目 :1. ;， 。9 1:1 
]~， I 67. g I 11]-]9 

乎M支ど11 4fと8 
11 1.0 (]4i 

20 I 67… 9 ]11-20 

O. G 

112 ) 
21 I !i7-IO I 111-21 111) 
22 67 -11 I 111 -22 か1(;48 11 7.:{ 3.9 I.R <17 

111 

Tci託 首、 m vlii j~ 

日礼 |つまみにア

n {~. [] a 

n 'Ii IV 

は川同げ附{{古

1¥ 

つまみlこ7・ス 7.，. )~ト

11" 

¥'( 'ii 
t! '{j 

i.'! '(i 1IIIc つまみに7・?， -" " JLト

n ii 11江

n {'; 11" 
鳥取

1'( l{i 1II a 

rf ?;. lIa 

(1 f{ 

rf 'ti 
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第 2tm f1~IU された遺構と j宣物

石錐(第68!な!、第69[;g[、[21版66)

21 }f;I~出土した。不定]1ラの剥 Jtのに調整剥離を施して錐部を作り出したものが大半を，15め

る。形態により以下のように分担し はすべて頁 る。

r 逆三角形のもの (D5-D7、D11、D17、D18、D20、D21)

D 5 • D 6・D20は}十出からのみ加撃してf，jt部を作り，'Hしたもので、そのうち D5・D6の

尖端は使用によってj宇している口 D7 . D 11・D17・D18・D21の錐部は[ilij而ーから)JIl撃して

作り，LHしたもので、尖端の埠=I成は D7・D17に見られるつ

江主1細長いもの (D4、D12) 

D tlは片IIlIからのみ加!単調整して錐部を作り出したものである。尖端には使用による摩滅が

見られる。 D12はドfl]j自jから加摂して説i:部を作り IJ'，したもので、尖端は摩滅している。

器類不定形のもの (D1-D3、D8 -D 10、D13-D16、D19) 

錐奇[jの作り出しが片出のみから力IJ撃して行なわれたものは D1・D3・D14で、他はすべて

両国からの加撃で作り出されている。使用による!tjf減が見られるのは、 D2'D3.D10・D

13-D 15であるむなお、 D2とD14の錐部は所あるものとjtわれる

摂;1犬石器(第65[ヌ1-6、図版67)

l点HJ，Jニした。横長の剥"'.をilrって作られている。 Hち込み面iは使用により j貴れて三1'::]JIにな

っている。刃部は数倍所で刀こぼれをおこし、!日!日IJである は頁岩である。

第20表石錐観察表

(，~ Jrl(番号 J中間番号 写呉|宝|版 ，'1¥二f:J也市、 1活 lJJ:1clえ(cm) 刀古1¥版 (cm) Jilさ (cm) 返さ(g) 石 11分 百l Mfi 考

石 iU 68-I 66-I M E49 11 4.0 2.5 1.1 10 n '11 m 

2 68-2 66-2 M C48 111 4. I 3.9 1.1 10 1'f白 111 錐部地、 2í~r'ií 

3 68-:3 GG-3 M F51 11 4.8 3.9 0.8 12 n干i 111 

68-4 66-4 
!i(1認!、 lノシ

5.11 1.1 0.8 Jj 

5 68-5 日 5 M C47 11-日! 4.9 2.5 0.9 7 H 

68-6 66-6 M 114 lI-flI 4.5 4.6 1.4 19 l'i 'jj 

7 68-7 66-7 M E49 n 16 。7 II ¥"r fi 
8 日 8 lili-8 M [，;'2 11-111 6.s 4.:1 1.0 21 n i'i !日
9 68-9 66-9 M G48 fI 6.3 5.7 J.3 26 T(京 111 

10 1 68-10 66-10 M 049 11 6.3 6.3 1. 55 35 n岩 111 

II 68-]] 61)-11 M F49 11 1i.7 1.4 42 J~f {~-

12 1 69-1 尚一12 M C4日 7. {1 1.<1 11 右 fI 
1:1 1 69- li6-1:1 M G49 If 6.7 4.3 2. () n {'; 日!
11 6'1日 6(iート1 M 1!47 11-111 ムl 1.1 汽 (~ flI 鋭部;が2箇所

15 1 69-4 日目 15 M [46 n 6. :: 11 III 
IG 1 G9-;， lili-IG +，現 日目 3.5 1.6 t'i 'fi 111 

]i 1 69-6 66-]7 MD.1H n t.:l 19 l~ むJ IX I i iiii 日 f、11)] 6 Mワ

19 69-8 66-19 MG48 If 5.9 5.0 H 36 頁む 111 

111 1 
19 

R只(~~20 69-9 GG-2u L 154 5.9 d J o  o 1.0 

21 69-10 66-21 iv!G48 6.0 4.9 1.6 33 
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第 4市 J;l~ 川 11 遺跡;

.L::::::. 3( D3) む 4(D4) c> S(D5) 

。山)

ρ8(  D8) 

10( DI0) I、
し_) l1(Dll) 

o 5cm 

第部留遺構外出土の石器(21) 石錐
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第2i'ii'i 検IHされたj吉村立とj註物

。
1( D 12) 〈二ご〉 4( D 15) 

e:> 
c> 3(D14) 

2(D13) 

ζ〉
6(D17) 

6 5( D 16) 

乙〉 8(D19) 

ζ〉 7( D 18) 

くこ〉 10(D21) 

く〉 9( D20) 

第的関 遺構外出土の若器閥
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第4章寒川11遺跡

第21表模状石器@その他の石器観察表

その他の剥!十石器(第651立1-7、凶)j長67)

形態的には横型石匙と類似しているが、積極的にそれとすることができないので、ここに分

類した口縁辺には部分的に刃部の作り出しが見られる。石賀は頁岩である口

磨製石斧、際石斧(第70図、第71図、図版70)

14点i中l土している。磨製高斧は完形訂12点、刃部の残る折お品 i点、基古I~の残る折損品 8

折損品を再利用したもの l点である。際在斧は 3点''''土しているが、うち 1l~はアンピル・ス

トーン(鼓き石)ともし得る石器である口

第701:61 F 1は基部の幾分小さくなる接形の!告製石斧である。刀m;は比較的強い弧:1;/ょに作ら

れ、正面に見た場台直線をなす口íWJ絃は綾い rìll~哀を描く。 fUlJ~;手に沿って製作時の稜が表裏面に

9条残される。稜の数が多いため、断面は楕円形を早ーする。刃部には…部に使用したための欠

損部分が認められる。石質は安LIJ告である。

F 2は、基部が直線をなし、刃去[;と主主奇[jのIp話の差がごく小さい短冊形 る。刃部はfHlj~;註

に近い両才能が殺し=弧となる他は直続的になり、かつ!日uiに置いた場合緩く考1111する。基部は表

裏両面、両側面にスリットを入れた後折|折したもので、その後折断面を平i骨に調整するような

作業は施されていない。 iWJ縁近くに 8条の稜が残るが、密接するため扇平な断面形を呈する。

刀部が僅かに破損する。石質は安出羽である。

F 3、F4は2と同様、基音[jに折断而の残る折娼品である口両者とも稜が1H1J縁に密接し、断

固は長方形を呈する口また平面的には縦長の台形に復原される。石賀は安山岩である。

F 5は折損して残ったメJ部側の部分を石錘として再利用したものである。石斧としての本来

の形状は F2に近い形のものが推定される。石錘に再利用するにあたっては刀部の中央を小さ

く打ち欠き、中 jl~h線に沿った表裏面に頁岩などの剥片を用いて、浅い一条ずつの溝を切っている口

実際に使用されたため、メ0(1)ゃ折損部分は!章こ減して丸味を帝びている口石質は安山岩である口

F 6は刃音[jの残る折損品で、ある。刃部は比較的措iしミ弧状を呈し、正面にj泣いたi易合にi直秘的

となる。 F1に似た平面形を呈すると推定される。石質は安山引である口

F 7は基音1)111IJ の折出品であるが、 iJriþl した音!句、を ILJ:)JII~r しようとしたものか、高長打痕が姥さ

れる。断面jは半[JJ;りょに厚く、大Jlラの石斧であったことがうかがわれる。 は安山1;'である。

F 8、F9、F11も小さく尖る基m日明の折損部である。 F8琉紋討、 F9安LlI:ri、Fl1正を用

いる。 F11には鏑がある。 F10は小形の扇平な石斧で、刀吉1)の}'r1H1Jを折損する。片山-を汗jしミている。
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第4車工モ)111 j宣 ~，h;

第71図 -F12は、やや稿~F.な楕円燥を利用して作られた傑石斧であるの原礁の -i11lJ縁からの

加:竿によって片面を大きく lfxり除き、全体を薄くした_j二で、基音[jはさらにiWJ[而からの力If撃によ

って小さく尖るものにイ上上げている。刃音[jは原隊長11411端からn'l面をA.きく打ち欠いて作るが、

原礁の曲線をそのまま残して刀縁としている。

F13 もぷ~干ーな楕円擦を用いて、長軸 J端Hニメj 音I~ を設けた{深石斧である。メは原{擦の Jtlüi を打

ち欠いた後、さらに片世間を j主力守向に小さく十Iち欠いている。 1;~部 íWJ には加工カサ告されていない口

F 12、 F13とも安LU目立の原擦が用いられている。

F 14はややi辛子の桔円燥を用いて、その一一)iの長事11端中央を打rIlIとしてや山口iか}JIl撃し、使用

部分を作り wしている。高長打痕はこの使用部分を作り出すときの打百iiに残されている。石材は

安LU岩質のものを利用している。

くコ 1 ( 問

一
第71図遺構外出土の石器凶 石斧
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第2fiii 輸出されたj立構と造物

石錘(第721玄1-第81凶、図版71-図版73)

完形、半欠品を合せて192点が出土した。

第72図に件グリソド'rif-の出土点数を数えた結果を図示する。この凶からも、縄文!l寺代早期~

前期!として位誼つぞけた土器と liiJ様、その分布が調査区のWJ間側に多いことがうかがわれる。こ

とに第 1 三号号;?8干F竪主穴(住J主i主:1¥戸バlヰ刊:

る口第22去、第23去に各石錘の古川!JJ1[E{を示す。

LF lE Lロ LC LB 

日¥ LG 

---
.--プ

LII y 
yど

/ レ/
II / 

MA  J J V 
59 

56 

/ 
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62 

.1 
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人
5吾

¥ 
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55 

54 

MIi V 伊 d 
53 

52 

/1= 
@ @一ザ @ @ 亡

制 l
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量.三
@ 。 @ 

@@e @ τ@  e 

51 

プ.・宅・晶 玉ェ2 三二 • -@ @ 

@@@ 戸@@ 
@ 50 

醐』
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よ
e事e@@@ ee@@ @e @ ご e@ e 

事Fe I~ 
NA 

46 
e 二

-1: 

「どV 両@
宅昆

n 

.B 

/ 
。戸

穴
46 

，5 

寸~内¥ ....-r---

\入~111 1， 
1¥.， 
~ 

40 0 120g以上

J9 

九一J 1 3a

37 

第72国 グリッド君IJ石錘分布図
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第4章 寒JII1 遺跡

192点の石錘のうち181点の完形品があるが、それらの重量はおよそ10g程度から600gまでの

値を示す。値の小さいものからJII互に追ってゆくと、およそ110g程度まで、はその重量も漸移(11に

推移するが、200g前後のものまでの聞に空白ができる。 200g台から500g台までは、その数は

少ないものの再び漸移的に値を増す。なお、 No187の825g とし寸重量はきわめて突出した 1f~Iで

あり、これと同程度の重量を示すものは他にない。

重量の計測によって分かるのは、およそ100g前後から200g前後までの値を空白として、そ

れより!怪い小形の石録と、重い大形の石錘とはそれぞれ平均化した重量分布を示すことである。

したがって石錘の重量分布のl~からは、この100 gから200gまでの間を境一便宜i刊にその他

を小形の石錘がきれる120gにおくーとして、小形の百録と大形の石錘に分額できる()

石錘の形状を規制する原礁には、 PJJ杉に近い子llii形をもつものと、桔円形に近いものとの 2

者がある。大形の石錘では原礁の縦横比率が1.2-2. 2程度の範聞にあり、小形石錘では(図示

する関係上、打ち欠かれた E日I~ を上下に配置したまま、縦、債の長さを計測している)、 0.85

-2.3の値の範囲にある。仮に縦横比率が1.3の値をもって、それ未満を円形、それ以上を縦長

とするならば、小形石錘では円形となるものが99例、縦長となるものが47例あり、大形石錨で、

は円形が4例、縦長が31例となる。

次に結縛のために打ち欠かれる原礁の部位であるが、ノト形石錘のうち縦長の原礁を用いるも

のはその長軸端に授られるのに対し、大形石錘では長事IJ端を打ち欠くものと、短jl~h側を打ち欠

くものとがある。(第77図~第80図)。

以上、本遺跡で出土した石錘については、

1)、重量100-200gを間において小形石婦と大形石録に分類できるつ

2)、小形石錘では円形の扇子擦を用い、大Jf~石鍾では縦長の扇子礁を用いて製作される割台

が大きい。

3)、大形石錘では原燥の長軸端を打ち欠いて結縛のための r~lt誌を設けるものと、 i立中Il!側を打

ち欠いて同部を設けるものの 2者がある

とその特i設を要約できる。

さて、大形と小形の 2つに分類できる石録を、 II}び調査区内での各グリッドに反してみると、

両者とも調査区南西に分布するが、ことに小形石錘に偏在する傾向が顕著である。これに対し

大形石錘は、分布!IiITf=ff1の中で、は比較的均 A にIlJ{こi二している。小形石錘の集中するグリッドはM

D47-49、ME49・50、MF48・49の名グリッドで、冒頭にあけた 3J~tの遺構に IJll まれた市iWJ

の空間である。このことから、石錘のうち小形のものに関しては、竪穴住居跡に|鋒装した筒所

で使用、廃棄されたことがうかがわれ、その場所がtU首に 1~JI)j立した小71河市長に i討しての何らか

の作業場的存在であったことが推定される口





第 4j卒( 7~JII 1 遺跡

第74図遺構外出土の石器凶 器鰻
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ζ二二~ 56 ζ二二~ 57 C二コ

〈二二~ 59 C二二コ 60 〈二コ

〈二二二コ 65 C二二二:> 66 く二二~ 67 

¥ 

く二二二〉 68 く二二二コ 69 ζ二二〉 70 

第75図遺構外出土の石器問 石鍾
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第 4章 寒)111 遺跡

。。
ζ二〉 71 く二二〉 72 

¥)/ーコ 73 

〈ごっ 74 〈二二〉 75 
ζ二コ 76 

ζ二二二〉 77 く二二〉 78 

く二二〉 79 

く二〉 80 
81 く二二〉 82 亡二〉

}り
こコ 83 

く〉 84 く二コ 85 

Cコ 86 10cm 

第76図遺構外出土の石器倒 石錘
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第77図遺構外出土の石器倒 石鍾
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第 4章 寒)111 遺跡
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第78図遺構外出土の石器側 者鍾
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第79図遺構外出土の石器制) 石鍾
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第80図遺構外出土の石器倒 石鍾
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第4jtt 寒)11]遺跡

第22表石錘計測表(1)

おf収JI阪 j，P[xl 前日 縦 flI! I'Aさ 縦検ltキ ，'1¥1-.1出点
71 :37 I 30 9 1. 2:3 M F'18 

2 71 4り:17 8 1. OO 16 M F50 

量管 [，[1仮 j，[i[11 1ヂifー'J
ii55t35川首F1ド 1さ1 

縦伴dt'{ ，'1"1:1也l.¥
71 71 L 15 M F 49 
72 71 73[~1 12 1. 25 44 M F 49 

‘'J 71 1731支i 49 I 46 1. 06 w L E 55 73 1 71 7:3[，，1 1 57 49 ]() 1. IG MC.18 
741~[ 47 I 49 33 8 i必; 20 M B48 74 1 71 57 49 11 1， 16 ，1(i Ifi在芯トレンチ

5 511 32 8 L68 Mド49 75 1 71 :;4 52 10 1， 03 47 M E，19 
6 71 173[~1 2 42 I 34 10 I 1. 2:3 21 M(;'18 76 1 71 56 1 50 10 1， 12 47 M 1'49 
7 71 ね 36 9 I 1. 19 ワMυ'J M F50 74ド| 41 56 1 40 14 L40 47 MG4日
自 71 48 I ，11 8 [，]7 23 M 1'，1 78 74[~1 40 1 ;，自 4 II 1.34 47 M(;.18 
9 71 48 I 37 9 1. 29 23 M 1'49 79 1 71 54 1 47 II LH 48 11，(1'誌卜(.，.;，-千
10 I 71 73[1[ 44 ，1:1 日 1. 02 24 M F 49 
II 日4 34 9 I 1. 58 24 九JF，1

12 I 71 47 I 4 12 I 1. 17 24 M 1'49 

BO I 71 53 52 10 1， 0 ，19 

lMkく1E4が
81 :Jo 10 1， 94 ，19 

82 1 il 7:i[司 I3りI52 1，) 1.15 bり

13 74ド! 46 I 53 '" 9 1. ~)S M l' 50 。。、フJ 71 1. 18 i 50 1¥1 (;49 
1，1 71 17:3['~] 5 46 1 38 日 1. 21 26 MG4日 日! /.1[':([ 1 31 1 50 I 56 I 11 0，89 1 51 M (;48 
15 49 I 37 10 1. 32 M F 50 85 I 71 74[~] I :，2 I 51 46 14 1.10 51 M C50 

i18 6 

71 73同

467円出414 9 4 2 

45 q 0.97 1 :~R M 1'49 

Lよし
四174位['X] 

10 1. 0，1 MG4 
37 p 1. 4:3 I 29 MG48 

19 71 ，18 内i 1. 02 I 29 M F 50 
20 10 uo l 29 長!F ~)() 

日目 71 71¥1'1.1 1 :1:1 1 55 日。 !日 1. 10 51! M 1l'16 
87 1 71 57 1 51 1I1 1.11 52 1 fíií' n~， 1. " ;.. 
88 1 71 55 1 44 14 L2:i 52 長lLH8

67 38 1，1 1.76 52 
九M/<:48 ?取¥¥ :H ¥ :l ~)1 S:I リ {).tiリ I 

21 71 173似| 8 47 I 44 10 1. 06 30 MFι19 ~)] 71 174[官i 35 65 ，18 13 1，35 52 MC，j5 
22 I 71 73[司 9 50 I 44 9 I Ll3 30 M F ，19 92 1 71 59 1 49 14 l.20 53 M F 49 
ワムつd 必一 30 M F50 :JJ 74[21 ‘つ)Q ウ"つz 41 1.78 M E S2 
24 71 41 45 10 1 0.91 30 M F48 94 71['1.[ :;1 58 1 48 13 1.20 55 M E49 
25 54 1 39 9 l.38 30 M E47 9:; 1 71 日l 51 12 1. 19 56 長1F 50 
26 I 71 73[河i 10 I 50 43 9 1. 16 31 M F 49 
4円4円i 5:i I "り iり U25 31 M 1'49 
28 I 71 73閃 11 41i 43 111 1り6 32 M F 49 

96 56 J 53 1.05 56 

ι!?f i }FAレ4可1ンチ741<1 37 1 63 ，13 13 I l.<1 56 
98 1 71 74[，1 :16 I 61 11 1. 07 

29 1 71 42 10 I 1. 25 32 M F'19 99 75['%[ 70 1 61 47 10 1. 29 57 M E49 
30 74閃 44 I 55 38 1 11 1. 44 :32 M D51 100 75r~1 68 1 63 54 10 1. 16 59 M B50 
31 71 173[対 12 I 40 41 1:3 I U.97 :32 MG49 101 751:XI 69 1 60 68 7 1 0.88 59 M 1¥50 
32 I 71 73ドl 13 I 50 43 Q 1.16 32 M F19 102 72 1761<1 71 67 1 42 1. 59 60 M D50 
33 53 I 37 11 1.'1:1 ，)L， ム M I147 103 64 1 48 13 U3 60 M B 50 
34 71 51 4() 10 1. 27 dつつι M l' 47 104 176['<1 72 1 65 47 1 13 I.:J8 60 M E48 
35 74[-x] 43 1 60 33 1O I ]， 81 :J:l M 1'47 105 72 72 1 39 14 1. 84 {メ) M D48 
36 I 71 43 38 13 ]， 21 3:3 確認トレンチ 106 75[';:[ 67 1 64 52 II 1. Z:l 61 M G49 
37 71 45 10 1 0，95 3:1 M 1'50 
38 I 71 1" 47 9 I 0，9S 33 Mド50

107 75[~[ 66 1 59 !i8 I 12 1.01 
663 4 

M(;'19 
108 75['21 65 1 59 66 1 12 0，89 Mド50

39 I 71 47 日() 9 I 0.94 :J:l M F4 
40 Fη円i 37 12 1 L 54 33 M C48 出

74[吋 39 64 1 50 1. 28 6，1 MG47 I 
72 76[~[ 7:l 83 1 49 11 1. 69 64 1 fí{t~2 トレンチ

41 71 731~] 14 I 48 41 10 ]， 17 34 MG48 111 176[~1 68 1 48 12 1.41 bb MA51 
42 iI 73['，1 15 1 50! .17 lり ]， 06 3-1 M E47 lIZ 65 49 日目 M F 49 
43 50 ー 日 34 M E49 
4，1 73['41 1 抗 ~5 .]6 9 I L 19 札1l' 49 

7:11'<1 ぷ日IJ 11 1 11，91) 35 M E，18 

ll:l 751吋 64 51 14 1.1:J 
トドL4日ン千111 7~，[1， 1 G3 

G9 

:;8 
l14 (} L Fi 日7

IlS 72 1761"1 I!J .1，1 L;)(I 67 MG，IB 
46 S4 1 43 10 Lι1  :叶3S M F:iO 

50 I 41 !o 1. 21 ~iS 九1F SO け17

76[X[ I:l 70 日(1 I.W 68 MG4 
71ilゴl I1 IIx fiK I ~I ド "11

71 7:ll官| 17 1 :，:1 45 り L 17 dワ5 ill l' 50 118 円 76[ヨi 78 I 58 『ゐてi2 LlI 日S 確認トJ_.~チ
49 71 51 42 10 L21 36 M F 47 119 75[':<[ 1i2 。(J 49 14 1. 22 69 MG48 
50 71 5:1 1 5x 品り 91 3G 民1(;;'2 

51 18 50 !日
01..(9附6 

36 M 1'，19 
7:l!i] 19 1 ，1 

日;， 

主1(;'IH 
ーー同

:l7 
緩ん¥1トC4日J 子

731;<) lo 1 48 、

1，，17 ;)~ 日 1日 :38 乱I!¥.!9 

12り 75[tl 目。 「ι川 日7 H 

01l.白り91G7 2 

69 確芯 i、1/ンイー

121 7:i[ヨ! :;9 G:{ F 、ι:i 70 MG4i 
59 ~~ 

7り 01742iトF51 

11224 5 
間

79 1 79 SI LS4 70 1 ~ 

-19 !日 IUill 70 M G48 
t:i 1 1. ~() M E lo 

:，b 57 1 43 ]1) 1. 32 38 へ1F 49 
、亡J句I 73[')([ 20 必'J.1

11 2 1 
L 02 39 か1E'17 

58 62 I 38 1.63 39 M F41 

126 間
r コ，1 S7 46 18 1.2.'l 7:J ¥1 

127 :l/ 6Z 67 10 0.92 1 73 M E4日
128 7~1'ベx] :，G 1 li::; 511 1， 16 ~I F 50 

59 56 ，19 。 L 14 39 
トirLi9ノチ

れo 71 .18 11 。ヲ7 40 
61 42 5，] S3 9 LOI 判 ilI1I48 
62 10 1. 3~ ，10 M E，j 

129 75[ZI 戸U戸:1 5S 1 54 Hi 1， 01 7，1 ~l lJ 5o 
1:10 同日" り3

5412 5 5 
H l. 21 Mf認ト[.， /千

1::;1 1 72 76PI I 80 日目 16 l. 51 ~I 114li 

i 761，1 1 81 79 11 l. r;) L J 49 
日'! 73[~[ 2.1 ，19 1 .13 L 13 10 MG，18 
64 ;，【t 18 IIi 1， 1日 ，10 Ill F ，19 

133 1 72 71il叶 己Q') 7自 c，o )/ l 4ffdMト[.，IJl I 'ln so 
b内s 54 13 1， 3R 411 ii(1~;t2. トレン千 1:1，; 74[司! 64 56 I H 1， 14 83! M (; 48 
66 71 7:i 1'~j 5~ 1 ，1 I I 1:1 1，2fi 11 M E4 
Gi 50 39 1. 28 11 Ili{[，，2， 1， ~〆子

136 75[xl 日8I 58 
1i l11 : 

日目 ¥1 F 1~ 
1;1， I i(I[Z1 65 -19 白，，)

oG L I，W 

69 
771 1 

73['<j 】仁d 19 

1， 02 j'J 
MC、417日.j(i 1') 

iO 71 73['41 I 26 48 I 40 1. 20 13! M 仁:)1

1 :~日 日11:，] 58 1 13 日7

lれf，'!!'，i~; ト~ [.， ; ンン チチ
G9 :;門i 14 1.21 日9

[.!lJ 7什日! 50 I 58 1:; I O，!):l 90 
※縦・ tii!・!引きのiiii，il土問、 i1i:;!:~(I) Jfi í\!~ (:t g 
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第2I1Ii 検11'，されたi古|悼と j古物

第23表石錐計測表 (2)

〈沿主主，;』 1:<:11医 jJJi l~1 番号 Iii 箱、 !ばさ 縦績比率 京最 11¥土地点 lZすドi版 jlfil%l -間g 日σ 縦 !手さ 縦横比率 重量 tl1土地点

141 72 1761~1 84 85 1 40 16 1 2.12 90 L J 49 167 73 1781'61 100 73 1 81 21 1. 45 360 M D47 

142 74161 49 1 6~ 60 1 16 1. 08 100 M DGO 168 136 68 1 21 2.00 367 M A49 

143 741~1 48 1 67 59 1 16 1.13 100 M H48 169 73 178t泣 101 131 75 1 24 1. 74 373 M C45 

144 72 1761~1 85 1 85 50 1 14 1.70 102 M R50 170 7? 1781:21 102 lZR 81 20 1 1.58 374 M G49 

145 72 80 1 53 1. 50 10.1 M 1'51 171 7317WI 103 106 78 1 29 1.35 378 M G50 

146 72 176閃 86 1 77 52 1 20 1. 48 105 L H49 ]7ry 73 1 791il 104 118 81 26 1 1. 45 395 M E52 

147 7z I77I'll 87 1 89 53 13 1. 67 IIり i 係fι1，1- 173 73 179[~1 105 116 73 I 31 1.58 399 M G49 

148 72 1 77I~1 88 1 79 51 17 1 1.54 110 M 1¥50 174 72 177図 92 1 lUB 85 1 26 1.27 404 M G49 

H9 87 1 73 1.19 113 L H.j6 175 7'!， 17引材 106 76 1 26 1.73 415 M C49 

150 72177凶 93 1 88 63 1 20 1.39 192 M 1147 176 118 78 1 24 1.51 435 M H49 

151 72 1 77I~1 94 1 112 62 1 20 l民l 20，1 M C47 ! 177 73 79fxl 107 RO 1 21i 1.53 447 M G47 

152 72 90 1 69 25 1.15 228 LH 17日 140 73 1 25 1.71 455 MG49 

153 72 177同 89 1 99 77 1 20 1. 28 245 M 1"52 179 73 791Z1 108 132 76 1 30 l.i3 469 MC51 

154 8WI 119 90 22 250 M C51 180 73 79図 109 124 81 31 1. 53 504 M C54 

155 88 23 つμつ"ιu MG48 181 73 8UI~1 IlO 151 69 29 1 2.18 519 M C54 

156 72 1 78r'ZI 95 1 107 71 1 25 1. 50 279 MG49 182 73 80r~1 III 135 80 30 1 1. 68 亡u.uつつd MA5Z 

157 72 178閉 96 1 103 74 1 22 1.39 279 M 1"51・52 183 73 131 83 30 1 1. 57 529 MF50 1 

158 86 33 286 M E48 184 73 801司 112 127 94 28 1 1. 35 544 

159 77[当 90 1 93 7ヴt 1. 20 294 M 1'51・52 185 801'ill 113 121 81 38 1 1. 49 562 MG42 

160 ワtムワ 781~1 97 1 118 17 J..1 297 M C46 186 の73801'ill 114 117 78 40 1. 50 576 MD52 

161 72 121 63 26 1.77 297 M 1'49 187 73 80aJ 115 157 40 1.84 825 M E47 

162 72 lUU 78 23 l.2e 298 M A49 188 3ml 121 77 25 (112) MD52 

163 72 78限 98 121 25 l.ol 325 MD49 189 81国 120 73 (174) M E52 

164 77i:<:1 91 96 1 77 1. 24 328 M C46 190 81図 118 10 23 (227) M 052 I 

165 117 73 ワワ 1.ω 332 M F 49 191 81RI 117 87 28 (346) M A51 

166 72 771'i1 99 1 129 72 20 1.79 352 M E47 192 型1116 111 36 1- (535) M G49 

2、縄文時代前期~後期の法Wf.と遺物

純文時代前期~後期としてとり上げるのは、縄文時代前期中葉から役期前支:までの遺構、遺

物であるりこれらの中には縄文IL}:代前期中葉~{を;25 の!-_坑 4去、中立)J茂葉の竪穴1tl奇跡 3 軒、

反則前葉の照穴住出版F3軒、二仁lJc1 1走、二仁駿慕 3基、土器J_Ijl_日立遺構 2基がある。その他にこれ

らのj立構群とともに検出され、該J1:Jjのいずれかの時期jに帰属させることが可能と判断された土

坑 5 基、焼土遺構 8 基があるが、伴出する造物がないため、キIH~ljr時期の特定やその性格を明ら

かにすることはできなかっ

以上の遺構のうちヰIJVj後葉に'fT;するものと後則前葉に属するものとは、遺跡、のなかにあって

比較的まとまった規肢で件まれた時期のj立構であるが、 liir者-は台地の北'i!ilJに、後者はfij担IJに分

布する傾向にある口
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第 4章 寒)111遺跡

第 8 号竪穴住}苫跡(各(~82図、図!坂 5 -1 ) 

縄文時代中期後葉に属する口調査尽の北京 LJ 51・52グ

リッドにあり、第四層で炭化物を合む黒色土のプランとし

て確認された。北側と西側での撹乱がひどく、技存状態は悲

し '0 平面形態は径160cmの円形で深さ 10~20cm、面積は2. 15 

dで、ある。中央同寄りに60X50cmの範開で、地床1J-jがあり、

中央の底而が特に亦く焼けている口柱穴は 2箇所でPI ; 28 

X20cm 、 P~ ; 30X 24cm、深さはいずれも 5cm内外で、あるの

① b 

一 !と?ふたヰ
強弱務務微弱務~

第82図第S号竪穴住賠跡

床面はI自由するが、全体的には平坦で堅いの床面から数点のj二時片が出土しているは)。

第 9号竪穴住居跡(第83図、図版 5-2・3) 

縄文時代中期後葉に属する。調査区の北東 LG ~ L H 52グリッドで、第閉層にあらわれた1]奇

褐色土の円形プランとして確認した。平面形態は径 3mの円形で面積は7.28m"で、ある。北東部

に貯蔵用と考えられる土坑(pe)が張り出している。 PIは75X60cmの不整形で、底面は起伏があり

深さは約10cmで、ある。pzも150X100cmの不繋形で、底面iは凸凹し、深さは30cmで、ある。住居跡の床

面は堅くしまり全体的には平坦であるが、凸凹した不整形のピ y トが随所に認められる。住居

跡の南側は炉の施設となっており、長南iJ1l5cmX短軸80cmの掘り方北側に深鉢形土保が開設しで

ある。 深鉢の周囲は堅い焼土で、田l

まれている。掘り方の底雨には石

が抜かれたようなピ y トがある口

は炭化物が顕著に含まれ、

北西壁際には炭化材が遺存してい

た。このことから本住民跡は火災

住居であったと考えられる口覆土

中央の上位には、 j示]tiIからlOcm浮

いて岸さ10cm程の焼土が検出され

た。四担1の床面直上からは深鉢JIラ

土器の破片が出土している(第89

凶、第92凶)。

第1O~ナäh刊事(第8/1Ixl ， I~J )fJx:5-il ~ 6) 

縄文時代中期後葉に属する口調
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第 2Ni 般1'1'1されたj古橋と j立物
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第84国 第10号竪穴住居I1]i

査i互の北区iMC53・54グリッドにあり、第田!詞で、よれ掲色7トーを本とするプランとして確認され

た口西側は 4号に切られ、北側は寒J11 II 遺跡;との!日jの沢へ降りる斜面となって崩れている口'f

i可形態は径約480cmの円形で、深さは30cm、面積は19.(15ばである。 ftJ汗跡の南側はかの施設とな

っており、長袖180cmX短軸1l0cm、深さ30cmの「だるまJ形に落ち込んでいる。この落ち込みの

北端、住民同;床 ïJ!i中 ýとからやや市~~'f りに， ii~ ;í*71三土 ~ifが埋設してあり、堅い焼土で取り回まれて

いる。「だるま」形に落ち込んだ炉の施設内北側は78cmX58cm、深さ 10cmで、窪んで、おり底面は赤

く焼け'ている。 柱穴は12前所あり、 PI ; 30 X 28cm . i栄さ20cm、pz 径20cm'深さ24cm、P:i; 30 

X28cm' i菜さ35cm、P.I; 36X34cm.j奈さ42cm、P日;24 X 22cm' i架さ21cm、P6; 36X 34cm深さ17cm、

p， ; 26 X 22cm . ?架さ27cm、P:，; 25 X 20cm . i~~ さ 38cm 、 P:) ; 30 X 26cm . i菜さ40cm、PIO;24X14

CI1l・深さ 4cm、PII; 32 X 24clll . 深さ 11Cl1l、 Ple;24X20cm .深さ 7cmで、ある口炉内に長$i1J50cmX 

短IMI16cm.深さ 8cmのピソト (PI;)があるのまた炉施設東側の性肝跡床面には、長さ 30cmX 11I話6



第4帝 京)111 j立助;

cmの燥が埋め込んだ状態で検出されている。

造物は炉の埋設土器の他に床而や覆土から少

量の土器片が出土している(第90岡、第92図)。

第11号竪穴住!可制;(第85凶、 i立i版 5 7) 

縄文時代後則前葉に属する。 L1 . L ] 45 

グリッドにあり、第怒!再で、H計局色土のプラン

中に 11[imi本分のJm設土器が確認され、遺構と

してとらえられた心n1ff1lJは斜面にさしかかる

ため墜を確認できず、床面の東西両側にも大

きなtft乱カfある口平面i形態は長i1411約300cmの

円形と推定され、北壁での深さは15cm、面積一

は5.88m2で、ある。床面南西部には焼土面に伴

って深鉢形土誌が埋設しである。床面は [nJr~]

①む

a _':1_= 16.50m 

第85図 第11号援穴住居跡

し柱穴は確認されていない。住民外商1qlj、炉から約 1mliJlf:れた筒所でも土器片がtH土している

が、本住居跡;に伴うものかどうか不明である(第91図、第92図)。

第12号竪穴住居跡(第86図、図版 5-8) 

縄文時代後期前葉に属する。調交区南東MF46グリ y ドにあり、第E層で 111母体分の土器と

ともに堅く焼土面を検出したため、竪穴住居跡;と推定した。壁面、柱穴とも昨認されなかった

が、 80X70cmの焼:+.の広がりを取り I:lf-Iむように任lS0cm程の範囲が堅くしまっているこ-J:克イての

南側に|境fTって横倒しになって潰れた土詐 1f同体と25X 15cm杭の燥が検lHされた(第921ヌ1)口

第17号土坑(第87包!、 i立i版 4-7 ) 

縄文時代前期中葉に属する。調主v南東 L144グIJヴドにあり、策車j肩で'U計局色土のプラン

として確認した。南fllllの一部は第 5ザ炭焼遺構によって /'ｿ一¥¥¥

切られている口半面形態は祐川形で、長llil1l260cm><短期11200 / ふ ¥ ¥  

m、深さ30cmで、ある。!長雨は1111[lf] しているが、全体I~I~ に i い三ァス i 
¥ ) 

は平坦である(第92図)0 ~ 

第坑(な~871叶、ド1/坂 6 -] ) 

縄文時代後期前葉に属する。言やや1有MB48グリ
第86図第12号竪穴住居跡
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第 2ilIJ 般11'1された遺構と造物

ッドにあり、第困層でH青褐色土のプランとしてとらえられた。本土坑は第19号土坑を切っている。

平[I!i形態は惰円形で、長期h130cm、短軸は推定で、約70cmと考えられる。確認できる部分での深さは

40cmで、ある。長 11411 はほぼ北を指している。土坑北1WJ の覆土中から土保片片"n'，土している(第92[~1) 。

第 lサ土!}s'i慕(第87凶、凶版 6-2) 

，;同351区の北凶MD54グリッドにある。第盟!爵で、IIrH品色土のプランとして線認した。平副形態

は杓rI J ~庁三で、長軸 120cmx鋭利JlOOcm、深さは30cmで、あるつ長軸は N-5(r-Wを指す。!長HfiはみfLJH，

で、立ち上りは摺鉢状を足する。 造物は底Tiriから20cI11程上位の:l:1H土中、土坑内北京1WJに偏って

横倒しとなって潰れた深鉢7f~ ~Iて-出 1 1Wilが仕上卜した(第931ヌ1)0 

第 2号二u底墓(第87Cヌi、iヌi版 6-3) 

調査区の北西ME54 グリッドにある。第田層で、IItH~}色土のプランを確認した。平面形は楕円

形で、上而lは長軸175cI11X短llillil25cI11で、深さは30cI11で、ある。長特は N-5
0

-Eを指す。底面は多少

凸[IJ]しており北側が低くなっている口確認Yf:liで、土墳慕フ。ランのやや北部に際 1i間が検出された。

底Iliîから約30cI11程上位のJ)I~土中、確認而直下で深鉢形土器 1 個体分の破片が出土した(第93æl) 。

第 3サ土墳墓(第87凶、凶版 6-4) 

調査区の南西 NA47グ1)"J ドにある。第血!百で踏出色土のプランを確認した。土駿の平面形

は円形で、上面で、の規模径130cI11、 !っiliで、任90cI11、深さは55cI11で、ある。土販の北壁には径40cI11程

の円形のピットが付設されている。 hlffriは僅かに焼け、土坑の底而に比べて20cI11高し~土棋

の庇面は平担で1ち上りはfN鉢:l:Kを51するむ底面付近より大形の深鉢形土器破片が11'，~L した

(第931ヌ1)口

第 1 号二i ・~~~tl!!.設遺構(第88問、 j支i版 6 -5 ) 

調主計三の南v1jMG46グ1)ッドにある。抗出!吾で雄三記した。深f本71~:-Iてカf口縁古I~ を N 12'-W 

方I('JにI['Jけ、正{立から約i15、{可iし、た状態で没しである。 土器の北lWJには板状の蓋石が世かれ

ている。遺構の掘り方は確認luIでは不明であったものの[fJr面にはあらわれ、それによれば長さ

130cm、深さ25cI11に掘り込んでいる(第93同)。

第 2 サ土器坦!_設遺構(第881~1、凶版 6 -6) 

調査KのI持出MG46グリッドにある口第四国でi確認した口 j宗鉢形土器がiE位に埋設している

状態で、間側には土器に接して数Wilの際がお1んだように置し 3てある。また、これらの燥が赤変
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第19号土i充
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第87国 第17号~第19号土坑、第1号~第3号土壊墓
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第2節 険mされた遺構とj立物

していること、土器の市慨には際と!日iじレベルで、焼土の!よがりが認められることから、本遺構

は火を受けていたと考えられる。断Wiによって昨認した遺構掘り:えiは長さ75cm、深さ 15cmで、あ

る(第93121)。

第19~}土坑(第871il 、凶版 6 -7 ) 

fj}JiJ~[)z中央やや市1H1JM A - M  B48グリッドにある。第 5サ?，"刊時五中に陪褐色土を主体とする

プランをMf: ~Z，した。とIL由i71三はやヤ弓なりになった椅ド!万三をLr~し、 t毛 11411330cm >く主ぜ i~1195cm 、 j菜さ 60

cmで‘ある。長11411はN-85 Eを指すり j毒物の出土はなく時期jは不明だが、第18号土坑より古し'0

第20J;J-I-_坑 (第881ヌ!、 !翌日i長6-8) 

調査区の南凶 MH16グリッドにある u 第困層で、H音褐色土のプランを確認した。平副形態は

円形で、上Hli径160cm、下Hli径110cm、深さは10cmで、ある。!氏iuiはほぼ平JJ!で、中央やや凶寄り

に径20cm 、 j架さ 15cmのピットがある。底抗iの立ち上がりは摺鉢状を Ef~する(第91 図)。

第21号土坑(第881虫、 I~~I版 7 - 1 ) 

調査区の中央東側 LF 51グリッドにある。第誼層で、日計局色土のプランを確認した。平面形態

は長il!rll190cmX短調tJl50cmの楕円形をLJlし、深さはどlOcmで、ある。!底氏i而[百師riは{川汀nl凹がi激B蚊tしく小穴が多し'0

中央部には、長il4h80cl11X短調tl46cl11、深さ 5cmのピットがある口 r!1央のピットから燥が一点出土。

第22号土lJt(*'}881司、 Il{1版 7 2) 

調査区の市西MGi17グリソドにある。第間!日で、11古褐色土のプランを時認した。平田形は楕円

形で、長制1205ι'111>く短111111105cm、深さは25-30cmで、ある口長m!llはほぼ東西方[fiJに沿っている。底

面は起伏があり、立ち上がりは問鉢71~ を呈している。覆二i二上位の ïLLî組IJ には30-70cmの焼土層が

あるが、遺物は検111，されていないの

第23号土坑(第110問、民l!t反 7-3 ) 

調査区の中央西端MG50グリットにある。第 111層で日計局色土プランとして確認した。平岡形

態は桔ILH1~で、長~j!h160cm X 鋭il~h100cm、深さは30cmで・ある。長 !I~h は N -93
0

- Wの方I['Jで、ある。

立ち上りは摺鉢:1犬を51する口四階には任15cl11のピットがある。 li在認函j上、東畦.ili:くからi際が 1

点検出されている。
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第2長[J 検出された遺構と遺物

第 I号焼土跡~第 8号焼土跡

調査区内の 8筒所から焼上の広がりを検出した。縄文時代の造物包含層である第立層中に多

く検出されている。第24表にその検出位置・規模・!爵位等を示す。

第24表 第 1号焼土跡~第 8号焼土跡

遺構内出土の縄文時代中間~彼期の遺物

第8号男穴住居跡出土遺物(第89凶-3-7・12・13、包!版22)

j完治縄文の施文される了トー器(3 -7 )、 l'ilJ器(12)、剥片(13)が出土している口 3--7の破片ーに

は、!宍 ?ì'í縄文が横方向に展開するきI~位のもの( 3・1)、 rq弧を描く部伎のもの(5・6)、縦方

I['Jにのびる部{立のもの(7 )があるc 地文の縄文を施丈するには RL撚紐を用いるが、 3-5で

は横位に、 6 ・ 7 で、は斜{立~縦位に回転施文している。 ì~1j器は縦長の剥片の側縁に、主要剥離

ffiT側からの争Ij離で作ったメj綜と、表面側からの争iJ離で、作った刃縁とが設けられている。制号5・

朝日午とも石賀は頁岩である。

第 9~手堅穴{主居跡出土遺物(言'}89t;;{l- 8 -11・14-17、第92図-1・2、図版22、図版23-5 . 6 ) 

土界片には縄文のみ施された破JH第89図-8，9‘11)、厚手消縄文が縦方向に展開する部位の破片ー

(10) がある。第92[~1-1 は、土器埋設炉の北西側床面から出土した1/3個体分の土器であるが、口縁

上端を111話1.5cm程で、ナデて無文とし、体部は LRの撚紐を*i，'E位に回転して全面に斜縄文を施して

いる。部分的に縦伎の綾絡文があらわれる。口縁から体部までがほぼ直立する深鉢形の器形をも

っ口第92図-2は、炉に使用されていた鉢形土器である。口縁から体部上半までと、底部を欠損した、

体部下半の破片である。器出には結節部をもった L1¥の撚紐を縦位に回転させて、綾絡文のある

斜縄文を施している。第89図-14-17の剥片のうち、15の横長の剥片は、打面の反対1RIJにできたIIJ国

は;の紘辺部を刀音1)として使用した痕跡が認められる。いずれの剥片も頁岩を

第10号竪穴住居跡IIJ，土造物(第90図、第92留一 3、図版23-4、図版24)

としている。

第90図-1のごi二Rifは外反する [1縁部に、ダIJ点文を沿わせた沈線で、文様を描く土器である口仁i

稼上端からJlf:直に降ろされる沈線と、その両ff!1jを斜行する沈線によって構成される。沈線の両

側に施される列点丈は、器~rffi に対して庶角にあてられた棒状工具によって施文されている。 4

は部に 2子IJの横んi{'Jに並ぶ刺突安IJが施される例であるの l および 3 ・ 5 の;1!!~丈の土器を除い

たi也の資料は全て LRの撚紙を縦位に回転して斜縄文が施されている。第92図-3は、炉に使

用されていた深鉢形土器である口口総j~r; と底部;を欠失するが休部下半でl膨らみ、そこから底部

H1 



第 4章寒)111選跡

に向ってすほまる器形をもっ。器面には結節部をもった LRの撚紐を縦位に回転して綾絡文の

ある斜縄文を施している。石器には 2点の石槍(第90図 12・15)、3点の掻器(11・14・17)が

ある。 12は比較的大きな剥離を両面に施して柳葉形に仕上げた石槍である。集部を欠損する。

15は裏面に素材となった剥片の主要剥離面の一部を残す。基部を欠損する。 11は素材剥片の 1

側縁に表面側、主要剥離[11}側からの剥離をかIJえ、 14・17は素材の 11H1J縁に主要剥離TEiからの剥

離を加えて刃部とした撞器である。石質はいづれも頁岩である。

第11号努穴住居跡出土遺物(第91[':%1 1 ~ 9、第92同一 5、問版25、図版26-1 ) 

土器片には麿消縄文によって曲線的な構:国を描くもの(第91図 -1 ~ 3)，直線的な構図を描

くもの(.-1 ~ 6人体部に全面縄文が施されるもの(7 ~ 9 )がある口 j書出縄丈、体部に全而施さ

れる縄文とも、原体には RLの掠紐が用いられている。第92[jg1-5は炉に使用されていた深鉢

形土器である口{本部半ばから底部に向って急にすはまる器形をもっO 器市には LRの撚紐を縦

位斜{立に回転し、やや横走気味の斜縄文を施文している口

第12号竪穴住民跡出土遺物(第92図-4、図版26-2) 

体部上半に最大径をもち、緩く考出しながらすほまる得形をもっ深鉢形土器である。器出に

は金一面 LRの撚紐を縦位にIr!l転して斜縄文を施している。

第17号土坑出土遺物(第92図… 7、図版23-2 ) 

深鉢形土器の体部下半から底部にかけての破片である。器i立iには縦位の撚糸文が施される。

胎土に繊維を含む。縄文時代前期j中葉から後葉に位置づけられる土器である。

第18号土坑出土遺物(第92['gJ- 6、図版26-3、図版27-5 ) 

ややずん胴の深鉢形土器の口縁部破片と体部破片である。地文として 1段の Lの撚紐を縦位

に回転し無節の縄文が施文される。地文上に描かれる沈線丈は大きく X字状に交叉した区画内

に楕円形のモチーフで、また口縁部の破片には縦位 2段の科突文が施される。

第20号土坑出土遺物(第91図 10・20、図版25)

車両日状撚糸文が施された口縁部破片(10)と石箆の刃部側折損品(20)が出土している。石箆は

石材として頁岩を用いている。

第 1号土器埋設遺構出土土器(第93図 工図版26 4) 

口縁部がやや外反し、体部半ばでいくぶん張りH:11-9I菜鉢形土器である。口縁は 4単位の波:1犬

口縁を呈する口体部には LRの撚紐を縦位に回転した斜縄文が地文として施され、上半に沈線

による文様帝が設けらj〆Lる。沈線による文様は、横位に展開するやや崩れた渦巻丈が主なモチ

ーフである。

第2号土器埋設遺構llll土土器(第93凶 6、凶J:瓦26-5 ) 

j菜鉢形土器体部上半の文様帝部分が用し Eられていたむ地文に LRの撚紐を縦{立に回転し
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2 tiii +~~ 11'1された泣tlll'と造物

hjilti2MMf!?;rtdJ 

'(/三713Y
!石川轍32JK 刀持l十傘下
l組 7品Us弘44-

印 q20山色

〈ζご~ 33 
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1-9 
10・20 ;第20号土坑

11-19.21:第2号十J境基

22-34 :第4号土坑

第91国 第11号竪穴性麗跡、第4号，第20号土坑、第2号土墳墓出土遺物
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第 4章 WUIII遺跡;

縄文を施す。文様帯内には 3条の沈線が一組となって横方向に流れる S宇状のモチーフが描か

れる。

第 1号土墳墓出土遺物(第93[}g_1 4 、 I~版27- 1 ) 

日縁は波状の折り返し口縁である。体部には地文として網目状撚糸文が施される。地文上に

描かれる沈線文は、 上下からIr1Jし=介せにtf!?カミれる弧線と、そのi討を rr吃行して結ぶj主総で構成さ

れる。口縁の波頂部には 4つの表iJEIが施される口

第 2 号土墳墓I-H土遺物(第93図 -3 、図版部、 [~I版27- 2) 

第93凶-3は口縁部を欠損した深鉢%土器である口体部から底部にかけては緩やかなカーブ

をもっ fこプロフィール る。 沈線による文様は 2重の倒卵形にttiかれ、さらに中央に先端

2 

1・2;第9号笠穴住居跡

3 :第10号竪穴住居跡

4 ;第12号男子穴住居跡

5 :第11号竪穴住!首跡

6 :第四号土坑
7 ;第17号土坑

第92図 第2号~第12号竪宍{主題甥l出土土器、第17号 a 第18号土坑出土土器

1，'16 



第2白i'j 牧IHされたi主存在と造物

が交叉する縦位 2条の沈線が施される。

第 3~予土墳墓出土遺物(第93凶- 1・2、図版27-3・4) 

lは波状口縁の深鉢形土器の破!?ーである。 i皮頂部は小さな山形の突起となり、頂部に刻みが

入れられる。口縁部に沿って撚志社の側面白:痕文が 1条巡らされる。器両全体に LRの撚紐を横

位、右上一左下の方向で施丈した斜縄文が施される。口縁~体部まで緩やかに膨らむプロフイ

ルをもっ 2は折り返し口松の深鉢形土器の1i皮Jtで、ある n 体部には LRの撚志社を縦位隠転し

て、まばらな斜キ!fiJ止を施している。

4 

2 

1・2;
3 第2号土墳墓
4 
5 
6 

第93簡 第i号~第3号土議事、第i号 e 第2号土器埋設遺構出

ー… H7



第1.京寒)111 遺跡

遺構外出土の縄文時代前期~後期の土器

遺構外出土の前期から後期jまでの土器をVIt'r:-珊群に大分類して記述するつこの 3つの土器

群によって示される時期は、それぞれ第VI群が前期末葉~中期前葉、第w群が中野i中葉~中期

後葉、第澗群が後期j前菜ーである。寒)111遺跡では第VI詐土器を出土する遺構が検出されていな

いが、第理群、第噛群土器についてはそれらを出土する竪穴住居跡、土除去墓等が存在する。

第VI群土器(第94国-1 -18、凶版51)

]類 口稼部文様帯に絡条体iHIJ而!正痕文を施文する土器(1 -6 )である。口容部の観察でき

る資料では L同文を回転施丈するもの(1 )、ゴ肱細いL(;の吋tf不特定の方向に巻

きつけた原体を回転するもの(6 )がある。口縁部の樹林文は Li Iの撚統帥11に対し

て左巻きとしたものを器函に押捺しているのであるが、これについては軸自体をさらに他の軸

へ巻いた原体で回転施文している可能性もある白 1段の撚紐を剥iにをきつけた絡純体の向転文

では、表わされる縄文は 2段撚紐の回転文であるj季節縄文である。これらをさらに他の軸へ巻

きつけた原体の回転文では、前段の軸の太さに規制された短い縦伎の単節縄文列が回転方向に

並んで表われることになる。この際の原体は 2重の螺旋となるが、単に前段の給縄体1Rljj白jのJ(

痕文と異り、 1回のi叶転施文で連続した条を表わすことができ、かっ施丈IIJMに応じた数の条を

同時に表わし11¥すことができる。 1-6の資料は破片であるため条の連続性や、同時性を確か

めることは難しいが、以上のような回転による施文の可能性はiEj¥;¥0 こうして施文される縦位

の短縄文列は、口縁に対して平行に巡る場合(4、5)と、斜{立のものと横位のものとが交錯す

る場合(1 -3、6)とがある口また、 6の資料では条のi問に器面に対して右下方向からの刺突

列が施文されている。口縁部文様帯と体育Ijの境には粘土紐が貼り付けられ(3、4)、その上に

-T-:哉竹管文列が施文されている例(4、5)もある。体部に施される縄文は、 4，5の資料によ

れば羽状とすることを基調とする。摩滅しており判然としないが、両者とも RL原体を横位、

絞{立と交互に思転方向を変えて施丈したもののようである。

2類 7の資料 l点のみであるが、半裁竹管を用いて格子日状の文様を施文している。上端は

ないが、口縁部資料と判断される。

3類 口縁部文様帝を 2段の撚紐の側面庄痕文や同じ 2段の撚紐を折り曲げた際の先端部の料

突文、さらに粘土紐のM付文などによって加長iliしたものである(8、10-12)。口縁上端は波状と

なる例があり (11 、 12) 、 l~IJ而!王痕丈は口縁の形状に沿って施文されるため向転施文によるもの

I r "" "n_C-:-.JJ. T I RiJ" ではないことカ叶コかる。原体の種類は 8では L) 、10-1つ℃は L) ~;: -eある口口~\芸部文I r' J.V iW  '- ."" ~ I R ( : 

様帯内の粘土統の貼り付けは波頭部から素直に降ろすもの(12)と、 j皮頂部を二又に分けるよう

に貼るもの(11)とがある。休部との境にも 1 類同様;tJ~.:t*TI・がlVî り巡らされ、 2 段の撚粧を折り

曲げた先端部の刺突文が施される。



第 2i1i'i 検出されたj立構とj立物

4類 上記 1-3額土器が口縁部の資料であるのに対し、本類は体部の資料である。結束第 l

種原体の羽状純文を施すことを特徴とする(9 ，1川 )0 R { :とii:の 2種類の撚紐を、

交叉させて各々 1fT り !HJ げ、 2 段の撚~:]t L RとRLの合体した保体を回転施文している。回転の

方向は横位であるが、器mi上で原体の位置を180
0

回転させるため、条同土がX字状に交わっ

て表わされる場介もある (17、18)0 9の資料ーでは口縁部文様帝と体部文様子Tの境にある半裁

竹管丈列もその上部にあらわされている。

口、上の第 I群jて器のうち l類土器は前期末の!工j1苛下層 d式、 3 土器は中期前葉の1-'1筒上!百

a式に比定され、 4類土器はそれらの体育li資料である。 2 'みられる格子呂j犬の半蓄えYr

は本来月荷下層、 のいずれにも施されない文様であり、日本海岸づたいに伝わっ

た北陸系の土器と推定される。

第Vll1洋上器(第9/11ヌ[-19-31、第95問、第96問、第97同 1 -18、[;g_1版52、凶版53-1 -41) 

1類 口縁部文様i;日;にIh1iV)付けられた幅広の粘土紐と、.その上に施文される縄文によって特徴

づけられる土器である(第94凶 -19)口粘土紐は口縁上端とその下吉I~ に t1出り巡らされている。粘

土紐ートに施文される縄文原体はキflIしミ RLの撚純である。

2類 器出iに地文としての縄文を施した後、主111しミ粘土紐を貼り iJけるもの(第94図-20、21)。

初、 2]の資料とも地文に用いられる縄文は RLの撚紐による。

3類 ¥1llj付fをよく された粘土紐によって口縁部近くでは渦巻丈、体部で、は懸垂丈が表わさ

れる土器で、ある(第941;;(1-22-31、第95同 -3 . 4 )0 911市ーけられる粘土紐はその両側に施文

される沈線とキu侠って隆線化される口 22の資料で、は左巻のI1同巻丈から降線が]ごされている。隆

志泉とともに逆U字形の沈線による懸垂文が描かれる例 (22-24) もある。陸線開、沈線による

懸垂文の区間内には LRの撚紐を縦位に回転した縄文が施文されている。

4類 1 -3条の沈線によって円形区画文、懸垂区剛丈を描く土器である(第95図-5 -30、

第96図-l~34)u地文として縄文が絡されるがRL ものが圧倒的に多 t.)。口縁部

資料(第95凶-5 -12)によれば、緩い波状口縁のもの(5 -7・9)と平縁のもの(8・10-1

2) とがある。円形ないしは懸垂区画文が並列する上部の無文部分に円形の [~J]文を施す例 (16-

18)もある。このI'Ej丈は次の 5類土器(第97図-8) 、 6 類土器(第97~1-15 ・ 16) にも施される。

5類 IJ縁部に紫丈帝を設け休部との境に1fill突ダIJを巡らすことを特i設とする土器である(第97

図 -1 -5 . 7 -13)。刺突列は 1列である場合(1・3. 5 . 9 )と 2列である場合(2'4'8'11'

13 )があり、さらに沈線と併せて用いられる例(7 '10)があるoWIJ突丈をあらわす際の工具は竹

管状のものを用いるが、器而に吋して垂直に押しあててゆくもの(8 -13)、器面-に対して右方向

から刺突するもの(1 . 3 . 5 )、左方向から刺突するもの(2・，1)がある口体部には縄文を回転施

丈するだけのものと、縄文施丈[を沈線による逆U字形の懸Jlif5<: nllj丈を ~Ni く場台( 8 -10)がある
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第2節 検出された遺構と造物

が、地文として用いられる縄文の原体は LRの撚紐が用いられ、縦伎に回転するもの(1・2・4・

5・9・11) と横位に回転するもの(3・7・8)とがある。なお12・13は同一個体であり、口縁部

の無文帯と体部との境をめぐる刺突列の他に無文帯を垂i直に降りる刺突列が施される例である。

6類 沈線による区画文の内または外を刺突文によって充たすことを特徴とする(第97図-6・

11~18)。刺突文は 5 1J!同様竹管状の工兵を用いるが、 6で、は右方[rl]から、他は下方ーからの施文で

ある。沈線によって捕かれる円形区画文内部に充填する例(18)や、懸垂区出文の外側に施す例

(16'17)があるのまた15'16の資料では刺突丈とともに円形の門丈も施されているの地文として用

いられる縄文は LRの撚維を縦伎に[91転したもの(15-17)と横{立に回転したもの(18)とがある。

7類 奇1)厚い粘土ffdrの隆起帯によって器面を加飴jする土器である(第95図-1・2)。器而は丹

念にミガキがかけられている u 1の資料では口縁部にIIJ話の!よい無丈帯があり、体部には隆起帝

による懸垂文が施丈されている口

8茸II憾の広い沈線によってrl形や懸垂形以外の区画文を描くもの(第9612{1-34. 36)である。

どのような構図で捕かれているのかは詳かにし得なし'036の資料では地丈の縄文は RLの撚組合

が用いられ区画に沿わない方向で施丈されてし 3ることから、縄文施文?をに沈線を描き外部jを擦

出したものとわれる口

9類 縦位の綾結文が施丈される土器である(第96図-35)円綾絡文の施丈は RLの撚紙の横

位回転による縄文施文後におこなわれているの

以上の第VII群のうち 1類土器は円筒上層 c 2類士課は内向上層 d式、 3類土器は大フドヲ

b式、 4類、 6類、 7実ITは大木 9c式、 5類は中の平田式に比定可能である。

第湘群(第97図 19-28、第98区1-第100[刻、 i主|版53-42-54、i刻版54、凶版55-1 ) 

I類 直線的沈線と曲線的沈線との組み合わせによって文様を描く土器である(第97図-19-

28、第98図、第99図-1 -15)。いくつか同一位i体の破片を含むが、第98図-20-36の資料か

!....!.. ! -r~行口-}- ~ _kr 〆r--.7T1 f..-~ 、 J~ b6  _-:"九二三ゴ J- .h字てす .-L_ _'号、 .I_-.!.~/- -ll!-_J_ l守 口r!，!"ノ，干‘ T !.'n _I.-n .r'¥. J ・ L 、 __t_ h~τ= ー を 『

り vd..L l' 1決定 4二分ミ VノニI刊Jï;L鰍ビ l到し /-":Iji江iJム Vj 人保'市叶-i v~ 、 f}P !Iフり人税1言1)刀、乞もつにi'X，;i;示ドム心

文様を描いた7トー器に復元される。また第99[ZI-1 -7は波状口縁をもっ土器の波頂部の資料で

あるが、 2 ・ 3 ・ 6 では波頂部直下に円形の[~日文ー詩文を施し、それをけ詰として蕨状沈線文、

卵形の楕円形沈線文がf!?iかれている。その他の破片ーからは部分的ながら三角形の構図に描かれ

た沈椋文(第97[主J-26)や絞い針鼠状の懸平:文(第98図 10)などが看lなされる。地文には縄

文が施される例と絡条体面転文が施丈される例とがある。縄文は LRの短い撚紐を縦f立に回転

したもの(第9811(J 2)や、文様慌の!民間方向に縄文の条が沿うように LR原体を左上 右下

の方向で同転したもの(第97図-26)などがあるが、一般に!京体の回転は…定の方向性なく

われている。給制体向転文は縦{立に施されている。

2類 器国i全体に絡条体回転文の施される土器で、ある(第99匡1-16-34、第100図-1 -12)。
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第4章 寒)111 遺跡

絡縄体には軸に l段の撚純を一定方向に巻きつけたもの(第99[当-16-34、第100I:X1-1 -8 ) 

と交叉させて巻きつけたもの(第100図 -9 -12)がある。 前者では平行撚糸丈、 f走者では網

目状撚糸文が表わされている。これらの原体は器llIi上で料H立に回転されており、施文方向が極

端に斜めに傾いたり横伎になることはないようである。平行撚糸文の施された口松吉[~資料第99

図16-18ではその形状は平縁となる。

3類 2 類のうち平行撚糸文の施された土器と類似した効果が表わされるが、倒的状]~H-によ

る条痕文が施されたこ!こ器で、ある(第100['X1 13 -24)。条痕丈の施丈方向は縦位が基調であるが、

21の資料では縦位に工兵をひいた後、斜{立方l[1jに重ねて施文することにより部分的ながら格-[-

白状の条痕文を表わしている。

以上の第噛群は後期前葉に位置づけられるが、 1 土器のうち第99凶-2・3・6にあるよう

な蕨状の沈線文を描く土器は秋田県内にあっても数少ない資料である口この種の十.13と系統上

近縁する関係における土器としては若美町云十刈遺跡、秋田市下堤D遺跡、大内町)1，'符沢遺跡

出土の資料があげられよう G また第98凶中に示した資料は体育1)の文雄帝+，に入組丈が捕かれる

ことから、十腰内 I式の範時で、理解し得る土6ifで、ある口 2類および3類土器は 1領土慌の地丈

と共通する縄文、給条体回転文の施文法から、 1 類土器に伴った~"I 製土器と凡られる。

3、縄文時代晩期終末から弥生時代にかけての遺構と遺物

この時代の遺構として採り上げられるものに土坑 1基がある口また他に斜面上に土器の集積

する箇所が検出され土器捨場と判断された。

第24号土坑(第110図、図版 7-4、凶版55-2 ) 

調査区中央からやや南に寄ったMC49グリッドにある。第盟層で黒褐色土のプランを確認し

た。平副形態は楕円形と推定されるが、東側半分を第13サ竪穴住民跡によって切られているた

め、全容は不明である。現状での短f揃の長さは85cmをiiiji)、深さは約20crnでーある。長幸ilIはN

43
0

- Eと推定される。覆土の上層から図版55-2の土器を、中ほどから際 l点が検出されたの

図版55-2は台付の浅鉢形に復元される土器である。口縁は-'F'縁で直立気味に立ちヒが V)、

上端が僅かに外側に張り出す。口縁下にI!J話2cm程の無文帝をはさみ、 3 条の~'!王子r沈線がめぐる口

この平行沈線がめぐる部位で大きく屈1+11する体部には、 3条の沈線によって 3段に重)討する変

形工字文が拙かれる口沈椋が集まる結節部には l 対ーの低い粘土粒が~hli り付けられている。台音[)

との境にも 2条の平行沈線がめぐらされている。 沈*泉は概して紺iく鋭し )0

第2号f会場(図版 7-5) 

調査!2{の南山iMJ . M K，15グ，)ッドを中心にした箇所が僅かながらJlr[んだ芥頭を形成し、時

間色土中から多量の土器が出土した。その範囲は約 21112前後で、ある。特にMJ 45グリッドにあ
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第 2節 検出された遺構と造物

る木根をひき抜いた跡の撹乱穴から多く出土している。土器の出土状態から調査区外西側へも

のびる可能性がある。

この捨場跡から出土した土器は、変形工字文を主たるモチーフとして文掠を描く土器と、口

縁部に数条の平行沈線文を描き体部は全面i縄文が施される土器、さらにそれらの伴う粗製の斐

形土器に分けられる。 以上の 3つをJIIRに第医群、第Xl洋、第XIf洋土器として記述する。

第 LX1洋土 ~if...……沈棋によって変形工字文、波状文が11Wかれる土22

l類 (tfn02r:支1-1 -4、同版56)

子縁の浅鉢形土器に複元される土器である。 [1縁上端に 2-3条の平行沈線がめぐる。 沈線

開は調整され浮彫的に仕上げられる口口縁上端がIJ~厚し i人JiWJへ I Í:IJ くもの( 1・2)と、直立気

味に奇曲するもの(3・4)がある。

2類(第101図 3 .第102図 5 -8 '16、図版55-3、問販56)

波状口縁の浅鉢形土器とその破片である。第101図-3は4単位の波頂部をもっ浅鉢形土器

に復元される口口縁は大きく外1H1Jに開き、頭部で弱く屈曲する。休部はごく僅かな膨らみをも

っ 111*;の波頂部は2つに分かれる。外i討に施丈される文様として、口松註下に2条の平行沈線が

口縁の波形に沿ってめぐり、体部には波頂部とその中間に対応する位置で結節部をもった変形

L字文が、 2条づつの沈線によって 2段に重層して描かれる。結節部には低い粘土粒が貼付さ

れているむこの他、変形て字文の結節部に粘土粒のWi1.Jけがなく沈静、が反転して描かれる例

(第102図-7)や、口綜上端に縄文の施丈される例(第102図-8 )、 2つに分かれた波頂部

両端が幾分肥厚し突起化する例(16)などもある。変形工字;文;を描く沈線はキ!日く、鋭い。

3類(第102図 9 -15、図版56)

子縁の鉢形ないしは浅鉢形の土器に復元され、口縁上に突起が付けられる。突起は先端に刻

みのある場合(9 )と 2つに分かれる場合(10-15)がある。体部には 3条づつの沈線によって

変形工宇;丈が誌かれるi列(吉)、 5条の平行沈i誌の最下設に粘土粒を良市付 に仕上げた例

(11 )がある。 11の突起1頁部には刺突文も施される。沈線はやはり締く鋭く描かれる凸

4類(第102図-17-21、国版56)

変形工字文を構成する沈線!日jに刺突文も併せて施される土器である D 台部の資料2点 (21、

23 )が台まれる。小破片のため器形は推定し難しゅf、鉢形と浅吉本形の 2つの器形があるようで

ある。 23は円形の透し孔もつ台部か、 3脚形になる台部と推定される。 2-3列の比較的整然、

と並ぶ車Ij突列を施丈した後、全面に束Ij突文を充填している。

5類(第102Ixl-22，第103図 1 -3、図版56i

いずれも台部の資料である。 3条ずつの沈線が台下端にめぐる。第103凶-3は 3条ずつの

平行沈線が2段に分かれて施丈された例である。
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第 4章 3)ミ)11[遺跡

6 類(第101 図 -2 、第103図-4~9 、 iヌl版55 、|支i版57)

比較的太い沈線で変形工字文をftiき、 j土線の集まるおii白ii古[jには---，~;j-の Wi土粒が l!;lj 1Jけられ

る口器形は浅鉢7!三(第101[~ 2、第103凶 4~ 8)と、日紙上端が「く」の:}:に同 rl!lする鉢

形(第103図-9)の 2種類がある。第101図-2は体育[)が直線的な平縁の鉢形土器で、ある。体

部には変形工字文が2段に主層して描かれている。

o 5cm 
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第 2節検出された遺構と造物

7 類(第103図 -10-15、[~版57)

変形工字文が結師、j吉1)に粘土粒のfh1i付けをもたず、沈線の反転の繰り返しで描かれるものであ

る。第103凶-10-15は全て休部の資料である。日縁部資料では 2類、 3類に含めて記述した

資料第1021~1- 7、9がある。 2類、 3類同様、沈線は細く鋭く描かれる

8類(第103図-16・17、図Il友57)

波状文がfu1iかれる口 16は口縁部が!沼山する浅鉢形土器の体音1)破片である。 17は台部の資料で

ある。いずれも 3条 1組の沈線で、波状文が描かれる。 波状文は台部に施文されることの多い文

様であるが、 i主鉢形土器のf宇部に施された例としては、宮域県一迫間山王遺跡第盟層出土土器

に類似のものがある。

9類(第103図 18-22、第104凶-1、図版57)

平行沈線、斜線が品同、れる士需で、ある。全体では変形工字文が構成されると思われるもの

(第103凶-18-20)と、平行沈線がめぐるだけのもの(第103図-22、第104図-1 )がある。

10類(第104[~;{] -2・3、図!坂57)

波状T字文が拙かれる。 Jili丈として細かな RL縄文が施文されている。

11類(第104図-4・5、出版57)

奇形土器の肩部の破}十である口肩部は様く下降して、撫府のプロフィールをもった査と推定

される。 4は頚部との屈曲部{立に 1条、肩に 3条の沈線がめぐる。

12類(第104図-6、凶防止57)

蓋である。中央に 2条、外縁近くに 1条の同心円文が描かれる。

13類(第104図 10、11、14) 

第IX群土器の底部資料である。ごく低い高台がつけられ、高台と底部の境に 1-2条の平行

沈線がめぐるもの(10)や、底部に 2-3条の平行沈線をめぐらすもの (11)がある口

第X群土器………口縁ー頚部に 4-5条の平行沈線を施し、体部以下には全面縄文を施す土器。

1類(第101図 1、第107図 1-10、図版55-3、図版58)

口縁上端が短く「く Jの字形に岡山するか、僅かに直立する鉢形土器である。第101図-1 

は、口縁上端が!百:E[Iして外側に聞き、頚部から体部も緩く「く Jの字形に屈曲する鉢形の土器

である。口縁上端と体部には RLのJ黙秘をやや斜伎に回転し、縦走気味の縄文を施文している。

また口縁上に扇平な B突起がつけられる口口縁~頚部にはIIJM1.5cm程の無文帯をおいて 6条の

平行沈線が施されるが、口縁上の B突起の位置に対応して、 2条自の沈線に l対の粘土粒が貼

付けられている。口縁の内面には 1-2条の沈線が巡らされるもの(第101図-1、第107-1 

-3・5)の他、沈線の施されない第107図 4のような資料もある。第107図-6 -10は2類、

3類土器の頚部破片の可能性もある。
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第 2節 検出された]立構と遺物

2類(第107図-11、図版58)

波状口縁の鉢形土器である。 に l条の沈線がめぐり、口縁の屈曲部に 2条の平行沈

線がめぐる口頭部には挺文帯をおいて 4条の平行沈線、が施され、 tから 2条日の沈線に 1対の

粘土粒が貼{寸けられる。体部には RLの撚手Irをやや斜位に転がし、縦走気味の縄文を施す。

3類(第107[_gj-11 . 12、)

平縁の浅鉢形土器である。 11 は頚部で僅かに屈曲し、 I~りに無文千百f を挟んだ口紙上端とg!Jí部届

出部に 3条ずつの王子行沈殺が施されている。体部には LRの撚維を斜{立に回転し、横走する縄

文を施文している。 12は に5条の平行沈認がひかれ、 3条自のj主総に粘土粒を貼付けて

結節部を作っている。体部の縄文は RLの原体による。

4類(第104恒I 7 ~ 9 、 12 ・ 13 窃 15~17) X 群土器の底部である。

xl群土器"~ " " ~ " " " "口縁部が緩く「く j の字形に屈!ll!した斐1f:~の土(，~である。全般に保状炭イヒ物の

付着が日立つ土器であるむ体部に施される縄文は RLの撚紐を回転した斜縄文である。縄文の

施文を行う誌なにお;リ毛自による調整を施す例(第106r~I- 5・10・21)もある口頭部は横{立にナ

デ調整が行われているc 口縁部;~頭部の特i設から以下の 3類に分類されるつ

1額(第105凶 1~ 5、凶版59)縄文の施文は体部だけにIHえられ、口唇部には施されない 0

2 類(第105図 6~辺、図版59) 体部の{也、口界部にも縄文が施される。

3類(第106図 1~10、図版60) 口界部にも縄文が施文され、頚音l~には 2~3 条の平行沈線

がめぐる。この他、第106図-11-22に第XI群土器の体部資料、夜部資料をあげる口また、第

10引き]-14~17は第 X 群土器の底部資料である。

本遺跡出土の第IXW:f:土器は、箆描沈椋によって描かれた変形工字文を特鍛とする土器群であ

り、第X群、第xl群土器は、その出土状態から第IX群土器に伴う土器群として把えられた。

秋田県内で変形工字文によって特徴づけられる土器を出土する遺跡としては、県南部内陸の
(誌 6) 

増呂田r平鹿遺跡、県中央部沿岸地域の秋田市地蔵自己遺跡、井川町新開A遺勝

などがある。これらの遺跡出土の土器は、縄文時代晩期最終末から弥生時代に至るまでの間に

位置づけられ、鐙田遺跡出土土器を先頭として、平鹿、地蔵田 B、新間 Aの各遺跡出土土器が

それに後続すると考えられている。

鐙!日遺跡;Hlj土の土器の特徴は、縄文時代11免期末葉の大j同A式に認められる彫刻的手法によっ

て表わされる工字文と、それよりは新しい様相を示す粘土粒を貼付けた結節部をもっ変形工

字文、沈線の反転を繰り返しながら描く変形工字文の 3者があることである。波状文の施文さ

れる土器、肩部に文様借をもっ広口の奇形土器は含まれていなしL また、平鹿遺跡の出土土器は、

鐙田遺跡に認められる 2謹類の変形工字文をそれぞれ施した土器の他、波;伏文を施文する土器

の台部資料が合まれている。地蔵田 B遺跡;同士土器で、は粘土粒の貼付けによる結節部のある
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第4主主 寒)111 J宣跡

変形工字文が主体的で、それに肩部に縦位沈殺による区画文などが施された広口走が伴ってい

る。新間 A遺跡;のILp，士二iニ'f，iiは、やはり結節部をも

られる広口資が存在する口

以上、ごく簡単に見渡しでも、各遺跡の土器41rに微妙な差異が認められる。 tllJち、 rJ'l1器部の

となり、地蔵田 B遺跡に見

鐙田、平鹿遺跡の場合は、 中に di める、反転を絞り返すj主主fJ~でJffi く変7f~ 1 

文の割合が大きく、沿岸地域の地蔵田 B、新聞jA遺跡;の場合は、粘土粒l~llî 1-J けの結節部をもっ

た変形二L字文が主体となり、特性史的にJL日査を伴出する。本遺跡の第IXT洋土器には 2類、 3割、

7 類のように沈殺の反転で、誌かれる変形_L字文が庁まれるが、これらは 2~3 条のおH描きの沈

線で構成されるもので、51去の粘土粒貼付けの結節部をもっ変形工字丈から、粘土粒が消失した

ものと見るべきである。したがって、同じ日本海沿岸地域にあっても、地鼠間 B、新間 A遺跡よ

りは幾分新しい様相を示すもの考えられるひなお、第fXl洋10郊の波;I}口;字文の施されるや、

第X群土器の存在は、秋山県内で、もより古ニ森県側にJJl:い北部地域の様相 ものといえようり
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第 2t市 検出された遺構と遺物

仁平安時代以詳の遺構と遺物

平安時代以降のj宣構としては竪穴住肘跡 1軒、炭焼遺構 6基、 i拝5条、炭窯 l基がある。

これらの遺慌のうち腎穴{J:}f刊応は出j二したよイザ伝仁詩によって時期をf.(YEすることが可能であり、

炭窯は実際に使用したとの証言を作ることで現代まで使用されたことが判明している遺構であ

る。また溝のうち 1 条が平安時代の!;，~~穴住民跡を切っており、他の 4 条も平安時代以降 2 切

されたものであろうと判断した。炭焼j室構については縄文時代の土坑を切っているものが 1恭

あるが、地の 51;!-;:は他11おりjの遺構とのII抜関係がない。したがって炭焼遺構については時期不

明としなければならないが、 IJ昨日t~fJt等の平安時代の遺物が合まれていないことや、遺構の構

1 J語中から行われていることを考慮すれば、平安時代よりは新しい II~J:期の遺構であると

f1iuiごされる c

第13号 需 穴 跡 ( 第108問、同版 7 6) 

前i交区のはほ中央MB-MC・49・50グリッドにある口第日!爵で‘の黒色_L'.のプランとし

て 確 認 し た 助 、の西側では第 5ザ住居跡を切り、南側では第 5サ土坑を切っている。平面ー

形態は方形を泣し、北壁は440(了rn、東棋は450cm、i主催は460cm、西慢は420cm、面積は20.24nl、

深さは40cmで、ある c カマドはTN慢のややE~'fWJ に付設され、主車[U はN-23" Eを指す。底lUIは

中央部が非常に1:己く焼け、小さなLrIlrqをなす。他は平坦で特に堅い箇所はなし」また柱穴らし

いピットはなく、 'r.ft十，を合むピットカ"Pl-P"まである。 Pl. P日は徒約30cmの円形で、他の 3つ

のピ yトよりも焼ごとは少ない。 p". p:は任約50cm、P.lは径約40cmあり、焼土が充填していた。

P::の深さは約15cm、他は10crn1):]外で、ある。ピットは全て摺鉢形を呈ーする。カマドの残存状況は

悪いが、中央部には斐形土器が倒立して置かれ支脚として用いられていた。

遺物はカマド内や!科医同組IJから土mTi#ifの杯が、また住民跡南東|明の床而からは須恵器のi不が

::3 1同体検出されている。 ~FUよ~:~"~の杯::3 1rti]体のうち 11lifj]体は、逆さにして他の 11~1体にもたれか

けた状態である。また、中央焼土wiから土師器の破)Irが検lI二Bされている(第108[君、図版 7-7、

凶版28)口 第108[;;{1-1の土師器杯は、口径11.2crn.器高3.7 crn .底径4.7crnの大きさをもっ。

底部は回転糸切りによる切り離し痕跡を残す。全体的に赤褐色に近い色に焼成されている。 5

の土 I~市器斐は Jjl杭!)11立大怪13.6cm.壬6.7cmの大きさで、胸部上手以上はなし成形は上Fと同

様、 1 !J 1!lii台を出し 3ており、良部にはいl~iI;糸切りの痕跡を やや!氏色がかった褐色に焼成さ

れている。 2-4の須恵器材;はそれぞれrli壬13.1cm . fiii:高3.心m'底径7.1cm、[i径12.0cm会器

市j3.2cm. JfH:f7.4cm、口任13.1cm・1Ei古3.4cm. Ji主任7.1cmの大きさがあり、底部は全て向転ヘ

ラ切りの痕跡を残す。}民褐色に焼成されているが、焼き上がりは軟質で脆い。
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第 2節 松山された遺構と遺物

遺構外出土の平安時代遺物(第109図)

調査区内からは第13号竪穴住居跡に伴って出土した遺物の他に、遺構外からも平安時代のも

のと判断される遺物が出土している。 1は長さ7.2cm、中央部での任1.8cm、員孔径 4rnrnの土録

である。手担ねによって製作されている口 2は泥沼製の角柱状になった砥石である。 4つの砥

而にはi黄方rfiJの擦痕が践る。また稜の lつには大きく断面V字形に研ぎfAられた筒所がある口

第 l号潜(付!耳 1参Hな、以下IHJ)

調査区南丙端46・47ライングリッドのMIラインに沿って位関している。断面は緩いじ字形

であり、 111福は50-60cm、深さはがJ20cmで、ある口 i首相IJは第 55-滑によって切られているが、約 4

mを確認できる。底面は北から南へ{頃斜しているi(li:のjj向は北から同へ若二jニ傾くが、第 2

j茸や第 :1-7~-i拝と平行する。覆士一は n青褐色をおもな色調としてもつ土である

第2-~;-i器

調査区の中央酉寄り MC48、M048 • 49、ME49 .50、MF 50 . 51、MG51グリッドにわた

って検出された。 I析出e は緩いu字形であり、 i隔は20-40側、深さは10-30cmで、ある。覆土は上

層がよii色土で、下層は黒褐色土である口調査区凶端の控出で、は耕作土直下の高い位置からの掘

り込みであることが確められた。 南側は第 5号滑に切られているが、第 3号溝と MC48グリヅ

ドで l本になる可能性がある。この古[)-分で、は講の 111話は50cmと広くなるが覆土は同質である。底

面は南京に緩く連続した傾斜を示している。

第 3号溝(図版 7-8) 

調査区中央西寄り、 M C47~54グリッドを縦断して位置している。断面は U字形であり、 111需

は 30~40cm、深さは刊~20cmで、あるの覆土は黒色土が主体である。本溝は第13号竪穴住居跡を

切っているが、南側では第 5号講に切られている。第 2号溝と MC48グリッドで 1本になる可

① 

ζ三三ヨ

口 2 

L一一一→←--l

第109図 遺構外出土の平安時代遺物
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第 4章寒)11T遺跡;

能性がある。底面は調査区北側の第10号竪穴住民跡付近で、最高官i:となり寒川III遺跡とのIMjの沢

に臨む斜面へも伸びている。また第 5 号dlj:跡の昨J1WJ の会~I' Tír iへも緩し E連続した傾斜であI~\; )ている。

第4号i拝

中央東端、 LG 48~55 グリッドにまたがって検出されたり I*Jf而は扇子な U字形であり、

深さは10cm程しかない口第 1 号溝、第 3 ←詐とほぼ平行している。覆土は IIl;:褐色 ~I-.である口 L

E54グリッドを最高位として北と下旬に連続した傾斜を示している口

第 5号潜(図版 7-8) 

調査区経斜面の中央谷頭部分を頂点にして台地雨絃部に沿って IJ なりに巡っている。!折田は

角のとれた v で、 11I高は30~70側、深さは f誌も深し )m~分で55c加で、あるこ造物は純文時代のも

のを多量に出土するが、第 3号法を切っていることから平安H寺代以降に.J'Jn!られたことがわかる口

は上層から黒色土 (7，5Y R 2/1)、品色土 (7，5YR3/1-10Y r~3/3) と分かれる。ほ1fli

はLH45グリヴドを最高位として東と西に穏やかに連続した傾斜を示している

第 1号~第 7号炭焼遺構(第110図、凶版 7-9 ) 

調査区内に点在して検出された。確認出は第百層上である。んー形を草剤とするものと円形

を基調とするものの 2種類がある。覆土は炭化物が詰り、黒色土中に粒状の炭化物を椋端に多

く含んだ状態で、底面や立ち上がり fMが焼土化したり硬化したりするものはなしL こうしたこ

とから伏せ焼きによる炭焼遺構と判断された口第25去に位置・規模等を示す口

第25表 第 1号~第 7号炭焼遺構観察表

第 1号炭焼窯(第111凶、凶版 7-9 ) 

調査区北東 LH 55グリッドにある。台j地b治か、ら奈斜斜Hι11面j厄百に移わ

と焚口部ヰ中l央を結ぶ主車布斬軌11山1Iはほlほほまま、τF南旬伝制二j北i化ヒhゐι加J'升"向古持jにあり、 焚口を斜Hri下方に設けている口 本選Hlj.は撹乱

が著しいが、 ul各二等辺三角形を呈する窯休部分と楕円形の作業場から成る口窯体部分のm偵は煙

出しから焚口音Ijまでの長さ約320cm、最大IIJ品160Cl11で、あり、作業場'で、は長ijirIJ320cm、短rlir!124じmで

ある。作業場の商1H1]には焚口部を閉塞させるために用いた煉瓦が、京iHlJにはj:.f.x先が検出されて
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ら30"'-40cm奥まった部分にある。奥墜の観察から糟出しは底Hliから天井にかけて焚口方ftjJへ傾斜

は2-3 cm程の呼さで赤く焼けている。していることがわかるJま出は平担で焼き締められ、

これも合めて遺跡寒川 E遺跡側の南側斜面下部でも本法構と同じ炭窯が検出されているが、

周辺の地権者である多笠谷政夫氏が所有ー使用したものであり、大正HJJから1I(i手[!}!月にかけて掠

業されたとのことである。本遺構に使用されている煉瓦や士千?と同じものが、寒川!日 遺跡1WJの
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前3t!IJ まとめ

第 3節 ま と め

今回実施された寒)111 遺跡の調先では、縄文Hキ代l-fl. J!JJ 末葉~lÌíjWj初 01'(の聖火1+ frlj湖; 7軒、土

坑161主、こけ自主:lfh1 i主iJiji-、純文11手代前期j111葉一後葉のこL:)/C1基、純文H手代中期後葉の竪穴住民

同;2軒、縄文時代中期末葉~後期JTiIi-~~~の!予三穴住民跡 3 111T、土器埋設遺構 2 J;lム土墳墓 3基、土

坑 3 悲、縄文Il;~:代 1~~JiJj終末~弥生時代の土坑 l 基、土~iif{ti場 1 信i所、平安時代の摂穴住居跡 1

軒、平安fI:.~:代以降の ìJdft遺構 6 H，:、炭焼窯(近現代) 1;f去、洗 5条を検出した。地に遺跡の状

況から推して、縄文時代前月J-後期jのいずれかの時期に構築されたと判断できる土坑 3):;1と、焼

土遺精 8基も検出しているつ

以上のようにきわめて多時期にわたる多様な遺構・遺物が松出され、遺跡の立地する台地は

断続的ながらも、長期にわたって利用されてきたことが知られるの各H~Y: Jin何の遺構・遺物の内

容から、その時々の特色ある遺跡の↑'!シ倍がうかがえる。ここでは、そのうち東北北部で、も類例

が少なく、ことに県穴住12~-助;の tGUH例としては県内で最もすん汁!日明の例となった、細丈II~):代 -I)1.

期主葉から前期初出の遺構と造物について述べ、まとめとしたい。

]、第[1洋一第V1'p(:土器について

前節で第 lti午~第V#午として扱った土器は、東北北部~北海道南部に分布する縄文i時代早期

末~前期初頭の縄文尖底土日付下の中でJ巴えられる土器である。前節では表裏雨に施される地文

の特'fWkゃJJfi土に137まれる繊維の有無、口市公古川巳;1犬などによって分担をわ:ったが、ここではそれ

ら分類された中から、いくつかの特徴をまとめて拾い出してみることとする。

①地文として縄文を施す;上出には、悲本的に、表裏rfliに縄文を施す土器(1群)と、表

面には純文を施すが裏Wiは指頭正:皮、ナデ調整で無文となる土器(IUf:f:、 V群)があ

スート

②純文原体には 0段多条を合む 2段正撚り撚ffJr(R L、LRの両者;1 群、立群A、町群

B、Vfff:A'B) と、 1段の撚キ11:で力!f;i'ii1の縄文を去すもの(1 {'洋 H、E群 B、V群D

)、撚り民し(反it!.~ ) . t黙り台せの保体を用し 1るもの([l f洋F)、給条体を回転して

施すもの(日群 D) 、結束第 1極の!!?;体を用い羽状縄文を施すもの (V詐c)がある

こと口

(互)H;T体の撚り方とはりIjに 111付1には 1~ 2伝j)iji-の結一郎Jtiljを作って回転した綾絡丈(1群

B . C . D)があり、またが日文民〔休の側ti:1i11:痕丈を施すもの (1m:E)があること

(岳地文の純文にtif:用されるfむの原体には、箆状T具による浅い沈線丈(1 昨G)、 押し

引き丈(V11干E)があること口
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第4章 寒JII1 遺跡

⑤口縁部形状ではやや外反する例が多く、折り返し口絃の例や、 1~ 2本のi年7WをWi

付けるものがあること口また口唇音li にも縄文を施したり、刺交:丈を施す例 (I~;;g:を Wî

付ける土器に i浪られる)、 刻白列を施す例 (，fJf り返し口松の土器に la~ られる)があ

ること。

(玄)条痕文の施されるIV群については、条痕丈だけが施される土'Jif(Nl作T.)と、純文と

併用される土器 (N群B)があること。

以上のことが I 群~V群土器の施丈上の特徴としてあげられる。

これらの特般を他の地域での土器と比較すると、 flii下Fとした撚 r)戻し(反撚)ー黙り介せの

原体による縄文が施丈された土器は、早稲田只塚第 5:lJl.I'，器中にあり、長七谷地H}長第 1次司自j

百群土器とされた資料に相当する。また、 VT洋Cとした結束第 1磁の原体による羽

状縄文を施す土器は、早稲田貝塚第 6額 Cとされた土佐、および長七芥JlliH塚第 1次調査のm

群、第 2 次調査の第誼群 I~ft~ に相当する。 LM内では後者に比定されるよl二器としてJ{1i角市案内 E

遺跡出土土器がある。この 2つをひき去った残りの土器群のうち、表裏miに縄文を施すご

は、}よい意味で、の亦1M]堂式土器や早稲田口塚第 4類に相当するものであろう口口縁部の峰子??や

折り返し口縁の土器はお手県大槌IHTIIi奇UJ弁天遺跡CJ也}，'XlV 層、 VI説中や、):.船iJ芝市 IJ~J{~?ltiJ穴第

8層中にも存在するc

東北北部の縄文時代半期末から前期初頭の土器調!rl年は、赤御子よ→早稲田貝塚第 51主→!占:只地

→長七谷地第臨群の変遷が考えられている。これらの土器型式のうち、庶民地貝層 IH土の I~器

は、前期段初頭におかれる花積下層式併行の長七谷地第 m群土器のtll7f~ として位置づけられら

れている。本遺跡出土土器の中では V群Aとした胎土に繊維を混入し、表面には 0段多条の似

体を含む斜縄文を施し、裏面が無文となる土器が相当すると考えられる。また本遺跡IV群とし

た条痕文を地文とする土器は、他の縄文を地文とする土器に比べてきわめて少なく、 lVTP!.I!I~ な

資料しか認められなしL 早稲田貝塚第 4類!て器や木県岩井堂第 1i同席第 7層土器に、縄文と条

痕文が併用された土器のあることは況に指摘されている通りである。したがって条痕文の施さ

れる土器がそのまま、東北北部以外の他地域の土出型式に比定されることはないが、ここでで、は

条痕文を施文する手j法去が{他也j地由域の影響のもとに採り入れら jノlt:..o可可可i]可庁T命'1'能i泡沿削巨t別'1性|

以上、茶)111 遺跡の縄文時代半期末から前期初頭の土器は、東北北部編年の赤fil:1l宝式から長

七谷地第出群までに比定される各!l!!式の土-25を合む。量的に最も多いのは赤御堂式に比定され

るI群を中心とする土器群である。

2、 トランシェ様石器について

寒)111遺跡の縄文日寺代半期末~前期j初頭の11寺J!Jjを特色づける造物に、 トランシェ様石出があ



第3i15 まとめ

る。本遺跡，LU土の争un-石器の中で と _\ìf~ んで:'，LH土点数が多く、遺構内から 8 点、遺構外か

らがn'，土している。その分布状況を見ると、 j立跡の載る台地 l二に散在しているが、特に台

地上rh1WJより多く，Il¥土しているヮこの分布傾向は他の石23にも見られ、 トランシェ様石器の分

布のみが特-31で、あるとは i…j'¥; し'0

製作技法について考ーえてみることにするらこのは第つ大加工で、で、きた鋭し叶お立を刃部と

して使用しているという特徴を有しているの出土した39，t.'.~のうち横長の剥片を利用したものは

33，r，1，(で、あり、 13)二jらかに縦長のそれを i二回っている。先のj主構外出土石器の項で、は刃部に対する

第一次年IJ離の方li'Jについて詳述してきたが、利用した争1JJ十の形とその刀音1)に対ーする第一次剥離

のん噂向との間にやIJか関係がなかったろうか。横長の剥)"1-を観察してみると、刀緑方IbJから第一

次剥離を施しているものが大半を占めているようである。刃結五向から第一次剥離を行ってい

るということは、刃訟に第ザiく争1J商I:の打点が存在するということではなく、横長幸1]片をllfり出

す前の段階における剥離の打点が争1]ハーを取り出したことによって、万緑方I[IJに消え去ったとい

うことを意味しているのである。つまり、横長争1]1\ーの場介、第一次争i伴~!f:の方向と剥)-;ーをよ!Y.り出

すi祭の打撃の)JIIIJとは交する。この校法は、台-11三・:長ノj形.t註形を問わずJlJ¥;，られており、

主の形態に限定されていないことがわかるり

刃青I~の作り出しでったに多いのは、縦長・横長剥]\.を問わず、剥 J，を折って刀音Ij を作り出すと

いう技法である。この場合、 J)#I)の作り，LHしは素材料片を取り出した後に行われており、刃音Ij

に第 1く争iJlJJ!r面を残しているものではなしL 刃部の角度は、メJ#I)に第一次剥離面をとどめるも

のに比較して全体的に大きいようである

メJ1誌に対する第 I次まIJIfJjrの打点がíWJ絃}j 1(lJ にあるものを見てみると、横長剥)~.を利用したも

ののみ出土している。

これらのJ支法によって作り出されたメJ部は、庄和iR!'10ないし丸i床を帯びた鋭利なものである。

トランシェは日本語訳で担型ik刃斧と!呼ばれているように、その刃縁が直線的であるという特

徴を有している。おそらくトランシェ様在器の場合、刃縁が直線的になるように以上のような

技法が用いられたのであろう口

第491'X1T 20は素材剥ハーを取り出した[慌の打点が刃縁の一端にあるもので、剥片を取り出した

段階においては、刃綜が説くなかったと忠われるものであるが、背雨からの力w単調整によって

刃綜は直線的で鋭利なものになっている口このようにトランシェ様石器の中には刃縁を直線的

かつ鋭利なものにするために、ガ紙のみに二次言明;空を施しているものもあると考えたしL しか

し、刃紋方I(:IJから素材を取り IHしたトランシェ様石器は、そう多くはないと忠われる。刃縁が

扶れたり、鋭くなかったりして、 トランシェ様石器本来のイメージとはかけ離れたものがあり、

その点からすると横長剥ハーを取り出した方が、 'H易に直線的かつ鋭利な刃紘を得ることができ
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たであろう口

トランシェ様石器は、一般に北海道市部から東北北部における純文時代1，l.Jmの土器、特にH

殻文土器に特徴的になうとされている。秋田県内においても数例報されており、今回の寒

しかし、本遺跡からは只殻丈上器は出土えよう)111遺跡からの出土は新たな資料の追加!と

しておらず、純文時代拐の土-23は去主主!日文のものを主体とする早期末葉の上器である。

跡におけるトランシェ様石器は縄文時代早期末葉のものと考えてもよいであろう。

貝殻丈土器が主体をなす遺跡の一つ、大un市鳶ヶ長根IV遺跡から54/，(に及ぶ多数のトランシ

ェ様石器が出土しているの長さは4.7cmのものから9.7cmのものまであるが、特に5.11cm -8. Ocm 

のものが多いようである己平均値をとってみると、 6.7cmという値を得た口これらの数値が只

殻文土器に伴なうトランシェ様石器の特徴であるとは ff\;)y!H~し】が一つの参考資料にはなると与ー

えられる。寒)111 遺跡においてその長さを兄てみると、 1.2-7.4Cll1の範 I-J H にあり、 ~I寺に4.8-6.

1cmのものが多いようである。平均値l土5.6cll1で、ある。鳶ヶ長根N遺跡;と寒)11 1遺跡;の数値には

!明らかに相違が認められ、特に寒)11T 遺跡;には7.5Cll1を1出すt.f)(なものが_};1;( もないのが特 f~'を

これを寒)11T 的である。早期末葉には長大なものが消滅したとも考えられるが、 HIJ断は避け、

遺跡の設にとどめておくことにする。

h
f
ん

られているが、縄文時代中期の土器が主体をなす神奈川県尼崎遺跡からもおよそ204}，¥出土し

ている。報告では「打製石斧 B担jと称されているが、石器自体はトランシェ様石器そのもの

北海道南部から東北北部におけるトランシェ採石器は縄文l1:o:it niI Jt)]になると泊iJ&すると

である。刀部は自然1mをとどめるものが[はも多く 142点、第一次JJIITによる制高mIIrIをとどめる

ものが62点である。利用した剥片を凡てみると、縦長の剥"'.を利用したものが日に什き、キlli丈

日寺代早期のものとは趣を異にしているようである。ちなみに長さは4.8-13.5cmの範|一周にあって

173点が6.0-9. 9cll1の範[:JHに属し、平均は7.9Cll1で、あると古う。 I~視(内観点

されず、その分布.[!主も A地域に Ijl~の資料はトランシェ様石器が使用された!]寺町は」時期jに

定されないということを物語ーっていると言えよう。

3、縄文時代半期末~前

現在まで、秋田県内で肢も[，日、 i時期jの照穴住k刊事としえる遺構には、リJ@市小iF~?J心室 ~Iß、の~~\去六

住居同;とされた1例があり、純文H寺代前期fJiJ葉に位置づけられている。本遺跡の 7軒の黙穴住J[r;.

7 !軒iド肝i汗「のF堅主 〉穴~f住1主u苅刈完J;んか川[1バ1日一:出;これをさらに遡り、県内では長も 1'1・い11寺別の湖、例となった。跡は、

3つのタイプに分かれる円前節冒頭にも述べたように、

①平1fiI規模が大きく、桔[1171三の形態をもち、!ねirI中央部に土坑、慌に治って柱穴のあるもの口

(第 1 穴住居跡、第 3 号~\~穴住，[1;叫;)

- ]78 
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②平面規模は①よりも小さい椅1]]形の形態をもつものO

(第 2号黙穴住居跡、第 5号竪穴住居跡、第 6号竪穴住居跡、第 7号竪穴住居跡)

③平副i規模の小さなIIJ形の形態をもつもの。

(第 4号竪穴住居跡)

半面規模、形態のよでは以上 3つに分けられるが、このうち炉の認められたのは第 1号、第

3号、第 4号、第 7号竪穴住居跡の 4軒である。第 1号、第 3号男性穴住居跡については、焼土

が認められなかったものの、床面中央部にある土坑内から深鉢形土器の一括破片とともに、火

よって破砕したものを合む多平のチップが検出されたことから、その土坑が炉の機能を有

していたものと推定した口他は床miトーまたは時間を掘り下げ、た部分で焼土が確められている口

また、柱穴の存在がVli~められたのは、第 1 号、第 3 号竪穴住居跡;の 2 軒であり、他は検出され

なかった。前節冒頭では、平面形の規模と炉の有能の 2つの条件で検討し、 7つの遺構を竪穴

住民跡としてとり上げたが、より--~~般的な竪穴住民を想定して、柱穴の有棋を検討の条件に加

えると第 l号竪穴住民跡と第 3~;-竪穴住居跡が残る臼

さて、他の遺跡での検出例はどうか、既に報合されている例と比較検討‘してみることとする。

秋出県内では比較し得る例はないが、吉a森県や北海道には縄丈時代早期末~前期初頭の時期の

竪穴住居跡が検出された遺跡がMfJ肋冶ある。ここでは、それらの中から青森県ー八戸市長七苔地

遺跡の例についてみる。長七存地遺跡では、貝塚部分を含めて 4地点から35軒の竪穴住居跡が

検出されているむこれらの竪穴住居跡は、早期末葉の赤御堂式期から前期初頭の花積下層式

(長七谷地第目前':)期jまで背まれたものとされている。竪穴住居跡のうち、本遺跡第 1号竪

穴住居跡、第 3号竪穴住居跡と同形の楕円形の平面プランをもち、長軸が6mを越える竪穴住

を報告書中から拾い出すと13軒あり(青森県教委調査4軒、八戸市教委調査 9軒)、赤御堂

式期のものが 9 軒(重複するものを入れると 10~汗)、早稲田貝塚第 5 類土器の時期のものが 3

軒(うち 1qq:は4軒分重複) ，二分かれる。これらの住居跡はほぼ例外なく壁に沿って-小穴が並

ぶ壁柱穴をもっ例であり、本遺跡の例とはその点で大きく異なる。炉についてみると焼土の堆

積があり、報告者によって地床炉と認められた例は赤御堂式期のものに 5軒ある。他の例では

炉は検出されていなし」しかし、ここで注意されなければならないのは、長七谷地 2号遺跡、

第4号竪穴住民跡例である。この県穴住!討跡では床面中央から西側部分に寄った問所に 130cm

X80cmの範聞でがt土の堆積する地床炉があり、その東側に柱穴とは明らかに異なる土坑状のピ

y トがJ屈り込まれており、 j長が詰った状態で検出されている。報告者はこれを地床炉によって

!-Iてじた!川町めの性格をもっピットとしている口

竪穴住居跡の床面中央に灰が泊められる土坑状のピットが作られていることに関し、示唆的

な仮説が半期jの写真穴住居J:11~例をもとに今村存爾氏によって公表された。氏によれば、関東地方

ハヨ門/
1
i
 



寒jjjt遺跡、第 4

の撚糸文系土器期から北海道・東北の貝殻沈級文系土器期の住民主l:の関には、 ~IJ~ 丸方形のプラ

しばしば床面中央に方形の掘り込みを;Nするという構造上の述続性が認められとし、
、
d〆

この針り jるみをあらかじめ尖底土器を立てるために)1]意された「民床炉jではないか、るとし、

この掘り込みが不整形、楕円形のものが含まれ、とする。氏のあげた23例の竪穴住居士uJこは、

掘り込み底面に火熱の痕跡を残していないものの、その埋土中に木炭片をfz'iむものが多い。

この「灰床炉Jの仮説を見たあとで、再び、;長七谷地遺跡;の住!古跡を見直すと、炉の検出され

なかったとされる 8軒の住居跡例の中で床面中央に土坑状のピットをもっ例が5l好あることに

気づく口ことに平稲田貝塚第 5類土器の時期の竪穴住居跡は 3例ともこのピソトをもっている。

2号遺跡第 4号住民跡;例も加えると、亦御式Wj、早稲田只塚第 5類土器のi時期で、 3ilFfづつがこ

の「灰床炉Jの可能性あるピットを有していることになる円

寒)111遺跡の第 1号繋穴住民跡、第 3号竪穴住民跡についても、通常ならば焼土の:度同;のな

いピットは単に床面iに設けられた土坑として看過してしまうところ、火熱によって破侍された

チップや木炭)1の存在から炉の機能を推定した口こうした土坑状のピットを「灰床炉jとして

ることにより、寒)1日遺跡と長七谷地遺跡の竪穴住居跡は柱穴の遣いこそあれ、極めて強

しかもその類似性は今村氏に従えば、北海:道・東い類似性を認めることができるようになる。

北地方の貝殻沈線文形土器期まで遡ってみることのできる、縄文i時代早期の伝統の中で把えら

れるものであるといえる円

4、縄文lJ寺代早期末~前期初頭の寒)111 遺跡の環境と

寒JIII遺跡のある台地が利用され蛤めた縄文時代早期末~前期j初頭のw子期は、最終氷mj誌の

ク時には現在よりも年平均気温で 2~ 30

C 

高く、海水面は 2~5m 程度上昇していたものとう与えられているむまた日本海1H1J の砂 i王の形成

は縄文IJ寺代中部j以後の海退部jを境として開始されたともいわれ、現在、最高位の地点で襟高

そのピ気投がj昆i暖化に向う高海;J(i判明にあたり、

60mを測る能代砂丘も、縄丈11寺代後期頃までに形成されたl民間砂i王はきわめて民子である(第

61.61参照 )0縄文!時代前期の頃には砂丘は全く形成されていなかったとする;よ解もある D この

IJ本海?rt~Jtが能代砂j王のあるような条件を与1者:すると、京電丈11寺代早期末一前期初賄、の頃には、

えられ、成合台地の市東1ft1]の約)11)11 fLU出も位誼を越えて、成介介j患の [J可絞まで迫っていたと

したがって、現配寒)11T 選出かと十て林遺跡の間にある7){に近し ;;1)¥態であっ t二とftわれる円

しており、遺跡はきわめて海の近くに件まれてこの時期その閉口部付近は日本海汀線と
、

J
b
 

しミたとしミうことカfできる円

12~17m の段 lí:上

このような -i!~地にある j吉凶~;f>iU は他の地JY~ ~こもよt!. H~すことができる η

青森県八戸市長七谷地遺跡は現在の太平洋汀帝京よりも約1.9kmlijJi'れた、

180 
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にあり、 h'rJ辺には日ヶ久保孔塚、赤静記など縄文II;}二代l(LJlJJf"企業の遺跡が多く分布している

また、 Irすじ青森九六ヶJiji'十J"l，I_fiD回日坂も現在の太平洋打点JUから約4.5kml4jí~れ、小 j川11 民原lì抑湖U胡i に向う

十抑併悼}f早車!?巨己己ロs

てはi内j付d叫i汚存引(的"拍j内句z境環!f最;u境if克aEtにあつた亡凸1 長七f谷子j地由 t~ll坂瓦でで、はヤマトシジミ、 アサリ、 ハマグリなとぐ淡水~汽水

域あるいは i~iJJ IRJ;;むの砂泥中に立するlL'J:fiにil'tって、 17q汚のスズキ、クロダイなどの小形魚、

外洋の1m;草魚であるカツオなどの立1、甘と、 およぴび、それらを付汁-象としたj漁f魚魚号立引‘l1'拐芳釘j吊苫動をヨ示:す結合釣主圭釘針f十1-，、

j鈷t活E臼耳頭Hなとごの廿f角{J製IJIi日山i

秀寒~)IIは1 ;遺室E助跡在事;の今i同i司4の調::i査i己丘1をうでで‘は、 このような直接生業活動を物語る自然造物のは1i在認され

ていなしL しかし、治制の繰りとして)IJしkられたと考えられる小形石訴が1+h+跡周辺からまと

まって出;としており、その!主主がil{t1芳活動に多くを負っていたことを示唆している。ちなみに

時期はやや下るが米イ一仁川丸1"J;~:の杉沢台遺跡で、は、縄文時代前期中葉のフラスコ ;1犬土坑の只府中

から、ヤマトシジミ、ハマグリ、サルボウなと'?J~水 _fL(水域、 i人]i巧p列)己、沿岸の砂浜に綾息す

る日立存体と、サパ、 ニシシなとご千;毎j羊手利'1性|

れている O 本j遺室『助跡占事;でで、の;治漁魚魚、lt妨努引j活古動も、 おそらくは杉沢台遺跡同様、 内湾を中心としてそれに注ぐ

MJIIや川辺の潟、時には外洋までも古めた広範fJ!=Iに行われたものではなかったかと佐定され

るU

縄文時代半期末一前期初出の気fI去の温暖化は植生環境のL(!iで、も大きな変化をもたらし、この

引を境として東北北部の海岸部も、 Jtjilti;;7落葉広葉樹ー林であるブナ林や・広葉の混介樹林

から、コナラ、ク 1]などの暖晶子iY広葉樹林へ交詳したといわれる口現在は小舌状台地である寒

)11 1 遺跡も縄文時代中期j以前は、楽)11 Il 遺跡、側と級い斜i(!Iで去さっており、このような南に面し

た斜jHiは堅果類を豊富に産していたであろう。植物性の食料資源も充実していたと思われる。

また、植物採集が可能な植生環境では、 i培tl::獣を対ー象とした狩猟活動の可能性も充分考えられ

るが、本遺跡;の石器組成を見ると石鍛の占める割合はきわめて但;1JL弓矢による捕獲以外の方

法が採られたことも考えられ、第 1号~第 4号のような底面iにピットをもっ遺構が[;i!'i穴として

機能していたとすれば、そのiIJ能性は支持できる。ただし、本遺跡にあっては住居跡とこの種

の土坑が近長して存在し、遺構配置の点からはその同時性を俄かに肯定できない而もある。あ

るいはタシパク質の食料資源はその殆どを漁J持活動によって賄うことができ、主主新Jこ頼る割合

は非常に小さかったのだろうか。

縄文 ll~):代早期末~~ìどから前期初頭の気候の温i匠化は、この地域にも集落を形成して足る程に人

口支持力を情強させた口縄文時代早期中葉の只殻沈線丈土器群のIi宇部]を東北地方北半部での

“縄文文化"の骨格が経った 11寺 J lJj と評1!11î し、装身jLや土偶なとごl~ê術，'，句で、人間の精神百iに関わりの
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深い遺物の増加から、縄文時代前期jを超自然的なものに対するイデオロギ…の生長期!と見る見

解がある。そうした観点に立てば縄文尖底土器群の感行する純文時代半期末葉からfJIiJ出初頭の

W)~期は、この地域にあっても、純文時代社会の175 千I!ITfIíで、の生長が指 lílJ され、その発達を促す経

済的基盤の確立した!時期!とも!映ってくる。土器様式の交持が、その時代背景の様変わりを如実

にあらわしている口しかし、京)11T 遺跡、で見られるようなトランシェ様石詳の存在や、尖底土

器に適!必した炉の形態(未だ仮説的な域を出ないとしても)は、上{殻沈おil丈土~iff洋の 11手 )tJJ

成した骨格そのままを踏襲してきたことをも示していると言えよう。

縄文時代前期1III葉の気候温l暖化の出点に達した11幸男jに、 トランシェ様石器の消滅、地!長炉へ

のi淘汰、そして土器の干ー底化の完成など早期的なものから前期t'lせなものへの脱皮が淫げ‘られた

ものだろう。寒川11 近跡は、そうした転J奥山直前の、このj也)fの遺跡の在りブjの一一端を示すも

のと言える。

(正1:1)児玉 準「三十メIJ遺跡発掘調査報告書こJ秋田県教育委員会 昭和59(1984)年

(註 2)石郷i吋誠一一「秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報合一書」秋田市教育委員会

昭和57(1982)年

(註 3)宮轄泰時 IJ;-符沢遺跡発掘調査報合書j秋田県教育委員会 H(Hfl55 (1980)年

(註 4)佐藤信行「青木畑遺跡発掘調査報告書」

(註 5)III下孫継[鐙回遺跡発掘調査報告書」秋田l早教育委員会 昭和的年(1974)年

畠山憲司・小林克「秋田県における亀ヶi尚文化の展開Jr考古風土器j 第 6号

昭和56(1981)年

(註 6)児玉準「平鹿遺跡発掘調査報告書:」秋田県教育委員会 昭和58(1983)年

(註 7)菅原俊行「秋田臨?~港新都市開発関係県議文化財発掘調査幸I~台書j 秋田市教育委員会

[1日和6] (1986) 年

(註 8)吉見誠夫ドド回先生と秋田県の考古学」 昭和56(1981)年

(長1:9 )児玉 準「男鹿市大合遺跡11'，上の弥生時代造物についてJ

f秋田県理蔵文化財ーセンタ-1iJI:)'t;紀要j第2~7;. 秋出。μIn蹴丈化H;j-センター 11日手[162(1987)年

(註10)岡本 勇「縄文上器の生成から発展へJr縄文土出)(J&1平・前期JJ1講談社 昭和57(1982) 年

(~j:lJ )佐藤達夫 IJil-fiTI田只塚Jr上北考rLI-会報{I，'1 j _L._北考r'1会 H日和35(1960)年

(註12)鈴木克彦・大湯I;L二「長七谷地貝塚」青森県教育委只会 昭和55(1980)年

早稲田貝塚第 5類土器は平成が多いとされている。長七谷地 2・7・8号遺跡の調査では尖成土

-182-



第 3節まとめ

器に撚り民しの原体の回転FE痕が施されており、報告者は組組、 0段多条、撚糸などの原体

が施された土器とともに赤御堂式から早稲田貝塚第 5類土器への移行期の土器としている。

本遺跡、では遺構外から 7，r.~:の尖 j邸主部、底部近くの資料が得られているが、 H 群ドの底部と

しえる資料は含まれていない。また遺構内出土資料には 3点の平底底部資料があるが、日縁

部、腕部資料のどれに長fTするものか不明である。

村木 淳「長 F七谷地遺跡発}Ia!前rE在報行宮;:J八戸市教育委員会 i昭和57(1982)年

(註13)岩見誠夫「東北縦員一自動車道発掘調査報告書:VJ秋田県教育委員会 昭和57(1982)年

(註14)工藤竹久「赤御堂1-i坂発掘調査概要報告書j八戸ib・教育委民会 UiHu50 (1975)年

(註15)鈴鹿良一 Ilh奇山弁天造跡」大槌11汀教育委il会 U{{手1149(1974)年

(註16)能谷常正「む子の土6;::J岩手県立博物館 昭和J57(1982)年

(討:17) (註19)に同じ

(註18)林 謙作「縄文平・前期の土器一北海道南部、東北地方J縄文土器大成 l早 B 前期」講談社

昭和57(1982) :¥1三

林氏はこの中で、府民地貝層の土器に額似の土器として、ロ縁部に粘土帯の貼付けによって文

様帯をつくるl鳩山弁天の資料をあげている。

(註19)加藤邦雄氏は、早稲出貝塚第 5類土器と長七千子地第固群土器の間に、撚糸文を主体とする長七

谷地第lVlti:6類、整然とした純文を施えーする長七谷地第IVi洋C類を介在させて考えている。本

遺跡Vi洋Aとした土器もこの長七谷地第IV昨C主¥'[に近い。

加藤邦雄「純文尖底土器Jr縄文文化の{iH究 3j雄山間出版株式会社 IItlf.n57年 (1982)年

(正1:20)熊谷常正「東北地方縄文i時代早期j後三1'.二の様相Jr遮光器J8号 昭和49(1974)年

(註21)東北地方南部では素L11Il a、Ilb式、日本海沿岸を南下しては極楽寺式土器などを想定する。

(註22)綾給文の多用は赤御賞式土器には見られない寒川11遺跡独自の要素と足l、われる。

(註23)寓根泰時「トランシェ様石器についてJr東北考一山学の訪問題j lli1f1l51 (1976)年

(討:24)庄内昭男「国道103号線バイパスT事関係遺跡発掘調査報青書J秋田県教育委員会

昭和56(1981)年

(註25)I尾崎遺跡」神奈川L早教育委員会 昭和52(1977)年

(正1:26)熊谷太郎「小浜il~遺跡発掘調査報告古:J 秋出県教育委員会 問手1]58(1983)年

(註27) 長七谷地遺跡例の他には、青森県八戸市売場遺跡、北海道j~~Î館市中野A遺跡などがある。

(ii:!:Z8J (註12)の丈献に同じ

(註29)抽出した竪穴1t府跡は以下の通り

八戸市教委報行… 1号 .2号・ 4号・ 5号・ 9号・10号・12号・13号・14号住荷跡(灯、トー 2号遺跡)

5号住居跡(8号遺跡)



第 4章 寒)111遺跡;

青森県教委報行… l号・ 2-';;-. 4号住居跡

(註30)今村待爾「縄文早期の竪穴住居]1上にみられる方形の拍!り込みについてJr-，Ji1t j第80号

1l[J手1160(1985)年

(註31)普通、赤御堂式土器は尖!丘、早稲田貝塚、第 5~a:i土器は平成主体であるの干}まの土if誌が使用され

た時)!日のこの磁の掘り jるみについて、今村一氏はf-葉飛ノ台只堤の!vfjヶj741う式;拐の竪穴iH'}3 'llJ 

の例をあげ、その可能性が強いとしている。

日1:32)小野忠照「円本考古地主主jニューサイエンス社 昭和55(1980)年

(ii主33)工藤英美「能代砂丘についてJr能代山本地方史研究j第 4号 昭和62(1987)年

(d:J:34) 7K瀬福りJ1-1¥環境の復元Jr能代111木地方史研究j~} Ij号 IIU:f1162 (1987)年

(註35) 鈴木克彦[日ヶ久保只塚発掘調査幸II'~-ilLI 百石町教育委n会 11日干1150(1975)年

(註36)(註14)に同じ

(註37)(註11) にi斗じ

(誌38) 永瀬福山「杉lJ~台遺跡・竹生遺跡発掘調査報告書J 秋田県敦子f委員会 1I{{手1156(1981)年

(註39)安田奔憲「環境考古学事始」日本政送出版協会 昭和55(1980)年

(註40)京)11n j立跡での調子長所見。縄丈WHt<=jl期末の第 2号竪穴1+J日前;のT十ijl!lJ慢が京)111 遺跡とのliljに

ある7](の間相?によって失われていた。

(註41)林謙作「縄文文化の発展と地域性東北Jr日本の考古学 11j iilf I白書記 昭和40(1965) 1j': 
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第 1~íí 遺跡の!討位

ル弟 寒)1111 遺跡 調査の記録

第 l節遺跡の層佼

本遺跡;の層位も基本的に表土から遺構確認而までが l~ 出回に分けられ、寒)11 1 遺跡とほぼ

同様に観察された 5 以下に斜!f1i1WJの調査区で、の観察を記述する。

I層…10Y R 1/2-3/4黒褐色-[1奇褐色を呈する。 であり、植物根が多く入り、常に撹

乱を受け不安定な層である。粘性はなく、孔隙も多い。平安時代の遺物が包台される

属でもある。}語厚約25cmo

日!長…10Y R 3/4~4/611計白色~褐急を呈する。 1 }語と境を接する上部では色調も IJi}¥;)0 上部

から間層との境の上約lOcm税までの間が時褐色土で、その下部では褐色士が間層まの

間をi斬移する。このH音褐色土は比較的粘質もあり、しまっている。平安時代の遺構の

ある部分では、焼土粒や炭化物粒が多く、また褐色土の合まれる割合が多い。斜面上

に立地する平安時代の塁走穴住民等の遺構はこの llJ討を切って構築されていることが、

この倍中にmiiり床されてV¥たことからも分った口ただし粗掃作業で、は平安時代の遺構

でも、この日出の下部まで下げなければ明確なプランを把握できなかったものが多い。

結褐色土の下の褐色土中からは縄文時代前期一中期の土器片などがIH土している。褐

色土は粘性がありキメ細かいむ立居中程までは部分的に及ぶ植物根も、この褐色土で

はほとんど目立たなくなる。 は約20cmo

直属…10Y R 4/6-5/6褐色一黄褐色を呈する地LIJ、縄文時代のフラスコ状土坑、竪穴住居跡

などの確認面である。粘性は強くキメ細かく均質である。

一一一一一 H=24.100m

/ 1 . II 

一一一一一~ノr
ーτZ

E
A
 

l
 

N 

む 2m 

第112函基本土層菌



第5辛寒JIIII 遺跡

以上は、斜面下部、第 1号竪穴住居付近での基本層位である。斜面の上へ向うに従って I層、

および巨層はその層厚を減じ、付け替え道路部分では、両者合わせて15~20cm程度の厚さしか

なくなる。

また、道路北側の畑地に設けられた調査区の北問問では、人工的な層序が観察されたらすな

わち表土層は厚さ20cmの耕作土O その下位に厚さ20-30cmの黄褐色土と11自褐色土が粗いブ口 y

ク状に混合した土。その下{立に厚さ50cmの暗褐色~黒褐色j二O そしてその下位に本来の地山で

ある黄褐色~灰白色土と続く。この部分では現在の表土(耕作土)は、自然の状態のままの黒

ボク土ではなく、旧表土上に黄褐色土を盛土し、そのよに客土された土である。自然地形のう

ねりを整え、耕地に適した地形に改変するためにかなり規模の大きな整地作業が行われている

らしし」プロック状に混合した黄褐色土と褐色土層の下の!日表土は、上水を水はけの悪い粘質

土で挟まれているため、かなり i!fI~気を合んだ虫色がかった土に変化している。また地山面も、

上層の湿質j二の影響をうけて部分的に以内色の粘質土に変化している。

この低地へ盛られた土は、道路北側謝?を区の中央部から削られた土であることが、重機のキ

ャタピラーの痕跡などで分かった。第12図に示す層位は、道路北側調査区中央L148グリッド

での上部削平された状態での層序である D

第 2節 検出された遺構と遺物

1 .縄文時代の遺構と遺物

検出された縄文時代の遺構と遺物は、大きく 2つの時期に分かれる。縄文時代前期末~中期

初頭を中心とした時期と、中期末~後期初頭を中心とした時期の 2時期である。

前期末から中期初頭を中心とした時期に属する遺構には、土器埋設遺構 I基、フラスコ状土

坑15基がある u フラスコ状土坑の中には遺物を出土していない 5基も含まれるが、他の10基と

の規模や形態の比較、中期末から後期初頭の竪穴住居跡との重複関係から、ほほ同じ期間のな

かで営まれたものと判断した口

中期末から後期初頭の時期の遺構には 2軒の竪穴住居跡がある。

前者の時期の遺構は、主に道路北側調交医から付け替え道路部分の調査院までを含めた台地

平坦部と、南側斜面調査区の上部緩斜面上、および調査区東側の急斜面への台地縁辺部で、検IJI，

されている。

また後者の時期の遺構は、南側斜泊i調査区の下部、寒)11J遺跡との!日jの沢へ臨む地点と、東側

急斜面への縁辺部の 2笛所の分かれて存在する。

以下、各遺構について記述する。
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第 1号竪穴住居跡(第113図、図版75-1) 

[検出地区] N B . N C . 36-37グリッド口

[確認状況]本竪穴住居跡の東側に位置する口

第 1号製鉄炉周辺の第 E層を掘り下げてゆく

途中、第日層上 5cm程の褐色土の 1-面iで、黒

褐色二七の円形7
0

ランとして確認した口

[形態)沢に而した南側墜而はjjrJれており検

出できなかった。結果、本来は rl J1r~ と推定さ

れるが、現状では東西に長い佑円形。

[規模]長iMIの長さ265cm、?よかIilllの長さ237cm、

。-22cm、面積 5id。

[床面]ほほ平土日であるが北側と南側で、は約

6 cmのレベルの去があるのあまり墜くしまっ

ていない。

第 2節 検出された遺構と遺物

工
日

釦

i
l
l
l

白。

od 

。
廿

C H=1718m -

級協揚揚ZZ多

第113函 第i号竪穴住屠跡

[柱穴]1;在認されなかった。

[均二iJ 住民跡中央部からやや南寄りに土器*tR~9: 1:rí を確認したc しかし、焼土の痕跡は極めて微

弱である。開設土器(第121~1-3) の{也、石箆、石匙各 1 点が出土(第125[ヌ1) 0

第 2 日ザ.男幣王プ穴住i主士刊i

[υt検;食t食:出地区] L J一MA.40一4位1ググ、リ y ド.

[確認状況]調査区東側の急斜面に面した台地平:1:[:1面の縁辺部で黒褐色土の落ち込みを確認。

プラン確認当初、住居跡とは判断できず、土層観察用のベルトを残して掘り下げた結果、土器

埋設炉を確認し竪穴住居跡と判明。

[形態]南東側と第 8号土坑と重複する部位は、明確な壁面を把握できず、略円形と推定する。

[規被]任(推定)480cm、壁高o-96cm、面積(推定)14m2。

[床面]第 8号土坑と重複する部分では特に何の処置も施していないが、第15号土坑と重複す

る部分では、褐色土で日IljJ*されている。 西側から北側にかけて壁講が認められる口

[炉]第15号土坑上の貼JAミ部分の中央で土器埋設炉を確認。熱の帝び方が激しく、著しく損壊

しているのカiのIi司辺から土出片がまとまって出土。

[備考]この竪穴住居跡は、第 8号、第15号の 2基のフラスコ状土坑が浬り切った段階で構築

されている。また第15号土坑のプランに沿って周溝が切ってあり、拡張された 2時期の住民の

可能性もある。南東側の壁は急斜面の形成11寺に崩壊したものと推定される。



第 5章 寒)11rr 遺跡
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第 2uIi t主u¥された遺構と造物

第 1 号土坑(第115凶、 I~I版75-5)

o A~O B45グリッドに位置し第却す土坑、市く SD02>の底面で確認した。第20号土坑に

切られている。残存する関口部は長if~1J 107cm、短[!41J 88cm、底面は長i!~1J 247cm、短制1229cm、深さ 1

68cm で、ある。 I*Jrrffî形はフラスコ状で、底面i は ~Y:JIJ.である。出土造物は、石匙・石録・扇'y:打製

l点、北陸系と思われる竹管文を施した土器小片など(第124凶、第126区1)口

第2ザ十ー坑 (第1151司、 I~l版75-6)

N 144グリッドの地1II1剖トで、確認したι!日oJ[1部は長[11dJ1，111 cm 、認申flJl 35crn 三!ま 1~1 は長事1J222cm 、

短[!I!l1214cm、深さは 129cmで、ある。断面形はフラスコ状で、底iMは半担である。出土遺物は、石

骸・石箆 a 扇子打製石22各 1};[~、縄文 11.):代中期j 初頭の土器など口なお、底面の南京間に人頭大

の石が畏かれていた(第1')')図、第12ノiI司、第126図)。

第3号土坑(第115[説、!ヌi版75 7) 

N G42夕、 1).;;ドの地UJf1iiJ二で確認したこ?関口部の長i!l由は13ilcm、短耕1121cm、底面は長軸157

crn 、短事11149cr日、深さ 137cmで、ある門断 r(rÎ形はフラスコ :1犬、 l~ïMは子JII.で、東1fi1J 控!努に長軸85cm 、

短調fl51cm 、 j菜さ 25cmの絡円形のピットをもっO 出土遺物は同~I;:H製石器 l 点など口(第126図)。

第4ザ土坑(第115[説、!立l!l反75-8)

M B39 夕、リソドの急;J;~I.TITI直前の絃辺部に位置し、地!山lli面旺凶出t五i上で

したo ，急主急l斜由出j担仰側IJのi開1謂丹口音部i日;が!ι広iよiがつており、 この吉部部iじ;分でで、B引別|リjの遺構とのz重主複の訂可J白立能色台剖'1性i
り台い問{係系は認められず判然としなカか、つた O なお西側では第30号土坑が本遺構を切っている口

残存する問仁!部の長1!I!l1223cm、短ilîlJl122cm 、底油iは長剥1235cm、短j!~lJ 160cm 、 i~g さは94cmで、底面は

平坦である G 扇子打製石器 110;が出土している(第126圏)。

第5号土坑(第 116図、 i当!坂76ート6)

M E ~M F42グリッドの緩斜Ifljに位置し、倒木根跡の撹乱部分を掘り下げた結果確認された。

出口部は被壊されており不明であるが、残存古1)はi守1ifI1218cm、銀車flJ202cm、底面は長持h266cm、

制1265cmをifllJり、本遺跡中では最も大きしミ。 i析而形は鼓状で、底油jは半担。出土遺物として

はアスフアルト fJ着の石鉱 1点、土器片がある(第124l叫ん

第6号土坑(第1l6[司、図版76-2・3)

MG43グリッドの道路のすくい市1WJ に杭世し、地 Ill ïTIt卜居で、 1ilj~認した。 溝く SD19>によって切
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第20号土坑

{でも
第l号土坑

a一旦:::22.90m 一一… b 

第1号土坑

H=21.70m 一一-b a ゐ一一ー
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第2号土坑
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H=21.40m 
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第4号土坑

第115館第1号~第4号土坑



第 2自ii 験1-11された泣棋と j立物

られている。姥存する関口部は長il41117 4cm、短il4h160cm、底面は長il4h231cm、知:輯1208cm、深さは

98cmで、ある。上部のかなりの部分が持IJられているものと判断される口断iJri形はビーカー状に近

く、底面は平:!:I=I_である。 J宣物はH:'，二l二しなかった。

第7 二坑 (第1161ill、図ltli76-/l・6)

M E53グリソドの道路のTri1H1Jにあり、地1II1剖上で're)色砂質土のドn巴プランとして締認した。

溝く SD54>によって切られている。閉口部は長iJil!I112cm、短事11101cm、底面は長調!1213cm、短

制1203cm 、 j菜さは 143cmで、ある。断面Br~はフラスコ状で底面は平坦であるが、ややI再開が低くな

っている。堆積状況を見ると、底面iに黒褐色土、上層に地1I1のil予質:1-_がI口元去し、明らかに人為

的に埋められた形跡を残す。 近くのフラスコ ;1犬土坑を掘り込んだ際の1~1:土が埋められたものと

思われる。 遺物は底fHi近くの黒褐色土中に台まれ、石匙 i点、麿製石斧 l点、土器片等が出土

している(第121図、第122図、第1251Zl)口

第8号土坑(第114図)

L J ;1ω0.4札1グリツ ドの第 2~号号づ子;Jf;fAJ!堅3竪三穴t住:主主U臥1，レ川"バI4刊;

るため、間口部は失われ、深さは71cm しか残存しない口底油iは長i~fh213cm 、短iprn205cmでう 1;: :1:旦で、

ある。 遺物は出土しなかった口

第9-8-土坑(第117図)

L Jグリッドの急斜面i直前の縁辺部に枕置し、地iJl雨上で、確認した。埋土rOr面の観察により、

2基のフラスコ状土坑が重複したものと判明した。開口部はこの 2基の土坑の重複と奈1-1面の崩

壊によって著しく壊れている。底面の長1MIは243cm、短114h239cmで、最も深い箇所で深さ 243cm

を測る。北側の立ち上りで半iJI*Jfする限り木来!桁而形はフラスゴ状を早していたものと思われる円

底面中央部がやや低くなっている。 遺物は出土しなかった。

第10号土坑(第117[~])

第9サ土坑の北京、 LJ ;12グリソドの台地平JR部市東縁に{立置し、地LLI由iヒで確認した口問

仁!部は長!袖146cm、短I抽129cm、底面iは長jl4l1l67cm、短車1II149cmで、深さは136cmで、ある。断面形は

ビーカー状で、子JU_なJE!C出1-1-1央音Ijには1130cm、深さ15cmのピットがある。

第11号土坑(毎F5118図、[i]版76-5・6)

M F43グリソドに位置し、第 7号j二坑!日j様地ILltm上で、掲色砂質土の円形7"ランを峰認した。
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第 2節 検出されたj立構と遺物

j詐く S053>に切られている。13fJ仁!部は長1!4l!104cm、y:¥D!41J100cm、底面の長W~h は212cm 、短事lJ209

cm、深さ211cmをiHlJる。 I析rf:U形は非常にの長いフラスコ;1犬で、底而は平坦である。埋土の堆

積状況からは第 7サ土坑と 1I村，!K人為的に，Hllめられたものであることが推察される。 遺物は下層

の~褐色土中から!宍製石斧 1 )~:( t土器片がrH土している(第125凶)。

第12サ土坑(第1l81~;(1 ) 

M託43グリッドの道路のすぐI制別に位置し、 j車山面上で確認し 関口部は長軸176cm、短

11油159rm、JJc'fTIiiは長軸209cm、領軸192cm、深さ156cmである。 I*Jr而形はフラスコ:1犬で底而は平JD_

である。

;、ミ

a 0  。b

a一旦=22，70m 一一-b 

第9号土坑

第117図 第9号@第10号土坑
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土23片数/~が覆土中から出土している。

第13号土坑(第118[支[)

MA4引lグリツドの地山而一1上i上tプ二.で

制軸170c叩m、短iJ!rh66cmと非常に挟し i:: }~P.:-Iて!羽田i の観察は行

えなかった口}J支出は長制1243cI11、知事JI211cI11、 j架さは175

CI11で、ある。断面Jl三は口の狭いフラスコ状で、!ま而は平

坦である口遺物は出土しなかっ

第14+]-土坑(第118凶)

第2告白 険出された遺構と遺物

瓦 a①

付=23.10m
a-一一

θb 

一一b

第11盟国 第1号土器埋設遺構

1m 

道路の北側、 MD -M  E45グリッドに位置し、かなり出Ij平された地山両で確認した。関口部

~頚部は失われていて、深さ79cmしか残存していなし」底油iは長軸221cm、軸207cI11で斗ztJ!で、

ある。断面i形は本来フラスコ状を呈していたものと忠われる。遺物は出土しなかった口

第15+}土坑(第114図)

L J -M A40グ1) 'Y ドの第 2号竪穴住居跡の土器埋設炉周辺の貼床部分を半蔵した結果、プ

ラスコ ~I犬二i二坑と判明した口土器埋設炉はちょうどこの第15号土坑の覆土中央部に設けられてい

る臼本遺構の精~fは覆土、即ち第 2 号竪穴住民跡貼り!主部分を半載しただけであったが、規模

は底面の筏が245cI11、第 2号竪穴住民跡床面からの深さは101cI11で、ある。断面形は本来フラスコ

状を草すると忠われる。底lIuは平坦であるが中央部に径40cm、j菜さ 9cmのピットが設けられて

いる。遺物は出土しなかった。

第 l号土器開設遺構(第119[耳、 l羽版76-7)

付け替え道路部分の調査区 NH44グリッドで検出した。確認面は第盟層の地山商である。長

軸39cI11、鋭lj!由33cmの楕円形の掘り込み内に、深鉢形土器を正位に埋設している。土器の体部下

半は掘り込みの壁面にほぼ密着しているが、上半の周囲には10cm程の隙間があって暗褐色土が

充填されている。 掘り込みをかけて土器を半裁したところ、底部近くによ!と割された肩平打製石

器と自然擦が納められていたり

1里設されていた土器(第121[ZJ-2)は4単位の波状口縁をもっ深鉢形土器である D 口縁部文

様子青には日縁上端の波頂部から粘土紐貼付文を垂下させその|討を連絡するように LRの撚紐の

側同圧痕丈を数条施している口波Te音!jから下される粘土紐上および口縁部文様帯と体部の境に

文様;iWIL凶i文として貼り巡らされる粘土紙上にも同じ原体による側面圧痕列が施丈されている口
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第[)jr: J]~Jll lI j立跡

体部には LRとRLの抑制fを結束第 1積によって繋いだ!立体を横位に回転施文して、 9段にわ

たって羽状縄文が表わされている。以上の特徴から円前下層de式十:11ifに比定される土誌であ

る(第121161)。

o B46 グリッド円筒下層 dl式土器出土地点(第120L~1 、図版76-8 、 iヌi版89)

付け替え道路部分の調査5区の丙端近く oB/16グ1) ';i ドで円前下層dl _r:~に比定される深鉢形

土器洲本が，yJj 二i二している口土器は第 E 層下;~:じの II(Hi1色土中でTJ伝部を西に!白]け横倒しに潰れ

た状態で検出された。土器の問I1FI任120cm程の範IZI(第120!ZJ中点線内部)は堅く締った状態で

あり、その範問の北川1H1J に|費接して、 j辻井1J 17cm 、 Nlf~iJ 82('m の一倍 P行f三に焼土化した部分もある日

また土器の東側に持して北京一南西方向に並ぶ 5 箇所のピソト列があり、土器の~[JLj1fl1J 2 mにも

これと平行する 3笛所のピット列がある口以上のことから縄文時代liiJ期のり汗跡で、あるこ

とも充分考えられたのしかし、 oB!16グリソドを合めて付け蒋え道路部分のl間交区は、

士;から縄文時代の最終的な遺

構確認UI]である第IllJ吾に至る

までのi討が非常に浅く、この

円筒下回dl式土保の出土した

地点の周回では、殆どレベル

を同じくして第16号~第20サ

の平安期の土坑が確認されて

いる。 ~:J.器の東西に長ぶピッ

ト列には、覆土中から土師

片を出土している例もある口

したがって、調査の時点で観

窓
山 ちは、たとえ

縄文時代前期の竪穴住居跡で

あっても、その壁面や覆土の

殆どは平安時代を含む後1:Itに

撹乱され失われたものと推測

する他なかった。こうしたこ

とから、この.::1二誌の出土地ょう;

については、その出土状況を

記録しておくに留めた。(第120図)

土器の体部下半は来日|かく破

__./ 
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第120図 0846グリッド円筒下層d，式土器出土状態
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お':;2 i:iii 険IUされたj立t#tとj立物

Mーされており接合作業の結果凶示し得たのは口紘一体上半部までであるが(第121図 2)、口

縁部のm(経は41cm、 は60cm"'J、l二と推定される大形の土器に復元される。器JI三は口縁~休部

がT!~(線的に 1" りる平縁の深鉢形-1て器で、あるが、[]縁部下3.5cmに低い i在荷を貼り付けて文掠部;

を 区 画 し て い る の 口 縦 附tifにはL(:の純めて細い酬を事hにおjして左巻きに巻き付け、

それをさらに他のiil!1Jへをきつけた給条件二の向転任痕丈が4-5条の筋となって施丈されている。

2段日の給条体を作るに122して、 1段自の給条件;をiMjに巻き付けた方IbJは、原体の!日i転が文様

体に平行して行われたと{反定したトー きと推定される。口綜のけ;iiと口縁部文様体を区画

する低い佐;;i~; .I'.~.こは;、イ iから左の方 [Îi]で具を ~ifmIに対して鋭角になるよう押し当てた半裁竹

管丈亨IJが施行される。体部には、 RLとLRの撚秘を結京第 1種によって繋いだ原体を横位に

1[11転施文して羽状縄文を去わしている。 11絃古I~が平松であること、文様帝を区画するよう

EllJ去じがすifJI三!二認められずただfl1;い1;毛布;がその役割を果していること、極めて狭(."文様;;官'1:1に給

条体の回IIな;圧狼文が施されることなどからIIJi街トi語cll式に比定される土器である(第121図)。

遺構内出土の縄文土器(第1211止 、図版89)

第 l 号竪穴住M'勤;炉}宅設土*F(第 1211~:{j -3 、 i支1/坂田)

土器埋設1Jiとして伎されていた土器で、ある。体部下半一成部しか残っていない口口縁~休部

上半を欠いたまま炉に使用されていたものであろう口 flJ話2-3 cmの粘土帯を積み上げ成形した

痕跡が持っている己器面には LRの撚紐を縦位に[Lij!転施丈しているが、原体の撚りは率直く方面丈

も比較的疎らである。 JJfに!こにはかなり多量の砂粒が混入されてはいるが焼成は竪殺な仕上りと

なっている。体上半部に緩いカーブをもっ縄文i時代中期末~後期初頭の粗製深鉢形土器であろ

つ。

第 2号竪穴住居跡炉埋設土器

Wiり床部分に炉として埋設されていた土器である口口縁t4[)-体部上半はなく、第 1号竪穴住

民跡の炉の土器同様口縁部一体部上半は欠失している。検出された体部下半は二次的な火熱の

ため器l雨の1i~傷がi放しく、ま しく破砕した状態で復元・|訓示とも不可能であった。器ITLiに

残されている縄文は LRの撚維を縦位に田転施丈したものである。縄文時代中期末~後期初頭

の者深鉢形土誌であろう。

第 2サj二坑覆上内n'l土土器(第1221ヌ1-1-11、凶!i1¥i89)

いずれも覆土のf-j.l役一下層にかけて出土した土器で、ある。 1，は土口綜部に 2重のj螺県旋に巻いた

絡条緋州叩体削側i回司i転転附回杭山F日圧i王限;涜痕丈の文刻城捌附川様絞樹制附黍安斜訓;f有刊;i出iじ川;

れているり 2段目の巻き付け')YlpJは施文された文様がpHられた小部分でしか観察されないため、

不明である。口松の上端と L.I級自[)文椋l;i7の下にはI[J;I三の刺突丈列が施される。体部には RLの
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1; OB 46グリッド

2: 
3 ; 
4;第7号土坑

第Î21~ 遺構内出土縄文土器(1)
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第 21市 検出された遺構と遺物

制問{立に回転施丈されているのが観察される o 2は口偏切削こR((の州市対

して右巻きに巻き付けた絡条体の回転圧痕文を施文している。文様荷の iぐには棒状工具による

円形刺突文列が施文される。この~ilj突文明j を境として [J縁部と体部は僅かな出 Ill!をもっ O 体部

には RLの撚紐を横{立に回転している。 3-9はIfTJ--111~1体の破片である。口縁部文様子育には L

Rの撚利!の相!日II)_-臼長文が5条の筋として施されるつ頚部には粘十jH:のMり付けによる低い降帯

がめくらされ、その上に半裁問丈列が施丈される口体音l~~: li R { ;の撚閉山きつけた

木目;1犬撚糸文が施文される。この!京体は 1段の撚紐を 2つ折りにした際できる閉じた端を、半

蔵した竹管に挟み込み、閉し=た両!tilriを竹Fi;:を11411とじてそれぞれ左巻、右巻として作られており、

器IHIには 2つ-JJrりにされたi?!.¥Mrの閉じた端の!七痕と、「ハjの宇にi討しミた撚紐の正痕とがほぼ等

IJ¥j隔に交互にあらわれている。器[(11上の!日〔体の回転方向は縦{立であるが、一斉li原体の左右の端

を逆にして回転した部分も認められる。 10・11は羽状縄文の施された休部の破片であるが、 RL

とLRの撚紐を結束第 2種によって繋いだ!反体を横位にIIl]転してよJ:J;I犬縄文をあらわしている。

それぞれの撚統の同じた端の輸が、その先端で互いに他方の撚粧を結持するため、結束部の回

転圧痕としては上lilJきと下l(lJきのI_lJ弧を連ねたような綾絡丈があらわれる。

以上の第 2サ:1--坑1'11，との土器は円筒下層c11式に1ヒ定される。

第7号土坑覆土I)q111土土器(第]21 図 -4、第]221~1-12. 13、[ZJ版89)

第121図-4は覆土の斗，f立からHI，二!二した小Jf;の深鉢形土器である。1/2程度しか残存していない

が、口縁部は 7単位の波頂部をもった波状口縁となるであろう。口縁部はl隔1.5cm程の粘土紐を

~lr'i り付けて作っているが、撚紐の圧;JR >TiJ か箆状工具による刻目列が施されている口磨滅してい

て判然としなし」体部には結節を設けた LRの撚紐を横位に回転して、綾絡文のある斜行縄文

を施文している。第122[~1-12. 13は同一個体の破片である。口縁部はおそらく 4単位の波頂部

をもった波状口縁となり、口縁部文様帝と体部との問に屈 [:111のある深鉢形の器形を呈するであ

ろう口口絞の波頂部からは下端を ?I"~]巻 (12)、またはやや押し潰して逆T字形 (13)に~!r~り付

けた粘二出の貼付文が施される口 T1r'if.j文の関、および船j文上には L{ ~撚紙同日巻きに
巻いた給条体の側而圧痕文が3-5条抑圧されている。口縁の上端と口縁部文様帝の下にも同

じ原体の縦位の圧痕子Ijが施文されている。体育[iには結束第 1種により繋がれた RLとLRの撚

紐を回転施文した羽状主屯文カサ缶丈されている

以上、第 7す土坑の覆土中からIH土した土誌は縄文!王子代中期前葉円借上層 a式に比定される。

遺構外IU 二1- の純文 J-. ~ii (第123問、同版90-2)

付け替え道路部分の日時査区を中心として、縄文時代前期末葉に位置づけられる土器片がいく

つか採取されている。
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第 2hi 検出された遺構とj立物

第123図 -1 は口縁部と体部の!日j に屈 rll] 部をもっ鉢7F~土器の破片で、ある。口縁部文様i借許に lは土 L

( ;の撚紐制叫i川川巻きに巻杭きつけた絡条体の{担側側附糊f!関附脚附!持栴阿制1引“附i語而航6雨i

条条，づつ手折抑iドl[臼正!正:されている O また同じ涼体を口縁と{本部との1M]の屈rll，部にも抑圧して巡らしている口

体部には LRの撚紐を横位に[gJijJz:;施文している。 2はやや外担IJに反った鉢形土器の口縁部文様

，;ii;の破片である。丈掠fi;:中には LRの の1fWI(!i圧痕文が、 5条;j:qJ圧施丈されてし 3るのが観察さ

れる。 3は円縁 t端に半裁竹管文ダIJ、口縁部と{本音[iの境に1hljり巡らせたiを肝 tには円形の刺突

丈列を施した鉢形土~ifの口尉附である臼 i睦珪を釘引凶叩j千守弘帯伽;;出訂i口背;7;

紐をi軸民抽bに左巻きに J巻巻きつけた給条{体f本iの{担抑側R尽則IJl面説出T日任i王:痕文を口綜と王平F行に 1条条-づつ手判押iドIJj正うし、 その開にも

同じ原体を用いて 3条分斜位に施丈している口会H立に施す)iの給条体のiWJr雨圧痕文は条がt~íî っ

ていることから、 さらに 2段白の!!和紺紬i持出袖q近油I1に巻いたB広原j[f体4本4の回転施丈でで、ある n吋r白古能長台制'1性i

縁の鉢7形fち三土器仁口i縁音部1)破片片-でで、ある口 j波皮]説豆音部[jは二又に分カか、れ、 その下には円形のボタン;1犬貼付文が

施される。 lh~付文の上と問りには R Lの撚組の側面圧痕文が施文されている。 5は鉢形土器の

体育li破片である。キミ第 l種によってまれ 3だLRとRLの撚統を横{立に向転施文し、羽状縄文

をあらわしている。 6は外側に開く口松市;から霊法1)で大きく出出し、球形のf本部をもった鉢形

土器に復元できるように忠われるの頭部から体部上半にかけては結節部を設けた RLの撚紐を

縦{立に@]転施文し、絞結文をもった斜行縄丈をあらわしている。また綾結文の1111には縦に並ん

だ2つの円形刺突文が施文されているむ体下半音1)との!聞には 2条の平行沈線が巡らされている。

以上のうち、 1-3は円筒下層cll式、 4は円筒上層 a式に比定され、 5はそのし'1ごれかの休部破

片と思われる口 6は円筒土器と地域的な分布を異にする前期末から中期初頭の土器であろう。
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第5章 寒JIIIl遺跡

遺構内出土の石器(第124図~第126問、図版90-1) 

第 l号竪穴住民跡内出土花器(第1251;Z1-7・8、凶版90-1) 

石箆、石匙各 1点が出土している。 7は素材となった科片の両面を加工した石箆である。素

材料片の表面であった側に稜線が残り、断面形はカマボコ形を呈する口 8も素材に両面加工を

施した縦形の石匙である。刀古[~は本体両側縁と掲みと反対恒IJ の j互に作り出されている口 J最みの

反対側の辺では先端部を折断した後に、折断面iHlJから調整剥離を加えて万部としている。両者

とも石材は頁岩である。

第2号竪穴住民跡内出土石器(第124図 8-11、図版90-1) 

石鍛 2点、部分的な調整剥離を加えた剥片 2点が出土している。 8の石織は素材利片の胤縁

に調整剥離を加えて形を整えただけのもので、素材の主要剥離面i、表面とも残されている。茎

の部分は折損している。 10は尖端部が折損した平基石織である。 iHlJ縁、基部とも調整剥離を加

えて薄く仕上げているが、片面には素材剥片の主要剥離面が部分的ながら残されている。 9は

縦長剥片のー側縁に調整制離を加えたもの、 11は縦長;!:U片手の両11自主主を刀縁として使用した結果

刃こlまれの認められるものである。 8-11とも在材としては頁おを用いている。

第 1号土坑内出土石'6ff(第124図 1-4、第126図-4-6、図版90-1)

石3族、石槍、石匙、掻器各 1 点、扇~.fL打製石器 3 点が出土した。第124凶 -1は素材の剥片の

主要剥離面側から調整剥離を加えて形を整えてゆく途中の石鉱である白素材剥片の表面側の左

側縁はほぼ加工が済んでいるが、他には手が施されていない。途中で火の中に投じられたもの

と推測され、火熱によって表面側の半分が弾けて失われた痕跡を残す。 2は縦長の剥片の周縁

を加工して作った石槍である。表裏面ともその中央に素材争Ij片の表面、主要剥離而が残る。基

部は着柄を容易にするため薄く仕上げられているが、素材料Jiの表面側から加撃して大きな剥

離面を作り出した後、この剥離面から素材の表面側ヘキllJかな:}'11圧剥離を施すことにより、燕f己

状に形を整えている。 3もやはり縦長の剥片を素材に用いた石匙である。誠みを作 V)aj，すため

に施した調整剥離も刃部を作り出すための剥離も極めて粗雑で、素材剥片の周縁を主要剥南lt:国

側から鈍角に打ち欠いただけのものである。あるいは石匙の製作工程上にある半製品同ミもしれ

ない。 4は肉厚の斜片の周縁に表裏面iから*J:Lい剥離を加えて円形にイ1上げた話器で、ある口凶に

示す上端がいく分尖らせてあり、断面形でもこの部分から左側縁にかけては鋭角の刃部となっ

ている。以上の製品はいずれも瓦告を素材としている。第126[ヌ1-4'-6の偏平打製石器はいずれ

も中程でITH1した半欠品である。 3っとも扇平な楕円i擦の 1側縁を打ち欠いて鋭角にした部分

を使用し、 1WJ縁のf也、原!喋長市fh端で、ある位!の上部にも、 :-IZiEt面を作るために打ち欠く作業が行

われている凸背面倒には加工を施していない中 4・6の;察由jのrlJMは、各々 15mm、25mmまで広が V)、

1fl1J*誌に施された剥離の及ぶおきさまでほぼ使い尽された状態が認められる口 5の側面は断面が鋭
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第2~n +会IUされたi宣構とj笠物

角のままで、使用された接而が残されていない。使用されなかったものか、あるいは使用によ

って摩耗した擦面を新しく加撃して、鋭角の稜を再生した状態のものであろう。 4~6 とも石

材にはま士山見質の石が用いられている。

第 2号土坑内出土石器(免G124図-6・7、第126図-7、凶版90-1)

石倣1}，1~ 、石箆l点、扇子打製石 ~ii 1 l(が出土している。第125図-6は朝日身の有茎の石鍛であ

る口両面とも丹念に調整制離を加えて全体を仕上げている。 7は縦長の剥片を素材に利用して

作られた石箆である。形を整えて!riJn寺にメj部を作り出すための加撃は殆ど素材の主要剥古住所側

からのみ行っており、断面形はカマボコ Jf~ を 211する。 6 ・ 7 とも石材ーとして頁岩が用いられてい

る。第126同一7の偏平打製石器は原子の桔円1擦を用いているの接面iはl幅3cm、長さ12.5cmで‘形

成されており、剥離の及ぶ深さまで殆ど使い切られている口礁の長軸端は石錘に施すように打

ち欠いて凹ませている。石質は安山岩である。

第 3 号士坑1):1出土石器(第 1261~!-2)

ドlijU:iiおよび周縁を打ち欠きながら短打ft]f~に仕上げた扇子打製石器である。一側縁に鋭角の稜

が作られてはいるが、使用された痕跡は認められなし」石質は砂bーである口

第4号土坑内出土百器(第126凶-1)

半rrJ形の扇平打製石器l，r):が1Mこi二している。比較的小形の薄手の椅円礁の 1側縁を加撃して

鋭角の稜を形成している。礁の:E毛布IJ端も浅く打ち欠いて平坦な而を作っている。石質は安山右。

第 5号土坑内出土石器(第124図-5、図版90-1)

石鍛 1点が出土している。;!1l主!)は片I自jから比較的大きな剥離を加えて燕足状に作り上げてい

る口脚部の間から中央部にかけて着柄・回定のためアスフアルトの付着した痕跡が認められる。

頁岩を石材として製作されている口

第 7 号土坑内出土石器(負~125図 1~5、凶版90-1)

3点、掻器 l点、麿製石斧の基苦iuf-1111:がJ11土。 lは縦長の剥片を素材として用いたri;E

形の石匙である。素材の主要科離而i側から調整剥離を施して両側縁の刃部を作り出している口

掲みの部分は両面から素材の打1面近くに剥離を力[]えて1t(り込んでいる。先端部を欠損している口

3は両面加工の横形石;さである。本体の左右の端を尖らせ、撮みはその中程に設けられる。 4

は横長の剥片を素材として相し E剥離を加えて撮みを作り出した横形の石匙である。撮みの部分

は素材料片の両脇から主に表i両側へ加撃して作り出している。打出はそのまま残されている。

また打出の反対側の辺も第一次剥離のままの鋭角の絞を刃部として用いたようである。 2は縦

長の剥片の両側縁に主要剥南!f~而側から調整剥離を加えて刃部として掻器である。素材剥片を打

ち剥った!容の打出は僅かに姥されている。 以 1-.1~ 4は、頁右を石材ーとして用いている口 5の

!者製石斧の;Ijl~部は表去面j ならびに同:] j明治i 、去~Îtl) トー 1Mが磨かれて製作されている口緑色凝灰山梨
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第 2i!n 検出された遺構と造物
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第2節 検出された遺構と j宣物

第11号土坑内出土石器(第125医]-6、図版90-1)

磨製石斧の断片 1，~:( /J{ tt¥ +-_している。側面での断面形は緩い弧になるよう磨かれている口緑

色凝灰岩を石材とする。

第 lサ土器埋設遺構内出土石器(第126凶-3)

第121凶-2の土器内に志向められていた偏平打製石器の-'1'二欠1111で、ある。扇平な{擦の両面を)JU撃

して形を整えた上で、 1 fP，IJ絃に作られた稜の部分を保っている。接出の111話は1.3-1. 7cmo長制l

端にも加撃し浅い担!みを設けている口石買は安lJJおである。

o B46グリッド円筒下回clJ式土器出土地点問辺I-B土石器(第125図-9、図版90-1)

縦長の剥片ーの周縁に主に主要剥離UTi側からの争Ij離を加えることにより製作された石箆である口

素材となった斜片の打-ffijは横からの加撃によって除去されている。石材は頁岩である。

遺構外出土の石器(第1271z1-第129図、位i版90-2)

付け存え道路部分の調査!之、道路南側斜面の調杢択を中心として石器が採集されている。石

倣 2点、石棺 1点、石匙 3}去、掻器 l点、麿製石斧 l点、偏平打製石器 7点、石錘 6点、 [U[:石

l点を数える。

石iJA(第127[立]-1・2、凶版90-2)

l は ~F<J;~の石織で、両]在i ともていねいに調整が施されている。石質は頁岩である。 2 は表面

に 1条の稜殺がある縦長の剥片を素材に利用した石倣である。調整争IJ離は周縁に加えられるだ

けで、素材の表面、主要剥高If:fUiとも大きく残されている口尖端部はいく分磨滅しており、石錘

として使用された可能性もある。石材は頁右を用いている。

石槍(第127図-3、思|版90-2)

半欠JZlで、ある。幅広で長身の相IJ葉形のものであろう。 両面ともていねいに調整が施されてい

るが、調整による科離ji]_fが表裏面に作る稜は磨滅しており、若干Ifjによるものであることが推jilt

される。尖端にも磨滅が認められ、石檎の切先とは認め難い点である。おそらく基部の残存品

であろう口石材は黒曜石である。

石匙(第127図 -4~6、図版90-2)

4 ・ 5 は縦形石匙である。~最みの作り出しは[itU f[rîから力LI撃して行っているが、 1WJ縁の調整は

主剥 1~!tjIjfからのみ加撃して行っている。 6 は横形の石匙であり、損みは両而から力11撃して作り

出されている。表 rÍlÍはほぼ全rITîにわたって調整され、主要剥 lJJtí~TIflは綜辺のすっi司のみ調整されて

いる。 ;1-6とも石材には頁計を用いている。

議器(第127凶-7， [~;s I J:虻90-2)

素材ーの争IjJiゃの[Iujf日に下ー要1frIJ離juiから加翠寸ることによって刃音[)を作り 11IIした話器である口
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第 5章 寒)1111遺跡

素材の剥片の打面はそのまま残されている。芯材としては頁右が用いられている。

磨製石斧(第127図-8、図版90-2)

現存長17.7cm、最大ljJ福7.6cm、最大厚3.3cm、重さ771gを測る大形の磨製石斧である。 イWJ

縁には打撃痕を有し、基部は斜めに折断して作り出されている G 刀部付近の雨1N1J縁はi脅かれて

平却に仕上げられ、表裏面とのIMJに明瞭な稜を残すの刃部は{主用によって刃こぼれを起してい

る。石材には安山岩質の石が使われている。

扇平打製石.~~ (第128図-1-7)

a ，扇平擦の両面および周縁を加撃して形を整え、 --fWJ縁に鋭角の稜または干111_なJ案出を形

成したもの(2. 3 )、 b，扇平話Pl礁の長調ll!IitJを加撃し平坦かやや浅い四面iを作り、…側縁に

鋭角の稜または平土日な掠J面を形成するもの(1 . 4. 5 )、 c ，扇子楕円燥の長軸端に浅い山雨を

作るかまたは全く原擦のままで、 JM縁の一吉1;に擦函だけを作るもの(6. 7 )と大きく 3つに

分けられるむこのうち、最後に挙げたものはI牡単に際石とするか石錘の側面の擦られたものと

解釈すべきとも思うが、擦面の形成部位が原燥の1WJ縁に限られることから、敢えて扇iftT製石

器の項に分類した。 1-7の資料は全て安山岩製であるが、このような分預を通してこの被の

石器について言えるのは、偏平打製石器の機能に大きく関わるm昨季に設けられる擦i雨は、{吏用

部でもありかつまた使用面を作り出すための作業面でもあるということ、それに関連して使用

面を形成するのに充分な長さ、限定された厚さの持円燥を素材として用いるか、使用i討を形成

する以前にそれに見合うような形状に素材を仕上げておくということ、さらに素材の長制!端は

石錘に見られるような結縛可能な門面または平坦聞を設けることなどである c 第 l の }I~~ につい

ては例えば 1. 2の資料のように側縁両面に加撃しての鋭角な稜をつくるものと、 4.5のよう

に極めてI幅の広い使用而に擦り切られたものとがあることから、使用面(擦面)の形成即ち、

稜を作り出すための打面の再成であり、鋭角な稜を作ることはt!IJち、限定されたI隔の使用面を

形成するためのものであることが推定される。また 6.7の資料に示されるように

な楕円際を用いる場合は、最初に施される側縁の加工は摩擦による平坦な接同の形成であり、

この段階から前述した打面の再生、使用問の形成(再生)を繰り返したと推定される。さらに

両端に設けられる平担または凹出は、使用面との直接の関わりはないものの、使用対象との摩

擦を効率よく行うための補助的な機能をもたせたものと想定しておきたし」

石錘(第129図-1-6)、ドq石(第129図-7)

石録は小形のものと大形のものとに分けられる。先の第 4主主寒)III，i吉助;での行錯京景の分布

に照らせば、前者とf走者の境を120g前後におくことができょう。小形のもの(1 . 2 )ではf主

義hの河端を、大形のもの (3-6 ì では長軸端を打ち欠くものと短irfh~誌を打ち欠くもの( 4 ) 

がある。また、 6 の資料は伝1:-1~打製石器の捺i討を形成する前段階の製品である IIJ能性
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第129図遺構外出土石器(3)

IUI石 (7 )は扇乎な礁の同開をいくらか打撃を力11えて平而形を円形に仕上げ、両市中央に深さ

5 ~ 7 mm程のIUIみが形成されたものである。
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2. 続縄文文化期の遺構と遺物

縄文文化期の遺構として道路北側調査[えの中央からやや北京に寄った LG 51、 LH 52、L

I 52の各グリッドで、 6基の土墳が検出された口これらの土棋は、泣11支の検出はなかったもの

の以下にあげるような特段があり、主であると判断された。

1). _L墳の立地する地点の!日地形は北京)fI古]の"副長;りょに復原され、 6 1itのうち 4基ま

で、がその長iMlを同根ののびるん-，fIJにほぼ治わせて並列していること。

2). 6基とも小判形ないしは桁[IJ形の平面形を有し、一次非として直接遺体を}!jt非するのに

充分な規模をもつこと。

3)， 6主ISとも長軸端に寸すの柱穴のピソトをもち、 5基までが一方のピット(北京一東側

に設けられたピット)の脇から、正立した状態で出納された土器を検出してしミること。

，1) .遺構の埠土は人為的に出められた状態とおおそされること仁

第 1 点については、土駿の検出された道路北側調査区が開出工事の際に大規模な ì~iJ :;_!L をうけ

ているため、現?Jtから直接に[1二i地形を読み取ることはできないのであるが、調ヲモIJ寺に遺構碍認

1M として把J起した第毘層!二而が、{‘J凶 2 に íJ~すような等高線をtNiしミている n これによれば前売

区の中央部は調査区北西問、南東隅よりもそれぞれ80側、 50cI11程I古jい佼置にある口また土墳の

検出された地点問辺の表土は第1121'61の正本土層 I~I に示すように20cI11前後の厚さしかなく、表

土下に直接続く第罷層上Uliには、!謂田工事の際の重機の軌道の痕;叫が主るところに認められて

いる。ことに調査区の中央を南北にR-く段茶の西側では純文時代のフラスコ状 L-坑である第14

号土坑の関口部一頚部や、平安時代竪穴住民跡で、ある第18サ竪穴住居跡の壁が全て失われてし

まう程に削王子されており、調査区の北側や道路部分に25土するため移動された十.量は相当量で、

あったことがうかがわれる。したがって整i血によって失われた!日地形は、南西-北東方向に背

斜軸をもった尾根状に復涼できるが、 6基の土績のうちこの背斜軌にmc交する形で並列する第

2号、第 3号、第 5号、第 8号の tまは、その長i討をほぼ南iJEj 北 京 方向に 向 けてさ れ て

いる。

次に土壌の形態・規模であるが、:1毛布hの長さは短事IJのそれを1.2-1.ど上回っており、いず

れの平面形も小判JIラないしは楕円形であるといえる。長!lilllのよ之さは段長の第 1-'r)-で、202cI11、最

短の第 5号でも 120cI11を測り、 i向ー接遺体がJ+!!_非されていたとすれば、 {Ill)JI~ あるいは-部!日1， III}の

状態で充分な長さと考えられる。また確認 líJÍからの深さは20--45cl11のí({~liFl I人j にあり、いずれの

こ上lJ_iliも上部が削られていることを考慮すれば、土焼上にiiE土した を 想定し な くとも j宣体を

覆い尽すに足る深さだったと考えられる。ただ、遺体を!日irHlさせた場合には伸展させた状態よ

りも深く上墳を掘っておく必要がある。とj乙泊i*~!慌の最も大きい gj} 1号と長小の第 5号を比較す

ると{走者が前者の約 2fì~iの深さをもち、この Illlj者のが不すよう'一 '‘ 'I~ V 1が
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第131図第i号土壊墓

6 J悲i主}の j土二班坊塙f立{とも、、!と而 lf九之 f!iIl! ;;;M 下の塘}i~úl) にー汁の柱穴怯ピ y トが穿たれている"第 2 '~J二仁

lJ去のピットが例外(1なに戊し a他は、深さ20-/15cmと 1)}Yiそれ，'，体と IIIJ松山の深さにlJ:1!られてしるる
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第 2i'!i'i 杭tHされたiiI構と造物

このピットは一方が垂直に他方がやや斜めになる傾向があり、第 l号、第 3号、第 4号、第 6

号では東側にあるピットが、第 5号では逆に西側のピットが墳底面からやや外側に11:1Jかつて掘

り込まれている η 第1号を除いた 5基の土1Jft!で、は、 lJilf底部東側に設けられたピットの脇から1/2

1同体~完形の土器が検出されている G 比較的大形の第 2号、第 3号、第 4+:;.の各よ:墳の土器l土、

埋納用ピ y トの中に納められたり、底部をfJJ~底部に密着した正立状態で、見つかっている。堀氏

古Ijにお'1められた土誌とは別に、第 2号、第 5号土臓では埋土の上層中からも数個体分の土器が

出土している心さらに第 2サ、第 4号土績では埋土の下層から鉄器が検出されており、第]

をi注し 1た各土壌には副葬品と判断される県;?;な内容の遺物が納められている。

いずれの土壊の埋土も、晴樹色土を主体とした中に黄褐色の地山土の小塊を多く含んでいる。

各土壌の埋土とも僅かな色調の違いから数層に分層できるが、遺構が自然、に埋った際に認めら

れるようなレンズ状の堆積厄1 や、極端に性質の異なる思土がlj):~1 になった状態は観察されなか

った。黄褐色の地山土の小塊が多量に混入されていることを考え合せると、土墳を掘り込んだ

際の排土が短いrg]に人為的に理め戻された結果を示すものと判断される。また壊底部両端の柱

穴様ピ y トに柱もしくは杭が挿入されたまま埋め民されていれば、理土を断ち割った断面にそ

の痕跡があらわれる筈であるが、いずれの土壊もそうした断面は観察されなかった口したがっ

て、土壌を埋め民す行為は、この柱穴様ピ y トから柱もしくは杭を抜き去った後に行われたと

考えられる。

遺骸の痕跡が検出されなかったことは、土壊すなわち墓墳であることを不完全にしている。

しかしながら地形と相応した各土墳の配置、墓とし得る充分な規模、形態、共通する土境内部

の特徴と副葬品と見倣し得る遺物の存在、人為的な埋土など、遺骸が検出されなかった点を除

けば、これら 6基の土騒を墓績としてとらえ、解釈することを充分に支持すると考えられる。

以上、 6基の土墳について観察されたことがらを概括的に述べたが、以下では土壌墓として

1[iIj々 の遺構、遺物について詳細を見ることとする。

第 1号土墳墓(第131園、図版77-2)

王子i百規模は最も大きく、長布bの長さ202cm、短軸の長さ160cmの楕円形のプランをもっ O 深さは

墓墳中央部で確認から23cmと、平Iftj形の大きさに比べて浅し lO 平ifTi形での長事Iiは N-23
0

- W

にあり、この墓横長軸線から西へU
O

ずれた墳底部両端に一対のピソトが確認された。東側のピ

ットは16X17(琵)X40(深さ)側、西側は15X 16(径)X 37cm(深さ)の大きさでJ周り込まれている。

墓境内部からのnu~遺物はなし 10 :BH土も 2~3層に分けられただけである。本土境基は 6慕の

土墳墓のうち第 11-~ーとともに西側に位置し、自Ij干をうける程度も京側の 4 基より大きかったと

忠われる口
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第 2節 輸出された遺構と造物

第 2 号土壊菜(第 132f:;Zl~ 第 1 :3.1 図、図版78、図版79 、 ~J版91~凶版93、巻頭カラー図版 3 、

巻頭カラー|立i版 1-1 ) 

楕円形の平面îJf~をもち、長ir!ll の長さ 166cm、短事hの長さ 126cm を iJl!Jる口深さには中央部で'44ω

である口:'，正面形での長軸布向と上院!弐rml11rj11品に設けられたピットを結ぶ線はほぼ一致し、 N-79ハ

むを指す口ピットは京lWJのもので32X22(符)X 10(深さ )cm、丙側で33>< 22(径)XlO(深さ )cm

の規模があり、凶iHlJのピットおよび南側の壁の一部は確認面の関口部よりもやや外側に張り出

また束壁のさらに奥に袋t}~のピ y トがあり、その立ち上がりは京敗より 10cm奥にある口墓

境I}すからの，111，土遺物は第 5+}Jて境基に次し， iで多viC)W.土の上層、構<S D 71>に撹乱された部分

からは、数個体分の鉢形土器の{lJJZ)I，'が出土している。横成部東恒IJのピソト tならびに袋状ピ y

ト内からは背任丈鉢形土器と212形土持とが口縁部をつき合わせた状態で検出されている。また墓

臆中央からやや西に寄った埋土の下層からは小形の)j子片が，':P，二上している口さらに県土の半分

を7.kに流しながら簡にかけたところ、炭化した木Ji'に混じってクルミの破片が少量検出された。

出土した遺物のうち第134図に示した埋土上層出土の土器片は、本来第 5-7}土墳墓|寸様数個

体のう己形土器であったと推測される。口界上に主IJ日を施し、r:J縁部の下にも刻日をもった隆起

線を貼り巡らし(1・3- 6 )、微隆起線で区画された RL 0段多条の撚キ11:による帯縄文と刺突

列を体部文様として施す(1 ~ 12)口他にH加を起線を伴わない帝京員一文と刺突文を組什せた口縁部

資料(16)や、1)投降起線を伴わない帝縄文を交錯施丈した体下半部資料 (17・18)もある。;蹟底部

東楼奥の袋状ピットからげ1士した古形土器(第133図 -1 )は器高17.2cm、体部最大径14.2cm、

底任7.2cmを測る。頭部から口絃部にかけて大きく開き、体部は弧;1犬の rlu線を描いて下りる器

形をもっ。 は附加条の縄文を施文した後に折り EIJIげられて、上面観は凶隅に注ぎ口を設

けた正方形となる。「く」の字形に吊i1111する室長部には粘土組の貼り付け後、上下を指頭によって

調整した断面i三角形の突花;がめぐらされている。休部の附力11条縄文の施文は、 0段の iとrの

撚制捌捌附主紅紐肘!仕此川tほを4告輯斡恥与単強批11忙!比と 川 l ; L ( :;:の撚附州ま和im々左巻き 右巻封き と川

}置喧き、横位に田転したものでで、ある口)片一T「方の!原京イ体本について薬指、中指、人差指の 3本の指を器面

の 1/6施文する毎にずらしながら、一回の施丈で半周を回転させている。各々の原体を施文

す 拘 ; に 三 段 川 れ た 同 方向の条が去されるが R(:の撚附

した部分でで、は←上ヒど←下Fド命段に共j通邑する条条A が観察される D 土ZE全体ではこうした方法で、それぞれの原体

を半周す、つ螺旋状に[Ll!転してゆくため、 mをずらして施丈するi容にできる与段に菱形の構図が

表れることになる口士器の!氏i'i:ljは}氏{をより 2cml;JIj後任の小さい円盤;1犬の粘土板に粘土荷を積み

上げていったものと推定され、幾分揚底気味となる。粘土帝を積み上げた紋の部分は一部剥落

し、底出中央には焼成時に入った亀裂が認められる。日縁部に設けられた注ぎ円から想定され

る本容器の機能は、このf色裂によって果されることがなかったと られ、この土器がほとん
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第5章 寒)lllJ遺跡

ど使用には供されないまま、遺体の!l'IU葬用とされたことをうかがわせる。この主主形土器の手前

に置かれていた第133凶 2の祇文鉢形土器は器高12cm、口径(推定)6.5cm、!主任6.5cmを測る。

口縁部 3cm程が外反し、体部の下半で緩く膨らみ、底部近く におりるま十形をもっ口

は 1 の壷形土~~同様の製作法により、誌の部分がqJ央より 2 mm在出た拐!まとなるリ:鋭部にi主る

段は、ロ縁部と体育liの名!îJ~;rt;:を積み 1-. げた痕跡を覆うように外出に19î り付けた粘 I~を調整した

結果でき上がったもので、土器内面には粘土帝の接合痕が観察される。器江liには口縁部が慎位、

体位が縦{立の調整によって子i骨に 11上げられている口~m.土の下層から出土した小形の刀子は、

桜皮と思われる樹皮を巻いたがjの部分とそれに絞く元の部分の破ハーである(第133L:<J-3九銭

存する長さは7.8cmで、元l踊1.5cm、柄の部分のIIJNiは1.3-1. 4cm、厚さ0.9-1.Ocmを測る。柄の

部分は断面半円形に削った木片で茎の両面を挟み込み、さらにその上を樹皮で巻いて同定して

~ 
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第ら章寒)1111遺跡

いる。元の部分は錆によって大きく膨らみ、そこを境として先が 5mm程ず、れている。この錆の

膨張部分に別の関部分だけの資料が佐介した(巻頭カラー[ヌi版 1-1 )。おそらく遺体のJW.非時

には 2本の刀子が重ねて副葬されたものと思われる口他に埋土を洗浄した結果、刀身のl析nーが
採取されているの接合するものはなかったが、それらによって推定されるこの刀子の全長は20

cm前後と判断される(凶版93)口

第 3号土壌菜(第135[司、第136問、!ヨi版80、同版94、巻頭カラー図版 4-2、巻頭カラー同版5) 

長軸の長さ 150cm、恒輔の長さ90cmをu!1jる。長I1時と也[flirhの長さの比が大きし吋、半IJ形の平r(li形を

呈する。 深さは中央部で、22cmで、ある。平面体の長i倒的1白}とlJj{Jま[1iiのピットを結ぶ線はほぼ -1主

し、 N-77
0

-Eを指す。ピットは東側のもので10X 10(径)X25(深さ )cm、同ifllJのもので13X 12 

(夜)X25(深さ )cmのよきさがある。東側のピ y トの北illiが白;袋;1犬に掘り注めであり、そこに

後背部を埋め込むようにして鉢形土保が~t!!.置されていた。

出土した鉢形土器(第136[~) は器出19.2cm、口紙青[j に設けられた袋;1犬の突起の先titijから

部までの差し渡しが20cm、!主従 8cmを測る口 r-I殺は 4単{立の波状11綜となる口角ばった 11拝の

両側には実iJeIが施される口器おの上部2/3は帝縄文とそれを区画する微隆起線、さらに先端の

鋭い工具による車iJ突列などによって文様帝が構成される。主要なモチーフとなるのは、仁!縁の

波頂部に対応して配置されている微隆起線によって底面された持円形の帯縄文と、それを横位

に連絡する同じく微隆起総でR画された三段の布;縄文である。縄文は O 段多条の I~ Lの撚仰を

条が展開する方向に対し斜伎に置き、 JHでずらしながら施文している。!ヰ(体の撚りが I~ Lであ

るため、横位に展開する条を去すため、 b;(体を施文方向に対して左上一布下の方向に置いて回

転している。料突列を構成する個々の刺突文は工具を器i討に対して鋭角にあてて三角形になる

よう施文されている。横位の列では右から左の方向へ、縦位の列では下から上へrrl]つての刺突

による口文探訪:の下には}支部まで縦{立の調整によって平滑に仕上げられ、底面はやや揚底気味

に作られている。この土器の内面には袋状の突起と反対側に煤状の炭化物が厚く付着しており、

その一部は外語にまで及んでいる。

第 4~寸土塘墓(お~n371泣ー第139凶、凶版81、凶版95 、 Izl版96、巻頭カラー [zl版 6 ) 

長軸の長さ 144Cl11、短 'I~h の長さ 90cm を測り、第 3 Jij' ト~ lJfil 慕|日j様小判形の半 r(li.~予を止する。深さ

は中央部で、28cmで、ある。 1蹟底部のピットを結んだ線は、平HLi形の長ts1Il方向と';i交し、 N-68 

W を指す。ピ y トは比較l'I<]大きく、東1ft1j24X 18(径)X21(深さ )cm、阿世!!J23X18(径)x 18(深さ)

cmの大きさがある。副葬された鉢形土器は東側ビットの北!協のをやや掘り注めた部分に、

部を幾分上に向けた状態で~ljl. ìì~J': されていたっ注[-，部分の火半は表土耕作WJ:に尖われている η
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iA} 2lifj t全H¥されたi宣構と j宣物

また、横底部の両端に設けられたピットを結ぶ線上、槙!氏lfIiから15cm上位の埋土中から板状鉄

斧が出土している。遺体の頭位が副葬された土器の側にあったとすれば、この鉄斧は遺体の胸

骨か肋骨、または上腕骨 l二に置かれていたたものと推定されるら

東R~~際に副若手されていた土器は(第138凶)昔日出19cm、口任(推定 )19cm、底径8.3cm を iWJ る。口

縁は 4単位の波;1犬口松を主し、そのうちの一つの波田部下に注口が設けられてている。口界部

は第 3号土境基出土土器と同十五角ばり flIJi1ftlJに刻日が施されるが、第 3サのものに比較してやや

外側をIflJく{頃II:lJにある。口絃の波]頁下からは粘土手1tがおろされ、口伝1ド1 の部位を巡る降

l
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前2i'!ii 検出されたi立構とj宣物

第 139盟 土鉄斧

i誌と持続する。この降線上にも主iJ日が施されている。 体部から底部までは全顕微隆起線によっ

てほ掘された荷縄文とその!日jに施される刺突列による文様が抗かれている。主要なモチーフと

なるのは、口のj皮]五百;に士、J-JJt~ して配置されている楕円形の帯縄文と、それを横位に連絡する

2段の，;;;;縄丈ならびに逆V字形に配置される，;;;;縄文ーである。 柏jlJ形、横位の{也に逆 V字形の;荷

縄文が力11わるため、それらの!mの空間]は横{立に展開するものが少なくなる。したがってそうし

た空間の刺突列は縦位、斜位の 17fiJずつのものとなり、僅かに注口部下の底部近くで、逆V字

形のi貯縄文!付に 2段の横!なの事1]づき亨1]がー亨IJずつ施きれているのみである。底部は指眠気味に作

られている。埋土中から出土した板状の鉄斧は基部と刃部に大きな錆が付着しているが、片面に

は緩い弧を;]Wiく刀綜が観察される(似l版96)。 長さ 11cm、;lt!sB!jIIJ話6cm、中央での厚さ1.2cmを測

り、重量は310gである。

~~} 5 サ!二境基(第140!~1- 第];1 2凶、 i立I J:長82 、 i立 I J:反97-図版100、巻頭カラー図版 7 ) 

Hi fLJ-JI予の ~I勺[!îJ存をもっ n 1之輔の長さ 127cm、短iMIの長さ 103cm、深さ94cmを測る口 6基の土!産

基の中では、その子i白:出棋は11主も小さし )0 域底部に設けられたピットを結ぶ殺と平ffII形の長軸

方向はほぼ一致し、 N-49η-Eを指す。東側のピットは13X 16(任 )X 深さ )cm、南側は17X

17(1王)X27(深さ )cmの大きさがある口東1Hljのは-j'j!jIHJ口市;よりも外1l!1jにJI:Hり窪められてい
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第 2I'iI'i 被1'1'， された遺構と造物

るo l}sU良部東1WJのピットの市1WJに は 、 に接して 21181の鉢形土揺が各々の注口部、突起を樫

rtIi1!!1JにIrl]けて.tlltii吹きれていた。また、基販の中央部からやや東側に寄った確認面i直下、棋底部

から30cm上{主の#!l土.中から鉢形土器 31問、 ;1nr;丈奇形土器 1Wil、杯形土器 111司、ノト形の子程ね土

器 l併の五十 61!?iIの土器が、横倒しかf;flJ~\i~ した状態で、出土している。

i度!主部にJlJlii"i:されていた土誌のうちよりピ yトに近い側からn'!土した土器(第1;111;;<1-1)は、

器I~';j 13cm、1t口部の先端からの…ぷし?!立しが14.3cm、成任1.6cmをfWJるり口縁部は 5単位の波状口

を主し、やや外側に1(IJしミたr-1Jdの[ulj1叫には主lHiが施されているむ口縁一体部一底部まで、 ti投

1;長j足取ilによって区画された市縄文と刺突列による文様が拙かれる。主要なモチーフとなるのは

注[1部を中心にした位置とその後背部分に配置される u字形の荷縄丈と、 I1縁から良部まで垂

直におろされた左右両1fi1Jl師2本づっの;;;7縄文、およびそれらを横位に連絡する帝縄文である。

縄文は 0段多条の RLの撚1:11:が用いられているリ刺突列は第 3号、第 4号j::.墳某の土出向椋、

縦位のものは!、ーから|二へ向って、柑tN:のものは右から在のhiElJにIII]って車IJ突されている。!氏i揺

はほぼ平らに作られている己.:-1-，誌の去i企jおよびl付ITliは、全!自iにわたって煤状の炭化物で、覆われ

ている。この土保の協から出土した小形の鉢形~I'， (，';'f (第H1[~I- 2)は、器，'(;4j7.2cm、突起からの

し渡しが9cm、氏律 5cmを測るゥ口松は平松であるが突起の部分が1.2cm程高く作られている。

やや外側に lílJ し E た円辱の両1!!1J には安IJ 日が施され、突起の上部には I~J形の刺突文が施されている。

突起の側面iからは任 6mmの貢孔があけられている口 H投i提起組で[えi面された帯縄文と刺突列によ

って構成される文様が口紘一体部~底部まで描かれている。突起のドIfjtHlJの口縁とそれと対応す

る佐背部の[1紋から垂直におろされる倍縄丈と、それらを緩い弧状に結ぶW{位 2段の帯縄文が

主要なモチーフになっている。縄文は RL 0段多条のJ黙り fdJ・を用し 3たものである。車Ij突列は他

と同様、横{立のものは右から左の方向へ、縦伎のものは下から上へ向って施文されている。底部

は平!まにつくられているが、 Ji'f:U1iにも体部に用いられたと i可じ RL 0段多条の撚紐による縄文

づ;';'"1;:おきれず L，7~ +間f7iI大，'rfIi1. -1.十 fi之さ17'斤(，，-，1'1;1:;1，);' f7i tL'. イレ 1711 チJ)イτI'~喜!ずい λ{ キ 7人 事 而の 空記
i，j iJu.:.i..... ;j ，--"_‘ -CY 0 口口 /' i J PLl可一言z、F三二¥dlj・'んム、官一円I".....j;、. "、 iL.i 1.-";''''; i.J '-1__1 __ - 旬 、=--u ~--，一、 --・ 5ふ 吋 ノ、1、ー

を中心とした部位、およびその側面には朱治された痕跡が残されている。埋土上層から出土し

た土日誌のうち、仁i縁部をI有[ftj倒!にII:iJけ横倒しとなり底部欠失状態で出土した土器(第141図-3) 

は、現在残る器，~'，'j10cm、注口部の先端からの差し波しが12cm を fWJ る。口縁は 4 単位の波状を呈す

る。仁!界部は外1WJをII1]しミて、実Ij目グIJのうち外1H1Jのものはやや下におりて口松を巡る形となる。体

部に怖かれる微降起線によって区画された帝純文と刺突列による文様は、注口部の下から両側

面をまわって対ーになる位置の波頂部までの達する弧状の帯純丈と、 1WJ泊iの波頂部から 2mの八

の字形におろされる帯縄文を主要なモチーフとして構成されている。横位の帯縄文がないため、

それぞれの訂純文のfH1の中Ij突列も縦位~奈!.U[に施されている。縄文は RL 0段多条の撚紐を用

いる。この土器の西側で、口松を北京にIIiJけ底部を穿孔された状態で出←十ーした七日号(第142図-1) 

7
 

4
/一〕

什/一〕



第 5主宰111n j立助;

十四正

楽スクリーントーンは
り部分

第141包

※千iiJliJの番Jせは第140同の!lllj--位置番号に対応
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第5卒 )~Ulj II 遺跡

は、器高13.2cm、注口部先端からの差し波しが(推定)13.5cm、底径(推定 5cmを?HUるの口縁は 4

単位の波状を呈し、口界部に施される五IJ日は第141 3と同様、外1[[1Jのものがやや下におりた形

となる。体部に捕かれる文様は、側面iの波頂部同士を前Tii:i、背面iの両側を通って結ぶU字形の引

縄文、側面でその両者を横位に連絡する帯縄文、注円音Ijの両側に弧;1犬にrflJい合わせて配置される

2 組の帯縄文、背面の u字形区西内に rËl]い合わせに配ìti~ される荷縄文とその IlJJを縦位に連給す

る4本の帯縄文、以上の微隆起総による区聞をもった帝京地丈とその問に施される 1列ずつの刺

突列によって構成される。また体部下半にも 4-5条を 1単位とし宇た縦伎の倍縄文が[自由ーを伴

わずに施丈されている。使用される純文原件、は 0段多条の RLの撚主11:である。 底部には{草かに

外側に張り出させている。第1421~1- 2の土器は 出土の土器の中では日住・つ正立した

状態で見つかっている。口縁部の)(-+を欠J員しているが、技存する器高llcm、仁川壬(推定)およそ

10cm、底径3.9cmを測る。口訟は第H1-3、4と同様その 1笛!好に注口を設けた 4単位の波;1犬に

復元できる口口部は他の土器に比して薄手に作られ、外市iには刻日が施される。この!ゴ唇外

出の刻日列から 7mm下校にはさらにもう 1条五IJ自をもった!発起線が!!r1iりj包らされている。体音Ij

の文様は、この隆起棋の南:下から底部まであ2く縦杭の帯縄文と刺突列を交互に配置して構成し

ている。{走用される縄文!京体は RL 0段多条のJ祭主任、刺突は下から上のブ'JlnJで施丈している。第

142凶-3の杯形土器は、西iTIlJの壁から約10cm内1HUの確認面で、底部を上にした1:flj~V_~状態で出土し

た。上雨観は各辺がやや青山する正方形を空し、その対になる角 しi度しは 9cmを測る。組1

面は口縁~イ本部一底部まで緩く外反するプロフィールをもち、 '6ii高4.4cm、}主任(;Jf主定)3 cmを

測る口口縁部は、上面から弘た場??の四隅を波Tt1部とする 4単位の緩い波;17¥口松を呈する。口

唇部は外側を向き、上下の端に刻目が施される口体部には口綜の各辺に沿って弧線を描く 3段

の微隆起線が貼り巡らされ、その間に 4段にわたって横位の刺突列が施される口口縁の波頂部

下 2箇所に焼成前に穿孔された径 3-4 mmの貫通孔がある。また体部の微隆起帝の|習には朱塗

h 刀、、士主ヒムて.1-1 ナ$・~ヨ「日:Ir.-l-.寸 J;-\さ ザプ勺、フ ノr'r;t.，-;1 Anrぃ刀 d 汀「三竺 lr:~ L IJ.口 2ム在宅ど 1 ，f1r;司 円 J，.，，_....， J C'l仁川 守 口パ、

電ノ V ノ Ij[!よし~ ~し i._oJ.i'i;_!r'lJ、 iJ ')J乙つ " ¥t・1'-;;;)0 吊j_'士ム怪j "1: V_F5~三 JI;/_L百it~ d..、 71 主 i ム111五j- ，j 、7fう 14':;[さ1-1 、 よ~ V) 

注口付鉢形土器に囲まれた関から、底部を上にし口縁部をやや四側下に向けた倒立状態で出土

した。口径3.2cm、器高11.6cm (うち体部の高さ8.6cm)、体部最大任11.2cm、底径5.2cmを測る。口

縁部の下には 2条の|登i;;;:が彫り出され、:ITfi音1)と体育Ijの接続部分は彫り込んで段差を設けている口

体部の位大径を示す部位はその半ばよりやや上位にあり、したがってプロフィールもややJr-Jの

張ったものになっている口器j(lj全両にi'b'i1立のミガキ調整が施されているが、全体にゴツゴツし

た感じに仕上っている。また仁i縁部の内而には粘土ff:ll:を積み tげた痕跡が残されている。第14

2国-5の小形の手担ねj_-_器は墓域中央の確認出直下から出土した。 1/抑制本の破片であるが口

径3.5畑 残 存 す る 相 4山!判 緩く膨らむフ。ロフィールをもっ口制Iiにはi(:の撚粧を

横位または右上一左下の方1I:1Jで、回転した，1!¥li節の縄文が施文されている。
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第 6号土駿墓

(第143~、第144 区l 、図

版83、図版100、巻頭カ

ラ-I:XIJ坂8 1) 

小平iJ形の平lÆ7t~ をも

っ。長調IJの長さ153cm、

短ilmlの長さ93cm、深さ

は23cmを測る。 i度底部

両端にあるピソトと平

而形での長軌)J.rtIJは m p-暑が".//'
し、 N-39

0 

- Eを指

す。北東側にあるピッ

トは20X17 U壬) X23 

(i菜さ )cm、南西側のも

ac> 

p 〉 い
のは19X 13 (径) X26 

(深さ )cmの大きさがあ

る。北東側のピ y トの

奥の自主而は、関口部よ

りも ]Ocm外側に張り出

して立ち上がる。

墳底部北東側のピッ

トの東脇から1/2個体

H=23.90m 
a一一一

I，~トの妹都一1-興 i 位 1 A.，j 1ヲ1iみ{ r寸持キ-lk.illi八前I
ノJ .~- -"!i=-iリ I/_l一口町¥ン'1.1ょττ ドヱiノω 、トイ ij守、 ι 寸し」仁二i --j"J 

け横倒しになった状態で出土した口器高9.2

cm、口径(推定)9.5cm、底経(推定)4.3cmを測

る。口縁は 4単位の波状に復元できる。断面i

鋭角の仁i拝上には去IJ日が施される。体部の

文様は、微隆起殺を1lわない帝縄文と刺突

列によって構成される。 。段多条 r~ Lの撚

紐による帯縄文は口縁の波頂部下で菱JI~ と

その外側を囲む形の弧;1犬の構図をとる。荷

縄文の間の刺突列は、器而に対しでほぼ直

231 

第2Mi 検出された遺構と遺物

第143図 第6号土壊墓

。 1ン
) 

ヨ

-・ω06・¥:1.::::¥-1 

。b

一一-b

5cm 

第144図 第5号土墳墓出土土器

(.i-J 

日1



第5辛寒}IIU j立時

を当てて施丈している。底部から 2cm程のI/jJは横位のケズリ調整がやや深く行われて角

いる。

辺から 2 点のJ.~!I定石製の石 55がiJ\J~ している(

続縄文文化問jの遺物は以上の 6基の土塀墓内からのものがほとんどであるが、他に土墳幕JiliJ

、凶!坂100)。第1451立!… lは任 2cn1、!￥

さ0.5cmのI_lj形掻器である。 に際!えを残し、素材料片の主要剥I)JI~lúî側からの剥離によって

全体の形状を IJJ 形に仕l:Jf'ている。凶の下íWJ は素材剥 j十の側絃をそのまま残す口第 1451~1 2 

i土、 1とi可質の距離から剥ぎ耳えられた縦長の剥j十である。表面11:1別に諜!支を残し、表}立jからの

剥離によって右側主主の仁半1.8cm程の!問に刀部が作り Iljされている口

く三〉
2 

m
 

c
 

え

T
，as
s
e
s
'
-

第145図 続縄文文化期土墳墓庖辺出土石器

3、平安時代の遺構と遺物

可1_!_主主nニI;.{I二，ワ1_:{与土些レ 1 弓戸 怪文 r.';• j-ì~ Eié~ I，:/r 1 c.市1: -1-付 aつハ iニiて lIiIJ4・Fト，1'1;1 iclて
i !.?ιH、'Tj ¥ivノ J主:i.iiサ L t--i......、 コ主二/、 j:LiUij:'ij'l.V子 i、 ←しヴし6V<分子、 :::r:くよ1':入iV' i どb 、

つ 十f"，-l、f士会 LIJムぞ.!'.， -r~ 
d 手E長〆F'ï7ÜLjμ~ ~し i~ 口

竪穴住間跡は南側に面した斜面 i二に構築されていたものが3軒あり、他は台地平:lJl面か、緩斜-

1TIî上に構築されている。 16軒の ~Þ2í\.住居跡のうち、遺構全体を調査できてその規模や細部の特

徴を知り得たのはわず、か 5軒にすぎない。他は調査区外へ延びていたり、 i羽田時の削平でその

床面の大部分を失っていたりして、そのi浪られた部分が記録されただけである。

土坑は西側取付け道路部分のW~J査区や、斜面上の竪穴住居跡の近辺で多く検出され、主に需

土中からの出土遺物と、縄文時代の遺構、平安i王子代を下る遺構との重複関係から平安時代の遺

構と判断した。特世史的なj室、構として土;詳焼成が行われた遺構、多量の鉄浮が/P1土した土坑を与

々2基づっ検出した口他、製鉄炉は斜Wii下部から、

の袷出である。

は製鉄骨iに対応する(j~rrtrî_LT郊のい:置で、

つqつ
ムJUムJ



第2長ii 検出された遺構と造物

第 3号竪穴住討跡(第146図、図版84-1 ) 

〔検出地区J0 C46グリッド。

〔確認状況〕地山Wi上で焼士を合む黒尚色土の

プランを確認した。

〔平面形〕性情の南側が誹j究区外にのびている

ため規模、平面形は不明であるが、北壁は276cm

あり、隅丸方形を呈するものと与えられる。床

面積は調査部分で2.88ばで、ある

〔培・曜講〕北曜の最も深いところで;14じmで、

緩やかに立ち上がる。 Jritそ市はない。

〔床而〕若.，:11111111があり、中央付近が低くなっ

ている。あまりしまっていない。

a。

H=23.30m 
a 

t46図第3号竪穴{主居跡

〔ピット JP I ; 22cm、P;; 14cmの深さでp:，は長iilrl172cmの土坑状のものである。

〔カマド〕なし。

一一-b

(遺物出土状況〕遺物は少量で、床出よりlOcmほど上から _1二 mp*~杯、担i告;器斐破片が出土した

(第174図)。

第 4号竪穴住出-跡(第147図、図版84-2) 

〔検出地区JN G . N IIr14グリソド。

〔確認;1犬訓〕地山岳i上で黒褐色のプランを確認した。

〔平面形〕住居

壁297cmでで、、方形を呈するものと考えられる。調査部分の而積は3.39ばである。

[培1~&高が16-20cmで、わずかに外傾する

しっかりした壁である口

椛〕西市壁の一部に 11届20cm、深さ 3cmの

浅い市が検出された。

〔床j(!jJ :{11:干Pfll日!があり全体的に-pEiiJlljへ傾斜n

する。床面は比較的開くしまっている。

(ピット・カマド〕検出されなかったの

〔遺物出土状況〕覆土中から士詐V，-数l，ZtH土

したのみである。

H= 22.50m 
a-一一一

第147図第4号室E穴住居跡
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第 5章 家)11Il遺跡

第 5号竪穴住居跡(第148図、第149図、図版84-3・4) 

〔検出地区)M H - M  ] 40グリッド。

〔確認状況〕南側へ傾斜する地[JI[射で、黒褐色土の長方形のプランを確認した。

〔重複〕住居北側で溝<S D30・32) と重抜していて、<S D30・32)に切られている n

〔平面形〕住民跡の南側部分が百IJ平を受けて失われている。北町570cm、東ー阿世の残存部はそ

れぞれ361cm、390cmの規模をもち、恐らく方形を呈するものと考えられる口残存部分のtfrj積は

16. 52m2で、軸線方向は E-6
0

-Sを示すG

/ od 

E
白

N

/ 

/ 

f 

/ 

一一-d 

H=21.30m 
c 一ー一

傷二、、ト
-一~一~一、-一-

~一一 一ト -~ 

務務協賜物航易協Z

討 =20.60m
e 

第148図第5号竪穴住居跡
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第2節輸出されたj立構と造物

[h:ltE. J北壁は地山ローム下層の砂層まで掘り込まれていて、深し王者1)分で、105cmを測り、ほぽ量産

に泣い立ち上がりを呈する。};f~ . -rJ可壁も同様にしっかりしている。

〔日出梓)カマド部分を除いて、 r!Jf~15 ~ 30cm、深さ 6~28cmのd~が束幌、北壁、西壁に:t~tl られている。

〔床WiJ平坦で、非常に堅くしまっている。!示IITiは北1H1J1 mほどは地山ローム層下の砂質土、

中央付近よりやや南側までは地山、それより南側は厚さ 3cmほどの黄褐色土のJ!ii床が施されて

いる口

(ピット JP 1 ; 24cm、P2; 45cm、p， 23cm、P!; 32cm、p"; 21cm、P，;; 25cm、Pi; 31 cm、px

27cm、P'， 12cm、Plii;27cmの深さで、接i:Ni:内の仏、 Piiが主柱穴と考えられる。 p，はPllを切って

いた。 Pll~Pl:\は士坑状のもので、それぞれ27cm 、 36cm 、 17cmの深さをもち、すべてこの住民跡

に悼うものである。

〔カマド〕住居束壁の北1IT1Jに、壁面jに付してやや南寄りに傾いて設置されている。燃焼音r)と煙

道部からなり、!ギi剖から

約20の角度で開外の地

山を:trwり込み、すべて粘

土を積み上げて構築され

.0 

ている。全長 220側、最

大rlJ話85cmの規模をもっ O

燃焼部は床面をわず、かに

掘りくほめ、中火吉1)に支

開iに転用したと考えられ

る切石を置く。相11は比較

的短く、八の字形に広が

り、褐色土と火山灰と思

われる粒子の粗し E黄褐色

土からなる。なお右袖の

手前に土製支脚が置かれ

ていたが、1:111の芯材とし

ての利用が考えられる。

煙道部の天井部分は失わ

れているが、褐色土で構

築され、内凶jが赤褐色に

焼けた1WJ~告が残存する n

c __I:!_=20.90m -
Hニ21.1001

e 

第149図 第5号竪穴住居跡カマド
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第 5章寒)11II 遺跡

煙道部の内側の111高は20-35cmで、緩やかにのぼり、煙出しと思われる浅いピットに主る。

〔遺物出土状況〕カマド周辺に集中していた。 PHiの確認珂と PII底1uiから土錨が出土した(第171

図~第173図)。

第 6号竪穴住居跡(第150図、第151図、図版84-5・6) 

〔検出地区JM 1 37・38グ l}'J ドn

〔確認状況〕傾斜のやや緩くなる南斜tfiIの地[11面で、炭化物を多く合む黒渇色土の長方形のプ

ランを確認したG

〔平面形〕住居の南側部分は都子を'乏かけて失われているむ北壁226cm、京;・西聖の残存音1)はそれ

ぞれ100cm-113cmで、方形を呈するものと考えられる。筏存部分の出積は'1.08111%で、 i車布刺F拘同11昨!

はN一86.5
0

- E 

〔壁@墜溝〕残存する北壁の最も深い部分で'28cmしかなく、やや穏やかな立ち上がりを示す口

壁溝なし。

〔床面)平坦であるが、やや南側へ傾斜する c 床luiは北1111]1.3mほどは地[I1であるが、これよ

り南備は時褐色ゴ二上に:3cmほどの黄褐色土が貼床されていて、 i寺そくしまっている。

〔ピット〕十会出されなかった。

〔カマド)住民東壁の北側に、壁面iに対してやや東寄りに傾いて設置されて、黒褐色土上にキ111

長い馬蹄形の煙道部を確認した。構造的に

は焚き口部、燃焼部、煙出し部からなり、

全長148cm、最大111福85cmの規模をもっ口燃

焼部の中央に転用支脚として、倒立した斐

の底に杯を伏せたものが国定されている。

両袖は残存高 5-10cmと低く、黒褐色土、

担缶トのイ付11争中 111日;J-..胆 -:I-，.hス古';-j，l2.品 1-rTi 
i~J ;"__;--.L.，.-_- i~ 古一ノ、 μ-1 iノ、、司，己、 j.... -.j...." a"i ~iï.弓J L..J__j__-';ノ

混入が見られた。煙道部は黒褐色土を掘り

込んで構築されていて、斐の破片が補強材

として使用されている口緩やかに立ち上が

る煙道は、憾ー出しで水平になり、そして

i敢に立ち上がる。

(遺物tl'l土状況〕遺物は少なし主にカマ

ド周辺に集中していた(第174図)。

〔備考〕カマド南側の床面上で、 lJ~土とそ

れを馬蹄形に取り囲む、カマ iサIU~こ使用さ

Z

H

 

h
w
i
l
l
j
t
 

l
i
l
t
 

村 =17，40 rn 
c- c:r 

~~...-.:n-.-イ寸ぐず「てエウI二一~ナ\、
税努忽努勿勿会搾丈:::---2 ム一一=-12 11 ¥ 

級協脇被穀物

第150図第S号竪穴住居跡カマド
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れていたと同じ火山灰と忠われ

る黄褐色土を検出した。この l二

面でも焼土が確認されており、

カマドに近い施設の存在が考え

られる

本住Jr:~-跡の床1mあるいは

中の特に北西側に多量の炭化材

を検出した。このことにより本

住居跡は焼失家屋と考えられるり

第 i 長穴住J1i;-跡(第152問、

第153凶、 Il~lmi84-7 ・ 8、凶)j長85-1 ・ 2)

第 2節 検出された.il1十llJと造物

ao 。b

ハ./
'" 

〆d戸-/ 

/ 

/ 

a_!:lニ17.80m - 一一-b 

第151密 第6号竪穴住居跡

(検出地区JM D ~ M E/13グリッド円

〔確認状況〕南斜Hriの地UIにおいて、民褐色土を覆土とする;長方形のプランを確認した。 住居

の南側は目IJ平によりうたわれ、すでに床i白 i が~1;nJrしていたが、全体は壁溝によって確認すること

ができた。

〔平mi形〕方形で西側には張り出しをもっ住居で、規模は東壁364cm、西壁2∞cm(張り出し部)

十211cm、r:ti壁183cm(張り出し部)+358cm、北壁490cmで、ある。 面積は12.79 ばで、 jl~lJ線方向は

E、一一つc:
LJ ム u 0 

主〕北壁と束・阿慢の北側部分しか残存しなし=。高い所で、68cmをmuり、ほほ垂直に立ち i二が

る。

〔壁溝〕カマド部分を除いて、 IIJhn3~35cm、深さ 10~30cmの iWí: が全}ì1}J する。

〔床面〕全体的に平坦であるが、わず刀、に南側へ傾斜するつ床面は中央より北1HIJは地LUである

が、南側はffili床されていて、それぞれ堅くしまっている。

〔ピット JP I ; 30cm 、 P~ ; 26cI11、 Pi ; 36cm、Pj ， 33cm、ト， 34cm、Pυ22cm、Pi， 24cm、PK ， 

21畑、 P【 25cm、PIO 12cm、PII 12cmの深さである。 PI-P"までは壁滑内にあり、 Pi • P.I・p日

れが主柱穴と忠、われる。 PIIiには焼土とf'fう士一誌が合まれてい

〔カマドJ の北側に、壁miに吋してややrM寄りに傾い されている。燃焼部と煙

【/，っ、りつω



第5章 寒)11rr遺跡

道部からなり、床面から18
0

の角度で壁外の地山を掘り込み、すべて粘土を積み上げて構築さ

れている。全長193cm、最大幅86cmの規模をもち、カマド全体を住居外に押し出したような腿を

る。燃焼部には多量の斐の破片(完形 1点を合む)が鹿棄されたような状態で検出された。

燃焼面は長さ102cmもあり、住居外まで延びている。何lは非常に短く、褐色ゴ二の他に、発の破片

を;t、材として使用している白煙道部は失なわれてしミるが、 !IJ話lOcmほどの黄出色土によって構築

された両側壁が碍二認された口この煙道部の両脇には、 d/~状の I~I みが煙道部の底Hïí より低く掘ら

れている。北{自IJは長さ

より 74cm、幅12-15cm、

深さ40cm、南側は長さ80

cm、|幅12-18cm、深さ21

cmで、それぞれ雨袖外領IJ

を通り、東日産壁溝に落ち

込むようになっている。

この北{期溝より 25cmほど

のぼった所にピットがあ

り、煙出しと推定される。

〔遺物出土状況〕北京!璃

の覆土上層中、南壁に沿

ったやや東寄りの床面か

ら伏せられた状態のt不1

点ずつが、また北壁側の

床面から鉄淳 2点が出土

1 _j，.._ ...J_ー _1..;、 抽h L.I..-!.-げよ、戸

し/.:.0 jj 、( f':庁公'Ayt口pirり

は複数個体の斐の破片

が出土(第175図一第178

図)。

〔備考〕カマドの付設さ

れる側と反対側に張り出

し音r~ をもっ住賠跡だが、

確認面での観察、土層断

面の観察でも覆土の違い

は認められなかった口ま

』。

。
僑

H=  21.00m 
C 一一一

Pl 

od 

E
O
ロ

N
H
ヱ

第152図第7号竪穴住居跡

238 



た、床面iの精査でも住}奇跡

内を巡る樫j存は張り出し部

まで、連続し、竪穴住肘跡内

とを仕切る溝は検出されな

かった。すなわち、張り rLH

し部と竪穴住居跡部には構

築の時間差が認められず、

かつ使用時においても i叶ー

の空間として使用されたで

あろうことが推測される n

この張り出し部は需六口市可

制;構築時にともに地雨iを掘

り込んでつくられており、

緊穴住民E州主!日時には住川

空間の A 部として機能して

いたものと判断される。

第 2節 検出された遺構と遺物

.Q 

o n
i
-
-
E
O
O
 

C H=2838m -

。
強

e __!:!_=20. 90m -

伺

一一明 f

d 

Yム揚揚易協
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第153密 第7号竪穴住麗跡カマド

第 8 号竪穴住居跡(負~154 図、 [~I版85- 3 ) 

〔検出地底JM B . M C42グリッド。

〔確認状況〕緩斜面の地山面上で、思渇色土の方形のプランを確認し

〔平面形〕東日空406cm、TtEi照407cm、南壁369cm、北壁412cmの規模をもち、方形を呈する。面積

は 15.00m2で、 íl~1J線方向は N -84
0 

- Eを示す。

. ~t~溝〕北墜は13~19cl11の [CiJ さがあるが、 IlJ壁は 4 ~ 7 CI11しか残っていない口全体的に歪

みがあり直線的でなく、やや緩やかな立ち上がりを呈す中日長滑なし口

〔床rfliJ比較的平JLI.で、あるが、やや南側へ傾斜する。床面上にピットが多くあるためか比較的

柔らかし述。

〔ピット JP I ; 32cI11、 P;; ，1lcm、P¥ ; 32cm、PI; 33c臥 p" 32c肌 p，; ; 40cm、p，; 37 cm、P自;

41Cll1の深さで本住肘の主柱穴である。床面 i二には多数の:-1-.坑状のピットがあり、 P9; 33cI11、 PIIl; 

18cm、PII; 11側、 PI:'; 26cm、PI1; 34ο111、PII; 25('111、PI:，; 12('111、PU、 18cl11、 PI7; 23cI11の深さで、



第 5章 寒)11rr 遺跡

主なものとして焼土を含むものわ、 PIII、PII、PI4、PI;" Pw、Pliと、焼土を含まないものPJ:!、 PJ::に

分類できる。またP

PI5お5カがf守PI4を切つているなどのカかミなりの切り合い関{係系カがf叩石確在;認6zEでで、き、相互の時間差が考えられる。

〔カマド〕住民東壁の北壁の北側に、壁崩に対しでほぼ直角に設置されている。燃焼部は撹乱

によって壊されていて、煙道部だけが残る。煙道古fr)は最大IIJ話50cmで、東壁から煙t!1，しの先端ま

で9.4cmあり、中央付J5:で落ち込んでから緩やかに立ち上がる。

〔遺物出土状況〕れの東側の床面上で皿、東南隅の覆T_に比較的まとまった土?ti;:Jt、

りの床面で抵石出土。他はカマド周辺に集中する(第178~第 181 凶)。

号討ご 23，20m-

健軍)
移譲義援

。

の

j
同
H
2
5申
書

e

H= 23，30m 
e -ー一一

0 
4 

一一一 f

第154国第S号竪穴食器翻l
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杉Uliされた遺構と造物ðf~ 2 iYri 

ぬ
ん

?
r
s
s

第 9J;}摂穴tUrザ

〔検出地収JM A . M B45グリソド。

をiiW認したU

複Jit~< S D 86)に切られている。

じレベルまで地ILIが百十ドされていて

また南側は道路ドにのびているため、

[fi{li認状oeJ地LI日出で、中央付近に

( :-rz IHI形〕住居跡の同1H1Jは!末ITfiと同

東・北壁の一部分がわかるにすぎな

多量の'm~+:_ を合む虫偏色土のプラン

'o 
0、

c -l:!..ξ 24， 70町
い。調査部分の規模は京壁250側、北

おi~228cmで、隅丸方形を呈すると)[，・

〔時 .ipifW~~ J東町長17cm、北壁lOcmで、

えられる。泊H立は6.56m"で、あるの

8 

緩やかにたちあがる。 時滑なし。

〔床[(!jJ平坦で、あまりしまってい

第9号霊穴住屠顕1第155国ない。

〔ピット JP 1 ; 13cm、P:.;; 22cm、

ゎ 12cm、P1 ; 14cm、ト 26cmのj架さであるむ

〔カマド〕なし

〔遺物出土状況JP.Iより土器片が出土した。

〔備考〕確認1mで、の焼土は厚さ 5cmほどのもので床面とは不連続であり、本住居跡とは関連し

ない口

第10号竪穴住民跡(第156凶、図版85-4 ) 

L 145・46グリッド口L H45・46、〔検出地区〕

〔確認状況〕東側へ穏やかに傾斜する地山而で黒同色土のプランを確認した。

〔平i(:IIJI三〕千i::Jrl;-跡の[cHiHlJが道路下にのびているためm成、平面形は不明であるが、調査区内で

は北、北京壁265cm 、[lLiH，j壁120cmで、 iヰ~~ )L)j形を呈するものと考えられる口調査部分

の床面積は5.88m"で、ある

を・培溝JjlLi南惟が‘番高く 38cmで、やや穏やかに立ち上がる。右足溝なし。

〔床而〕平J:8，であるが、踏み同められた様子はない υ
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:お 5ヰ'( ?J!~ Jl I II j宣湖;

(ピット JP 1 ; 10cmの深さで、

他には検出されなかった。

〔カマド〕なし。

〔遺物/1¥土状況〕

覆土カかミら十

した干程宝!度支でで、ある O

ao ob 

a 笠Jご 24.00m
一一-b 

第156図第10号竪穴住居跡

第11号竪穴住居跡(第157r~) 

〔検出地区JL T45・46、MA46グリッド

〔確認、状尚〕道路北側調売佐南西11月の地山百!iが法ち込むi阜の部分で、黒褐色土の方形プランを

確認。ただし、南側壁の付近は風倒木痕によって撹乱されており、他にくらべて明瞭ではなか

った。

〔平面ー一万三〕東壁338cm、E11壁390cm、南壁390ciIlの規模をもち、東西にやや長い長方形を呈する口

面積は11.93m2で、ある。

〔壁・壁溝〕西壁は37-38cmで、あるが、東壁は制査区南東[1再の落ち込み際に位置しているため、

5 -7 cmしか残っていなしL 樫溝が設けられていないことから、壁面iの傾斜は全体的にやや緩

やかな立ち上がりを示すD

[J;長i面〕ほほ平坦で、中央付近は堅くしまっている。

〔ピソト JP 1 ; 26cm、P:'; 10cm、ト;35cm、P.I; 17 cmの深さであり、 PI以外主柱穴と忠われる

ものは検出できなかった。

〔カマド〕北京隅の床面上に赤化した'HLI-.を検出した口

[j室物出土状況JPどから杯、焼土の~IUWJ で、 f1~?宰が出土した(第181[立1) 。
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第157図第11号竪穴住居跡

第12号竪穴住居跡(第158図、図版85-5 ) 

〔検出地区JL H49、L148・50グリッド。

〔確認状況]地LLi面上で、焼土、炭fヒ物を含む黒褐色土のプランを確認した。ただし後世の耕

地造成、畑の畝等による撹乱が激しく、すでに床面が露出している部分もあった。

〔平而形〕 東南壁437cm、四西i~北ヒ ]J，壁i:告;主剖空~421cIαn肌1

る口面積は15.40m" 0 

〔壁〕最も高い所で、10cmほどではっきりしない。東南壁は撹乱によってほとんど残っていない。

〔壁溝〕東南壁を|往いてIllhi8 -30側、 j宗さ 5-8 cmの浅いi梓が構築されている口東南壁にも恐

らくあったものと忠われる口

( )未拍iJ撹乱によって壊されている部分が多いが、残っている部分をみると平坦で堅くしまっ

ている口

〔柱穴JP I ; 21側、 P2; 35cm、Pi ; 20cm、ド I ，32cm、P日 26clll、p，; ; ] 6c帆
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第 5 章司'~JII 11 遺跡

cm、P'J; 35cm、PI(J ; 36cm、PII; 19cmの訟をさで、このうちPI-仏までが主柱穴である。

〔カマド〕検出されなかったが、，Jt:J二の分布状態からみて、東の北11!1Jに設[置されていたと

思われる。

〔遺物検出状況〕れから鉄製品破片、床面から杯 2};';(が出土(第181凶)。

( 1nH考〕本住民跡内の樫構内近くに炭化材が多くみられたことから

¥ ノ

、、、、ー~戸戸戸~ノ

事一一

。
向、d

起き

パムJ

.... 

のP9
、ミ二y

(0) P 10 
¥....._ン

Q 

一一“ 3
凶 00"1'6=1-1

§宇田

と考えられる仁

L一一一 ! ?m 
第158密 第12号竪穴住居跡

第13号-竪穴住居助;( 6 ) 

〔検出地区JL F ~ L G49グリッド。

(t確認状況〕地LLJ耐で、焼土、炭化物をふくむ黒褐色土のプランを碍認した口

〔平面形〕住民の東側半分ほどが調査包外にのびているため全存は不明であるが、調査区内で

の西北壁が366cm、南西壁207cm、北京壁277cmあり、お形

分での面積は8.68m'で、ある口

るものと考えられる。司~Jj堅苦[j

〔世JPLi ~ヒぷ長で'34-50cl11の高さがあり、ほほ長jt
1
(に近い ¥1ちJ-_がりを示す。

〔壁講〕西北、南西日;~の一部分に IIJlr\10-20側、深さ 5~10cmのほがi:í]~ 出された。

〔床而〕平坦で堅くしまっている。

〔ピット JP I ; 8 cm 、 p~ ; ，10cm、P， 28cI11、 PJ; 16仁川の深さで、仏、 p"，が主柱穴である。トは
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深さ23cmの土坑状のもので、土器片
a"， 

カfまとまってt:Bこ|二した。

〔カマド〕なし。
戸¥て'---ーふ/ 

〔遺物出土状況〕

遺物は少なく、床而から杯、

中から黒曜石の小さな剥片が少量:

出土した円またpc，から土師器片が

いく分まとまってaけ
図、第184関、第185図)0

a -...!.:!..""24.20町

第14号照穴住居跡(主~160[主l 、凶版85- 7 ) 

〔検出地区) L E 52、 LF 51・52グリッド。

第 2節 検出された遺構と遺物

む

e月九
"'d 

c_l:!_=23.30m d 

揚揚義援

第159国第13号壁宍{主題跡

〔確認状況〕地LU面上で、焼土、炭化物を含んだ黒褐色土のプランを確認する。

17' "'b 

pz 

〔平面形〕住民東側が調査地区外にのびているため、規模、平面形不明であるが、北西壁が406

cmあり、方形を!主するものと考えられる口調査部分でのrmf去は8.70m2で、ある。

〔壁〕閲北壁で、24cm、ほほ垂直に立ち上がるしっかりしたものである。

〔壁溝〕北東壁の一部分をのぞいて|幅15-20cm、深さ 5-10cmのirtf:がめぐる。

( J未回〕平:ts_で堅くなっている。

〔ピット〕主柱穴と考えられるピットは保認できなかった。 Pl-P"は土坑状のもので、 Pl; 34 

じm、Pe 12cm、P:l; 30cm、P1 17cm、ド口 22cm、P.;; lOcmのさがある。これらのピットは相

互に切り台っていて、 Plが一番新しく、次に仏、 P.I、P~，のiII買である。またれは P.I を切っている。

〔カマド〕なし口

[ -遺物出土状況〕 には土~~if)十が少最含まれていた。北問聖上田で右足石、わから土器片が

まとまって出一十した(第181 上司、第184~) 。
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第 5章寒)11日遺跡

第15号竪穴住居跡(第161図、図版85-8、図版86-1・2) 

〔検出地区JL ] 53・54、MA53・54グリッド。

〔確認状況〕北側へ緩傾斜する地山泊jで、黒褐色土の方形のプランを確認したり

〔重複〕溝<S D 71>に切られていて、床面も掘り込まれていた。

〔手間形〕東、西日、、北町406cmで、やや:iミんだ方形を呈する。面積

は17.05m2で、車!l線方向は E-15
0

-Sを示す口

〔壁〕床面まで深い部分でも 10cmに満たないためはっきりしなし」特にカマド向性[Ijは立ち上が

り治宝石在認できなかった。

〔接溝〕西壁ニの一部分と北壁にIIJ肩10-17cm、深さ 4-6 cmの浅いi~J'が倹山された。

〔床面〕やや北側に傾斜すーるが、平坦で堅くしまっている。

〔ピット JP 1 ; 19cm、Pe 22cm、P:l ; 18cm、PI; 18cm、p"; 29cm、Pu; l1cm、Pi; 55cm、Pe

19cm、P9; llcmの深さで、 PI-Pらが主柱穴である。これらに対応する南東コーナ一部、京.1有

竪の中央部には検出できなかった。 PII川{

状のもので一度にf県里められた形跡を持つo PI2の成田には土器片が廃棄されたような状態でまと

まって検出された。

ト十

c -土!_=23.60m

p
o
 

も

LF52 

第160国 第14号竪穴住居跡
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第 2liiJ 検出された遺構と遺物

〔カマド〕住居束壁の北側に、壁面に対しでほぼ直角に設置されているが、上面の削平により

大部分が失われていて、煙iE音[jだけが残る。煙道部は最大IIJAi45cm、長さは束壁より 110cmで、

中央部のピットの他は平坦である

〔遺物出土状況JPIの床面上で杯、その他はカマド周辺に集中し、カマド北側と北壁近くで斐

の破片ーが、焚き口部と忠われる所と、 Plliの ~rl~認Tmで軒ilの羽口が出土した(第182同一第1出関)。

c_!:!ニ 23，50m_
d

邸

主

H
N
目
白
O

ヨ

。f

Pl 

三_!:!_=23，80m 

一-f

協Hム 1 五戸~磁務

第161図第15号竪穴住居跡

第16号竪穴住居跡; (員~162凶)

〔検出地区JM C 53・54グ1)"J ド口

〔確認状況〕天地返し、 11i1FI'-を受けたj血111泊lĴ，で、南東i明のコーナ一部とその延長上の東南壁

の一部が確認され、また北側に遺物を伴った焼 Lがあったことより住居跡と判断した。

〔平面形〕南東のコーナ一部しか確認できず、また住民の丙側が調査i三外にのびているため、

規模、平面形は不明である。
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第 5章家)11II 遺跡

〔壁・壁溝〕わずかしか残存せ

ず不明である。壁溝なし口 q一一ー

〔床面〕平坦で北側へやや傾斜
噌コ

する。あまりしまっていない。
。

〔ピット JP 1 ; 43cm、pz; 44cm、 φ 
P:l ; 34cm、P4; 23cm、P日;65cm、

Pり;15cmと深いが、これらが本

住居跡の柱穴であるか否か、笠

穴住居跡のプランが明確でない GP6  

F三II-P，

ため、判断できない。

〔カマド〕北東隅に遺物を伴う
E 

焼土があったが、カマドかどう ‘可SZS 

(ヨトP3
。。勺a 

かは不明。 4j 

〔遺物出土状況〕北東隅から土

fU宅)PI 師器杯、斐の破片がまとまって

出土(第186図)。

o 1m 

第162図第16号箆穴住居跡

第17号竪穴住居跡(第163図)口

〔検出地区〕 MC-M D53グリッド。

〔確認状況〕地山而で、住居跡のコーナ一部と思わ a。

れる黒褐色土のプランを確認した。

〔平面形〕住居跡の大部分が調査区外にのび、コー

ナ一部しか調査できなかったので、規模、平面]f~ は

不明である。

〔控J8 ~20cmの i白さがあり、やや緩やかな立ち上

がりを呈する。

〔壁溝〕北京慢の一部できれるが、 1111れ0-15cm、深

さlOcmのj辞が確認された。

a ____I:!__= 24.20m -

第 163図第17号竪穴住屠~

一-b



第2節 検出された遺構と遺物

〔床面〕凹凸があり、あまりしまっていない。

〔ピット・カマド・遺物〕いずれも検出されなかった。

第18号竪穴住居跡(第164[~) 

〔検出地区JM B 51 . M C 51グリッド。

〔確認状況〕かなり削平された地山面上で、 ピット、壁溝及び焼士が確認され、住居跡、と判断

した口

〔平面形〕 ピット、樫溝の位置から推定して、東南

壁360cm、北京壁329cmで、方形を呈ーするものと考え

られる口 リウ の 17

L 00 
))P4 

〔壁・壁溝〕壁はまったく残存しなし )0 東南、北京

壁の一部に壁溝が検出された。

[/*1国〕高Ij平されているため不明である口

〔柱穴]P，;15cm、Pz;26cm、P:l;15cm、P1; 33cmの深さで、

PI • P2が住居跡、のコーナ一部の主柱穴と考えられる口

〔カマド〕北東隅に焼土が確認された。 。P3

〔遺物出土状況〕特に本住民跡に伴うと判断される
一切ーーーミコ

遺物の出土はなかった。

第16号土坑(第165図)。
第164図 第18号竪穴住居跡

〔検出地区] 0 C46・47グリッド。

〔確認状況〕地山である第盟層上面で、焼土を含む黒褐色土の円形プランを確認した。

〔規模・形態〕道路下に北側の一部がのびているため全容は不明。壁は緩やかに立ち上がり、

底面は丸底に近い。東西の径115cm、中央部の深さが36cmで、ある。

〔遺物出土状況〕覆土断面観察のため、道路側の調査区際壁面を精査した結果、 第 2層

(遺跡基本層位第H層)中から土師器杯の小片を出土した。

第17号土坑(お~n65 [61 、図版87- 5 ) 

〔検出地区] 0 B ~O C46グリッド。

〔確認状況〕地山面で、焼二i二を含む黒褐色土の稽円形プランを確認した。

〔規模・形態〕北側の守口が道路トにのびている口壁は殺やかに立ち上がり底面は平坦である口

平面7f~は長軸推定191cmの楕円形で、ある口深さは43cmで、 i半日間形は鍋底形となる。
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第 5章 寒)11rr 遺跡:

〔備考〕底面に長軸42cmの楕円形の平面形をもち深さが10cmのピットと、長i!q!J40cmのやや台形

に似た平岡形で深さが15cmのピットがある c 断固の観察により溝<S D 02)よりも千円玉ことが

判明した。覆土の中程にレンズ状に堆積したまとまった量の焼土が認められた。

第18号土坑(第165図、図版87-6 ) 

〔検出地区J0 B45・46、oC46グリッド。

〔確認状況〕地山面で溝<S D 02)に切られ、焼土を含む黒褐色土の不定形のプランを確認したむ

〔規模・形態)平面形は北西一南東に長い隅丸方形である。長!担I1は254cm、直交する短11油は217

a H223.20m 
-

a一旦=23.40m 

あJ平塚多
第16号 土 坑

: 5002 : 

務霧揚揚揚該~
第18号土坑

b 

SK 18 

H =23.10m 
a 守一ーー

H =23.50m 
a -一一一

第17号土坑

ゑ物川物~
第19号-[--坑

9 

第165国 第16号~第19号土坑

b 

2m 



第2節 検出された遺構と遺物

cmを測る。壁は緩やかに立ち上がり、断面形は浅い鍋底状を呈する。北東側の成面は南西側よ

りも 10cm程度低くなっている。確認面からの深さは、最も深いところで'26cm、浅いところで12

cm程を測る。

〔備考Jitlf. <S 002>によって切られている。底面の壁際に 4つのピットがあるが、遺構の胤

辺にも多数のピ y トがあり、本遺構とifJ:i妄的な関連をもつものかどうかI:IJ然としなかった。

第19サ土坑(第165問、同版87-7 ) 

〔検出地区JN ] 45 . 46、oA/15・16グリッド。

〔峰認状況〕地山而で焼土を含む黒褐色土の隅丸方形と推定されるプランを検出した。

〔規模・形態〕各辺の中};';(を結ぶ長調h推定172cm、短軸推定168cmのp高丸方形になると思われる。

北東側のi塙は道路下までのびており、全体を明らかにし得なかった。 深さは中央部で'30cmで、

壁の立ち上がりは急で、ある口底面は平胆である口

〔遺物出土状況〕成面近くの覆土中から1/2個体分の須恵器坪が出土した(第186図 4)口

〔備考〕底面に深さllcmと15cmのピットがある。

第20号土坑(第166図、図版87-8) 

〔検出地区J0 A '"'--'0 B45グリ y ド。

〔確認状況〕地山面で市<S 002)に切られた暗一黒褐色土の落ち込みを検出した。他の遺構

(第 l号士坑)と重複していたため確認時のプランの形状を明確には把握できなかった口

〔規模・形態〕平面形は長軸175cm、短11単1135cmの楕円形で、断面は中央部で最も深い摺鉢形で

ある。中央部の深さは53cmで、ある。

〔遺物出土状況〕中央付近の底面から 15cmfli~tf・いた状態で、 4 個体分の土師器杯と属平打製石

器がまとまって出土。扇平打製石器は南側に隣接し本遺構によって切られている第 1号土坑の

覆土中に由来するものと判断された(第186図 3・5・8)口

〔備考〕本遺構は縄文時代前期の第 l

って切られている。

第21号土坑(第166図)

〔絵出地区] 0 A45グリッド。

を切り、平安時代よりも新しい溝<S 002>によ

〔確認状況〕地1I1[trIで、清<S 002>に切られた、黒褐色二!二の楕円形のプランを確認した口

〔規模・形態〕平i而形は長'Ilrf! 97cm、知軸89cmの楕 IJ-JJI~ を 1t し、断而形は深さ 32cmの鍋底状とな

る、壁l~jの -;r ち上りは比較的急である。
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〔備考〕本遺構は第 1号土坑を切り、 i詐<S D 02>によって切られている。

第22号;七坑(第166問、 i元l版88-1 ) 

〔検出地区JN H44グリッド。

〔石~m認状j兄〕地山 jújで、お色一 1--の楕円形のプランを確認したり

〔規模・形態〕平面形は長 fl~jJl 22cm、短lMJl 04cmの楕円形、北側は深さ 20cmで、壁画jが残存するが、

南側では削王子されて 4cm程度を測るに過ぎない円

第23号土坑(第1661;;Z1)

〔検出地区JN C42グリッド口

(確認状況)地111m!で、 H音~県出色土の桔[lJ形のプランを確認した。

〔規模・形態〕平面形は南西側でややすほまる楕円形を呈する。長i知11135cm、短調!J77cmを測る。

斜面上にあるため北側の壁は28cm程践るが、南側では 9cm程しか残っていない。

(遺物 IHj-_状?JcJ 需土中から!--Rrpfi~ の一小Jj-を 11'1~1~ している。

第24号土坑(第1661雪1)

〔検11'(地区JN B42グリッドロ

〔確認状況〕地山Uliで、焼土、炭化物を含む暗褐色土のいびつな楕円形プランを確認し

〔規模・形態〕半面形は長l!Itl!232cm、鋭剥1107cmの形の整わない楕円形である。 慣は急、に立ち上

がり、!氏i自i は 111 1 凸があって ïM~i1RIJ に傾斜する。 深さは37cmで、ある。

〔遺物出土状況〕覆土中に土師器の小片が含まれていた。

第25号土坑(

〔検出地区JN A41・42グリッド。

〔確認状況〕地LJlmiで、暗褐色土のプランを確認した。

〔規模・形態〕平面形はいびつな1[J形で、長 'I~h 115cm、短II~lJ 106cmを測る。北側の壁の残存の状態

がよく深さ30cmで、ある。 TH1WJは浅く 19cm程を測る口

[;室物11'1土状況〕土f:rpr，iiの/J、片が1'1'1士.している口

第26号土坑(第166図)

〔検出地区JM I/13グリ、ソド口

〔確認状況〕地Illr(riで、rlfi出色士の111糾LJ形のプランを雑誌tした。
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〔規模・形態〕平副形は径80cm程の111各円形で、深さが15cm前後の鍋底状断面形を呈する。底油i

は平坦で南側へし=く分傾斜する口墜の立ち上がりは急である口

第27号土坑(第167図・土器焼成遺構、図版88-2) 

〔検出地区JM F40グリッド。

〔確認状況〕地111面で!日告台形の黒褐色土プランを確認した。

〔規模・形態〕平面形は南北に長く南側で狭くなる 111告台形に似た形状を示すG 断面形は鍋底状

を呈する。壁の立ち上がりは全体的に急であるが、北壁は南培よりもやや緩し」規模は長t~1201

cm、短軸174cm、深さは北側の樫で、37cm、市1nljで、21cmを測る。

〔遺物出土状況〕北側の覆土中に土師器杯、護の破片が含まれていた。

〔備考〕南側の底面、壁面に堅く焼土化した範囲を認めた。ちょうど土坑プランが扶くなるあ

たりから焼土化し、一部壁外まで連続する。土師器片はこの南側の部分よりも焼土化していな

い北側の覆土中に多く含まれている口火床面を形成すること、形態から土法焼成遺構の可能性

があると判断した。南側壁が焼土化した例としては他に第31サ土坑がある。

第28号土坑(第166図)

〔検出地区JM E "-' M F 40グリッド。

〔確認状況〕地山面で暗褐色土の楕丹形プランを確認した。

〔規模・形態〕平面形は一長事1I187cm、短事11146cmの椅円形、深さは北側で、35cm、南側で"15cmで、あ

る。接の立ち上がりは急で、成面は平坦であるが若干南側へ傾斜する。

〔備考〕南側に長さ90cm幅50cm前後の落ち込みがあるが、本遺構とは[直接関連しなし'0

第29号土坑(第166図)

〔検出地底JM E40グリッド。

〔確認状況〕地山屈で焼土を含んだ黒褐色土の楕円形のプランを確認した。

〔規模・形態〕平面形は長事11188cm、短軸130cmの椅円形で、深さが12-18cmの浅い鍋底状の断

面形を呈する。

〔遺物出土状況〕西側の覆土中、焼土に混じって土師誌斐の破片が出:卜.した(第186邑J-]1)。

〔備考〕西側の覆土中には焼土のレンズ状堆誌が認められる。

第30号土坑(第1671ヌ1)

〔検出地区JIVl B 38・39、IVIC 39グJ)':ノドヮ
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易協物物協援務
第35号土坑

第34号土坑

第168箇第34号@第35号土坑

[確認状況]地山面で焼土を含む黒褐色土のプランを確認した。第 4号二七坑と重複しておりこ

れを切った状態で確認された。

[規模・形態]平面形は長軌311cm、短期Jj278cmの楕円形で、ある。壁は南側で、42cm、北!日Ijで;75cm

を測り急、j敢に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、南側へ傾斜する。

[遺物出土状況]底面近くの覆土中から須恵器杯(第186L~I- 1O)、斐、奄の破片が出土して

いる口

[備考]北西側の俸が第4号土坑を切っている D

第31号土坑(第167図、土器焼成遺構)

[検出地区]M C39グリッド。

[確認状況]地山面で楕円形のプランを確認した。土J坑の北側は第 7号竪穴住居跡カマド煙道

部の北側からのびる溝状の落ち込みによって切られ、東側には倒木痕による撹乱によって壊さ

れている。確認面にあらわれたプランの大半は暗褐色土が占めるが、南側の輪郭には帯状の焼

土が認められた。

[規模・形態]平面形は長軸推定126cmの楕円形を呈すると思われる。壁はやや急な角度で立

ち上がるが北壁の傾斜は南壁よりも緩し」深さは23-33cm程で、ある。

[遺物出土状況]南西側の覆土中から土師器斐(第186関-12・13)と杯の破片が出土した口

[備考]坑底面よりも南側壁で著しく焼土化している口焼.:1~化の程度は第27サ土坑に至らない

が、同様の性格をもっ土器焼成遺構と判断した。
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第32号土坑(第167凶)

[検出地区]M B42グワッド。

[確認状況]地 UJ面で黒褐色土の略IljJ~プランを確認した。

[規模・形態]平面形は径67cm程の円形で、断面i形は深さが9-13cmの浅い鍋底;1犬を呈する。

[備考]覆土中に炭化物が混入するつ j詐<S D20>によって南丙側の樫の一部が切られている。

第33号土坑(第167図、図版88-3)

[検出地区] L J 50・51グリッド。

[確認状況]地山雨で、黒褐色土の楕円形7
Q

ランを確認した口

[規模・形態]平面形は長調11165cm、短軸151cmの楕円形で、断面形は深さが44cmの鍋底状を

する口底部は平坦で壁面はゆるやかに立ち上がる。

[遺構H'，土状況]底而ーからlOcm程上位に多量の鉄浮を合む炭化物層があり、土師器均二の小片も

含まれていた。碍認出でも鉄沿;が，lfl，土しておりこの中には椀形鉄淳もある。

第34号土坑(第168図、図版88-4)

[検出地区] L I 48グリッド。

[確認状況]地山間で黒褐色土の楕円形プランを確認した。

[規模・形態]平面形は長軸170cm、短軸158cmの楕円形で、ある。壁は急に立ち上がり、底面は

三12::1:[::1である。

[遺構出土状況]覆土内および底面から椀形のものを含む鉄浮と、土師器杯の破片(第186図-9)

が出土した。

[備考]本遺構はレーダー探査によってその存在が判明した遺構である(巻頭カラー鴎版12)。

レーダー探査は、遺構の存在が予想される区域LH-L!48-49グリッドの表土を残し、 50cm

開縞に組んだ方限上を発振器によって探査するという方法で行った。その結果、 LI 48グリッ

ドと LH48グリッドをかけるライン上で、地山面の落ち込みがCRT上に青色の縞となってあ

らわれ、強く反応する赤色の点(レーダー探査画面中、矢印部分)も認められた。この赤色の

点は遺構精査を行った結果、椀形鉄j宰の一部が反応したものと判明した。

第35号土坑(第168医1)

[検出地区] L 1 53グリッド。

[確認、状況]地山由ーで黒褐色土の111各IIJ形プランを{確認し

[規模・形態]平面形は径72cmの!Il各円形で、躍はほぼ垂直に立ち上がる口慌に比較して深さが
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あり、 36cmを測る。断f(Jl形は鍋成状を呈する。

[遺構出土状況]第 4層から土師器杯の破片が出土した。

[備考]南西壁i奈、 fま而ーから20cm上のところで径16cm程の自然石が出土している口

以上の土坑には覆土内、底面などから二!~師器片を/Jj j'. しなくても、平安時代より新しいと判

断される溝によって切られているために本項で、扱われたものを含んでいる。土師器の一杯、斐な

どの彼片を出土した土坑では、その遺物の内存から見て竪穴住居跡とほぼ同時五11に構築、使用

されたものであることがわかる口

またこれらの土坑の中には、その機能に特般的なものを認めることのできる例が2種額ある。

1つは土器焼成遺構とした第27サ1:坑、第31号土坑で、あり、他は多量の鉄涼を出土した第33号

土坑、第34号土坑である。

県内で須jill器以外の土師器を焼成した遺構としては能代市サシトリ台遺跡、秋田市野1f;遺跡

雄物川町足回門田遺跡;などに報台例がある。また隣県では北上市比久!己沢遺跡に例がある。本

遺跡で検出された第27号士坑の特徴で、ある台形に似た平出形は、比久f己沢遺跡の第 1号焼土遺

構として報告された遺構に共通する点である。またサシトリ台遺跡の 6号竪穴遺構と報告され

るものでも共通するが、!氏而に傾斜をもっ点も同じである。

また鉄淳を多量に出土ーした第33号、第34号土坑では炭化物も!叶じく出土している。鉄淳の出

土、特に椀形鉄j宰が含まれる点と考え合わせると小鍛治に関連した遺構ではないかと推定され

る。いづれも今後類例の検討が必要である。

第 1号炭焼窯(第169図、図版87-1・3)

[検出地区] 1'-，1 J 43グリッド。

[確認状況]地山両で焼土を多量に含む柄鏡状のプランを確認した。

[規模・形態]平面形は円形の窯体に張り出しのついた柄鏡形である。張り出しの部分を通る

長llilhは推定で、160cmの長さがあり、それと直交する窯体の11Jinは85cmで、ある。 深さは張り出し部

分ではlOcm、窯体中央で;37cm 1iíJ後で、ある口底面は r~ t_~lがあり、張り I:U し部から窯体に 1[1] ってい

くらか傾斜する臼

[備考]焼土は壁面から まで連続しであり、この'):~~ι!-. に混じってにぶい黄色の!火も

められた。焼土と灰の Fには非常に細かく j砕けた炭化物の屑2が認められた口

第2号炭焼窯(告f:;169!唱、図版87-1-2) 
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[検出地区] M J 43グリッド。

[確認状況]地LlJ面で、焼土を多量に含む円形を 2つ合わせたようなプランを磁i認した。

[規模・形態]平面形は中央でくびれる格jl-J形である。長報1221cm、短軸90cmを測る。 深さは南

側で、21cm、北側で、40cmで、ある口惜はほぼ垂直に近く、底面は平坦で北側が若干低くなる。

[官Hl考]覆土の下回に焼土!語と炭化物層があり、前者が後者を覆っている口灰の積出はない口

第 3サ炭焼三塁(第169凶、凶版87-4)

[検出地区]M 143グリ y ド。
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[確認状況]地山出で、焼土を含んだ円形の張り出しのあるプランを確認し

[規模・形態]平面形はF3形に張り出し部のついた柄鋭;1犬を早する。壁はほほ、手Ril町に-¥!ちトーが

り、底面は北側に傾斜する。 I[J形の窯体部と張りfJJ，し部をかけた長布hが151cm、直交する窯体

のIIJ話は108cmで、ある。張り出し部の深さはllcm、窯体部で、は40cmで、ある。

[備考]焼土、炭化物とも他の 2本に比べ少し、焼仁は張(Hし音[)と;主体の述結音1;に若二1-<炭化

物層は窯体北1WJに僅かに認められたに過ぎない。

以上の炭焼告には伴出遺物がなく、厳需には時期を特定できないが、第 1号製鉄炉や第33サ

土坑、第34号土坑など小鍛冶関連遺構の存在と合わせて本項で取り扱っ

第 l 号製鉄炉(第170問、 I~J版86-3~7) 

[検出区] N B36・37グリソド。

{確認状態]重機による表土除去のうち、炉本体の地 i三部分を焼:!--のプランとして検/IJ，し

焼土は本体炉壁部分で、赤色、黄色、青色(環元色)の各々の色調の土が主主層した状態である

[規模・形態]炉の本体はガラス質に硬化した炉壁の外周で、長さ 72cm 、 JIJ r-~50cmの r tJ J字形

を呈する。本体の前部は褐色~黄褐色の粘土塊が長さ50cm、IIJ1J70cmでj易道を覆っている。炉壁

は炉底からの計測で、20cmの高さで残っており、 i詰j立を覆う粘土塊は紋も!字い筒所で、15cmを測る口

炉の前庭部には律135cm、深さが63cmの土坑が掘られている。二i二坑の!析一而形はほぼ宿鉢形といっ

てよいが、立ち上がり面の北東部 1筒所に関口部符30cm、奥行42cmのピットが付設されている。

[炉壁]炉壁は上部がやや内傾し、炉!氏にゆくにしたがって僅かづっ広がる断面形を示す口本

体、炉の前部湯道部分を覆う黄褐色土の粘土塊と同質の粘土と積み上げて作っている。表而は、

環元色のガラス箕青紫色を呈するが、外側にむかうに従い、赤褐色 (5Y R 4/6)、灰色(lOY

m/1)、浅黄控色(lOYR8/4)、指 (5YR6/8)とj新移する口

[覆土・炉底]本体炉底の湯道に近い部分から、!亨さ 7~ 8 cmの鉄淳層が多量の炭の破片を混

じえながら、 rqÎj庭部の土坑内覆土中までおiし E ている口鉄?~}~はガサガサした感じの鍛冶浮に近い

もので、所謂アメ状の流出浮は合まれていなし」覆土には天井部~本体上部の炉樫がJJi1れ破片ー

となって混じっている。褐色~暗褐色を711する土で、ある口

[遺物]鉄淳の{也、土師ÿ，~l不の }l託部(第1861ヌJ-2) が/I-U二している。炉の前庭部にある土J:}L定

土の鉄淳層中から出土した。

刊誌考]本製鉄炉の東1WJ5 m程に、夜 1m前iをのIIJ形の土坑を連続して制ったような大きな[IJ]

みがある。京丙の主し夜しが 6m:f!l!ある口 +JH:~)込みは地 1[1 の粘質土でfill まり、さらに十1立の{!予

層まで、は行われていない口製鉄炉を構築する際に使用した粘[-_の搾tJnl坑の flT能性がある口
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第5主主 寒)11[J 遺跡

平安時代の遺構内出土遺物

第5号竪穴住居跡内出土i宝物(第171図~第173関、 DXI版101)

土師器杯(第171図-1-4、IRI版101)

1 -3は約2/3程度予え存する例体、 4は を欠失した体部~庇部の11lil体である。いずれ

も成形はロクロ水J免きによる口底部の切り離しは回転糸切りによるが、右方向に回転する粘土

塊に左巻きに巻きつけた糸によって切り離している。切り離し後の底部の調整はわ二われていな

い。口縁~底部のカーブが直結1'1せになるもの (1 . 4) と、膨らみをもって降りるもの(2・

3 )がある o 2 の勾;は器r.i~が 3 mml前段しかなく、焼成色調が明褐色となってし aる。 他が 5-6 

mm程の器厚をもち灰褐色~褐色の色調を呈するのとふJ照的なっくりの土.~~である口

土師器斐(第171図 5・6、第172図、第173図 1- 5、図版101)

口径20cmを超える比較的大形の斐と、 15cm以下の小形の琵とがある口成形被IlJ]転1今上です司整

をうけたものと、回転台を用いず、口縁部は横位のナデ、体部は縦位のケズ J)調整を行うものと

がある。日縁部のナデは指QJ1を使いJRの痕跡が明瞭に残されるような例もある。

第171図 5は口縁部の内外面を指頭(親指と人差指)で挟み込み横{立ナデ調整を行ってい

る。外面は下から上へのケズリ調整を行うが、調整の単位はさ程明確ではなし」成形時の粘土

紐の継ぎ目が僅かながら観察されるが、それによれば粘土紐は太さ12-15mm程度のものを用い

ている。体部内部は指頭による横{立のナデを施した後、箆状の工具によって縦位のナデ(器雨

上の砂粒の移動がない)を何度も繰り返している。内出で、の粘二I:Jdtの継ぎ日は丹念に行われた

調整で全く観察されなし」第171図 6斐底部では、底部局縁に横位のケズリ調整を施し、体

部下半は|掘の広いケズリ調整を縦位に行っている口第172図 1は内外面とも回転台による器

面調整を行い、同時に口縁部を「く Jの字形に作り出している。成形時の粘土紐の継ぎ目は観

察できないが、接合した破片によれば口縁~頚部は体部に接合された 1本の粘土紐を挽き出し

て作られたもののようである口第172凶 2-6は口縁部を指頭によって横位にナデ、{本部以下

をケズリ調整と指頭のナデ調整によって仕上げている。頭部を「く」の字形に外反させるにあ

たっては、指頭を断続的に押しあてている。 2の器面に残されて粘土紐の接合痕からは、やは

り11-12mm程度の比較的刺し咋!l土利1:を継ぎ合わせることによって成形したことが窺える。第

173図 1は水挽きによって成形していった小形土器で、ある。底部は A 旦回転糸切りによって

切り離した後、!享さ10mm程度の*lli-lて板をHl1iり付けて接介している(['gl版101)。他に第173同一 5

の斐で、は胎土中に混入されていた脱が土保の焼成によって政け落ちた痕跡を残しているコ口松

部外国では l粒、内面では 31肢の籾疫が認められる(図版101)。

土製品(第1731立1-6・7、凶版101)。

2 ，1:(の土錘が出土している。 6の 1}去は大形のもので外H!iに先端の鋭利な箆;17よL具によって
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第 2節 検出された遺構と造物

5条の沈線を施している。製作にあたっては径 8mm程の棒に粘土塊を巻き付け、それを控りな

がら成形したようである。握った際に残された凹凸がそのままに残される口 7の小形の土錘は

成形被ナデ調整を行って表耐を比較的平滑に仕上げている。

第3号竪穴住居跡内出土遺物(第174図-1、図版101) 

調繋時に器出にあてた工具の痕跡が、 7~ 8 mmおきに筋となって残る土師器年である。底部

は成形された口縁~体部を一区切り離した後に、再度回転台上の粘土塊に接着し改めて回転糸

切りによって切り離しているの底部内面には接着痕を調整した四円が践されているつ回転糸切

4 

籾痕

E P① 

第173国 土遺物
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第5京寒)111I遺跡

りは右回転する粘土塊に左巻きに巻きつけた糸によって行われたものである。灰褐色を呈する。

第 6 号竪穴住居跡内出土遺物(第174図 -2~8 、凶版101、図版102)

土師器均二(第174図-2~4 、 i翠版101、図版102)

口縁~体部のカーブが膨らみをもって降りるもの(2・4)と外反するものとがある。底部

の切り離しは右回転する回転台で左巻きに巻きつけた糸によってなされたものであるむ褐色一

明褐色を呈する。 4はカマド内で 6の斐とともに支脚として用いられていた杯である。

土師器斐(第174図-5~8 、図版102)

体部~底部の破片 5. 6は外面を上から iごへのケズ 1)調整、内面をナデ調整によってu上げ

ている。底部には木葉痕が残される。 7 ・8の口縁~体部の破片は外反する口縁の内外を指頭

によってナデ調整し、その後体部のケズリ調整を下から上へ行っている口体部内面は摩滅し判

然としないが、微かにナデ調整を行った擦痕が残る口

第 7号竪穴住民跡内出土遺物(第175凶~第178凶 1・2、凶版102、凶版103)

土師器杯・Illl(第175図-1~6 、図版102)

1は覆土の上位から出土した。他の杯に比べて器高があり体部のカーブも大きく膨らむ。底

部にはやや外側へ張り出した高台が付けられる。高台の調整は土器を倒立させて行っており、底

面には回転糸切り痕を消すように残された箆状工具の痕跡が渦巻状に認められる。口縁部 l筒

所に成形後、器をゆがませて作り出した片口部が作られ、その部分に黒色の煤が!吸着している。

外面には褐色を呈するが、内面には黒色処理が施されている。 2の底面は口径の約 1/3ときわ

めて小さく、体部下半で最も膨らむ。 3に器惜の!半さが 2mmと概く薄いものである口 6の1!llは

杯の体下半~底部を再利用したものであろう。底部の切り離しは 2 ・ 4~6 とも右回転する粘

土塊に左巻きに巻きつけた回転糸切りによる。色調は 3 が明褐色を呈する他は 2 ・ 4~6 とも

灰褐色である。

土師器斐(第175[~- 7 ~第177盟、図版102、図版103)

第175図-7はロクロ水挽きによって成形・調整され、外出に明瞭な稜線が残る。底部近く

で、10mm前後の惇さを測る他は概して薄く作られており、頚部の屈曲部で、は4mm程度の厚さしか

ない。 8は口縁上端を指頭、で挟み込んでナデ調整すると同時に垂直に立ち上がらせている。頚

部から体部上半までは指頭による粗いナデ、それ以下を上から下へのケズリによって調整して

いる。内面は口縁~頚部が横{立のナデ調整、それ以下が縦位のナデ調整でいずれも指頭による

ものである。 9は丸味をもった口縁部をやや外反させて、指頭による棋位のナデ調整を施し、

その後頭部~体部にかけて下から上へのケズリ調整を行っている。|付面は箆状工具による横杭

のナデ調整が行われ、ところどころ工具の動きを止めた痕跡が認められている。第176凶-}・

2はほぼ同じ形の小形の査である。頭部の凶tllJ部には指頭を断続的に押しあてた痕跡が残る。

-266 
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第5章寒)11II遺跡

体部の調整も指頭によるナデ調整である。底部のみが箆~犬工具によって平j骨に仕上げられてい

る口 3は球形に近い体部をもっ斐である。口縁上端は指受賞による横位のナデとともに垂直に立

ち上がらせている。頚部には粗い指頭のナデ調整を行い、休部は上から下へのケズリ調整で仕

上げている。底部には成形時に敷かれた砂粒の痕跡が残る。内i屈では口紘一頚部が横位のナデ、

体部が斜位、縦位がナデを施している。明瞭な工具の痕跡が残らないことから指頭によるもの

と判断される。 4および第177図 1は大形、長胴という点以外は、殆んど 1・2と同様の製

作技法によって作られている口内外面とも調整には指頭によるナデを主体とし、一部にケズリ

を加えている。頚部には指頭の正痕列カちtEび、内田jでははっきりした稜線が残される。第177

図-2-4の底部破片のうち 4の底由e は砂粒の痕跡が残されている。

土製支脚(第178図-1、図版103)

カマド右袖部から出土した口計 7本の粘土紐を継ぎ合わせて作っている。全体を成形した後

に使用時に破裂しないためのV宇一形の一切れ込みを 2箇所に施している。

須恵器撃破片(第1781耳-2 ) 

住居跡中央部覆土中から出土した口外出ーはタタキ日が残り、内面は指頭によるナデが施され

る口胎土は青灰色、表而は暗褐色に焼成されている口

第 8号竪穴住居跡内出土遺物(第178国-3-第181図、 i語版103、!主!版104)

土師器杯。血(第178図-3・4、図版103)

3の血はヰに比較しやや厚手に製作されている口口縁から底部までの間は直線的に開くが、

底部はさらに厚さを増して垂直に:立ち上がる。底部の切り離しは右回転、右巻の糸掛けによる

回転糸切りによる。 4の杯、は底部の切り離し後、周縁にナデ調整を施している。右田転する回

転台から切り離されている。

土師器斐(第178悶-5-第181図 5、図版103、図版104)

第178図 5の口縁一体部上半は成形後回転台上で調整され、これとは別に成?!?，された休部

下半と接合後タタキ目が施されている。 6-8は体部下半の破片であるが、内面には鈎形のあ

て具痕が残る D 体部下半~底部は砲弾形になるものと思われる。その他の斐は口縁部に指頭に

よる横位のナデを施し、体部上半では下からヒ、下半では上から下のケズリ調整を施している。

口縁部が比較的大きく外反するもの(第179図-1-3・7・8、第181凶-2・3)と、短かく

直立するもの(第179凶-{)，第181悶 1 .4・5)とがあるのこの他、口クロノ刻免成形による

小形の斐(第179図 9)もある。

第11号竪穴住居跡内出土遺物(第181図-6・7、図版104)

6は口縁~体部上半が前線的に開き体部下半で緩く膨らむよ不である。!な任が口径の約1/3と

小さし」器面はこの二次的な火熱によってところどころ剥落して¥;;る。!長吉1)は回転糸切りによ

0
0
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第 2節 検出された遺構と遺物

って切り離されているが、摩J成が著しく回転方向、糸掛けの五向は判然としなし=。色調は明褐

色を る。 7は口縁~体部下半まで直線的におり、底部近くで垂直に立ち上がるよ不である。

底部の切り離しは右回転、左巻きの糸掛けによる!日!転糸切りである。色調は!天褐色を呈する口

第12号竪穴住j奇跡内IU土遺物(第181図-8・9、図版104)

8・9とも体部下半で膨らむJ不である 口縁部がややffl:線的に開く傾向にある。底部は右回転

左巻き糸掛けの回転糸切りによって切り離されている口色調は[illj:者e とも褐色~明褐色を呈する口

第13号県穴住居跡内出土造物(第181図-10・11、第184図-7、第185図-1・1 図版104)

土師器坪(第181回-10・11、同版10/1) 

10は口縁一体部上半まで直線的におり、体トー三i士吉1)が膨らむ器形をもっO 体部に数条の稜が明

瞭に残されている。 底面は右回転、左巻きの糸111、けの回転糸切りにより、切り離されている。

色調は11音褐色~褐色を笠する。 11は口縁~体部が宇都吋瓜を描いておりる耳、である口色調は褐色

を呈する口

土K市器斐(第184図 7、第185['X1-1・3) 

第184同一7は口縁部の大きく開く器形をもっ口口縁部には償位のナデ調整が施され、頚部の屈

山部から体部にかけては縦位のケズリ調整が行われる口第185関 lは口縁部でナデ調整、体部以

下で表裏面とも刷毛白調整が施されている。刷毛日調整は表面で縦位、裏面で横位の方IfpJをとる。
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第14号竪穴住居跡内出土遺物(第181図-12-15、第184図-4 -6) 

土師器杯(第181図-12・13) 

いずれも体部ド半~底部の破片である。 12は晴樹色、 13は灰褐色を呈する。底部の切り離し

は12が右回転、左糸掛けによる回転糸切りによる。 13は摩滅が著しく不明。

土師器斐(第181凶 11、18，1図-4 -6 ) 

口縁部を含む資料には、日縁近くで;横位にナ し(第1841~- 4・6)、体部以下を縦

位にケズリ調整するもの(第184図 -6)と、日縁~体部まで回転台を用いてナデるもの(第181

以

po 

第182図 第15号竪穴柱建jfJJ}i出土遺物(1)



第2節 険/1¥された遺構と造物

図 5)とがある。第181図-14の底部近くの資料では表面に横位のケズリ調整が認められ、

底面iには成形時に敷かれた砂粒の痕跡が残されている。

砥石(第18]凶 15)

凝灰岩製の砥石である。表裏fIlIと一方の側面jを主な1il¥部として使用している。表裏面には刃

物の切先で掻いたような傷が残されている。 1H1Jl(:(jのうち!去し'1illmIに作られていない側でも、刃

物をあてた痕跡が筋となって残る。

4 

第183国 第15号竪穴性麗跡出土遺物(2)



第5l'手寒)11日遺跡

.~ー/

1-3: 
4-6: 
7 ; 

4 

184国 第13号~第15号室穴f主題跡出土遺物(3)

7 

10cm 



第 2節 検出された遺構と造物

¥L 

1・3;第13号竪穴住居跡
2・4-7:者~H5号竪穴住)~;-跡

第185国 第13号@第15号竪宍金属蹴出土遺物(4)

279 



第 5章寒)11II遺跡

第15号竪穴住居跡内庁l土遺物(第182図~第185図、図版104、図版105、図版106)

土師器j不(第182図 1 -3、図版104、図版105)

lは住居跡柱穴rdこから出土した口休部中央で{草かに膨らみ、体下半音Ijで続く rmf:Hlする器形

をもっ口底面の切り離しは右回転、左巻きの糸掛けーによる回転糸切りによる。色調は明褐色で

ある。 2・3はいずれも灰褐色を呈する破片である。 2はやや器高が低いが、 1とほぼ同様の

器形を示す。 3は口縁が僅かに外側に反り、体下部で緩く膨らむ。底径が小さく、体部下半か

ら底部へは緩い屈曲iをもって連続する。 2・3とも!室、減しており、底部の切り離し法は不明。

土師器斐(第182図-4-第185図 6、図版105、図版106)

口径が15cm以下の小形の翠には、回転台を用いて器出詩j整を行うもの(第182同一 9)、口縁を

嶺{立にナデ調整し、体部は縦位のケズリ調整かナデ調整するもの(第1821立1 !1 事 7 、第 1831~:(1- ト

2 )の 2者がある。さらに後者は口縁部に屈曲のあるもの(第182L';{I-4・7、第181図-1 )と、口

帝京~体部にかけてほほ直立するもの(第183図-3 )の 2通りの器形がある口口径が15cmを超え

る大形の斐の器面調整には、回転台を用いるもの(第184図-5) と、口縁直下から縦N~ のケズリ

調整を行うもの(第182図-8、第185図 2)、口縁は横位のナデ調整、体部は縦位のケズリ調

を行うもの(第182国-5・6、第183図-3.4、第184凶 2-4・6)がある。他に体部下半にタタ

キ自の調整を行うもの(第1831立1-3、第184図-1 )がある。他の住居跡出土の資料同様、口総-一

体部の調整法について見た場介、小形の莞と大形の棄とで共通するのは回転台を用いる若干例

と口絃部横位ナデ、体部縦位ケズリ調整例の 2通りである。本竪穴住居跡でも後者例が最も多い口

第183図 3は、口従22.5cm、器高30c:m、!主任8.1c:mを測る。口紋音1)の内外雨はJRE互による横

{立のナデ調整が施される口体部上は外部で指頭による宅IIし1ナデ¥内面で箆状T具による和しミ

ナデ調整が行われているn 内面iの口縁部横位調整の部分と体部の箆;1犬_LJ1-でのナデ調整部分の

境は 1条の稜線となって巡る。 体音1)ド半の外面iはケズリ調整を上から下への)jlnJで施した後、

底部をかけてタタキ目が施されており、口唇上にはこれと対!必して査を倒立させた時の潰れた

痕跡が残っている。

第184['Xl-1は、口{壬22.5cm、定3/1cmをiWJる山口縁部から休部J二三1':まではバJijを使用

して器面調整が行われるが、{宇部下'(から底存1;にかけてはタタキ日が施されている c器形は所31

11部単月三を早ーするが、体主1~の中央で保かながらくびれる c このくび、れ部分で、内lLIÍの調整がlfil i伝子?

を使用したものから縦位の箆状 r:具によるナデ、訓幣へ交詳してるため、別々に製作された [1

一体部上半と体部下半-J支部がこのさじ{立で接合して 11同体の査に製作されたものと考えられる口

第185図-6の琵の底部資料で、は底[(IIに砂粒の痕跡が残されているの

輸;]:]日(第 1851~1- 7、問J:長106) 

カマド1)すからn
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1 第16号竪穴住居助1

2 当日l号製鉄炉

4 :第四号ごL坑
3・5-8:第20号土坑

9 ; 主~34一号::-1'.幻t

第186盟 平安時代土坑内出

281 

第2節 被n'，された遺構と造物

10 

※スク J)ーントーンは火俸



第 5章 寒)11II遺跡

推定4.2cmを測る。胴部の側面にはIIJ話4.5cmの平坦な而が作られている。

第16号緊穴住居跡内出土遺物(第186図-1、図版106)

口縁下に低い段をもっ土師器杯である。体部下半で膨らむ。破片のため底部の切り離しは不

明である口灰褐色を呈する口

第1号製鉄炉前庭部土坑内出土遺物(第186図-2、図版106)

口縁部を欠損するが、体部下半に緩い膨らみをもっ土師器J不である。底部の切り離しは右回

転、左巻きの糸掛けの糸切りによる。灰r~)色を呈する口

第四号:t.坑内出十J宣物(第186[支[-4、同版106)

体部の中程で最も膨らみ、底部近くでごく短かく垂直に立ち上る須恵器杯である。底部の切

り離しは右回転、左巻き糸掛けの回転糸切りによる。全体に灰色を呈するが、内外面に火棒に

よる黒色の斑文が認められる口

第20号土坑内出土遺物(第186図-3・5-8、図版106)

3は口縁部から底部まで緩い弧を描いておりる器形をもっ。また、 5は{本下半部に緩い膨ら

みをもち、 6・7は体上半部で屈曲して下りる。 8も体部に屈曲をもつが、 6. 7に比べてその

部位は下になる。 8を除いて底部の切り離しは、右回転、左巻きの糸掛けの回転糸りによる口

8については摩滅しており不明。色調は、 3が赤褐色、 5・7が灰褐色~暗褐色、 6・8が日月赤

褐色を呈する。

第29号土坑内出土遺物(第186図-11)

口縁部内外面に指頭による横位のナデ調整、体部に上から下へのケズリ調整を施した土師器

斐である口ケズリ調整の行われていない部位では粘土紐を積み上げ、た痕跡が明瞭に残る。

第30号土坑内出土遺物(第186図 10) 

口縁~底部までほぼ直線的に時りる須恵器j不である。破片のため底部の切り離し法は不明。

灰色を52する。

第31号土坑内出土遺物(第186図-12・13)

12は口縁部に指頭による横位のナデ調整、体部に縦位のケズ 1)調整を施した土師器斐である。

口縁部の横位のナデはほぼまE直に近く立ち上がる口縁部外耐と、内面にi浪られる。体部のケズ

リの方向は上から下である。 12は小形の土師器斐破片である口外i割に上から下へのケズリ調整

が施される。

第34号土坑内出土遺物(第186関-9、図版1(6)

口縁~体上半部を欠J員するが、体部下半に緩い膨らみをもっ土師器杯である。!結成が著しく

底部の切り離し法は不明。!五褐色を弔する。
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遺構外出土の平安時代の遺物(第187凶-1-5、図版106)

土師器杯、 1m(第187図 1-3、図版106)

出2節 検出された遺構と遺物

1は口縁部から僅かに考 rltJしながらおりる器形をもっ O 底面iの切り離しは右回転、左巻きの

糸掛けによる回転糸切りによる。焼成11寺に貢ね焼きされた結果、休部J.半は褐色、下半部はH青

灰色を呈する口 3は体部下半で緩く膨む器形をもっ。器TfIi調整に工具を用いた結果、器面には

僅かながら段差をもった稜があらわれているの成部の切り離しは破片であるため不明。 2の皿

は口紘一体下半部が的に開き、応部で短く立ち上がる器形をもっ。器面調整時の設が残るの

底部の切り離しは右回転、巻糸掛けの回転糸切りによる口似した血は第 8号幣穴住民助;か

らも tH二i二しているが、より I夫j/豆の器椛をもっ O

¥ 

第187毘 平安時代以際的遺構外出土遺物

l パJj

と~



第 5章 空奈川自遺跡、

土師器室(第187図-4・5) 

いずれも底部の破片である。 5の外面は上から下へのケズリ調整が施され、底而の外周には

砂粒の痕跡が残されている。

4、平安時代を降る遺構と遺物

平安時代よりも新しい時期の遺構、遺物として溝、土坑、陶磁器が検出されている。

溝は道路北側の調査区で 2条、南側斜面調査区で 7条、付け替え道路部分の調査r:zで 2条検

出された (f寸図 2)。これらのうち道路北側調査区の溝く S086>は南側斜面調ヨ!日瓦の溝(S 

032> と連絡するものであろうことが、配置図を作成した時点で推定された。また溝くS0 53) 

と溝<S 054>は確認時には別々の遺構として検出されたのであるが、覆土を掘り上げた結呆

底面のレベルが相方とも同じ高さにあること、どちらも第 5号土坑を切ることなどからこれも

連続したものであると判断された。したがって、調査区全体では 9条に集約される口これらの

溝と縄文時代土坑、平安時代竪穴住居跡、同炭窯との切り台いの関係は以下の通りであるのな

お、いずれの例も溝が他の遺構を切っている口

溝く S071>一(第15号竪穴住居跡、第 2号土墳墓)、溝<S 086>一第 3サ繋穴住居跡

溝く S002>一(第 1号土坑、第 2号士坑、第18号土坑、第四号二I-.坑、第21号土坑)

溝<S 031> " '"溝 <S032> "'" 
第 5号竪穴住尉跡、講<S 053) - (第 5号土坑、第 7号土坑、第11号土坑)

溝 <S032> /溝<S 054> / 

溝<S 019>一第 6号土坑、溝<S 031>一第 2号炭窯

第36号土坑(第188図)

[検出地区]M B 55グリッド口

[確認状況]地山面上で炭化物の多量に混入した黒褐色土の略方形プランを確認。

[規模・形態]各々の辺の中点を結んだ長軸126cm、短軸1l6cmの略方形の平首i形をもっ u壁は

ゆるやかに立ち上がる。深さは 8cm程で、底面は中央部へ向ってゆるく傾斜する。

[備考]覆土に多量の炭化物を含み、壁面の一部は僅かに焼土化していた。伴出遺物はなかっ

たのであるが、形態や覆土の状況が寒川 I遺跡で 7基確認され

ている伏焼による炭焼遺構と酷似している。隣議した調査地で

の検出例であり、その構築、使用時期は同じと判断した口

(がれ

その他、遺物として ND41グリッドから第187凶-6・7に示

す陶磁器が出土した 6は染付けの茶碗、 7は高台付の片口鉢

である(図版106)。

a 討=23.20m -

物弱蕩弱揚揚

188毘第36号土坑
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第 3節まとめ

第 3節 ま と め

今凶行われた寒)11II 遺跡の調査では、縄文時代前期末から中先月初頭のフラスコ状土坑15基、

何時期の土器用設遺構 1基、縄文時代中期末~後期初頭に位置づけられる竪穴住居跡 2軒、続

縄文文化期のj::.墳芸 6*、平安ns:代の竪穴住民跡16軒、何時代と判断された土坑20基(土器焼

成遺構 2基を含む)、製鉄炉 1基、炭焼窯 3基、王子安時代以降の溝 9条、土坑 1)j!~を検出した。

以下では縄文時代の遺構、続縄文文化期の土績墓とIU土遺物、平安時代の遺構について考察を

加えまとめる口

1 1 縄文時代の遺構について

縄文時代前期末一中期初頭と判断された15基のフラスコ状土坑は、遺跡内における構築場所

によって大きく 3つのグループに分類することができる。

i、調査医西側!の比較的平間な場所にJP-5!I1で構築されているもの(第 1号土坑、第 2号土坑、

第 3-~・土坑)。

E、調査区中央の緩斜由ー上に?密集して構築されているもの(第 5号土坑、第 6号土坑、第 7

土坑、第11号土坑、第12号土坑、第lt1号土坑)。

菌、調査区東側の急斜面直前の縁辺部に帝集して構築されているもの(第 4号土坑、第 8号土

坑、第 9号土坑、第10号土坑、第13号土坑、第15J4-土坑)。

これらのグループについて、 (1)1、Eは埋土中に遺物を合むが、国は全く含まないこと、 (2)

Eに明らかに人為的に埋められたものが 2基(第 6号土坑、第 7号土坑)含まれること、 (3)土

坑状のピット、柱穴様のピットをもつものが、 Iおよび臨に l基ずつあること(第 3号土坑、

第10号土坑)、などの特徴がある。こうした特般にも示される各グループの差異は「フラス

コ状土坑の性格、単位集団のフラスコ状土坑所有の問題、単位集団の数、定住期間jと密接な

関係にあるものと考えられる。調査区内ではこの時期の竪穴住居跡は検出されなかったが、第

1号土器埋設遺構、 oB46グリッドでの円筒下層c11式土詩の完形個体の出土から、調査区外北

西側に住居跡群の存在が予想される。そうした場合、この 3グループのフラスコ状土坑は住居

跡群の外側の台地縁辺部に群集する形となり、フラスコ状土坑の立地パターンを分析した永瀬

福男氏分類のAパターンに属することとなる。

またこの15基の!忠商圧を検討してみると(関口部径、深さ、形態も含めて比較する必要があ

るが、自Ij半、 J覧乱によって上部が失われているものが多いため底面径だけに限定する)、 151主

のうち 4 去らを除いてほほ200~230cm前設の規模をなえすこれについて時期的な多少の呉同はあ

るが、周辺の遺跡から検出されたフラスコ状土坑の底出径をみてみると、杉iN台遺跡は160cm



第 5章 寒JIIrr遺跡、

前後、 200cm以上の 2グループからなり、館下[遺跡はばらつくが150cm前後と200cm前後が多

い。腹革皮の沢遺跡は200-230cmが多く、翌刈沢貝塚は200cm商Iiをが半数以上を占める。また大1:HI

台遺跡も200cm前後が圧倒的に多いことに気付く。以上のことから少なくとも縄文時代前期~

中野!の秋田県北部の海岸性遺跡にあっては、フラスコ状土坑に規模のヒでの規則性があったこ

とがうかがわれる口海岸性遺跡の立地する台地の基盤は砂J擦を多量に合む潟四回が構成し、フ

ラスコ状ニヒ坑などの遺構はその上部にのる砂ーシルト質土をjJalり込んで作られる。こうした地

質の特性が、フラスコ;1犬土坑がその機能を果すためにとられた特殊な形態と相侯って、その大

きさに制限を加えたものとも考えられる D

緩斜面下部と台地縁辺部で検出された 2軒の竪穴住民跡(第 1号竪穴住居跡、第 2号竪穴住

居跡)は縄文時代中期末~後期初頭に位置づけられたが、今回の調査区内で見る限り、他の遺

構を伴わず、各々単独に営まれたように見える。しかし、寒川口遺跡側では縄文時代中期段葉の

竪穴住居跡 3軒、縄文時代後期前葉の竪穴住居跡 2軒、土墳墓 3基などが検出されている。こ

れらの遺構の存在を考え合わせると寒川!日遺跡の台地縁辺ないし斜而下部は問に沢を扶んでい

るが、寒)11 [遺跡の台地上面とともに、縄文時代中期j後葉までの真111日j継続して背まれた生活域

の一部であったことが理解される。第 2号竪穴住居跡の南東側壁が沢に臨む急庄で削られてい

たことから、寒)11 ] 遺跡側と寒)11LI 遺跡側を隔てる小谷が本格的に開析を始めたのは縄文時代

後期以後と考えられる口縄文時代後期前葉の頃までは寒)11I遺跡の立地する舌状台地も未だ形

成されておらず、寒)11I遺跡と寒川III遺跡は緩い斜面で、繋っていたことであろう。寒川|日遺跡

で見つかった 2軒の竪穴住居跡は寒川II遺跡の遺構群とともに、この緩斜面から南側の台地平

坦部をその生活域に含んでいたものと考えられる。

2、続縄文文化の土暖墓と出土遺物について

2~1 土壌墓

既に第 2 節 -2 で土墳墓の特徴を列記した中にも記したが、続縄文文化~nの 6 基の土墳墓は北

東一南西方向へ伸びる尾根状の地形上に立地する口続純文文化期のj二横墓が丘陵の突端が尾根

上に立地する例は北海道内に例があり、本遺跡の場合もこれと共通する。 6基の土墳墓のうち

4基までが、尾根ののびる方向に直交して 1列に並び、その長111111をほぼ尾根ののびる方1ftJ ~こ沿

わせている。いずれも墓墳内での頭位万ICIJ を遺骸ーから直接矢uることはできなかったが、綴J~ミ而

に埋置された土器の存在から、芥土壌墓とも東寄りの部伎をその-Hr白!と昆てj去し支えないよう

に思われる。第188区iに墓墳長期hj;tJのピットを結んだ穏での推定以位を示す。

士墳墓の立地する北京一南西方向の尾根;1犬の地形は、北京!日1]で狭く、南西1l!1Jで!よし iO 6 )~~の

こi二墳墓のうち並列する 4主に限っていえば、第188fヌ!に示されるように、!る恨の北側にもi:I;!~ì: す
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る第 2号、第 3号と、南側に位置する第 5号、第

6号は尾根の収紋する北東方向へ、各々の位置か

らの頭位を向けている。すなわちこの 4);~につい

ては地形に叩!必した配買をとっていたものと判断

される。

第 1サ土境基を除いた 5悲からは、遺体ととも

に副葬されたと考えられる土器が見つかっている。

このうち第 2号土壊墓にあるような、墓i産長軌端の

一方の側壁に袋状のピ y トを設け土器を納める例

は恵庭市柏木B遺跡第36号土壌慕や、余市町天内

山第 6号墓壊でも確認されている。他に、時期jは

降るものの千歳市ウサクマイ遺跡にも類似の例が

ある。また、第 5 号士lJl~菜や第 2 了上積墜に見ら

ゴヒ

れるような土墳埋土の上層にも土器が検出される 南

第3節まとめ

尾根の走行方向

" 

第4J0-

例は、柏木B遺跡第202号土墳墓、第218号土墳墓、

松前町山坂第 4地点 1号ピソト、 4号ピソト、 Tfi:i
第189図 続縄文文化期土壊募推定頭位

館市西桔梗E~遺跡基墳で確認されている。ただし柏木 B 遺跡第202 号土墳墓、第218号土墳墓と

白坂第 4地点 4サピット例は、域内に河原石を入れた積石墓形式のものである。また江別市坊

主山 1. 1号墳も 1}jli口部から}良部をす:孔した例を合む 2点の注目土器が出土し副葬品であると

され、西桔梗E2遺跡墓駿の墳口部出土土器 2点も!支部穿孔されている。本遺跡でも第 5号土壌

墓埋土上層出土土器のうち第141図 3と第142[史 1の注口土器は底部を欠損、穿孔した状態

で見つかっている口第 3号~第 5号土I康慕のように小判形、楕円形慕績の横底面長n4li端に正立

状態の士器が置かれる例としては柏木8遺跡第435号土墳墓例がある。 以上見ただけでも、本

遺跡の土境基の副葬土器J:lI~車内の方法は、北海道内の検i引例と共通する。

土墳の形態の点では本遺跡の場合、全例が小'j:日形ないしは楕円形で、北海道での検出例と共

通する(柏木B遺跡第 9号、第35号、第36号、第48号、第60号、第78号、第241号、第435号土

墳幕、西桔梗E:遺跡墓地主、江別市町村農場閣 T - f ， T. 61など)。また本遺跡の土l農墓は全

例とも績底部長!14li~;/Jに i 対の柱穴様ビットが設けられるが、北海道内の例でも 1 対もしくは 2

対の柱穴椋ピットが設けられる例が柏木B遺跡第35号、第36号、第52号、第241号(以上 1対j、

第78号土J}lii墓、阿倍挺Ee遺跡事墳、 IIIJ1寸法場閣 T - f， T. 61 (以~1-. 2対)などに認められ

る口この柱穴様ピットについては、本遺跡の場合、第 5iナ土境基が逆になるのを除いた他は東

側のピヴトが怒分内向し、 jlLiiWJのものが互になるという傾向を認めたが、このような片側の
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ピットがやや内傾する例(本遺跡ではことに第 3号、第 4号、第 6号土墳墓で顕著で、ある)も、

柏木8遺跡第35号土墳墓、西桔梗E2遺跡土駿墓の実?WJ図からうかがえる。

本遺跡の土墳規墓は長制iの長さ 120~200cm、短判|の長さ 90~ 160cm、深さ 22~45cm であり、

西桔梗Ez遺跡墓壊(長径155cm、短径146cm、深さ45cm)、柏木B遺跡第35号 L墳慕(長経144cm、

短径123cm、深さlOlcm)、同第78号土績墓(長径167cm、短径153cm、深さ62cm) などの北海道

内事例とほほ、同じと見て良し」深さについては本遺跡の場合、かなり大きなfilJ王子によって境口

部を失っているが、一応比較できる範囲にあると見て良いであろう。なお本遺跡の場合、形態

と深さについては第26表に示されるような傾向がうかがえる円すなわち、平面規模(面積)の

特に大きな第 1号土横墓を除くと、く短軸の長さ/長軸の長さ〉の{院が小さい小判形の土域

(第 3号土墳墓、第 4号土墳墓、第 6号土墳墓)が浅く、その{直の大きい桔円形の土域(第 2

号土壌墓、第 5号土墳墓)は深い。これと同じようなことは柏木B遺跡で比較的深い土壊(第

35号、第78サ)などに混って、細長くきわめて浅い土墳(第48号土塘;長経164cm、短径80cm、

深さ12cm)の存在することからもうかがわれ、平而形での規模、形態と深さとの間に相関する

関係があるように思われる。

本遺跡での土壌墓の立地、副葬土器の埋納法、形態、特徴、規模などについては、以上のよ

うに北海道の事例に類例を求めることができ、総じてほぼ同じと見られる。ただし、北海道の

例では、平面形が円形を基調とし、横内に河原石を積み上げた積石墓形式のものが多く、これ

まで類例として採りあげてきた楕円形プランの柱穴様ピットをもつものは数の上ではむしろ少

ないようである。こうした傾向は道央部で強く、柱穴様ピットをもっ墓墳は道南部に特徴的と

される。

1遺跡から見つかった数としては少ないが、本遺跡の土壌墓は北海道から本州北部の続縄文

文化後期(後北C2式期)の特徴的な在り方を示し、その中でもより南部の地域色が特徴的にあ

らわれた例といえよう。

北海道の続縄文文化の土墳墓の本州側での類例として採りあげられたものに、盛関市永福寺

山遺跡例がある。『天内LLIJの報告によれば、土壌墓状のピソトは 7基あり、プランは楕円形で

長径1. 6m~2m 、短径1. 5m前後の規模があるとされ、ピソト外に柱穴状の小孔が密集する例

として記述されている。規模の点では本遺跡例や北海道内での楕円形プランのものと大差ない。

第26表 寒Jllll遺跡続縄文文化期土壌墓計測表
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また写真で見る限り、細部の特徴を除いた全体の形状は本遺跡第 2号土壌墓に似ているc 永福

寺山遺跡の他には、東北地方で後北式土器が遺構に伴った例としては多賀城市山王遺跡がある

が、特に墓墳であるとはされていない。

ところで、域底部に 1対以上の柱穴様ピットをもっ士墳墓例に対して、屍を入れる小屋がけ

が施されたという推定が、かつて北海道の事例からなされている。柱穴様ピットの機能を類推

しての仮説であるが、本遺跡ではこの推定が正しいとしても、上屋の存在をそれ以上に確めら

れる痕跡が認められなかったことは前節で述べた通りである。また、第 2号土壊墓に見られた

ように、楕円形土壌基の墳底部長報iの一端に正立して置かれた土器の下部でこの柱穴援ピット

が位置する例は、柏木B遺跡第241号土墳墓でも確められている。遺体を安置しておくような

施設が設けられていたとしても、儀礼の期間の過ぎた後土壌を埋め戻すにあたって施設の徹去

がなされたとも推定される。なお、構造的には墳底部に 1対の柱穴様ピットが設けられる

柱構造jの土塘墓は、関東地方古墳持代終末期の土墳墓や、同じ関東地方中世墓域群の中にも

存在する。また楕円形土墳墓の外側!の長調h線上に 1対の柱穴様ピットをもっ例は、北海道縄文

時代晩期の環状土擁の中にもある。土壌墓の形式としてこの「二柱構造jのものは、各時代各

地域に存在するようである。続縄文文化における「ニ柱構造Jの土壌墓がどのような系譜をも

って辿れるのか、興味深い問題である。

2-2出土土器

続縄文文化期の土墳墓内に副葬された遺物のうち、主体となるのは土器である。それらは後

北式に属する土器と、それ以外の土器とに分けられる。

後北式土器は副葬遺物を検出した 5 基の土墳墓全てから出土している。 4~5 単位の波状口

縁を呈する注口または袋状の突起を設けた鉢形土器が主体である口描かれる文様は微隆起線で

長画した O段多条の撚紐による帝縄文と先端の鋭い工具による刺突列で構成され、帯縄文は弧

状、 U字状、逆V字状などのモチーフをとる。このような特徴は北海道内の資料と全く一致し、
(説31) 

一般的な段階の後北C2式土器として把えられる。ただし、第 2号土墳墓の埋土上層から出土し

た口縁部資料(第134図-16)と体部下半資料(第134図-17・18)、第 6号土墳墓出土土器(第

144図)は帯縄文が微隆起継を伴わず、に施文される。帝縄文の間に施文され刺突も器部に対し

て直角に施され、後北C2式土器の刺突が器耐に対して鋭角に施文されて三角形 るのとは

対照的に、円形の形状をもって施文されている口また第 6号土墳墓出土の土器は口唇部が断面

三角形となり後北C 式の場合と趣きを異にする口以上のような特徴から、この 3点の資料は後

北D式によヒ定される可能性がある。

後北式以外の土器で、は、第 2 (第133図 1)と無文鉢形土器(第133図
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-2)、第 5号1二境基出土の古形士(第1421立1-4 )、手ね土器(第142~1- 5 )がある。

第133~- 1 の土器の休部に施される菱形の構図をもった撚糸文は、 ililh~:ruに対して異方向に

撚り紐を巻きつけた附加条の原体を、指をずらしながら施文することによって表わされているの

的加条の原体は器面に軸縄の痕跡が表われないことから、。段の rと!の撚り紐(むしろ繊維

I r I 1 
束とも言える)に、し iI とRi iのJ撚然り示和紐J丑附t

縄に対対.しては1左1:一でで、巻いたj原j五反;ヌ({体本と半判リ山Ii析折したD この民原(体をそれぞれiヰ平iド乙斗fわ行rに施丈したj場詩合には、 2 

段の RL、LRの原体を平行に向転するのと同様の効果で、中J:伏の燃糸丈が器fh1にあらわされる

ことになる。附力11条の}反体の作り方にだがあるかもしれないが、関東地方の十王台式土尽には

この種の羽状の鮒加条縄文が体部の文様として施される例があるようである。また青森県九般

泊岩陰遺跡の造形土器や、北海道松前町ー白坂遺跡、瀬棚町南川遺跡;の資料も基本的には、この

種の羽状燃糸文が施されている。また、北海道七飯町聖山遺跡の資料はこの種の羽状撚糸丈と

交互束IJ突文が併用されているが、この土器の場合はその原体は「不均等撚り台せの縄Jである

とされている。

ところで、秋出県内で、は従来大館、鹿角、小坂地!互に茂北式土器を11'，土する遺跡が多く、現在

ではこの地域だけで 6箇所の遺跡が知られている口それらの遺跡から出土している後北式土器

は、主にC:，式土器で、あるが、この後北Ce式土器と層位的にきわめて近接して出土するとされる

I群の土器(小坂X式)の中にも、羽状に施文された撚糸文の査がある。小坂X式土器につい

ては細かくはいくつかの型式に細分されるものが含まれるようだが、撚糸文あるいは条間のあ

いた縄文が施文されることがそれらを包括する特債であると理解してよいであろう。設定者で

ある奥山潤氏は、この 1群の土器は既に弥生期を脱した文化的系統の異なるもので、弥生後期

の土器や土師器の北上を花んだのもこの種の土器や、江別町、 N(後北CI、D)式土器などの

異質の文化であったとしている。

この第 2号土!J1ii出土の土器(第133凶 1)については、以上にあげたような小坂X式土得、

九般泊岩陰遺跡出土の土器など、東北地方北部から北海道南部まで分布する土器群の l資料で

あると理解したい口そして、その時期を特定するとすれば、九根治資料に与えられているよう

な十王台式併行の弥生時代終末かその直後の時期におけるのではないかと忠われる。

なお、この土器の撚糸丈施文に使われる指をずらしながらの施文法は、続縄文文化期の特殊

縄文の施文技法Jこ通じるものとjU、われる。

第1331立1 2の無丈鉢形土器は、揚底の特酸、;摩市1)の段去を作るi注起線のWiり付けなど、第133

凶 1の古7f;土器と共通する要素も多し 30 このこと似た特放をもった士山に、山形県寒河江

市石田遺跡出土の土器がある白石田遺跡例では到部のくびれがきっく、口総の外反する程度が

ややkきいが、頭部に住かな段差を設ける特徴はよく{以ている口ところで、石田泣跡例で、は

290 



第 3節まとめ

部に菱形を重ねた沈線文が描かれ、体部には条間のあいた縄文が;出:状に施文されている口この

口縁部に菱形を重ねた沈続文が描かれる例は、小坂町カラミ山出土土器や大岱阻遺跡出土土器

に類例があり、 %J者は小坂X式土器に包括されるXl式土器の特倣として注意されている。

第 5 号土壌墓埋土上層出土の奇形土器は A見縄文時代11免~n終末の大il司 A 、 A' 式期の査形土器

に酷似しているが、仕上りがゴツゴツした感じになる大きいi隔のミガキ調整が施されること、

厚手に作られ重量感があることなどは大淵A、A'式期の土器には見られない特鍛である。この

種の壷形土器の類例には、先にあげた石出遺跡例や、秋出県横手市手取清水遺跡例があげられる。

本州北部まで南下して分布する後北C"式土器が、本ナ1'1のどの土器に伴うのかという問題では

盛岡市永福寺山遺跡の例についての議論がある。本遺跡では永福寺LU遺跡で出土した塩釜式に

比定されるような吉式土師器は、破片でも検出されなかった。しかし弥生時代の最終末かそれ

をやや降る時期におくことのできる土器との共伴関係は、第 2号土騒墓に明らかである。新潟県

内越遺跡では畿内第V様式に共伴する可能性が大きいとされる後北Cl式土器が見つかってし喝。
(註48)

またJ守城県内で、は後北C2式土器と北大式土器南下の時期が 4 世紀~5 世紀に求められている。

以上のようなことを勘案すれば、後北 Cl式から C2式の南下の時期はあるI!屈をもって考えられ

る必要があると思われるが、本遺跡の場合、およそ4世紀~5世紀代におくことが可能であろう。

2-3 第4号土壌墓出土鉄斧について

第4号土壌から出土した鉄斧は、平柄の板状鉄斧であるが、これに類する北海道内の資料と

しては、余市町フゴッペ洞窟出土とされる資料がある。示された実混Ij図によれば、長さ9.lcm、

l楢6.2cm、厚さ1.4cmで、本遺跡のものよりやや短い。 伴出した土器は、後北式、北大式、十和

田式のいずれかであるとされる。

古墳時代の短冊形鉄斧を分類された古瀬清秀氏に従うと本遺跡の鉄斧は小形のグループに属

し、あげられた資料のうちでは千葉・大日山古墳例(長さ11.1cm x刃部111@5.2cm)とほぼ同じ大

きさである。形態の上では大日山古墳のものは側縁部が弧状に反り、本遺跡の例は古瀬氏の言

う縦長台形に近い。古瀬氏によれば、古墳時代の短冊形鉄斧の初現は 3世紀末から 4世紀初頭

とされ、小形短冊鉄斧は東日本で 5世紀前半頃まで存続するといわれる。

本遺跡出土の鉄斧は、後北C2式土器とともに副葬された続縄文文化期の鉄斧であり、古墳文

化の短冊形鉄斧とどのような系統上の繋りをもつものかは、さらに様々な検討が必要である。

ここでは一応、古瀬氏によって示された、古墳時代小形短fllt7F1l斧のもつ年代のl隔に、先の土

器の年代が大きく矛盾しないことだけを確認しておきたい。
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3、平安時代の竪穴住居跡について

!幣予桜三穴仁引住i主:h戸丙i4刊:

住居が多く、全体の規給、エド三のわかるものはわずの)5械に過ぎなし」そこでここでは本泣

跡における特徴的なものだけをおlllUして述べることにする。

3-1 カマドについて

16棟の竪穴住居跡のなかで、カマドの付設が確認されてし 1るのは第 5号・第 6サ・第 7サ・第

8サー第11サー第12サ県穴住民助;の 6械だけであるりこの 6械のカマドの佼世をみると、判断!方

向が多小異なるものの、すべて京慢の北iHIJに構築されているむこれは明らかに胤!I1Jの年によ

るもので、この遺跡の立地条件(市側に沢をもった沿岸部の台地上に=¥tJ也する)と深い係わ

りをもっ。実際調査期間内でも、特に荒天H寺には必ず沢から!凡j風が吹き上げてきたことが確認

できた。この 6棟のカマドの中で斜IJIIに構築された第 7サ竪穴住居跡のカマドが注目される。

このカマドの特徴は、カマド全体をti:l{Ij-外にtrpし1LHしたような趣を呈し、煙道部の[ltJj11thに長さ

80cm程の i~V;:;1犬の I11I みを 1~1: うことである u この !lilみは慨辺部の底rfli より深く桝られ、またIf}rrüîの

観祭による限り煙道部掛りん'を光明したものではないことを任認した口このカマドは燃焼部!'-I

体住居外に突き出していて、煙道部もかなり奥まったjiji-にある。本体部分が従来のカマドと

なり性問内には収容し切れていない。そのためカマド・煙追を桜うトー部構造が必要となり、州i

j草両側にt1tHられた溝;1犬の1'11みに沿って、住民の壁に付設した卜j廷が構築されていたことが想定

される。この種の溝状の111Jみについては県内では類例をみないが、青森県の永野遺跡と

跡に近似したものが検出されている口また宮域県の下';l~íj遺跡;では煙出しのドllj11神に対になった柱

穴が 211~1検出され、煙出しに伴う上部構造のための柱の存在を推定している。以上のような例

もあり、カマドに付随する上部構造の存在は確実視で、きる口

3-2 張り出しをもっ住居について

第 7-'，ナ~~~穴住跡は西側に張 v) 11:11しをもっiiir'}であるが、堅火定;仁の観察や張り IHし部分に

は壁むをカfないことから、構築時から張り出しを備えた構造であったと考えられる。県内では張

り出しをもっ住肘跡の例は非常に少なく、管兄にふれたものでは、鹿角 fIH!~烏子泣肋; S 1009、

If0 :1七の林 I遺跡 S1 018の 2例しかなし」また中 !LI:と忠われる張り出しのある!竪プ〈遺構は、出向

市小平遺跡、小豆沢館、一本杉遺跡、乳牛平遺跡、実のネllllll 遺跡、 kf!Ffrllfu~ コ遺跡、比内fIlT谷

地 中 日 遺跡等ヒに数多く見られるが、:rlヲ主的に大きな述いがある。世iV) nJ
1 Limの機能に

ついては、出入口、物ii'Yi'I守← A 角等考えられるが、出入仁!とすれば附段、スロープ、壁砕を必嬰と

しないかわりに床面が断み同められている等の形跡、を伐す什八森町命!~井遺跡でははっきり IU 人

口とわかる階段状の遺構がf~tllI1 されたが、本遺跡のこの張り出し部では出入 11 とするような fí在

~iEは持られなかったむ fft って古|日正として兄たほうがより と考えるじいずれfJslliliJこに構築さ
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れている特殊性を考慮し、上部構造とも照らし合わせて検討する必要があろう。

3-3 床菌上の土坑よのピットについて

第 3節まと め

第8号・第14~}竪穴住居跡、の床面上に明らかに住居に伴う多数の土坑状のピットを検出した。

ことに第 7号竪穴住民跡の数量は特異である。このような形態の住居は県北に多く見られ、特

に能代周辺には多数のピ y トをもっ住居が多い。この土坑状のピットについては、大きく 2つ

に分類が可能である。

A:花 2m前後の大きさがあり、深さが30cm程の鍋底:jjとを呈するもので、床面のr=jこl央に泣置し、

遺物、焼土を合まないもの、第14号竪穴住居跡p，t

B:Aより規模が小さく、円形、楕円形を呈するもので、さらに詰 1 遺物を含むもの、第14号-

竪穴住居跡Pr.、第13号竪穴住居跡p"、 B2 焼土を含むもの、第 8号竪穴住居跡れ-Pu・Pl.J

~P17、 B3 Bt 、B3以外のもの、第 5号竪穴住居跡PlI-Pn、第 8号竪穴住居跡、PIZ、P13と、第14

号竪穴住居跡Pt-P:l・P5

この分類を同辺の遺跡に当てはめてみると、杉沢台遺跡B:l、大館遺跡A・B1. B3、腹鞍の沢j宣
(註67) (長1:68) U立69) (註70)

助;B2・Bヘ上のUJII遺跡、(1次) A . B:l、上の山E遺跡(2次) A . B2 . B3、三十刈n遺跡A ・

B2・B3がそれぞれ存在することがわかる口この中で非常に近い位量にある上の山 H遺跡は特に

近似する例が多く、第 8号・第14号竪穴生居跡同様重複するピットも検出されている。この 4

種類のピットについてはそれぞれ別々の機能を果たすものと考えられる。 Aに関して、板敷下
Ut71) 

の収納施設とする考え方があるが、本遺跡の場合は上面には板材の痕跡がまったくなく、三十

刈立遺跡 S1 01のように埋められた状態で使用されていたと考える方が妥当と思える。また B

に関しては、貯蔵穴、カマドの焼土の捨場、灰溜施設等いろいろと考えられるが、第 8号竪穴

住居跡P12の貼床されているものがあること、相互に重複するものがあることなどが一つの検討

材料となろう。

この床面上に土坑状のピットをもっ住居は特に能代山本周辺に多く検出され、この地域の特

性を示すものである D 今後、この能代山本地域の平安時代の住居空間利用法を知る上で、注意

し続けたい特般の 1つである。

(註 1)土坑が土器焼成遺構とし得るかどうかについては、発掘調査中来跡、された穴沢義功氏からの御教

ポいただいた。

(註 2)持見誠夫・永瀬福男他はHt.UJ本地区広域農道建設に伴う発掘調査報合書J

秋田県教育委員会 昭和51(1976)年

(註 3)小松正夫他「野形遺跡J秋田考古学協会 昭和51(1976)年

(正1:;1)出限奈11寺「足出[11]出遺跡発掘調査報告書J:J:J後11汀教育委員会 昭和117(1972)年



第5章 案)llll遺跡

(註 5)稲野裕介・稲野彰子「比久尼沢遺跡J北 t市教育委員会 昭和59(1984)年

(註 6)永瀬福男・熊谷太郎「腹鞍のlJ~遺跡発掘調査報行書Jp.110 秋田県教育委員会 昭和57(1982 )年

(註 7)永瀬福男「秋田県内におけるフラスコ状ピットについてJr秋田地方史論集j

(註 8)永瀬福男・熊谷太郎「杉沢台遺跡発掘調査報告書j秋田県教育委員会 昭和田 (1981)年

(註 9)岩見誠夫・永瀬福男「館下 I遺跡発掘調査報告書j秋田県教育委員会 昭和54(1979)年

(註10)(註 6)に同じ

(註11)鍋古j跨夫他「告メ1]1尺只j誕発婦調在報台舎J八竜町教育委員会 昭和J54(1979)年

(註12)磯村朝次郎・児玉準「大畑台遺跡発品11調査報告書J日本鉱業株式会社船)11製油所 H併U56(1981)年

(註13)後藤寿一「右狩回江別町に於ける竪穴様墳墓についてJr考古学雑誌，]25-5 

「石狩国江別町遺跡略|ヌIJ中に、 8笛i好の竪穴様写i墓?詩集地点がiヌ|示されている。 11眼目iから判断す

ると IjJ話100-200rn校、長さ500-700rn程でのびる尾根:1犬の地形上に 4筒所の祐:集地点(がある。

(註14)木村英明「柏木B遺跡J恵庭市教育委員会 昭和56(1981)年

(註15)1峰山厳他『天内111j余市町教育委只会 昭和46(1971)年

(註16)菊池徹夫他[自柵舞J 昭和50(1975)年

(註17)(註14)に同じ

(註18)久保泰他「白坂j松前11町教育委員会 昭和59(1984)年

(註19)千代肇「西桔梗j函館圏開発事業団 H百平1149(1974)年

(註20)(註15)r天内山，] P 23の記述中にあるが、原典にはあたっていない。

(註21)(註13)に同じ

(註22)(註14)の文献中、実測図からの実測値

(註23)柏木B遺跡では隅丸方形、楕円形のプランのものが23例であるのに対し、円形の積石墓塑式のも

のは57例を数える。

(註24)大沼忠春氏の御教示による。

(註25)(註15)r天内UJj P 26の記述中にある。他に永福寺111遺跡のピットについの記述は以下の文献に

記載されている。

武田良夫「岩手県における弥生式土器についてJr考古風土記J第3号 P18 昭和53(1978)年

佐藤信行「東北地方の故北式化Jr東北考古学の諸問題j東北考古学会編 P278 昭和56(1981) 

年

(設26)高倉敏明 Illl王・高111奇遺跡発掘調査概報」多賀城市教育委員会 昭和56(1981)年

(註27)(註13)中、次のように記述されている。

「…柱穴を遣すものは恐らく、墓績の中に更に柱を"JI:てて小島を作り、そこへ凶を葬ったものだろ

う。…J



第 3~n まとめ

(註28)田中新史「古墳時代終末期の地域色J~.古代探叢 II j早稲田大学考古学会 昭和60(1985)年

問中氏はこの中で「二柱構注j幕戦の初現として、東海地)j弥生時代中期の方形周溝墓主体部を

あげ、ている。

民主29);j(野JIIu敏「茨城県谷和原村i[ii]t反畑遺跡;J日本窯業史研究所 昭和54(1979)年

(註30)育相!文古「尖々 4遺跡JI美沢)11流域の遺跡1rr:J北海道埋蔵文化財センタ一 昭和58(1983)年

(註31)大前忠春氏の静Il教示による。

(長1:32)1111斗法男 IR本先史上器[文i譜J[ヌ!版:3- 1の L器、先史考古学会 IJtl手1142(1967)年

(ctt33J 江坂輝弥他「青森till九般的手tl~~l?遺跡調交官i;今苫:J r石 ~if時代j 第 7 +j- s{i手n40(1965)年

(註34)(五1:18)に同じ

は1:35)高橋手n樹 li頼抑j市川遺跡、J瀬棚町教育委n会 n[J;f1151 (1976)年

(註36)石本省三「型IL!J七飯町教育委員会 昭和54(1979)年

「不均等撚り介せの縄」の先端の回転圧痕を如Ili間氏は結縄帯と表現している。また青森県内の

鳥海山式士器資料中に表わされる「結節団転文jもこれと同じ肢体によるものであろうっ

県山il当・安保彰「小lRXI式土(，t(訂正迫加)及び後北 B式併行土(，tJ r考古学雑誌j第51巻 4号-

lliHfl41 (1966)年

鈴木克彦「青森県の弥生時代終末期の土器Jr考古風土記j第3号 Hfi手1153(1978)年

(註37)小坂X式は主に小坂町の大谷地、内ノ岱、カラミ 111の各遺跡11"土の土器によって型式設定されて

いる。前 2者が小坂Xl式、後 1者が小坂X，)式と分けられている。

奥山 ìl~fJ .安保彰「十和田湖南西部(小坂鉱山)の弥生式文化とその掩統形態(下)J

f考古学雑誌J第49巻 3サ昭和38(1963)年

(註38)奥山i開「秋田県北半部弥生文化終末後の土器序説Jr秋田考古学j23号 昭和38(1963)年

第 I 凶一回 C の杉ノ l}~IU土とされる奇形土器、太日の束状撚糸文、交錯撚糸文を平滑な器i面に施

文する、と記述されている。

(註39)(註37)の文献で述べられている。また小坂X式と併行関係におく鳥海LL!式土器の内容を交互刺突

文系土日誌として把えて天王山式fji:行とおき、九般的遺跡資料を十王台式併行として、従来撚糸文

系土器としてその総体を把握していた鳥海1'1式土器のメルクマールの変更とそのキ111分の可能性を

説く論がある。したがってその場台でも小坂X式は弥生時代段期から終末期のあたりまでのいく

つかの間式を含むことになろう。

何回康問 111'森県内の弥'1:.11寺代終末期の土器についてJ~';i堂社 1 第 4 号ー 昭和59(1984)年

は1:40) 千代 肇 I-j主南地方のートー器J ~.縄丈文化の研究 10j

は1:41)1;"Hm義平氏の御教示によるり

}JU臨稔・佐藤立;U;他 I~之J_-_ )11流域の弥生土;詩集成・資料.JLII 形 o・ I\j 出 4 在~j\ 1サ
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第 5~主 力OlllJj室時

1'1形考市学会 11(1和61(1986)年

(註42)(註38)の文献第由iヌ1-3 

(註43)水瀬福引・熊谷太郎・小林克「京北縦立白動車道発+Jil:，jJt;] W fli {，;. ~ll苅 J f大[IJUI~教育委fi会

昭和59(1984)年

(誌44)小坂XI式とされた 1:器が、比較的まとまった資料であるのに対 L、X

料料，は極めて!断杉析tυ}片j'イf的i内甘でで、ある XI式と X，)式の形態上の|際立った相違点は特に述べられていないが、 f走

者が持!在となることが指摘されているは1:37i。

(~:f:45) (会1:41)にi司じ

(註46)大手"久京子「子l良市水遺跡発掘調査報f!??ヰJ横手市教育委員会 lJ(1干1159(1974)年

(註47)伊東信雄「土flrli器l時代JW水沢市!と 1j 11日干1149(1974)年

(註48)佐藤信行「宮域りiL内の北海道系遺物Jr'::¥城の研究j] i古文堂 I昭和59(1984)年

(註49)宇田川洋桁iI河野広道ノートJ考古編 北海道出版企同iセンタ一 昭和56(1981)年

(百1:50) ，11'瀬清秀 111，t!'tll寺代鉄製:r!lの研究Jr考 II，'，?雑誌j第60巻2号 Il{{手1149(1974)年

(註51)遠藤正夫「永野遺跡発射調査報告「書:J青森県教育委fl会 lliHI155 (1980)年

土自fIi第 6号竪穴住j古跡カマド

(註52)北林八ifト!日青「大平遺跡発t1:1I調売幸iii今書l青森県教育委員会 fJi{手Ll55(1980)年

H - 1号.[摂穴ltl吉助;カマド、 H-30号幣プ〈十i:)討跡カマド

ただしこれらは掘り方としている。

(註53)I宮前遺跡」宮城県教育委11会昭和田 (1983) 年 第42J，j-1:t居跡

(註54)橋本高史「飛鳥平遺跡J~'東北 !í:ffE其白動車道発抽出j査報合書:日1 j秋田県教育委員会

張り I:Uし部を増築している。 昭和57(1982)年

(註55)吉見誠夫「北の林I遺跡JW東北縦lt自動車道発+J:J:調査報???苦二田 j秋田県教育委員会

張り U¥し部分には壁慌のiiijfi:切りがある。 昭和57(1982)年

(註56) 庄内 IIÍ:~男「小平遺跡発制調査報台書」鹿角市教育委民会 昭和54(1979)年

(註57)桜田睦 「小亙沢館Jr東北縦民自動車道発射調査報告書町j秋田県教育委員会

昭和57(1982)年

(註58)桜田隆 |一本杉遺跡J~東北縦貫自動車道発+Jil:調査報古ー告~VJj秋田県教育委民会

1Ii1和58(1983)年

(flJ59)児玉準 「乳牛平遺跡;J ~東北縦ftn 動車道発+1:1:調査 tlH'日刊百 j 秋田県教育委員会

II{{手Ll59(1984)年

(註60)桜1+1降 「妻の1-111部i主同;Jr東北縦貫自動車活発計fil:0)M1i~幸iipt書 ru {大口i~Çl，教育委只会

IJ日手11日 (1984) 年



第3節 まとめ

(註61)奥Illi関 「大館市片1I1館コ発掘調交幸iiFJ書第論次j大館市史編さん委員会 H日手1148(1973)年

(誌62)品1I1憲司「芥地中「館Jj宮跡発掘調子t報台書J比内町教育委員会 昭和53(1978)年

(註63)(五1:51)にi司じ

CiJ::64 )絞田i珪 f 士二JI:遺跡発}I:I\調査sm1l:f子1~J秋田県教背委員会 開手1159(1984)年

(註65)(註 8)に|司じ

は1:66)加藤孝 「大館遺跡発掘調査報告書」能代市教育委員会 昭和53(1978)年

(註(7) (註(1)に同じ

(i!1:68)柴削場.[1日 iJ:のIlln遺跡発射'uJ調査報合書J秋田県教育委員会 H併1159(1984)年

(註69)熊谷太郎・児玉準{上のI[III遺跡第 2次発掘調査報告書J秋田県教育委員会

昭和61(1986)年

(註70)児玉準 「三トメIj1 . 11 遺跡発射調査報;奇書:J秋田県教育委員会 昭和59(1984)年

(註71)(言1:27)に!可じ

(註72)秋元信夫「高市ruJ館跡発掘調子t報告需:J鹿角市教育委員会 昭和57(1982)年

第17号竪穴住居跡中央の円形のピット
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7JI]編 自然化学的分析

分析試料

第1章一第 3章の分析の対象とした試料は、寒j川!円11.日 j遺立助跡;カか、らJ採求耳取Xされた土壊試半苧料料q千lト.8ι，点I

ある (試料料，表)九O 

試料表

(地111層)

2 // 

寒)11 1 3 縄文早期 (S1 37) 

4 縄文中期(S 1 21 ) 

5 ( ) 縄文早期(S 137) 

1 u '-ノ
( ) 基本層序内(地山層)

寒川 E ‘ム2 続縄文(S K79) 

3 平安 (S1 77) 

。;分析試1'l. H lvl ;重鉱物分析. L M ;軒鉱物分析.

同;1:11折半測定. p;花粉分析.W;材同定

また、第 4章の14C年代測定の試料は寒)111選肋;から 1点、寒川 Ili立跡から 2/~を選んだ口第

5章は本編第 5 2節-2の続縄文H手代の第 4号土墳墓IH土鉄斧について行ったものである。
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第 1章テフラ分析

l 分析の日j'1~ と )j法

本分析lは土、 ;寒奈約)ハ川11けIj遣立t肋跡A事;カか為らt採求i取i収文された 2}点i

および川J折行半 i社測!日印別!リ判IJ';:定i主i を行ない、 ~i石記載白'~~IW:放を明らかにすることにある。

分析方法は、 jユトaのとおりである。段初に試料約40g 超音波洗浄と溢式の飾別を

行なって1/16mm以下のWi.:J二分を除去する。実体鏡下で観察夜、 1/r1-1/8mmの粒子を箭別してテ

トラブ口モエタン(比重2.96) によって重法分離を行なう。 鉱物のj司定には偏光顕微鏡下で行

ない、主鉱物、軽鉱物件々 250粒以上をIwJ)与して丞鉱物組成、il珪鉱物組成とした。さらに斜方輝

石を子選日Ij後、新井(1972)の方法によって屈折半の測定を行なった。

2 分析あげミ

実体鏡下での観察の結果、いず、れの試rlにも風成砂(砂!日沙)起源の表而の濁った石英等が

多く認められた。これに付して一般にテフラの指標とされる火山ガラス、スコリア、火山ガラ

スが付請したHUd，鉱物、自形のHf:，'d，鉱物等は非常に少なく、わず、かに陪灰色スコリアと自形の

fAE ， 'fj'，~五;物が認められるにすぎなかった口{えってこれらの試料の [è):材は砂丘砂の可能性が大きし '0

試料の経鉱物組成をl'K11・2に、重鉱物組成を凶 3・4に示した。試料開で大きな速いは認

められなかったりまず軽鉱物組成をみることにする。火山ガラスはいずれの試料にも含まれて

いるが、その:長は非常に少なし」火111ガラスの形態は透明のil珪石型である。試キlの大部分は同

定不能のお片や風化した石英等の鉱物である。これらの他に石英(高温型を含む)や長石が含

まれている口重鉱物は、量の多い)11買に斜，方輝石、磁鉄鉱、単斜輝石、角閃石で、ジルコンもご

くわず、か認められた口これらのうち重鉱物の大部分 (60-70%) を占める斜方輝石には、自形

のm:IWIも合まれている。

さらに詳しい特徴を知るためにJtri1Jy率の測定の対象としては、自形の斑品が認められテフラ

起源の可能性が大きい斜方*ili石を選んだ。測定結果(モード)を去に示す。 rangeはおそらく

椋々な起源をもっ斜方向石が混在している砂丘砂を反H央してか、いず、れの試料で、もかなり佑が

ばらついていた(1. 704-1. 722 )，~，モードをみると、 V ì1-"~Lの試料も 1.710から1. 716の間にあり、

試科目jで、大きな差は認められなかった。

3 考察

1) 示際テフラとの対比

寒川11遺跡の地1111討(寒)111 遺跡、試料呑サ 1)および寒)11日遺跡の地山層(寒)11II遺跡、

407 



7JI]制 自然化学的分析

試料番号 1)には、ごく少量のスコリアと自形の斜方向[石が認められたが、従来知られている

示標テフラ層に対比できるような火山噴出物は認められなかった。具体的なテフラにIYiJする資

料が手もとにないので具体的なことは甘えないが、スコリア層や自然の斜ブ石は、リ男:;)j脱江三半iドえ¥1

)西E奇剖部|じ;の一ノ日 j潟勾等の単}成£火i山]Jf群洋あるいは寒凪風u山IJ火i山11カか、らのテブラにr山【j↑打11一1来している flJ能性はない

だだ、ろうか口藤同(什1959引)によれば、寒風L1J起源のj存料流が40m段 i王を被っている。この羽m段

丘はもっとも広く分布している(藤岡、 1959)ことから、 ??::!VLi段 i王に相当すると考えられるけ

潟西層団体研究グループ (1983)は、男鹿半島北東部潟両地域の!同J=f;学的iiJf究を行ない、下位

より Jllt{に先鮪川!語、安出回、 i見出一層、橋本段j王構成層、寒風山火山噴出物そして砂丘砂と

している。安田層中にはさまれるピンクタフ(北llL 1975. Okada. 1971. I~I 石ほか. 1981) 

が約 9-13万年前に北海道のiltiJ爺カルデうから i噴出した制爺火[JJ以(Toya， Ulj山ほか， 19(1) 

に対上とされる(町田.新井.宮[}~. 1984)ことから、寒風山の火山活動は第四紀校野jであろう

また山頂部に火口地形が読みとれることから、テフうの!噴出がj七較的新しい!王子代にも行なわ ~l

ている可能性がある。また日潟火[111洋起j阪のテフラも、家風山起源の溶れはL同様に40m段 i王を

被っている(藤岡， 1959)ことから、第四紀後期のうち比!較的新しい年代にi噴11'1してしるる iiJ能

性が挙げられる。これらの火山に山来するテフラの屑!手、 i噴火年代、分ギ干の抗手111なぷiJ1tiJif:t

たれる。なお、市方の鳥海火[I1起源のテフラのうち、広域に分布するようなテフラ層は今のと

ころ知られていない口

また能代市上ノ山立遺跡の平安時代の堅穴1tJ， !j-跡の苅u-_から約800-900年 rìíf に朝f~.ï::半島の [~j

頭火LL!から噴出した[11頭[]J-苫小牧火LlI以(B-Tm 町田ほか， 1981)が発見されており(新

井， 1986)、今回採取された寒川 l遺跡のカマド1付の試料(寒川11遺跡，試ifl高二47・2)との対応

関係を検討した。しかし今国の試料中には、 B-Tmに特酸的に合まれている透明のバブル型

や軽石型ガラスやアルカリ長石は発見できなかった。鉱物品IL成等の特徴から、地山!悼と fjJ'Jじよ

うに砂丘砂起源の土壌と考えられる。

4 おわりに

今回の分析では示標テフラ!討を発見することができなかった、当地域には次にのべるような

テフラが見つかる可能性がある口最近前期j旧石器H寺代について学界での話題となってるので、

ここでは第四期佐期のテフラ全体について記載する口なお、与テフラの右石'I己iliI2:i'l<j特般につい

ては、間J出ほか、 (198(1)や Arait'l al. (1986)等の丈献を参!!なされたい。

1.十手[]日3iMJの aテフラ (y0 - a 町田ほか， 1981) : A D. 915年

2.白頭山一苫小牧火UJ!氏(日 -T111 ; 1町田ほか， 1981) : 11-12I1t紀

3.鬼界アカホヤ火山以 (K A h ;町田・新)!・， 1978) 約6，300年前

4.十和田八戸テフラ (TO-HP;東北地方第四紀研究グループ、 1969. 111.)11. 1983) 
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第 l章テフラ分析

: 10，000-13，000年前

5.姶良Tn火山灰 (AT ;町田・新井， 1976) : 21，000-22，000年前

6. r河蘇 4火山灰 (Aso 4; I町田ほか， 1985) 約70，000年前

7. ilfiJ爺火山灰 (Toya; IlfJ田ほか， 1984) 約90，000-130，000年前

これらのうち上位 2枚については、すでに秋田県内においても分布が知られている口 K-A

hについては、段i立米沢盆地や存会111中でj;j-Jとされる n]"能性があるテフラが発見されており

( lrl_出・新)1二， 未発表)人、 このテブラが当地J域D或kまで分分、イ有布liしている lμ叶lJ白自能主t剖'1"性|ドぜ性hは否定でで、きなしい¥0 T 0一

H Pのうち当地J域主或長に分布する[叶!せJ苧白立能色伝引'1性i

積物である O とくに前者i止、青森県市部(経一上北地方)を広く被っているほか、脊捜111)]辰

111地の詑地内にも堆積している。!討村lおよび分布形態から、かなり流動速度の大きい lypcの

火砕流であったと考えられる (lfl.間・藤田 表 ) A Tは、青森偲西津軽郡出来島において

!51さ3mmのk:rg層(1'1色{肢k:UIf:I!:火1[1ガラス!再)で発見されている(_i土ー 1978)ほか、口本

ii正秋!Tl;11]でも発見されている(Machida and Arai、1983)口このことから当地i或では ATが純

層で発見される可能性もある口以上のテフラは考古学に直長関係する口

次に述べる Aso 4とTovaの2枚は、特に前期ILI石器時代を主とする考古学的研究に

であるほか、地形発注史等に);_いに役立;つテフラである口 Aso-1については、建設有国土地

理院高技'I~' より成台付近で発見されているとの徒jl教示をいただいた。また Toya は、安

田厄.;，ドのj建!忌で従来ピンクタフ(北立!闘， 1975. Okada， 1979. 白石ほか， 1981) と呼ばれて

いるテフうに対j七される(町出ほか， 1984)。前述のようにこれら以外にも、日出火山群起源の

テフラや寒風山起源のテフラの堆積も確認できるかも主IJれなし一片』

示標テフラをつかって造物や遺構の新旧関係、!語序対比、時代、年代などの研究を行うため

には、まずは;し 1地域で野外調去を行ないできるだけテフラの保存状態が良い露頭で、肉 U[~ある

いは、テフラ分析によるテフラの同位を把J足したヒで、テフラ層伎を組み立てなければならな

い口そして基本層!予を踏まえた後、遺物や遺構とのj醤!手関係をとらえ、 J!l\~成堆積物や泥炭層等

の:J:itfit状態の良好な地点を選んで連続的(たとえば 5cm毎)に試料採取し、分析されることが

望ましし'0

引用文献

新Jj:J，})ミ (1972) 主:1-))- がi可ト角川右の}/I日Jf平によるテフラの llij定一テワロクロノロジーの J~~{j釘l引ðf究一.

第四紀研究， 11， p. 254-269. 
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表1 寒JII1遺跡テフラ試料の屈折率測定結果

試料番号 | 斜方輝石の屈折率 (r)

1 

2 

1. 710"-' 1. 714 

1.710----1.713 

表2 寒jllII遺跡テアラ試料の屈折率測定結果

第 I章テフラ分析

100% 

1 f三三宝主主三翠翠塁塁怒怒怒蕗密密翠翠窪翠怒翠怒怒翠劉

2 ~三三玉三五三三三三三監翠翠塁鐙盤強魁翠密翠器密怒翠言語

I I 火山ガラス

1-1 石英

Eヨ長石

隠語 その他

図I諜JIII遺跡試料の軽鉱物組成

100% 

1 ~~_::三三:主主主主主誠溜替問機磁器摺磁器磁調

I I 火山ガラス

トイ 石英

Eヨ長石

除諸 その他

図2寒)11II 遺跡試料の軽鉱物組成

100% 

1 ~~~~7~~mØ~w恋芯泣;関関甑溺
2 ~~Æ%~~W~Æ~~[開期間関欄j翻

~0] 斜方輝石

於対 単斜輝石

ドJ 角関石

臨磁鉄鉱

陸宮 その他

図3寒JII1遺跡試料の重鉱物組成

100% 

1 彪wWgg~wø_2Y~W_Z~磁謹鱒翻

斜方輝石

単斜輝石

角関石

磁鉄鉱

その他

国4寒Jlln遺跡試料の重鉱物組成

jll ] 
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第 2章花粉 分析

第 1節 寒)111遺跡

1 n的

寒)11T遺跡は、秋出県龍代市の南部、米代)11の左岸から八竜町まで日本海沿岸に南北に速な

る台地上に位置する。今回の調査は、寒)111遺跡の縄文時代早期と縄文時代i十I期!とされる遺構

内の堆積土の花粉分析を行ない、その植生を推定することを目的とした。

2 試料

試料は、寒川11遺跡の S1 37土坑I)~ 2層(試料 3)、 S1 21炉内(試料4)から採取された

2点で、試料の土質はローム粒子の混じるシルトである。

3 分析方法

花粉、胞子化石の抽出方法は、以下に示す方法で行なった。

1) 

試料をポリエチレン製ピーカーに各15g秤量する G

2) H F (フッ化水素)処理

本処理は、試料中のケイ酸質の溶解と、試料の泥化を目的とする。

①試料に48%H Fを20mel][]えて、振とう式ホ yトプレートで60分間加熱撹狩する。

②処理後、試料を50meの遠沈管に移しかえ、遠心分離(1500回転)し、上澄み液を捨てる。

③蒸留水を加え、撹枠し、遠心分離を行ない上澄み液を捨て処理液を取り除く(以下、水洗

とする)。この作業を 2凶行なう口

3) 重液分離

本処理は試料中の花粉、胞子化石などの有機物を、比重の違いを利用して分離する。

花粉・胞子化活の比重は1. 3~ 1. 8以下で、鉱物質は 2 以上である口

① Z nB r2 (臭化亜鉛)を10%塩酸 (HC 1)に溶かし、比重を2.2fこ調整する口その重液を、

HF処理の終わった残夜に20melJLlえて、よく撹件する。

(芝)j玄心分離.6~により、 800回転で;15分間、続けて2500回転で10分間速心分離する。

③遠心分離後の浮上物を別の遠沈管に移し、蒸ftli水を加え比重を下げ、 j主心分離する。

④水洗を 3@]行なう口

4) アセトリシス処理
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エルドマン(1934)が考案した方法で、植物遺体中のセルロースを加水分解する。

①CHlCOOH (氷酢酸)10meを加えよく撹件し、残の!脱水を行なう。遠心分離する。上

j笠みj夜を捨てる

に、(C H l C 0 ) e 0 (Jl1~;水間:f喰) 9 NliにH:S 0 di長i制駿) 1部をj見入した酷化i夜を10

me加え、ウォーターパスで 5分間沿せんする円冷却後遠心分離し、 !~泣み液を捨てるの

先を 3[iJl行なうの

5) KOII処理

略行員恨の溶解を目的とするの

(1)10ヲsKOH (;主酸化カリウム)を10me)J[]え、ウォーターパスで15分間渇せんする。

②水洗を 3回行なう。

6) 封入

分析処理後の残j査をマイクロピペットで花粉・胞子数を調整し、グリセリンゼリーで封入し

検鏡した(グリセリンゼリーは、同折半が 1.43で、北米やわが国でよく使われる封入剤であ

る)。

7) 検鋭

検鏡においてはプレパラート全jujを走去し、その間に出現したすべての種頬 (Taxa)お

よびその個数を計数した口

4 結果

2lxの試:jqーから検出された花粉.IJfQ子化石は 4種類と少なく、またその偶数も少なかった

(去 2)。さらに、その化石の保存状態は思く、外肢が壊れていた。このような分析結果は、間

取地方のローム台地上の花粉分析結果と類似する。原因としては、:ttt:積u寺あるいは:tjt積後の経

年変化により目変化分解したものと考えられるのまた、花粉、胞子が、熱に弱いことを考慮する

と試料 4の日 121炉内のI試科から花粉・胞j三化石がほとんど検出されないのは、そこで夜泊さ

れていた火により分解した結果とも与-えられる U

第21liJ 'Jj~川立造跡;

1 日 (I~

寒I11uj立跡l土、 寒JII 1 .Ì立lf，J}の北íHlJの説本のある小沢をはさんで [~t:~I~ するヮ 1寒本)川11 II j泣立E副跡占事;ド内]でで~発

J担Jl川，¥されたi半:i出i丈IIS:ι:ンイf代r一tと、iド乙安11昨与f代仁と さ ~L る j泣立 1行{悼向if.削').1内j人付、オj の I山jHI付枯;!之古漬if古立i1Tit けlパL-.を{ヒ凶1粉升分初析fとf行tない i山i九1ムfれ十お和，(i川i

とを i日=11的'1刊!内句とした口

2 
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試料は寒JII日遺跡の SK 79後北C2式土器(試料 2)、 S1 77;理士(試料 3)から採取された

2点で、土質はともにローム粒子の混じるシルトである。

3 分析方法

分析方法は、前述した寒)111 遺跡と同じ。

なお、結果の表示で複数の種類 (Ta x a )をハイフォンで結んだものは、謹類の区別が明

確でないものである。

4 結果

2点の試料から、樹木花粉 8種類、草本花粉 6醜類、シダ類胞子 1種類が検出されたが、そ

の個数は少なく、その化石のほとんどの膜が壊れていた。また、化石数は少なかったが、その

産状は試料 2と3では明らかに異なっており、試料 2の方が種類数及び偶数が多く検出された。

このような結果は花粉化石の保存状態より、酸化分解した結果であると考えられ、古植生を推

定することは困難である口試料 2と3の花粉・胞子化百の達いは、試料3が土器内の埋土であ

ること、堆積環境の違いなどが原因としてあげられる。

表3 寒JlI1遺跡試料花粉分析結果

試料番号

ツガ属

コナラ亜属

イネ科

カヤツリグサ干ヰ

不明花粉

他のシダ類胞子

樹木花粉

革本花粉

不明花粉

シダ類飽子

総花粉・胞子

414-

表4 寒)11II遺跡試料花粉分析結果

試料番号

スギ属

ハンノキ属

コナラ直属

クリ属

ニレ属ーケヤキ属

エノキ属 ムクノキ属

カエデ属

トチノキ属

イネ科

カラマツソウ!高

セリ科

ヨモギ属

キク翌科

タンポポ亜科

不明花粉

{也のιダ額胞子

樹木花粉

草木花粉

不明花粉

シ夕、類胞T

総花粉・胞子

15 

15 

6 

25 

29 

3 

59 
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第 3市炭化材同定

1 泌斜

試料1.11点 (NO. 5)で.縄文書寺tt'，'.削のものとされるS137伎辰雄の 1:坑内から検出され

たものである。 3主将のtt.格などは不明である。

2 方法

試科を乾燥させたのち、本口、毎日.1旺U三断面を作l弘元I2tf型車電子顕徴縫で鋭聖書 ・同定し

た。 '"1叫に~後続写真t寸版 {図版 3 ) も Ih~ した

3 *~製

武料1:、クサギ(Clerodendrußl 江主h旦10mulJ1)と同定された。 主な解規学的t~，微 Iま次のよう

なものである。

~孔材でイu調書ßI.l 3 -4州、イL間外でややZtに符径を減じのち年信号11二li，)かつてi4再縁するe

).;.泊'l'i'I.1nl重厚は中m、t前I折加ではIIil' ) Jr~、 1:1とんど単独、小i立管は符慣はややほし 械断î(1I

ではm円形~多角形. !I\副!および2-41闘が111合する。治特liJ幹g.イしをむし、 '\~111土交可状に

配列する. f，(射鋭敏111'(性血担、 1-6細胞似.ω細胞βH~えることもある

柔組織l.t刷問状、爽払~迎合眠状およびデーミナル状。Jr給掛Eはやや不明眼。

クサギ11北海道市川綿以前の令土に1'1'1・するクマツヅラ干|の部紫低木で. '.必A、としても I~U!l.

される.その名の示すように柴に悉臭がある 材1.1経軟で、 ml主は締に知られていなし」

木口 x35 ~iE 1:1 x140 板自 x140

CZerode叫l'ImtPichotα7IW7I 

-416ー



第4字 11C年代社!日定

第 4章 uc年代測定

院大学放射性炭素年代測定結果報告書

1987年 2月13日

秋田県l!lU詩文化財センター殿

1986年12月3日に受領致しました試料についてのはC年代側定の結果を下記の通り御報告致し

ます。

なお、年代値の算出にはIICの半減期として Libbyの半減期5570年を使用しています。また

付記した誤差は戸線計数値の標準偏差 σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (onesigma) 

に相当する年代です口試料の戸線計数率と自然計数率の差が 2σ 以下のときは、 3σ に相当す

る年代を下限とする年代植 (B. P)のみを表示してあります。また試料の、戸線計数値と現

在の標準炭素についての計数率との差が 2σ 以下のときには、 Modernと表示し、 σ14C%を

付-記しであります。

Code No 試 料 B. P.年代(1950年よりの年数)

Ga K 13141 Charcoal from Noshiro， Akita. 5470::1::130 

3SK 1 -SI37 (寒川 I遺跡第 4号竪穴住居跡) 3520 B. C. 

861108 

Ga K 13142 Charcoal from Noshiro， Akita. 

3SK II -SN14 (寒)11n遺跡第 l号製鉄炉)

861105 

Ga K 13143 Charcoal from Noshiro， Akita. 

3SK n -SK65 (寒川 E遺跡第14号土坑)

1280士90

A. D. 670 

4610士90

2660 B. C. 

以上

木越邦彦
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第 5章 寒)11II遺跡出土鉄器の金属学的解析結果について

右手県立博物館 男英刀
口

、
吋
J
1

・

4
列

寒JlITI遺跡において検出された 6基の土墳墓は、その形態ならびに共伴した土器によって 4

- 5世紀代に相当する続縄文H寺代のものと推定されている υ これらの土壊からは土器の他に刀

子と鉄斧が出土しているが、本遺跡の性格からすれば、鉄製品は北方からもたらされたnJ能性

も考えられる口しかしながら同時期における東北地主北部より出土した鉄器の調査例はまだ 1

例もない。鉄器の流通経路についても全く不明であることから、これらの鉄製品の金属学的解

析は 4-5世紀代の東北地方北部における鉄文化の流入を検討するうえできわめて重要である口

このたび、秋田県埋蔵文化財センターの依頼により鉄斧の金属学的解析を行う機会に恵まれ

た。他地域より出土した同時期における鉄製品との比較検討の問題がまだ残されているが、以

下に鉄斧の解析結果を報告する。

1、調査試料および方法

l望lに試料鉄器を示す。表面は土砂および赤錆層に覆われているが磁性は強く残存状態は良

好と判断される。

金属学的解析には図 1、A部より採取した微小な錆片 (0.3g )を用いた。採取した試料は

2分し、一方を樹脂に埋め込み研磨して組織観察に、他方を化学成分分析に供した。組織観察

はもとの鋼の結品組織が推定できる領域と非金属介在物の状態を十分に確認できる領域を中心

に金属顕微鏡を用いて行なった。さらに代表的な非金属介在物については、 EP MA  (エレク

トロン・プローグーマイクロアナライザー)で組成を分析した。なお、試料の研磨に際しては、

試料中の化学成分の溶出を防止するため、水を一切使用しない方法を用いた。

化学成分分析試料は、双fI良実体顕微鏡下で赤錆部分をそぎ落し、メタルおよび黒錆部分をそ

の分析対象とした。分析は ICP法(結合誘導プラズ、マ法)によった。

2、調査結果ならびに考察

採取した錆片のマク口組織を同 2に示す口白色部はメタル、 Hti:f民色部は黒鉛(マグネタイト、

Fe304 )である口赤錆(水両変化鉄、 FeO0 H )はマク口組織[人jにほとんど認められず、残存状

態、は比較的良好である。

凶3-aは図 l領j或A部のミク口組織であるが、内部に白色のあijillflが認められる n 凶3-aの枠

続部分を出i1fキで観察したものが!ヌ13-bで、ある。微弱11な制II根からお:1犬結品で、あることがわかる口
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これは銭化前の健全な状態におけるパーライト層中のフェライトが失われ、セメンタイトのみ

が残っている組織と推定されるむこの網目状をした島状組織全体をもとの健全な鋸におけるパ

ーライト相、島状組織で囲まれる黒錆部分をブェライト相とし、鋳化による結品膨張を無視す

れば炭素含有量は0.1-0.2話、ブェライト結品の大きさは25-30μ程度となる。以上の観察結

果を総合すればこの板状鉄斧の基部はパーライト変態点以上の高温領域からゆるやかに冷却さ

れた軟鋼によって構成されていたものと推定されるの

なお、採取した鋳片ーの観察結果のみからは韓国公州市土墳墓から出土した鍛造鉄斧のように

積軟の合わせ鍛えが行われているかどうかについては言及できなし'0

次に使用原料ならびに鋼精錬法について検討する口表 Iに鉄斧の化学成分分析値を示す。鉄

は誘化の過程で酸素と水素分を増すいっぽう鉄分の含有量は減少するため、もとの健全な錦の

化学組成を推定するためには対Fe北をとって検討する必要がある。表 1には上段に分析値を、

下段に対Fe比を示している。鉱石の指標元素であるCu、Mn、Pはいずれも0.004%以下と低レ

ベルにあるが、また砂鉄の指標元素である日も0.0864%ときわめて低いことから砂鉄の使用は

考えにくい。この分析値のみから断定することはできないが、始発原料は鉱石が有力である。

いっぽう Siは0.0125%であり、この分析値から予想される鋼中の珪酸塩介在物量は0.03-0.04

%程度となる。分析値でみる限りきわめて清純な鋼が使用されていたものと考えられる口

表 1 寒J11 II遺跡出土鉄斧の化学成分分析値(%)

u
 

p
し

0.0019 

0.0040 

図4-a2および、かはそれぞれ灰色粒状化合物、黒色ガラス相(図4-blに指示)の EPMAによ

る定性分析結果であるが、前者からはれが、後者ではほかにSi. Ca . Al . Kが強く検出されて

いる。この分析結果からこの介在物は、灰色粒状化合物ウスタイト (Fe0 )およびCa0 -S i 02 

-A1203-KzO系のガラス質珪酸塩から構成されている口鋼精錬過程で脱炭剤として鉱石粉を、

また造浮材として石灰質系の物質を使用した時の生成物と考えられる。磁鉄鉱を始発原料とし、

製錬によって得られた鉄素材を鉄石粉により精練して0.1-0.2%Cの軟鋼をつくる。こうして

得られた清純な鋼を使用して鉄斧の基部は作られたのであろう。

以上の調査結果から寒川出土鉄斧は鋼石を始発原料としていることが明らかとなった。また

鋼の精錬法もその介在物組成から、韓国公州市土墳墓出土鉄斧、富の原遺跡出土鉄文、および

稲荷LU鉄剣等の鉄製品とほぼ同じであると考えられる。こうした点をふまえれば寒川出土鉄斧
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も一応、南の鉄文化がもたらしたものと考えられるが、 4-5世紀代の鉄器の金属学的調宏例が

きわめて少なく、また同時期における北方の調査例が皆無で、ある現状において、本鉄斧の流通

経路を言及することは国難である。

今後、何時期における日本列島の鉄の解;祈を行なっていく中で明らかにすべき問題であろう。
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図1 第4号土積書出土鉄斧

図2 錆片のマク口組織
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